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Advanced Schematic 98操作マニュアルは Protel社 電子回路設計 CAD Advanced Schematic 98を初めて触れる
方を対象として、インストールから回路図作成、ネットリスト出力までの操作を習得していただくものです。

本マニュアルでは、ファイルやディレクトリー、ドライブ、マウスのクリックなど、Windowsの基本的な操
作方法は理解されていることを前提に説明されています。したがって、メニューやツールバーの扱い方や、
クリック、ダブルクリックといったマウス操作についての詳細な説明は省略されています。

この操作マニュアルにより、ひとりでも多くの方に Advanced Schematic 98が便利な電子回路設計 CADであ
ることを理解していただけるものと思います。

本本本本ママママニニニニュュュュアアアアルのルのルのルの構構構構成成成成ににににつつつついいいいてててて

本マニュアルは、ファイルを開く、回路図を描く、レポートを作成するなど、まとまった機能別に 18 の章
から構成されております。どの章からでも読み始めることができますが、一連の流れを持って説明されてい
る個所もありますので、なるべく最初から順を追って読まれることをお勧めいたします。

キキキキーーーーボボボボーーーードドドドに関に関に関に関すすすするるるる表表表表記記記記

本マニュアルの中で、キーボード操作に関する説明は、Microsoft Windowsのオンラインヘルプ等で使用さ
れているジェネリックキー表記に準拠しています。NEC PC98シリーズをお使いの方はキー表記を以下の様
に読み替えてください。
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Ø 本マニュアルを運用した結果の影響につきましては、一切の責任を負いかねますので、予めご了承くだ
さい。

Ø Protel、Advanced Schematic、Advanced PCBは Protel Technology Inc.の商標です。
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  Step 1 導導導導入に入に入に入に関関関関ししししてててて

Step1では Advanced Schematic 98のインストールの手順と初期設定等の操作方法を
説明します。

Step1 のののの内内内内容容容容
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Step 1-3 Advanced Schematic 98の起動 Step1  Page5

Step 1-4 画面フォントを設定する Step1  Page6

Step 1-5 アクセスコードの入力 Step1  Page7

Step 1-6 オンラインヘルプについて Step1  Page8

項目の検索について Step1  Page8
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Step 1-1 Advanced Schematic 98 の動作の動作の動作の動作環境環境環境環境

Advanced Schematicを使用するには Microsoft Windows 95、Windows 98、Windows NT4.0以降が動作するパ
ソコンが必要です。以下の条件を満たしていればパソコンの機種やメーカーを問わず使用できます。

最最最最小小小小 推推推推奨奨奨奨
CPU Pentium 90 Mhz以上 Pentium 133 Mhz以上
RAM 32MB 64MB以上
HDD 45MB 60MB以上
OS Windows95、98、NT4.0 Windows95、98、NT4.0(SP3)以上
Display 800 X 600 1024 X 768以上

メインメモリーはスケマティック単体で動作させる場合は 32MBあれば使用できますが、ワープロなどの他
のアプリケーションと同時に作業を進める場合などは 48MB程度が必要です。また、ディスプレイは 640x480
の解像度でも動作しますが、ブラウザパネルやツールボタンなどが画面のすみに隠れてしまうため 1024x768
以上の解像度でお使い下さい。

Note:  OSはWindows95、Windows98、Windows NT4.0以上でお使い下さい。Windows NT3.5x、Windows3.1+Win32sでは使
用できません。

Note:  Windows NT4.0で使用する場合には、NT4.0の修正モジュール 'Windows NT4.0 Service Pack3'をインストールしてく
ださい。Windows NT 4.0の Service Pack 3は Microsoft社の webサイト、または関連する雑誌の CD-ROM等で入手可能です。

Microsoft社 Windows NT4.0 Service Pack3 ダウンロードサイト

http://www.microsoft.com/japan/products/ntupdate/nt4sp3/
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Step 1- 2 Advanced Schematic 98 のインのインのインのインスススストトトトーーーールルルル

Advanced Schematic 98を使用するにはまずインストール作業が必要になります。インストールは、コンピュ
ーターに Advanced Schematic 98を入れる作業です。最初に一度だけ行えばその後は必要ありません。

インストールの手順

1. 製品 CD-ROMを CD-ROMドライブにセットします。

2. セットアッププログラムが起動します。Next>ボタンをクリックして次へ進
んでください。

セットアッププログラムが起動しない場合には、 Windows のエクスプローラーで、 CD-

ROMの Setup.exeを実行してください。

3. アクセスコードを入力するダイアログボックスが表示されます。ア
クセスコードを入力して Next>ボタンをクリックして次へ進んでく
ださい。

アクセスコードは、製品に添付されている「アクセスコード在中」と書かれた封筒に

入っています。

4. Setup Optionでセットアップの方法を指定します。

Typical (推奨) Protel のソフトウェアに必要なファイルがすべてインストールされ

ます。

Custom Custom を選択した場合には、インストールする機能の選択がで

きます。

名称 説明 備考

Advanced Schematic 98 Advanced Schematic 98 サーバー ○
   Examples サンプル回路図
   Libraries 部品ライブラリー ○
   Netlist ネットリスト・ ERC機能 ○
   Wizards ネットリスト・ ERC機能 ○
      Sch BOM Wizard 部品表出力機能 ○
      Sch Spread Wizard スプレッドシート作業機能 ○
Client Server Development Kit クライアントサーバーデヴェロップメントキット
   Examples サンプルソースファイル
   Wizards CSDKウィザード機能
      CompWiz Generator コンポーネントウィザード
      Export Generator エクスポート(ソースファイル)生成機能
      Import Generator インポート(ソースファイル)生成機能
EDA Client 98 EDA Client 98 (実行ファイル)

   Chart グラフ編集用 チャートサーバー
      Examples チャート サンプルファイル
   Spread スプレッドシート サーバー ○
      Examples スプレッドシート サンプルファイル
   TextEdit テキストエディター ○

Protel 98 Readme Protel98 Readme,txt
Xilinx Macro Libraries Xilinxマクロライブラリー

備考に○が付いている項目は、Advanced Schematic 98を使用する為に、インストールが必要です。
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5. インストール先のドライブとディレクトリーが表示されます。

変更する場合には のボタン押してドライブとディレクトリー
を指定します。指定したら Next >ボタンを押します。

注注注注意意意意: インストール先のディレクトリーの名前にはスペースを入れないで下さい。スペ

ースを入れると一部の機能が正常に動作しない場合があります。   (X

C:¥Program Files¥など )

6. ディスクの空き容量がチェックされます。

ディスクの空き容量が足りないとセットアップが中断されます。この様な
場合には、別のドライブを指定するか、ディスクの空き容量を増や
して下さい。

7. Windowsのスタートメニューに登録するグループの名前
を記入します。初期設定では Protel98 になっています。
Next >ボタンを押して次に進みます。

8. ファイルの転送が開始されます。終了すると Setup
was Successful のメッセージが表示されますので、
Closeボタンを押してセットアップを終了します。

9. コンピューターが再起動されます。(再インストールの場合には再起動されません。)
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Step 1- 3 Advanced Schematic 98 の起の起の起の起動動動動

回路図作成を始めるには、まずはじめに Advanced Schematic 98を起動しなければなりません。アプリケー
ションを使うときには、「起動」という操作が必要です。Advanced Schematicの起動は Windowsの Start ボ
タンから行います。

Advanced Schematic 98の起動手順

1. Windowsの Startボタンを押し、プログラム - Protel 98までカーソルを移動します。

2. 複数のアイコンが表示されますので、EDA Client 98のアイコンをクリックします。

3. EDA Client 98のロゴマークが表示され、しばらくするとアプリケーションが起動します。

Advanced Schematic 98を起動すると、まず何も開かれていない画面が表示されます。これが Advanced
Schematic 98を動作させる EDA Client98の画面です。
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Step 1- 4 画画画画面フォ面フォ面フォ面フォンンンントを設定すトを設定すトを設定すトを設定するるるる

Protel98の初期設定では、ダイアログボックスやパネルに使用するフォントが SYSTEMフォントに設定され
ています。これによりダイアログボックスのテキストサイズが大きくなり、一部がはみ出す場合があります。
見やすい大きさに設定して下さい。

1. クライアントメニュー (File メニューの左にある下向きの矢印)をクリックし、メニュー
の中から Preferences…を選択します。

2. Preferencesダイアログボックスが表示されます。Use Client System Font For All
Dialogsにチェックを入れ、Change System Fontsボタンをクリックします。

3. フォントを設定するダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスに表
示するフォントを適切なサイズの日本語 True Typeフォントに指定します。

一般的には MS Pゴシックの 9～10

ポイントに設定すると適切なサイズ
になります。

@がついたものは、縦書きフォント
ですので、こちらは選択しないで下
さい。(@MS Pゴシック等)

4. 設定ができたら OK ボタンをク
リックしてダイアログボックスを閉じます。

Windows のののの画画画画面面面面のののの設設設設定定定定ににににつつつついいいいてててて

お使いの Windowsのディスプレイの設定でフォントサイズを "大
きいフォント"に設定している場合に、パネルの右側が欠けてしま
い、スクロールバーが表示されないことがあります。この様な場合
には Windowsのディスプレイの設定で、フォントサイズを"小さい
フォント"に変更して下さい。

1. Windowsのコントロールパネルを開きます。

2. "画面"のアイコンをダブルクリックします。

3. "ディスプレイの詳細 " を表示し、フォントサイズの設定を "小さ
いフォント " に設定します。

ディスプレイの詳細で小さいフォントに設定すればパネルが正常に
表示されます。

画面の文字が小さくて見にくい場合には、Windowsの画面の設定の
"デザイン "のページで、配色の設定をWindows ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ(大きいﾌｫﾝﾄ)
等に設定して下さい。
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Step 1- 5 アアアアクセスクセスクセスクセスココココードの入ードの入ードの入ードの入力力力力

Advanced Schematic 98では、インストールの際にアクセスコードを入力しますが、インストール後にも、ア
クセスコードを入力することができます。最初に一度だけ行えばその後は必要ありません。

アクセスコードが正しく入力されていない場合には、スケマティックエディターが起動しない様に、プロテ
クトがかけられますので、作業を開始する前に、以下の手順でアクセスコードを入力してください。

1. Advanced Schematic98を起動します。

2. クライアントメニュー(File メニューの左の下向きの矢印)から Security…を選択し
ます。

3. Security Locksダイアログボックスが表示されます。Advanced Schematicをマウス
で選択して Un-Lock…ボタンを押して下さい。

4. Lock[Sch : Schematic 4]ダイアログボックスが表示されます。Enter Access Code Here
にアクセスコードを記入して下さい。アクセスコード入力の際は区切りのダッシ
ュ( - )も入力し、スペースは空けないでください。

5. アクセスコードを記入したら Testボタンを押して下さい。アクセスコードが正しければ License Number
にライセンス番号が表示されます。

6. 正しく入力できたら OKボタンをクリックして下さい。Security Locks
ダイアログボックスに戻り、先程閉じられていたドアが開いた状態に
なります。

Note:  アクセスコードは 1 人のユーザーに対して発行されます。複数のユーザー、
及び複数コンピューターで同じアクセスコードを使用することは法律で禁じられて
います。

アアアアククククセセセセススススココココードードードードはははは重重重重要要要要でででですすすす。大切に。大切に。大切に。大切に保保保保管し管し管し管しててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。
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Step 1- 6 オオオオンラインラインラインラインンンンヘルプについヘルプについヘルプについヘルプについてててて

Advanced Schematic 98添付のオンラインヘルプは英語になっています。日本語環境セットアップを行うと英
語ヘルプが日本語のヘルプに変更されます。日本語ヘルプでは製品に添付されている英語ユーザーガイドと
リファレンスの日本語版とチュートリアルが参照できます。また日本語オンラインヘルプは Protel社からリ
リースされているすべての製品に関しての情報が記載されています。

Protel98 日本語環境セットアップは、プロテルジャパン(株)のインターネットダウンロードサイトで入手で
きます。

ダウンロードアドレス   http://www.protel.co.jp/down/

Advanced Schematic 98 日本語オンラインヘルプ参照方法

1. Advanced Schematic 98を起動し、Help-Contents(ﾍﾙﾌﾟ-目次)を選択します。

2. Protel98のオンラインヘルプの目次が表示されます。ここから Protel社からリリースされているすべて
のアプリケーションの情報が参照できます。Advanced Schematic 98のオンラインヘルプを参照するには
"Advanced Schematic 98"をクリックします。

3. Advanced Schematic 98オンラインヘルプの目次に画面が切り替わります。ここから回路図作成に関する
説明を参照できます。

項項項項目目目目のののの検検検検索索索索につにつにつについいいいてててて

オンラインヘルプの項目の検索はヘルプ画面にあるｷｰﾜｰﾄﾞ(I)ボタンを
クリックします。用意されている検索文字が一覧表示されます。この
検索はスケマティックだけでなく、他のエディターに関するものも含
まれています。

目次(C)ボタンをクリックすると、オンラインヘルプの構成が参照でき
ます。

回路図作成中に画面表示されるダイアログボックスに関しての説明は、
ダイアログボックスにある HELPボタンで参照できます。

ダイアログボックスの設定
に関しては Help ボタンを
押してください。
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  Step 2  Advanced Schematic 98 のののの構構構構成成成成

Advanced Schematic 98をはじめとする Protel98製品は Protel社の EDAクライアン
ト環境下で動作します。この章では Advanced Schematic 98で使用する回路図エデ
ィター(Sch)、ライブラリーエディター(SchLib)、テキストエディター (Text)、スプ
レッドシート(Spread)の各エディターの概要を説明します。

Step2 のののの内内内内容容容容

Step 2-1 画面の構成 Step2  Page2

EDAエディタータブでのエディターの起動と切り替え Step2  Page2

ブラウザパネル (パネル) Step2  Page3

ステータスバー Step2  Page3

プロジェクトマネージャ Step2  Page3

Clientメニュー Step2  Page4

Step 2-2 スケマティックエディターの構成 Step2  Page5

Step 2-3 ライブラリーエディターの構成 Step2  Page7

Step 2-4 テキストエディターの構成 Step2  Page8

Step 2-5 スプレッドシートエディターの構成 Step2  Page9
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Step 2-1 画画画画面面面面のののの構構構構成成成成

Advanced Schematic 98は、スケマティックエディター(Sch)、スケマティックライブラリーエディター(SchLib)、
テキストエディター(Text)、スプレッドシートエディター(Spread)、のパッケージで販売されています。

アプリケーションを起動すると EDA クライアントの初期画面です。ここから目的のエディターを起動して
作業を行います。

EDAエエエエデデデディィィィタタタタータータータータブブブブででででののののエデエデエデエディィィィターターターターのののの起動起動起動起動とととと切切切切りりりり替替替替ええええ

画面左には EDA クライアント環境で使用できるエディターの切り替えを行う EDA エディ
タータブがあります。ここで回路図やライブラリー、又はネットリストや部品表作成に使
用するテキストやスプレッド、グラフ表示のチャートなどのエディターの切り替えを行い
ます。

試しに Sch タブをクリックしてください。スケマティックエディターが起動し、回路図の
作成ができる様になります。今度は SchLib タブをクリックしてください。スケマティック
ライブラリーエディターが起動し、回路図で使用する部品が作成できる様になります。こ
の様にタブをクリックすることで EDA クライアントで使用するエディターの起動と切り替
えを行うことができます。

EDA エディタータブは画面の上下左右の 4 個所に移動できます。図の様
に画面左側に表示されている場合にはタブの下の部分にマウスを移動する
と”Click'n Drag to re-Position”と小さな文字が表示されます。この状態で
マウスボタンを押し、ボタンを押したまま画面の上や下、右側にカーソル
を移動して下さい。EDAエディタータブが移動することがわかります。

EDAエディタータブ

ステータスバー

パネル

ツールボタン

メニュー
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ブブブブララララウウウウザパザパザパザパネネネネルルルル (パパパパネネネネルルルル)

ブラウザパネルは EDA クライアントを起動したときには絵が表示されているだけですが、スケマテ
ィックやライブラリーなどのエディターを起動すると各エディター専用のブラウザパネルになります。
例えば、スケマティックエディターを起動した際には回路図上のオブジェクトの情報や登録されてい
るライブラリーの情報が表示されます。また、ライブラリーエディターではライブラリーファイルに
格納されている部品の一覧や部品に使用されているピンの一覧などが表示されます。

何も開かれていない場合 スケマティックエディター ライブラリーエディター

スススステテテテーーーータタタタススススババババーーーー/ココココママママンンンンドドドドスススステテテテータスータスータスータスババババーーーー

画面の下方にはステータスバーとコマンドステータスバーがあります。ステータスバーには図面上の
カーソルの位置や実行中のコマンドが表示されます。

ステータスバー

ステータスバーは View-Status Bar (表示-ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰ)、View-Commnand Status(表示-ｺﾏﾝﾄﾞｽﾃｰﾀｽ)で表
示/非表示の切り替えを行うことができ、メニューにチェックが付いている場合には画面に表示されて
いることを示しています。

ププププロロロロジジジジェェェェククククトマトマトマトマネネネネーーーージジジジャャャャ

EDA クライアントを起動したときには画面に表示されていま
せんが、上記の他にプロジェクトマネージャというものがあり
ます。これは開いているファイルの一覧をアイコンで表示する
ものです。プロジェクトマネージャの表示/非表示の切り替え
は View-Project Manager(表示-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ)で行います。

プロジェクトマネージャ
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Client メメメメニニニニュュュューーーー

ファイルメニューの左の下向きの矢印をクリックして下さい。プルダウンメニューが表示されます。
これは Client メニューと呼ばれるもので、メニューやツールバーなどのカスタマイズや、画面に使用
するフォントなどを設定するコマンドがあります。クライアントメニューの詳細についてはこのマニ
ュアルの EDA Clientの機能についての章を参照してください。

File メニューの左の下向きの矢印をクリック
すると、クライアントメニューが表示されま
す。
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Step 2- 2 ススススケマテケマテケマテケマティィィィックエディターの構ックエディターの構ックエディターの構ックエディターの構成成成成

アドバンスドスケマティックでの回路図設計は、シート上で部品の絵柄を描くことはせず、予め部品が登録
されているライブラリーから部品を呼び出します。また、回路図エディターとライブラリーエディターは独
立したモジュールとなっており、EDAエディタータブで回路図(Sch)とライブラリー(SchLib)を切り替えます。
ここでは回路図を作成するスケマティックエディターについて説明します。

スケマティックエディター(以下 回路図エディターと記載します)ではメニュー、ツールボタン、ブラウザパ
ネルを使用して回路図の作成を行います。ステータスバーには実行中のコマンドやカーソルの座標値が標示
されます。個々の詳しい使用法は Step3以降で説明されていますので、順を追って参照して下さい。

①メニュー 回路図作成のためのコマンドを実行します。英語メニューと日本語メニューが
用意されています。

② ブラウザパネル 回路図作成に使用するライブラリーの登録や、回路図上に配置されている部品
やその他の回路図を構成する要素を一覧表示します。ブラウザパネルから部品
の配置や回路図上の部品の検索などを行います。このブラウザパネルを上手に
使用することで作業の効率が上がります。

③ ツールボタン ツールボタンには回路図作成中に頻繁に使用されるコマンドが割り当てられて
います。回路図エディターには 5つのツールバーが用意されており、表示/非表
示の切り替えは View-Toolbars(表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ)で行います。ツールボタンの詳細
についてはツールボタン一覧表を参照してください。

スケマティックエディターで使用するツールバーは以下の 5種類です。

メインツールバー ファイル操作やカット＆ペーストなどの機能が割り当てら
れています。

ワイヤリングツールバー 回路図を作成する電気的なオブジェクト(ワイヤー、バスな

①

②

③
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ど)を配置する際に使用します。

ドローイングツールバー 電気的な属性を持たない視覚的な表現に用いるテキストや
図形を配置する際に使用します。

パワーオブジェクトツールバー 電源やグランドを配置する際に使用します。このツールバ
ーのパワーオブジェクトはワイヤリングツールバーの ボタ
ンでも配置することができます。

デジタルオブジェクトツールバー 頻繁に使用する抵抗やコンデンサなどの部品を配置します。
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Step 2-3 ラララライイイイブブブブララララリリリリーーーーエディターの構エディターの構エディターの構エディターの構成成成成

ライブラリーエディターでは回路図に配置する部品の作成、編集を行います。メニュー、ツールボタン、ブ
ラウザパネルを使用して部品の作成 /編集を行います。ステータスバーには実行中のコマンドやカーソルの
座標値が表示されます。個々の詳しい使用法は Step3以降で説明されていますので、順を追って参照して下
さい。

① メニュー 部品作成のためのコマンドを実行します。英語メニューと日本語メニューが用意され
ています。

② パネル ライブラリーに格納されている部品の一覧や、部品に使用されているピンの一覧など
を表示します。ブラウザパネルから部品の配置や回路図上の部品の更新などを行いま
す。このブラウザパネルを上手に使用することで作業効率がアップします。

③ ツールボタン ツールボタンには頻繁に使用されるコマンドが割り当てられています。ライブラリー
エディターには 3つのツールバーが用意されており、表示/非表示の切り替えは View-
Toolbars(表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ)で行います。ツールボタンの詳細についてはツールボタン一覧
表を参照してください。

ライブラリーエディターで使用するツールバーは以下の 3種類です。

メインツールバー ファイル操作やカット＆ペーストなどの機能が割り当てられています。

ドローイングツールバー 線や塗りつぶし、ピンなどの部品を作成するためのオブジェクトを配置し
ます。

IEEEツールバー IEEE規格のシンボルを配置します。

①

②

③
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Step 2-4 テテテテキキキキスススストトトトエエエエデデデディターの構ィターの構ィターの構ィターの構成成成成

テキストエディターではネットリストや各種レポートの参照、編集を行います。EDAエディタータブの Text
タブをクリックするとテキストエディターが起動します。このテキストエディターが含まれている事により、
作業中に出力されるネットリストや部品表の表示や編集を行う場合にも外部のアプリケーションを呼び出す
必要がありません。

① メニュー ネットリストや部品表などのテキスト編集ためのコマンドを実行します。英語メ
ニューと日本語メニューが用意されています。

② ブラウザパネル テキスト内の文字の検索や、テキストエディターの設定、シンタックスによる色
分けの設定を行います。

③ ツールボタン ツールボタンにはファイル操作やカット＆ペーストなどの頻繁に使用されるコマンド
が割り当てられています。ツールバーの表示 /非表示の切り替えは View-
MainToolbar(表示-ﾒｲﾝﾂｰﾙﾊﾞｰ)で行います。

①

②

③
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Step 2- 5 ススススプレップレップレップレッドドドドシートエディターのシートエディターのシートエディターのシートエディターの構成構成構成構成

スプレッドシートエディターでは回路図から作成された部品表などを表示、編集するために使用します。EDA
エディタータブの Spreadタブをクリックするとスプレッドシートエディターが起動します。

このスプレッドシートエディターは Excel 形式(*.xls)のファイルを呼び込むことができます。またカット(コ
ピー)&ペーストを使用することで Microsoft Excelや Rotus 1-2-3などのスプレッドシートのセルにデーター
を貼り付けることができます。

① メニュー スプレッドシートの編集ためのコマンドを実行します。英語メニューと日本語メニュ
ーが用意されています。

② ツールボタン ツールボタンには頻繁に使用されるコマンドが割り当てられています。スプレッドシ
ートエディターには 2 つのツールバーが用意されており、表示/非表示の切り替えは
View-Toolbars(表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ)で行います。ツールボタンの詳細についてはツールボタ
ン一覧表を参照してください。

スプレッドシートで使用するツールバーは以下の 2種類です。

メインツールバー ファイル操作やカット＆ペーストなどの機能が割り当てられています。

フォーマットツールバー フォーマットツールバーにはスプレッドのセル内の書式を設定するための
コマンドが割り当てられています。

①

②



Step 3 ファイル操作を行う

Step 3  Page1

  Step3 フフフファイァイァイァイルルルル操操操操作作作作をををを行行行行うううう

ファイルのオープンや、セーブなど、ファイルに関しての操作は File(ﾌｧｲﾙ)メニュ
ーで行います。なお、この章はファイルやフォルダ、ドライブなどの用語が理解
できているものとして説明しています。もしこの様な用語を理解していない場合
には、Microsoft Windowsのマニュアルを参照してください。

Step3 のののの内内内内容容容容

Step 3-1 ファイルを開く Step3  Page2

新規作成 Step3  Page2

既存のファイルを開く Step3  Page2

OrCADファイルを開くには... Step3  Page4

Step 3-2 ファイルを保存する Step3  Page5

File-Save(ﾌｧｲﾙ -上書き保存) Step3  Page5

File-Save As(名前を付けて保存) Step3  Page5

Step 3-3 ファイルを閉じる Step3  Page7

File-Close(ﾌｧｲﾙ-閉じる) Step3  Page7

File-Close Project(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを閉じる) Step3  Page7
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Step 3-1 フフフファァァァイイイイルルルルをををを開開開開くくくく

新新新新規規規規作作作作成成成成

1. 回路図やライブラリーなどを新規に作成する場合は File-New(ﾌｧｲﾙ-新規作成)を選択します。

2. Select Document Typeダイアログボックスが表示されます。こ
こでどのエディターで新しくファイルを作成するかを選択し
ます。以下の表は、エディターの種類と新規に作成されるフ
ァイルの種類を示します。

アイコアイコアイコアイコンンンン ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類

Sch 回路図(*.sch)

SchLib ライブラリー(*.lib)

Spread スプレッドシート(*.xls)

Text テキスト(*.txt)

3. エディターのアイコンを選択して OK ボタンをクリックして
下さい。

4. ダイアログボックスが閉じて選択したエディターに新しいシ
ートが表示されます。

既既既既存存存存ののののフフフファァァァイルイルイルイルをををを開開開開くくくく

1. ファイルを開くには File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)、またはメインツールバーの ボタンを選択します。Open
Documentダイアログボックスが表示されます。

2. Editorでファイルを開くエディターを選択します。

Chart チャートエディター

Sch 回路図エディター

SchLib ライブラリーエディター

Spread スプレッドシートエディター

Text テキストエディター

3. エディターを設定したらファイルの種類 (T):でファイルの種類を選択します。

l Editorを Schに設定した場合はスケマティックエディターで回路図のファイルを開きます。スケマティックエディターで
開くことができるファイルの種類は以下の通りです。

ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類 内内内内容容容容

Advanced Schematic binary files(*.sch) バイナリー形式スケマティックファイル(標準)

Advanced Schematic ascii files(*.asc) アスキーテキスト形式スケマティックファイル

Protel DOS Schematic files(*.s??) Protel Dos版 スケマティックファイル

Orcad Schematic files(*.sch) OrCAD スケマティックファイル

Advanced Schematic Project files(*.prj) スケマティックプロジェクトファイル *

Note:  複数の回路図で構成されるプロジェクトのファイルを開く場合には、ダイアログボックス右側の Project チェッ
クボックスにチェックを入れるとプロジェクトを構成するすべてのシートが開かれます。

l Editor を SchLib に設定した場合はライブラリーエディターでライブラリーのファイルを開きます。ライブラリーエディ
ターで開くことができるファイルの種類は以下の通りです。

ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類 内内内内容容容容

Advanced Schematic binary library(*.lib) バイナリー形式ライブラリーファイル(標準)

Advanced Schematic ascii library(*.asc) アスキーテキスト形式ライブラリーファイル

Protel DOS Decompiled library(*.src) Protel DOS版 ソースライブラリーファイル

Orcad source library(*.src) OrCAD ソースライブラリーファイル

Select Document Typeダイアログボックス
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l Editor を Chartに設定した場合はチャートエディターでチャートグラフのファイルを開きます。チャートエディターで開
くことができるファイルの種類は以下の通りです。

ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類 内内内内容容容容

Chart files (*.cht) チャートグラフファイル(標準)

l Editorを Spreadに設定した場合はスプレッドシートファイルを開きます。スプレッドシートエディターで開くことができ
るファイルの種類は以下の通りです。

ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類 内内内内容容容容

Excel files(*.xls) Excel互換 スプレッドシートファイル

l Editor を Text に設定した場合はテキスト形式のファイルを開きます。テキストエディターで開くことができるファイル
の種類は以下の通りです。また、これ以外の拡張子でもテキスト形式のファイルであれば開くことができます。

ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類 内内内内容容容容

Text files(*.txt) テキストファイル

Client Basic Macro Script (*.bas) Client Basicマクロファイル

CUPL PLD files(*.pld) CUPL PLDソースファイル

VHDL files (*.vhd) VHDLソースファイル

Verilog files(*.v) Verilogソースファイル

EDA/Client Environment (*.rcs) EDA/CLIENTコマンド記述ファイル

EDIF files (*.edf) EDIFファイル

Schematic ERC files (*.erc) スケマティック ERCレポート

Schematic BOM files (*.bom) Protel形式部品表

Protel Netlist files (*.net) ネットリスト

Circuit files (*.cir) Spiceネットリスト

HP-EESof CKT files (*.ckt) HP-EESof CKTファイル

Xilinx files (*.xnf) Xilinx XNFファイル

PCB DRC files(*.drc) Advanced PCB DRCファイル

4. ファイルの種類 (T):を設定すると、設定した条件に従ってファイルの一覧が表示されます。ファイルが表
示されていない場合は Directriesでディレクトリーを指定して下さい。:¥Client98¥Sch98¥Exampleにサン
プルの回路図とプロジェクト、:¥Client98¥Sch98¥Libraryにサンプルのライブラリーが入っています。
(OrCAD用のライブラリーファイルはありません。)

5. ファイルの一覧が表示されたらマウスでファイルを選択します。選択したファイル名が表示されます。

6. OKボタンをクリックします。ダイアログボックスが閉じて選択したファイルが画面に表示されます。
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ダダダダイイイイアアアアロロロロググググボッボッボッボッククククススススのののの操操操操作作作作方方方方法法法法

ダイアログボックスの中には、フォルダが表示されるウィンドウがあり、ここで目的のフォルダに移
動します。現在参照しているディレクトリーはファイルの場所 (I):に表示されます。下の図の場合には
Sch98フォルダを参照しており、その下に EXAMPLESと LIBRARY の 2 つのディレクトリーがある
ことがわかります。

ファイル操作のダイアログボックスで、操作方法がわからない場合には、ダイアログボックス右上の
ボタンをクリックします。カーソルの形状が変わりますので、操作したい場所をマウスでクリック

してください。説明が表示されます。

ファイルやフォルダに関しての説明は、このマニュアルでは省略させていただきます。ファイルやフォルダに関しての説明は、 Microsoft

Windowsのマニュアルを参照してください。

OrCAD フフフファァァァイイイイルルルルをををを開開開開くくくくににににはははは...

OrCADで作成した回路図を開くには、回路図で使用しているライブラリーファイルを OrCADの Decomp.exe
で SRCファイル(ソースファイル)に変換して下さい。以下に OrCAD で作成した回路図を開く手順を説明し
ます。詳しい操作方法はこの操作マニュアルの Step 16 OrCADとの互換性を参照して下さい。

1. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)で回路図に使用する OrCAD のライブラリー(ソースファイル *.SRC)を開き
ます。

2. ライブラリーを開いたら File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて保存)でプロテルのフォーマット(*.lib)
で再度保存します。

3. スケマティックエディターを起動し、Tool-Add Remove Library…(ﾂｰﾙ-ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの登録)でプロテ
ルのフォーマットで保存したライブラリーファイル(*.Lib)を登録します。

4. ライブラリーが登録されたら File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)で OrCADの回路図(*.Sch)を開きます。

現在参照しているド
ライブやフォルダが
表示されます。

現在参照している
場所にあるファイ
ルやフォルダが表
示されます。

操作方法がわから
ない場合には、こ
のボタンをクリッ
クして、目的の設
定項目を選択して
ください。
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Step 3-2 フフフファァァァイイイイルルルルをををを保保保保存す存す存す存するるるる

Advanced Schematicで作成した回路図やライブラリーなどはアプリケーションを終了する前に必ず保存をし
ます。保存をしないと作成したものは消えてなくなってしまいます。作成した回路図、ライブラリー、テキ
スト、スプレッドシートを保存するには File-Save(ﾌｧｲﾙ-上書き保存)、又は File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて
保存)コマンドを使用します。

File-Save( ﾌﾌﾌﾌｧｲﾙｧｲﾙｧｲﾙｧｲﾙ -上上上上書書書書きききき保保保保存存存存)

ファイルを上書き保存する場合は File-Save(ﾌｧｲﾙ-上書き保存)、またはメインツールバーの ボタンを使用
します。上書き保存の場合、ファイル名、拡張子は変更できません。

各エディターでの上書き保存形式は以下のとおりです。

エディタエディタエディタエディターーーー 保存形保存形保存形保存形式式式式

回路図エディター(Sch) バイナリー形式スケマティックファイル

ライブラリーエディター(SchLib) バイナリー形式ライブラリーファイル

スプレッドシート(Spread) Excel互換形式ファイル

チャート(Chart) チャートグラフファイル

File-Save As( 名名名名前前前前をををを付付付付けけけけてててて保保保保存存存存)

作成したファイルを別の名前で、あるいは別の形式で保存する場合は File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて保存)
を使用します。以下に手順を説明します。

1. File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて保存)コマンドを実行すると Save Document Asダイアログボックスが
現れます。

Save Document Asダイアログボックス

2. ファイルの種類 (T):で保存するファイルの形式を設定します。

l 回路図の場合

ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類 内内内内容容容容
Advanced Schematic binary(*.sch) バイナリー形式スケマティックファイル
Advanced Schematic ascii(*.asc) アスキー形式スケマティックファイル
Orcad Schematic(*.sch) OrCADスケマティックファイル
Advanced Schematic template ascii(*.dot) アスキー形式テンプレートファイル
Advanced Schematic template binary(*.dot) バイナリー形式テンプレートファイル
Advanced Schematic binary files(*.prj) バイナリー形式プロジェクトファイル

l ライブラリーの場合

ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類 内内内内容容容容
Advanced Schematic binary library(*.lib) バイナリー形式ライブラリーファイル
Advanced Schematic ascii library(*.asc) アスキー形式ライブラリーファイル

Note:  回路図は OrCADフォーマットで保存できますが、ライブラリーは OrCADフォーマットでは保存できません。
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l テキストの場合 (テキストエディターではいずれもアスキーテキスト形式で保存されます。Document Typesの設定でファ
イルの拡張子が変更できます。)

ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類 内内内内容容容容 拡張拡張拡張拡張子子子子
Text files(*.txt) テキストファイル TXT

Client Basic Macro Script (*.bas) Client Basicマクロファイル BAS

Client Pascal Macro Script (*.trp) Client Pascalマクロファイル TRP

CUPL PLD files(*.pld) CUPL PLDソースファイル PLD

VHDL files (*.vhd) VHDLソースファイル VHD

Verilog files(*.v) Verilogソースファイル V

EDA/Client Environment (*.rcs) EDA/CLIENTコマンド記述ファイル RCS

EDIF files (*.edf) EDIFソースファイル EDF

Schematic ERC files (*.erc) スケマティック ERCレポート ERC

Schematic BOM files (*.bom) Protel形式部品表 BOM

Protel Netlist files (*.net) ネットリスト NET

l スプレッドシートの場合

ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類 内内内内容容容容

Excel files(*.xls) Excel互換ファイル

l チャートグラフの場合

ファイルファイルファイルファイルのののの種種種種類類類類 内内内内容容容容
Chart files (*.cht) チャートグラフファイル(標準)

Windows meta files (*.wmf) Windowsメタファイル
Bitmap files (*.bmp) Windowsビットマップファイル

3. 保存する場所(I):で保存するドライブとフォルダを指定します。

4. ファイル名 (N):に保存するファイル名を記入します。

5. 保存(S)ボタンをクリックするとダイアログボックスが閉じてファイルが保存されます。

Note:  保存するディレクトリーに同じ名前のファイルがある場合、「こ
のファイルはすでに存在します。上書きしますか?」とメッセージが出
ますので上書きの場合は はい(Y)、キャンセルする場合はいいえ(N)を
クリックして下さい。
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Step 3-3 フフフファァァァイイイイルルルルをををを閉閉閉閉じじじじるるるる

ファイルを閉じるには File-Close(ﾌｧｲﾙ-閉じる)、又は File-Close Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを閉じる)を使用します。

File-Close( ﾌﾌﾌﾌｧｲﾙｧｲﾙｧｲﾙｧｲﾙ-閉閉閉閉じじじじるるるる)

ファイルを閉じるには File-Close(ﾌｧｲﾙ-閉じる)を選択します。

ファイルが保存されていない場合には"...has changed,
save before exit?"(内容が変更されています。閉じる前
に保存しますか?)とメッセージが出ます。保存して
閉じる場合は Yes、保存せずに閉じる場合は No、フ
ァイルを閉じずに作業を続行する場合は Cancelボタ
ンをクリックします。また、Apply to all documentsに
チェックを入れると、開かれているすべてのシート
が現在のファイル名で保存されます。

Note:  Confirm ダイアログボックスで Yes をクリックしてファイルを保存する場合は上書き保存になり、ファイル名及び保存
するディレクトリーの指定はできません。

File-Close Project( ﾌﾌﾌﾌｧｲﾙｧｲﾙｧｲﾙｧｲﾙ-ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛﾛﾛﾛｼｼｼｼﾞ゙゙゙ｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄをををを閉閉閉閉じじじじるるるる)

File-Close Project(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを閉じる)は、プロジェクトの複数の図面を開いている場合に、プロ
ジェクトのすべてのシートを閉じます。ファイルが保存されていない場合には上記と同じメッセージ
が出ますので同じ手順で操作を行います。

Note:  File-Close Project(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを閉じる)メニューはスケマティックエディターのみに表示され、ライブラリーエディ
ターや他のエディターでは表示されません。
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  Step 4 画画画画面面面面表表表表示示示示のののの操操操操作作作作

回路図を開くと画面には図面をはじめメニュー、ツールバー、パネル、ステータス
バーが表示されます。ここではワークスペースに配置されているツールボタンやパ
ネルなどの表示切り替えの方法図面の拡大、縮小表示の操作とともにについて説明
します。この章の説明はスケマティックエディターだけでなく、他のエディターに
も共通しています。

Step4 のののの内内内内容容容容

Step 4-1 ワークスペースの表示操作 Step4  Page2

ツールバーの移動と表示/非表示の切り替え Step4  Page2

ブラウザパネルの移動と標示/非表示の切り替え Step4  Page2

プロジェクトマネージャの移動と表示/非表示の切り替え Step4  Page2

ステータスバーの移動と表示/非表示の切替え Step4  Page3

画面のサイズを変えるには... Step4  Page3

Step 4-2 図面の表示操作 Step4  Page4

Zoomメニューでの操作 Step4  Page5
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Step 4-1 ワワワワーーーーククククススススペペペペーーーーススススのののの表表表表示示示示操操操操作作作作

ツツツツーーーールルルルババババーーーーのののの移移移移動動動動とととと表表表表示示示示/非非非非表表表表示示示示のののの切切切切りりりり替替替替ええええ

回路図を作成するためのツールバーがいくつか用意されており、それぞれワークスペース内で移動す
ることができます。

ツールバーが上下左右のいずれかに配置されている場合、ツールバーの脇の部分をマウスでクリック
し、クリックしたままカーソルを移動します。画面中央でマウスボタンを放すとツールバーがブロッ
クになって配置されます。

ツールボタンがワークスペース内でフローティング状態になっている場合にはツールバーの上部をマ
ウスでつかんで移動します。

ツールバーの表示/非表示の切替えは View-Toolbas(表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ)で行います。

ブブブブララララウウウウザザザザパパパパネネネネルルルルのののの移移移移動動動動とととと標標標標示示示示/非非非非表表表表示示示示のののの切切切切りりりり替替替替ええええ

部品を配置するブラウザパネルはワークスペースの左右に移動、または表示/非表示の切替えを行うこ
とができます。

ブラウザパネルの移動はパネルの上下左右の隅をマウスでクリックし
たままカーソルを移動させます。カーソルの形状が変化し、左右に移
動できます。

ブラウザパネルの表示/非表示の切り替えは View-Panel(表示-ﾊﾟﾈﾙ)、ま

たはメインツールバーの ボタンで行い
ます。メニューの横にチェックがついてい
る場合はパネルが画面に表示されているこ
とを示しています。

ププププロロロロジジジジェェェェククククトトトトママママネネネネーーーージジジジャャャャのののの移移移移動動動動とととと表表表表示示示示/非非非非表表表表示示示示のののの切切切切りりりり替替替替ええええ

ブラウザパネルと同様に、プロジェクトマネージャもワークスペースの左右
に移動、表示/非表示の切替えを行うことができます。

プロジェクトマネージャの移動は、プロジェクトマネージャの上をマウスで
クリックしたままカーソルを移動させます。カーソルの形状が変化し、左右
に移動できます。

ツールバーの表示/非表示の切替え(View-Toolbars)

ツールバーのボタンがない部分、また
はツールバーの名前の部分をマウス
でつかむとワークスペース内で移動
することができます。



Step 4 画面表示の操作

Step 4  Page3

プロジェクトマネージャの表示/非表示の切り替えは View-Project Manager(表示-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ)、または

メインツールバーの ボタンで行います。メニューの横にチェックがつ
いている場合はパネルが画面に表示されていることを示しています。

スススステテテテーーーータタタタススススババババーーーーのののの移移移移動動動動とととと表表表表示示示示/非非非非表表表表示示示示のののの切切切切替替替替ええええ

ステータスバーもワークスペースの上下に移動、表示/非表示の切替えを行うことができます。ステー
タスバーは正確には 2つのバーから構成されています。

ステータスバーの移動は、ステータスバーをマウスでクリック
したままカーソルを移動させます。カーソルの形状が変化し、
上下に移動できます。

ステータスバーの表示/非表示の切り替えは View-Status Bar(表示-ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰ)、
View-Commnand Status(表示-ｺﾏﾝﾄﾞｽﾃｰﾀｽ)で行います。コマンドの横にチェッ
クがついている場合はパネルが画面に表示されていることを示しています。

画画画画面面面面ののののササササイイイイズズズズをををを変変変変ええええるるるるににににはははは...

アプリケーションウィンドウや図面のウィンドウの大きさを変えるにはタイトルバーにあるボタンによっ
て変えられるようになっています。

最小化ボタン ウィンドウをデスクトップ上に表示せず、タスクバー
上にボタンだけを表示します。

最大化ボタン ウィンドウをデスクトップいっぱいに表示します。

元のサイズに戻すボタン 最大化したウィンドウを元のウィンドウの大きさで
表示します。

閉じるボタン 開いているウィンドウを閉じます。図面のタイトルバ
ーのボタンを押した場合は File-Close(ﾌｧｲﾙ-閉じる)、
アプリケーションのタイトルバーのボタンを押した
場合は File-Exit(ﾌｧｲﾙ-終了)と同じです。

ステータスバー

コマンドステータスバー
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Step 4- 2 図図図図面面面面のののの表表表表示示示示操操操操作作作作

図面に関する表示操作も同様に View(表示)メニューで行います。また、メニューだけでなく、ツールボタン
やキーボードからも操作することができます。図面の表示操作は回路図およびライブラリーのどちらでも同
じメニュー、ツールバー、キーボードの操作で行うことができます。

それでは File-New(ﾌｧｲﾙ-新規作成)で新規に回路図(SCH)を開いてください。

Ø 図面の拡大

新規に図面を開くと図面全体が表示されます。回路図を作成するにはこれでは表示が小さすぎます。

図面の表示を拡大するには、View-Zoom in(表示-拡大)、またはメインツールバーの ボタンをクリック
します。キーボードでは Page Upキーで拡大できます。

図面の拡大はカーソルの位置を中心に行われます。カーソルを目的の位置に移動させてから、Page Up
キーで操作すると効率的です。

Ø 図面の縮小

図面の表示を縮小するには、View-Zoom Out(表示-縮小)、またはメインツールバーの ボタンをクリッ
クします。キーボードでは Page Downキーで縮小できます。

Ø 指定領域の拡大表示

図面作成中に、拡大表示する領域を指定したい場合があります。この様な場合には、View-Area(表示-
範囲指定)、または View-Around Point(表示-ポイント指定)を選択します。

View-Area(表示-範囲指定)を選択すると、図面上に十字のカーソルが現われます。表示する領域の左上を
マウスでクリックし、次に右下をクリックします。マウスで囲んだ部分が画面に合う様に拡大表示さ
れます。

View-Around Point(表示-ﾎﾟｲﾝﾄ指定)を選択すると、同様に十字のカーソルが現れます。今度は拡大する中
心でマウスをクリックし、次に表示させる大きさを指定します。

Ø 拡大率の指定

上記の拡大/縮小の他に、倍率を指定して表示させることができます。View-50%, 100%, 200%, 400%(表
示-50%, 100%, 200%, 400%)で、カーソルの位置を中心に、実際の大きさを基準にして拡大率が設定で
きます。

Ø 再描画

画面の表示を再描画(リフレッシュ)したい場合には View-Refresh(表示-再描画)を選択します。キーボー
ドからは Endキーで再描画できます。

Ø 画面移動

View-Pan(表示-移動)でカーソルを中心に画面移動することができます。このコマンドは、図面が拡大表
示されている場合のみ使用できます。キーボードからは Homeキーで画面移動ができます。

図面を拡大し、適当な位置にカーソルを移動し、キーボードから Home キーを押すとカーソルの位置
を中心に画面が移動します。

View-Around Point(表示-ﾎﾟｲﾝﾄ指定)View-Area(表示-範囲指定)
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Ø シート全体の表示とオブジェクト全体の表示

View-Fit Document(表示-ｼｰﾄ全体)と View-Fit All Object(表示-すべてのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ)で作業している回路図を画面
に合わせて表示したり、回路図上のオブジェクト全体を表示したりできます。

Zoom メメメメニニニニュュュューーーーででででのののの操操操操作作作作

上記と同じ図面の表示操作を View-Zoom(表示-ｽﾞｰﾑ)のメニューで行うことができます。こ
のメニューはキーボードショートカット(Z)に割り当てられています。回路図を編集中に Z
キーを押すと、カーソルの横に Zoomメニューが表示され、目的のコマンドを選択するこ
とができます。

以下は図面操作に関するメニュー、ツールボタン、ショートカットキーの一覧です。

表表表表示示示示操操操操作作作作 メメメメニニニニュュュューーーー ツツツツーーーールルルルボボボボタタタタンンンン キキキキーーーーボボボボーーーードドドド

拡大 View-Zoom In、View-Zoom-in Page Up、V-I、Z-I

表示-拡大、表示-ｽﾞｰﾑ-拡大

縮小 View-Zoom out、View-Zoom-out Page Down、V-O、Z-O

表示-縮小、表示-ｽﾞｰﾑ-縮小

範囲指定 View-Area なし V-A、Z-W

表示-範囲指定

View-Zoom-Window
表示-ｽﾞｰﾑ-範囲指定

View-Around Point なし V-P、Z-P

表示-ﾎﾟｲﾝﾄ指定

View-Zoom-Point
表示-ｽﾞｰﾑ-ﾎﾟｲﾝﾄ指定
View-Fit All Objects、View-Zoom-All なし V-A、Z-A

表示-すべてのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ、表示-ｽﾞｰﾑ-すべてのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ

View-Fit Document、 View-Zoom-Sheet V-D、 Z-S

表示-ｼｰﾄ全体、表示 -ｽﾞｰﾑ-ｼｰﾄ全体

拡大率の指定 View-50%,100%,200%,400% なし V-5、V-1、V-2、V-4

表示-50%,100%,200%,400%

View-Zoom-50%,100%,200%,400% Z-5、Z-1、Z-2、Z-4

表示-ｽﾞｰﾑ-50%,100%,200%,400%

画面移動 View-Pan、View-Zoom-Pan Home、V-N、Z-N

表示-移動、表示-ｽﾞｰﾑ-移動

再描画 View-Refresh、View-Zoom-Redraw なし End、V-R、Z-R

表示-再描画、表示-ｽﾞｰﾑ-再描画

図面の表示操作

View-Fit Document(表示-ｼｰﾄ全体) View-Fit All Object(表示-すべてのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ)
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  Step 5 回回回回路図路図路図路図入入入入力力力力のののの基基基基本本本本操操操操作作作作

Step 5では回路図を作成するための基本的な操作(部品の配置、接続方法)を説明し
ます。この章は全体を通してチュートリアル形式になっていますので順に参照し
て下さい。

Step5 のののの内内内内容容容容

Step 5-1 部品を配置する ＜ライブラリーの登録＞ Step5  Page2

ライブラリーの登録 Step5  Page2

部品配置 Step5  Page3

グリッドについて Step5  Page4

Step 5-2 部品の属性を設定する ＜Partダイアログボックス＞ Step5  Page5

Partダイアログボックス Step5  Page5

Attributesタブ Step5  Page5

Graphical Attrsタブ Step5  Page6

Part Fields 1-8、9-16 タブ Step5  Page7

Read-Only Fields タブ Step5  Page7

Step 5-3 ライブラリーから部品を検索する Step5  Page8

Step 5-4 部品間を接続する Step5  Page10

ワイヤーによる部品間の接続 Step5  Page10

ネットラベルによる離れた部品の接続 Step5  Page12

バスを使用して複数のワイヤーをまとめる Step5  Page13

バスの配線 Step5  Page13

バスエントリーの配置 Step5  Page13

バスラベルの配置 Step5  Page14

ポートの配置 Step5  Page15

Step 5- 5 電源・グランドシンボルの配置 Step5  Page16

Step 5- 6 文章やグラフィックを配置する Step5  Page18

Step 5-7 作図を変更するには ＜フォーカスとセレクトについて＞ Step5  Page25

フォーカス Step5  Page25

セレクト Step5  Page26

セレクトの色の設定 Step5  Page29

Step 5-8 オブジェクトの移動 ＜ ドラッグ操作 ＞ Step5  Page30

マウスでの操作 Step5  Page30

メニューでの操作 Step5  Page31

Step 5-9 ブラウザパネルによる図面の操作 Step5  Page35

Step 5-10 操作のやりなおし ＜アンドゥーとリドゥー＞ Step5  Page37

Step 5-11 属性のコピー Step5  Page38
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Step 5-1 部部部部品品品品をををを配配配配置置置置すすすするるるる ＜ライブラリー＜ライブラリー＜ライブラリー＜ライブラリーのののの登登登登録録録録＞＞＞＞

回路図に配置する部品はすべてライブラリーから呼び出します。CAD アプリケーションでライブラリーと
は部品が格納されているファイルです。Advanced Schematicのライブラリーファイルには LIB という拡張子
がつけられています。

回路図に部品を配置するにはまず、使用するライブラリーファイルの登録を行います。

ラララライイイイブブブブララララリリリリーのーのーのーの登登登登録録録録

1. ブラウザパネルの Add/Remove ボタン、又は Tools-Add/Remove
Library(ﾂｰﾙ-ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの登録)を選択します。

2. Change Library File Listダイアログボックスが表示されます。この
ダイアログボックスで回路図に使用するライブラリーを登録しま
す。

3. ダイアログボックスの上側にフォルダとファイルの一覧が表示さ
れています。Advanced Schematic 98では、SCH98¥LIBRARYフォ
ルダに部品ライブラリーに格納されています。それでは Device.Lib
をマウスでクリックして下さい。この Device.lib には抵抗やコン
デンサーなどの汎用部品が入っています。また、Description:には
選択したライブラリーの情報が表示されます。

デバイスメーカーに対応した部品は、メーカー名が付けられたフォルダに格納けられています。ライブラリーファイルの詳細に
ついてはこのマニュアルのライブラリーファイル一覧を参照してください。

4. Selected Files:に登録します。ダイアログボックス下側のAddボタンを押して下さい。Device.libがCurrent
File Listに登録されます。

5. 別のライブラリーも登録してみます。フォルダの一覧から Texas Instrumentsをダブルクリックします。
このフォルダにはテキサスインストゥルメンツ社の部品ライブラリーが入っています。ファイルの一覧
から ti01-c.libをマウスで選択して Addボタンをクリックします。

6. ライブラリーを登録したら OK ボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じて下さい。ブラウザパ

Change Library File Listダイアログボックス
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ネルの Libraryには登録したライブラリー名が表示され、Component In Libraryにはライブラリーに格納
されている部品の一覧が表示されます。

Note:  登録できるライブラリーの数に制限はありませんが、メモリーに部品情報が読み込まれるため、あまり多くのライブラ
リーを登録するとシステムの動作が遅くなる場合があります。登録するライブラリーは回路図に使用するものだけにしてくだ
さい。

部部部部品品品品配配配配置置置置

ライブラリーの登録を行うとブラウザパネルの Component In Libraryに部品一覧が表示され、ここから部品
を配置します。ここでは先程登録した Device.libと ti01-c.libを使用して部品の配置
方法を説明します。

1. ブラウザパネルの部品名の一覧から配置する部品を選択します。この際に Mask
の欄に C* と記入して Enterキーを押すと、C
から始まる部品の一覧が表示されます。この
様に *(アスタリスク)を使用することで表示
させる部品を限定することができます。上記
以外にも *C* と記入した場合には部品名に C
が付くものすべてが表示されます。

2. 部品名 CAP を選択して Place ボタンを押し
て下さい。

3. 十字のカーソルとともにコンデンサーが表示されます。この状態で以下のキー
が使用できます。

4. スペースキーや X,Y キーを使用して図面に配置する向きを決めます。

5. Tab キーを押して下さい。Partダイアログボックスが表示されます。こ
のダイアログボックスで部品番号やフットプリント(PCB パッケージ情
報)などの属性を記入します。属性の設定は Step 5-2で詳しく説明します。
ここでは例として部品番号(Designator)に C1と記入して下さい。

6. OK を押してダイアログボックスを閉じます。再び配置のモードに入り
ますので配置する位置でマウスをクリックして下さい。部品が図面に配
置されます。

7. 続けて部品を 2,3個配置して下さい。部品番号が C1
とされていた場合、その後の部品番号も C2,C3,C4...
と自動的に割り付けられます。Tabキーを押すとダ
イアログボックスが表示され、変更ができます。

8. 今度は ti01-c.lib からゲートを配置します。ブラウ
ザパネルの Libraryの欄をマウスでクリックします。

ライブラリーが登録された
ブラウザパネル

キー操キー操キー操キー操作作作作 動動動動作作作作

スペース 90°回転

Tabキー Partダイアログボックス表示

X X方向反転

Y Y方向反転

PageUp 拡大表示

Page Down 縮小表示

* キー操作の際には日本語入力モードを OFFにしてください。
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登録されている Device.libと ti01-c.libが表示されますので ti01-c.libを選択
します。

9. Components in Libraryの中の部品名の一覧が ti01-c.libのものに切り替わり
ます。

10. ではここから部品名 SN74LS00を配置します。Mask の欄に SN*00 と記
入すると SNで始まり 00で終わる部品一覧が表示されます。

11. SN74LS00を一覧から選択したら Placeボタンを押して下さい。

12. 十字のカーソルとともに NAND ゲートが現れ、先程と同様に X,Y,スペー
スキーで配置方向を変更します。

13. Tabキーを押すと先程と同様に Partダイアログボックスが表示され、部品
名、番号などの属性が変更できます。ここでは部品番号(Designator)に U1
と記入して OKをクリックしてダイアログボックスを閉じて下さい。

14. 再び配置のモードに入りますので配置する位置でマウスをクリックして下
さい。連続して 2,3回配置すると今度は部品番号が U1A,U1B,U1C..と部品番号の後に付くアルファベッ
トが切り替わります。これは SN74LS00が複数のゲートから構成されていることを示します。

7400 NANDゲートの配置例

15. マウスの右ボタンをクリックして配置を終了させて下さい。配置したゲートの中の U1B をダブルクリ
ックして下さい。Partダイアログボックスが表示されますので、Partという項目を見て下さい。"2"と記
入されていますが、これは SN7400部品の中の 2めのゲートであることを示しています。この番号を"3"、
あるいは"4"などに変更し、OKをクリックしてダイアログボックスを閉じると部品番号が U1C、又は U1D
などに切り替わり、部品のピン番号も変更されることがわかります。

Partが 2の場合は部品番号に Bが付きます。 Partが 3の場合は部品番号に Cが付きます。

16. このパートの切り替えは Edit-Increment Part Number(編集-パート番号の変更)でより簡単にできます。
このコマンドを実行するとシート上に十字のカーソルが現れ、ゲートの上でマウスをクリックすると
U1A,U1B,U1C...とゲートが切り替わります。

部品の属性については Step 5-2で詳しく説明されています。

ググググリリリリッッッッドドドドににににつつつついいいいてててて

Advanced Schematicでは回路図に使用する部品や信号線などは基本的にグリッド(図面の桝目)上に配置され
ます。これは視覚的な統一のためだけでなく、確実に部品の接続点に接続できるように用いられているしく
みです。View-Snap Grid(表示-ｽﾅｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞ ON/Off)を選択すると、グリッドは見えますがオブジェクトの移
動はグリッドと関係なく行われます。グリッドを無視して作画することも可能ですが、これを行うと作業能
率が大幅に低下してしまいます。回路図作成はすべてこの格子に従って行います。

グリッドの On/Offは View-Visible Grid(表示-ｸﾞﾘｯﾄﾞ表示 On/Off)、View-Snap Grid(表示-ｽﾅｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞ ON/Off)、
View-Electrical Grid(表示-ｴﾚｸﾄﾘｶﾙｸﾞﾘｯﾄﾞ On/Off)で操作します。グリッドについての詳しい説明は Step7 を
参照してください。
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Step 5-2 部部部部品品品品のののの属属属属性性性性をををを設定す設定す設定す設定するるるる ＜＜＜＜Part ダダダダイイイイアアアアログボックスログボックスログボックスログボックス＞＞＞＞

部品には部品番号、部品名、フットプリント(PCB パッケージ情報)、注釈を記入する 16 のフィールドなど
の多くの属性が付帯しています。CAD を使用して回路図を作成する中で個々の部品の属性の設定は重要な
プロセスです。この項目では多くの部品情報の設定方法とその用途を説明します。

部品の属性の設定はすべて Partダイアログボックスで行います。部品を配置する際に属性を設定するには、
部品を移動中に Tabキーを押します。回路図に配置した後に部品の属性を設定するにはカーソルを部品上に
移動し、マウスをダブルクリックします。以上の操作を行うと部品の属性を設定する Partダイアログボック
スが表示されます。

Part ダダダダイイイイアアアアログログログログボボボボッッッッククククスススス

Partダイアログボックスは 5 つのタブで構成されており、タブをマウスでクリックすることで切り替えがで
きます。それぞれのタブには、異なった用途の属性を設定できます。

Edit Partダイアログボックスの 5つのタブ

Attributes タタタタブブブブ

Attributesタブでは部品番号、部品名などの電気的な属性を設定します。Foot Print、Designator、Part Typeの
3つの項目は Protel形式などの PCBレイアウト用のネットリストに部品情報として出力されます。

Partダイアログボックス Attributeタブ

① Lib Ref ライブラリーに登録されている部品名が表示されます。この項目は回路図上では
変更できません。

② Foot Print PCB レイアウト用の部品名を記入します。例えば、ゲートなどの部品は回路図上
では”7400”や”AND”の用に示しますが PCBレイアウトでは”DIP14”などのパッケー
ジ情報で管理されています。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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③ Designator 部品番号を記入します。この項目はすべてのネットリストに出力されます。

④ Part Type 部品名、値などを記入します。この項目は PCB用のネットリストに出力されます。

⑤ Sheet Path 部品をシートシンボルとして使用する場合に、階層下の回路図のファイル名を記
入します。シートパスについては Step 9を参照してください。

⑥ Part 部品が複数のゲートなどから構成されている場合に番号を記入します。

⑦ Selection チェックを入れると部品がセレクトされます。

⑧ Hidden Pins チェックを入れるとヒドゥンピンをシートに表示します。

⑨ Hidden Fields チェックを入れると表示されていない Part Fieldなどの項目をシート上に表示しま
す。

⑩ Field Name チェックを入れると Hidden Fieldsを表示させた際にフィールド名も同時にシート
上に表示されます。

Note: 多くの部品属性の中で PCB レイアウト用のネットリスト(Protel 形式など)に出力される項目は、Designator(部品番号)、
FootPrint(PCB パッケージ情報)、Part Type(部品名、値)の 3 つの項目です。部品を配置する際に Tab キーでダイアログボックスを表
示し、これらの項目を記入することで、属性の記入漏れを防ぐことができます。

Graphical Attrs タブタブタブタブ

Graphical Attrsタブでは色、回転表示などの部品の表示に関する属性を設定します。

① Orientation 部品の配置角度を 0度、90度、180度、270度から選択します。これは部品の配置
途中にスペースキーを押して回転することと同じです。

② Mode 部品の表示モードを Normal, De-Morgan, IEEEから選択します。

③ X(Y)-Location 部品が配置されている位置が表示されます。(座標値はシート左下を原点に、X は
横方向、Y は縦方向の数値になります。)

④ Local Colors Local Colorにチェックを入れると、ライブラリーで作成した色とは関係なく、部
品の色を設定できます。

Fill Color 部品の本体の色

Line Color 部品の枠線の色

①

②

③

④

⑤
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Pin Color ピンの色

⑥ Mirrored チェックを入れると部品が左右に反転して表示されます。

Part Fields 1-8 、、、、9-16 タタタタブブブブ

Part Fields タブには合計 16個のフィールドが用意されており、部品
に関する注釈や詳細などを記入します。EEsofや Spiceなどのネット
リストを出力する場合、または Advanced SIM、Client/SIM等でシミ
ュレーションを行う場合にはパラメータを記入する場所として使用
します。フィールド名はライブラリーエディターの Tools-
Description…(編集ﾂｰﾙ-部品の詳細説明…)で設定します。(ライブラ
リーエディターの操作については Step8を参照してください。)

Read-Only Fields タブタブタブタブ

Read-Only Fieldsタブは
ライブラリーエディタ
ーで部品を作成した際
に Tools-
Description…(編集ﾂｰﾙ-
部品の詳細説明…)のダ
イアログボックスで記
入した情報が読取専用
として表示されます。
このダイアログボック
スでは変更ができない
状態になっています。
Read Only Fieldsは部品
作成者と回路図作成者
が異なる場合などに部
品に間する添付情報と
して利用できます。

Edit Partダイアログボックス Read Only Fieldsタブ

Partダイアログボックス Part Fieldタブ
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Step 5-3 ラララライイイイブブブブララララリリリリーーーーから部品を検索すから部品を検索すから部品を検索すから部品を検索するるるる

Advanced Schematicには 100以上のライブラリーに 20,000個以上の部品が用意されています。部品の検索機
能を使用することで多くのライブラリーから効率的に目的の部品を検索することができます。

1. Tools-Find Component (ﾂｰﾙ-部品検索)、またはブラウザパネルの Findボタン
をクリックします。

2. Find Schematic Componentダイアログボックスが表示されます。このダイアロ
グボックスを使用して部品の検索を行います。

Find Schematic Componentダイアログボックス

① By Library Reference

チェックを入れて、検索する部品名を記入します。部品名には*(ワイルドカード)を使用することができ
ます。例えば R* と記入した場合には R からはじまる部品名がすべて検索されます。 *7400* と記入し
た場合には 7400という文字が付く部品すべてが検索されます。

② By Description

部品の検索は、部品名だけでなく、Descriptionからも検索することができます。Descriptionはライブラ
リーエディターの Tools-Description…(編集ﾂｰﾙ-部品の詳細説明…)のダイアログボックスで記入できます。
(ライブラリーエディターの操作については Step8を参照してください。)

③ Scope

Specified Path Pathで指定したディレクトリー内を検索

Listed Librarys Add/Removeで登録されているライブラリーから検索

All Drives すべてのドライブを検索

Subdirectories チェックを入れるとサブディレクトリーまで検索を行います。

Find All Instances チェックを外すと 1つめの部品が検索された時点で検索が終了します。

Path Scopeを Specified Pathに設定した際に検索を行うドライブ、ディレクトリーを記入します。

File 検索するライブラリーの拡張子を記入します。初期設定では*.lib になっています。

④ Found Librarys ライブラリーの検索結果が表示されます。

①

②

③

④
⑤

⑥ ⑦

⑧
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⑤ Components 検索されたライブラリーをクリックすると、そのライブラリーから検索され
た部品名が表示されます。

⑥ Add To Library List ライブラリーを選択してここをクリックするとブラウザパネルにライブラリ
ーが登録されます。

⑦ Edit Component 部品名を選択してここをクリックするとライブラリーファイルが開かれ、部
品の編集を行います。

⑧ Place Component 部品名を選択してこのボタンをクリックすると図面に部品が配置されます。

⑨ Description 検索されたライブラリーの詳細が表示されます。

例として 7400部品の検索を行います。

1. Find Componentの By Library Referenceにチェックを入れ、*7400*
と記入して下さい。この場合、7400という名前の部品がすべて
検索されます。

2. Scopeを Specified Pathに設定し、Pathに検索を行うドライブ、デ
ィレクトリーを記入します。(例：C:¥CLIENT98¥SCH98¥LIBRARY)
Subdirectories、Find All Instancesにはチェックを入れます。

3. Findボタンをクリックして検索を開始して下さい。ダイアログボックスの下側の Searching Libraryに検
索状況が表示されます。

4. 検索が終了すると Found Librariesに検索されたライブラリーの一覧が表示されます。マウスでライブラ
リー名をクリックするとそのライブラリーから検索された部品名が右側の Componentsに表示されます。
ここで以下の 3つのボタンが使用できます。

Add To Library Listボタン Found Librariesからライブラリーファイルをマウスで選択してこのボタンを押すと、
ブラウザパネルに選択したライブラリーファイルが登録されます。

Editボタン 部品名をマウスで選択してこのボタンを押すとライブラリーファイルが開かれ、部
品の編集ができます。

Placeボタン 部品名をマウスで選択してこのボタンを押すと回路図に部品を配置できます。
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Step 5-4 部部部部品品品品間間間間をををを接接接接続続続続すすすするるるる

回路図に部品が配置できたら、部品間の接続を行います。

Advanced Schematicでは部品や接続線(ワイヤー)、電源やグランドなどの回路図を構成するものの総称をオ
ブジェクトと呼びます。

オブジェクトは電気的な接続関係の定義に用いるものと、視覚的な表現のみに用いられるものの 2種類に大
別されます。電気的なオブジェクトにはワイヤー、バス、パワーオブジェクト(電源、GND など)、ポートな
どの回路図に使用する要素があり、電気的な属性を持たない視覚的なオブジェクトにはテキストやグラフィ
ックなどの主に回路図の説明に使用するものがあります。

回路図の作成には電気的な属性を持つオブジェクト、つまりネットリストに出力されるオブジェクトを使用
し、Place(配置)メニュー又はワイヤリングツールバーから配置します。

ワワワワイイイイヤヤヤヤーーーーにににによるよるよるよる部部部部品品品品間間間間のののの接接接接続続続続

部品間の接続にはワイヤーを使用します。

1. Place-Wire(配置-ﾜｲﾔｰ)、またはワイヤリングツールバーの ボタンをクリックします。

2. 十字のカーソルが図面上に現れます。ワイヤーを描き始める位置でマウスの左
ボタンをクリックします。ここがワイヤーの始点となり、線が画面に現れます。

3. 始点から斜め方向にカーソルを移動し、キーボードからスペースキーを押して
ください。ワイヤーの配線モードが直線、90度、45度の順に切り替わります。

直線 90度 45度

4. キーボードから Tab キーを押して下さい。Wire のダイアログボックスが表示され、線の太さ、色を設
定できます。線の太さは Smallest,Small,Medium,Largeの 4 種類から選択できます。初期設定では Small
に設定されています。色は紺色に設定されています。

5. ワイヤーを屈折させる位置でマウスの左ボタンをクリックします。1 本のワイヤーは 50 回まで屈折さ
せることができます。

Placeメニュー

ワイヤリングツールバー
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6. 部品のピンや他の電気的な属性を持つオブジェクトにカーソルを近づけると電気的な接続点を示すホッ
トスポットが現れます。

7. ワイヤーを終了させる位置でマウスの左ボタンをクリックします。

8. マウスの右ボタンでラインの配置を終了します。

Note:  部品間の接続には必ずワイヤーを使用してください。ドローイングツールのラインも似たような線を描くことができますが、ラ
インには電気的な属性がないため、部品間の接続として認識されません。

配置したワイヤーの修正

配置したワイヤーの位置などを変更するには以下の手順で行います。

移動

配置したワイヤーを移動するには、ワイヤーにカーソルを移動し、マウス左ボタンを押さえたまま、
カーソルを移動します。

長さの修正

ワイヤーの長さを修正するにはワイヤーをマウスで一回クリックします。ハンドルが表示されたら、
マウスで正確にハンドルをつかみ、カーソルを移動します。

長さを修正している際に、適当な位置でキーボードから Insertキーを押してください。Insetキーを押
した位置でワイヤーが折れ曲がります。マウスの左ボタンを押すと修正作業が終了します。

削除

ワイヤーをマウスで一回クリックし、ハンドルが現れたら Deleteキーを押します。

上記の様にオブジェクトをマウスでクリックするとハンドルが表示され、マウスでオブジェクトの形
を変更することができます。これはワイヤーだけでなく、アドバンストスケマティックで使用するす
べてのオブジェクトで同じ様に操作できます。このハンドルが現れた状態をフォーカスといいます。
フォーカスについての詳しい説明は Step 5- 7に記載されています。

接続点を示すホットスポット

ハンドル
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ネネネネッッッットトトトララララベベベベルルルルにににによるよるよるよる離離離離れれれれたたたた部品の接部品の接部品の接部品の接続続続続

ネットラベルを使用することで、シート内で離れて配置されている部品間を接続できます。ネットラベルは
ワイヤーの上に配置し、同じ名前のネットラベルを設置したワイヤーや、同じ名称のグランドおよび電源と
接続されていると認識され、ネットリストにはネットラベルの名前がネット名として記載されます。

1. Place-Net Label(配置-ﾈｯﾄﾗﾍﾞﾙ)、またはワイヤリングツールバーの ボタンをクリックします。

2. 十字のカーソルが図面上に現れたら、キーボードから Tabキーを押します。NetLabelダイアログボック
スが表示されますので、ネット名を記入します。記入ができたら OKボタンを押します。

3. ネットラベルをワイヤーの上に設置します。

4. Net 名に Net1 と記入した場合、それ以降に配
置したラベルには Net1,Net2,Net3...と番号が割
り付けられます。

Note:  ネットラベルはワイヤー上に配置しますが、文字の左下
が接点になるので、ワイヤーの下でも縦方向に引かれたワイヤーにも配置することができます。また、ネットラベルに使用する文字は
英数字で 128文字までです。

 ネットラベルの原点と配置方法 ○(正) , X(誤)

ネットラベルに反転を意味するバーをつける場合は各文字の後に¥を記入します。

ネット名を記入します。

NetLabel

NetLabel

NetLabel

NetLabel

横置き 縦置き

N
et

La
be

l N
etLa

bel

N
etLa

bel N
et

La
be

l

ネ ットラベルの原点

NetLabel
ネットラベルの接点
(図面上には表示されません。)

CLK

Net1
Net2
Net3
Net4
Net5
Net6
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ネットラベルの使用例

図はネットラベルを使用した例です。部品間は直接接続されていませんが、同じ名前のネットラベルを配置
することで、相互が接続されます。また、大文字と小文字の区別はされませんので、片方は小文字、もう一
方は大文字という方法も可能です。ネットラベルは同じ名前の電源・グランド(パワーオブジェクト)とも接
続されます。

ババババススススをををを使用使用使用使用ししししてててて複複複複数数数数ののののワワワワイイイイヤーをヤーをヤーをヤーをままままととととめめめめるるるる

複数の信号線をまとめる場合はバス、およびバスエントリーを使用します。

ババババススススのののの配配配配線線線線

1. Place-Bus(配置-ﾊﾞｽ)又はワイヤリングツールバーの ボタンを選択します。バスの配線方法はワイヤ
ーを配線する方法と同じ手順です。

2. 十字のカーソルが図面上に現れます。バスを描き始める位置でマウスの左ボタンをクリックします。

3. バスを屈折させる位置でマウスの左ボタンをクリックします。

4. バスを終了させる位置でマウスの右ボタンをクリックします。

ババババススススエエエエンンンントトトトリーリーリーリーのののの配配配配置置置置

バスとワイヤーの間にはバスエントリーを用います。バスエントリーはバスとワイヤーの接続に使用します。

1. Place-Bus Entry(配置-ﾊﾞｽｴﾝﾄﾘｰ)又はワイヤリングツールバーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが図面上に現れます。スペースキーを押してバスエントリーの方向を選択します。

ネットラベルの配置例
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3. バスエントリーを配置する位置でマウス左ボタンをクリックします。

ババババスラスラスラスラベベベベルルルルの配の配の配の配置置置置

バスを使用する場合には、バスラインの上に、どの接続線をまとめたものかを示すバスラベルを配置します。
バスラベルはネットラベルを使用します。配置方法はネットラベルのときと同じです。

バスラベルの名前は、まとめている接続線を指定するために図の様に配置します。図では D0 から D7 の接
続線をまとめているバスラインには D[0..7]というバスラベルが配置されており、A0 から A15の接続線をま
とめているバスラインには A[0..15]というバスラベルが配置されています。この様に、番号を括弧で囲み、
ピリオドで番号の範囲を指定します。

ワイヤー、ネットラベル、バス、バスエントリー、バスラベルによる接続例

バスエントリーの配置例

バスエントリーはワイヤーとバスの間に 45度に配置します。

配置する際のカーソルの位置はどちらでも結構です。
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ポポポポーーーートトトトのののの配配配配置置置置

ポートは、複数の回路図でプロジェクトを構成する場合に、シート間の接続を行います。

1. Place-Bus(配置-ﾎﾟｰﾄ)、またはワイヤリングツールバーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが図面上に現れたら、キーボードから Tab キーを
押します。Port ダイアログボックスが表示されますので、ポート
の名前とスタイルを設定します。記入ができたら OK ボタンを押
します。(ポートのスタイルと I/O 属性については下記を参照して
ください。)

3. ポートを配置する位置でマウスの左ボタンをクリックします。

4. マウスでポートの長さを設定します。

5. マウス右ボタンで配置を終了します。

Note:  ポートを配置する際には、ネットラベルの様に、番号が自動的に割り付けられません。番号を変更する場合には、 1 回づ

つ Tabキーを押して、ダイアログボックスで記入し直してください。

ポートのスタイルについて

ポートのダイアログボックスの Styleには、図の様に 4つの種類があります。スタ
イルは、ポート I/O属性には関係ありません。

ポートのI/O 属性について

ポートの I/O 属性は、ERC(エレクトリカルルールチェック)の際にマトリックスの設定で使用します。ポー
トを使用したシート間の接続は、ポートの名前で行われますので、I/O 属性によって接続情報に影響はあり
ません。

ポートをバスに使用する場合

ワイヤーとポートで他のシートと接続する場合には、ネットラベルは必要ありませんが、バスとポートを使
用して、他のシートに接続する場合には、必ずバスラベルを配置してください。バスはラベルが配置されて
いない状態では、接続できません。

Note:  ポートの名前は、シート間での接続の際に識別子として使用されますが、ネット名としては適用されません。

正正正正: バスにラベルが配置されている場合には、ワイヤーとバスを結線しなくても、接

続が認識されます。

誤誤誤誤: バスにラベルが配置されていないの

で、ワイヤーとバスを結線しても、接続は認

識されません。
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Step 5- 5 電電電電源源源源・グ・グ・グ・グラララランドシンボルの配ンドシンボルの配ンドシンボルの配ンドシンボルの配置置置置

回路図の電源やグランドはパワーオブジェクトを使用します。パワーオブジェクトはツールボタンから配置
します。

1. Place-Power Port(配置-電源･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)、またははワイヤリングツールバーの ボタンをクリックします。

2. 十字のカーソルが図面上に現れたら、キーボードから Tabキーを押し、Power Portダイアログボックス
でネット名、スタイルの設定をします。ネットリストにはスタイルではなく、ネット名が出力されます。
パワーポートはシート上、プロジェクト上でも共通していると認識され、同じ名称のネットラベル、部
品のヒドゥンピンとも接続していると認識します。

3. OKを押してダイアログボックスを閉じ、配置する位置でマウス左ボタンをクリックします。

パワーオパワーオパワーオパワーオブブブブジェクジェクジェクジェクトトトトを配置を配置を配置を配置すすすするるるる際際際際のののの注注注注意意意意点点点点

パワーオブジェクトは上記の様にネット名とスタイルを設定して配置します。この際、ネット名とスタイルは個別に設定しますので、
ネット名に VCC と記入し、スタイルを Power Ground などに設定することもできてしまいます。最終的に、ネットリストに出力され
る項目はスタイルではなく、ネット名が出力されますので、この点に注意しながら配置を行ってください。

Power Portダイアログボックス

VCC

VCC

VCC

VCC

Circle

Arrow

Bar

Wave

Power Ground

Signal Ground

Earth

パワーオブジェクトのスタイル

パワーオブジェクトのスタイルには  Circle、Arrow、Bar、Wave、Power
Ground、Signal Groundの 7種類が用意されており、この中から図面に表示す
る形を選択します。

Circle、Arrow、Bar、Waveの 4種類は設定したネット名が表示されます。Power
Ground、Signal Ground、Earthの 3種類はネット名は表示されません。

(パワーオブジェクトのスタイルは編集および追加をすることはできません。)

Tabキーでダイアログボック
スを表示させ、ネット名とス
タイルを指定します。
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パワーオブジェクトツールバー

パワーオブジェクトはメニューやワイヤリングツールボタンの他にも Power Objectツールバーからも配置が
できます。このツールバーには表示スタイルがすでに設定されているパワーオブジェクトが用意されており、
目的の電源やグランドを配置することができます。

View-Toolbars-Power Objects(表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ -電源･ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾞｰ)で Power Objectツールバーの表示/非表示の切
り替えができます。

パワーオブジェクトツールバーからの配置表

ボタンの種類 ネット名 スタイル

VCC Bar

+12 Bar

+5 Bar

-5 Bar

なし Arrow

なし Wave

なし Bar

なし Circle

GND Arrow

なし Power Ground

なし Signal Ground

なし Earth

ネット名なしの場合には、前回配置されたネット名が使用されます。ネット名なしのボタンから配置する場合に
は Tabキーを押してダイアログボックスでネット名を確認してください。

ワイヤー、ネットラベル、バス、バスエントリー、パワーオブジェクトを使用した回路図の例

パワーオブジェクトツールバー
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Step 5- 6 文文文文章やグ章やグ章やグ章やグララララフィックを配置すフィックを配置すフィックを配置すフィックを配置するるるる

Advanced Schematicには、ワイヤーやネットラベルなどの回路図を作成するためのオブジェクトの他にも、
ポリゴンやアーク(円弧)などの電気的な属性を持たない視覚的な効果に使用するオブジェクトも用意されて
います。ここでは電気的な属性を持たない視覚的な役割をするオブジェクトの配置方法について説明します。

電気的な属性を持たない視覚的なオブジェクトは Place-Drawing Tools(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ)、またはドローイ
ングツールバーから配置します。

ラララライイイインンンン (線線線線)

ラインは電気的な属性を持たない線です。ラインは線幅やダッシュ(破線)、ドット(点線)などに切り替
えることができます。ラインは以下の手順で配置します。

1. Place-Drawing Tools-Line(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ﾗｲﾝ)、またはドローイングツールバーの ボタ
ンを選択します。

2. 十字のカーソルが表示されます。キーボードから Tab キーを押してダイアログボックスで線
の幅や、スタイルを設定します。

3. ラインの開始点でマウスをクリックします。

4. ラインを屈折させる点でマウスをクリックします。配置中にスペースキーを押すと、ライン
の配置モードが直線、90度、45度に切り替わります。

直線 90度 45度

Note:  ラインの屈折点(折り曲げる回数)は 50回までです。

ドローイングツールバー

Place-Drawing Toolsメニュー
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ラインの修正

配置したラインをマウスでクリックするとフォーカスされ、各頂点にハンドルが表示されます。
ハンドルをドラッグすることで形状を変更することができます。

色や枠線の幅を変更するにはラインをダブルクリックし、ダイアログボックスで設定します。

ラインの削除

マウスでラインをクリックし、フォーカスされた状態でキーボードから Deleteキーを押します。

ポポポポリリリリゴゴゴゴンンンン (多多多多角角角角形形形形)

ポリゴン(塗りつぶしの多角形)は以下の手順で配置します。

1. Place-Drawing Tools-Poligon(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ﾎﾟﾘｺﾞﾝ)、またはド

ローイングツールバーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが表示されます。キーボードから Tab キーを押し
てダイアログボックスで色や線の種類を設定します。

3. ポリゴンを描き始める点でマウスの左ボタンをクリックします。

4. ポリゴンの各頂点でマウスの左ボタンをクリックします。

Note:  ポリゴンの頂点の数は 50までです。

5. マウスの右ボタンでポリゴンの設置を終了します。

ポリゴンの修正

配置したポリゴン上でマウスの左ボタンをクリックするとフォーカスされ各頂点にハンドルが表
示されます。ハンドルをドラッグすることで形状を変更することができます。

色や枠線の幅を変更するにはポリゴンをダブルクリックし、ダイアログボックスで設定します。

ポリゴンの削除

マウスでポリゴンをクリックし、フォーカスされた状態でキーボードから Deleteキーを押します。

アアアアーーーークククク (円円円円弧弧弧弧)

アーク(円弧)は以下の手順で配置します。

1. Place-Drawing Tools-Arc(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ｱｰｸ)、またはドローイングツールバーの ボタ
ンを選択します。

2. 十字のカーソルが図面上に現れます。キーボードから Tab キーを押して
ダイアログボックスで色や線の種類を設定します。

3. 中心点でマウスの左ボタンをクリックします。

4. X(横)方向の半径を決め、マウスをクリックします。

5. Y(縦)方向の半径を決め、マウスをクリックします。

6. 円弧の開始点でマウスをクリックします。

7. 円弧の終了点でマウスをクリックします。

円弧の修正

配置した円弧の上でマウスの左ボタンをクリックするとフォーカスされハンドルが表示されます。
ハンドルをドラッグすることで形状を変更することができます。

線の色や幅を変更するには円弧をダブルクリックし、ダイアログボックスで設定します。

削除

ポリゴン

アーク
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マウスでポリゴンをクリックし、フォーカスした状態でキーボードから Deleteキーを押します。

ベベベベジジジジェェェェーーーーカカカカーーーーブブブブ (曲曲曲曲線線線線)

ベジェーカーブ(フリー曲線)は図面に曲線を描く際に使用します。1 本の曲線は 4
つのハンドルで構成されます。

1. Place-Drawing Tools-Beziers(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-曲線)、またはドローイング

ツールバーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが表示されます。キーボードから Tab キーを押してダイアログボックスで線
の色や太さを設定します。

3. 曲線の開始点でマウスをクリックします。

4. 曲線を曲げる位置でマウスをクリックします。

曲線の修正

配置した曲線をマウスでクリックするとフォーカスされ、ハンドルが表示されます。ハンドルを
ドラッグすることで形状を変更することができます。

線の色や幅を変更するには曲線をダブルクリックし、ダイアログボックスで設定します。

削除

配置した曲線をマウスでクリックし、フォーカスされた状態でキーボードから Delete キーを押し
ます。

テテテテキキキキスススストトトト (文文文文字字字字)

回路図に文字を記入するにはテキストを使用します。テキストは Place-Annotation(配置-文字)、また
はドローイングツールバーの  ボタンで配置します。このテキストはネットラベルに似ていますが、
電気的な属性は持っていません。

1. Place-Annotation(配置-文字)、またはドローイングツールバーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが現れたらキーボ
ードから Tab キーを押します。
Annotaionダイアログボックスが
表示されたら Textに文字を記入し
ます。日本語を入力そた場合には
Font Changeボタンを押して文字
の書体を MS ゴシックや MS 明朝
などの日本語 True Typeフォント
に設定します。

3. 文字と書体の設定ができたら OK
ボタンを押してダイアログボック
スを閉じます。再び配置のモード
になるので、配置する場所でマウ
スをクリックします。

Note:  テキストで入力できる文字数は半角英数字で
255文字までです。255文字以上の文章を配置する場合にはテキストフレームを使用してください。

テテテテキキキキスススストトトトフフフフレーレーレーレームムムム (文文文文章章章章)

上記のテキストを使用することで回路図上に文字を置くことができますが、図面の説明など長い文章
を記載したい場合にはテキストフレームを使用します。

1. Place-Text Frame(配置-ﾃｷｽﾄﾌﾚｰﾑ)、またはドローイングツールバーの ボタンを選択します。

ベジェーカーブ
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2. 十字のカーソルが表示されたらキーボードから Tab キーを押します。Text Flameダイアログボッ
クスが表示されます。

3. Text Chamgeボタンをクリックします。ダイアログボックスが表示されますので、文章を記入しま
す。

Note:  1つのテキストフレームに入力できる文字数は半角英数字で 32,000文字までです。

4. Font Changeボタンを押してフォントを設定します。日本語で文章を記入した場合には、MS ゴシ
ックや MS明朝などの True Typeフォントを設定します。

5. OK ボタンでダイアログボックスを閉じます。十字のカーソルが表示されたら、マウスでテキスト
フレームを配置します。

その他の設定項目について

Border Width テキストフレームの枠の太さを設定します。

Border Color テキストフレームの枠の色を設定します。

Fill Color テキストフレームの塗りつぶしの色を設定します。

Text Color テキストフレームの文字の色を設定します。

Draw Solid チェックを入れると、テキストフレームの背景が Fill
Colorの色に塗りつぶされます。

Show Border チェックを入れると枠が表示されます。

Alignment Left 文章を左に揃えます。
 Right 文章を右に揃えます。
 Center 文章を中央に揃えます。

Word Wrap チェックを入れると、テキストフレームの大きさに
合わせて文章が改行されます。

Clip To Area チェックを入れるとテキストフレーム内に入らない
文字は表示されません。

テキストフレームの配置例

リリリリククククタタタタンンンンググググルルルル (四四四四角角角角形形形形)

リクタングル(四角形)は以下の手順で配置します。

1. Place-Drawing Tools-Rectangle(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-四角形)、またはドローイ

ングツールバーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが表示されます。キーボードから Tab キーを押してダイアロ
グボックスで色や枠の太さなどを設定します。

3. 四角形の開始点でマウスをクリックします。

4. 四角形の終了点でマウスをクリックします。

四角形の変更

リクタングル
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四角形をクリックするとフォーカスされ、各頂点にハンドルが表示されます。ハンドルをマウス
でドラッグすることで形を変更できます。

色や枠線の幅を変更するには四角形をダブルクリックし、ダイアログボックスで設定します。

削除

四角形をマウスでクリックし、フォーカスされた状態でキーボードから Deleteキーを押します。

ララララウウウウンンンンドドドドリリリリクタクタクタクタンンンンググググルルルル (角角角角型四型四型四型四角角角角形形形形)

ラウンドリクタングルは角が丸くなった四角形です。

1. Place-Drawing Tools-Round Rectangle(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-丸型四角形)、ま

たはドローイングツールバーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが表示されます。キーボードから Tab キーを押してダイア
ログボックスで色や枠の太さなどを設定します。

3. 四角形の開始点でマウスをクリックします。

4. 四角形の終了点でマウスをクリックします。

四角形の変更

四角形をクリックするとフォーカスされ、各頂点にハンドルが表示されます。ハンドルをマウス
でドラッグすることで形を変更できます。

色や枠線の幅を変更するには四角形をダブルクリックし、ダイアログボックスで設定します。

四角形の削除

四角形をマウスでクリックし、フォーカスされた状態でキーボードから Deleteキーを押します。

エエエエリリリリププププスススス (塗塗塗塗りつりつりつりつぶぶぶぶししししのののの楕楕楕楕円円円円)

エリプスは塗りつぶしの円(楕円)です。エリプスの配置は以下の手順で行います。

1. Place-Drawing Tools-Ellipses(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ｴﾘﾌﾟｽ)、またはドローイングツ

ールバーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが現れます。キーボードから Tab キーを押してダイアログボッ
クスで色や枠の太さなどを設定します。

3. 中心点を決め、マウスをクリックします。

4. X(横)方向の半径を決め、マウスをクリックします。

5. Y(縦)方向の半径を決め、マウスをクリックします。

楕円の変更

楕円をクリックするとフォーカスされ、ハンドルが表示されます。ハンドルをマウスでドラッグ
することで形を変更できます。

色や枠線の幅を変更するには円弧をダブルクリックし、ダイアログボックスで設定します。

楕円の削除

楕円をマウスでクリックし、フォーカスされた状態でキーボードから Deleteキーを押します。

パパパパイイイイチチチチャャャャーーーートトトト (塗塗塗塗りつりつりつりつぶぶぶぶしししし円円円円弧弧弧弧)

パイチャートは塗りつぶしの円弧です。パイチャートの配置は以下の手順で行います。

1. Place-Drawing Tools-Pie Charts(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ﾊﾟｲﾁｬｰﾄ)、またはドローイ

ングツールバーの ボタンを選択します。

ラウンド リクタングル

エリプス

パイチャート
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2. 十字のカーソルが現れます。キーボードから Tab キーを押してダイアログボックスで色や枠
の太さなどを設定します。

3. 中心点を決め、マウスをクリックします。

4. X(横)方向の半径を決め、マウスをクリックします。

5. Y(縦)方向の半径を決め、マウスをクリックします。

6. 円弧の開始点でマウスをクリックします。

7. 円弧の終了点でマウスをクリックします。

パイチャートの変更

楕円をクリックするとフォーカスされ、各頂点にハンドルが表示されます。ハンドルをマウスで
ドラッグすることで形を変更できます。

色や枠線の幅を変更するには楕円をダブルクリックし、ダイアログボックスで設定します。

パイチャートの削除

パイチャートをマウスでクリックし、フォーカスされた状態でキーボードから Delete キーを押し
ます。

ググググララララフフフフィィィィッッッックククク

アドバンストスケマティックではWindowsやインターネットなどで広く使用されているグラフィック
ファイルを図面に配置することができます。

1. Place-Drawing Tools-Graphic…(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ)、またはドローイングツールバーの ボタ
ンを使用します。

2. Image Fileのダイアログボックスが表示されます。
ここで図面上に配置するグラフィックファイルを指
定します。グラフィックファイルの種類は Type の
設定から選択します。読み込み可能なファイル形式
は以下のとおりです。

ファイルのファイルのファイルのファイルの種種種種類類類類 説説説説明明明明 ファイル拡ファイル拡ファイル拡ファイル拡張張張張子子子子

Windows Bitmap(*.bmp; *.dib; *.rle) ビットマップファイル BMP、DIB、RLE

JPEG Image (*.jpg) JPEG イメージファイル JPG

Windows Metafiles(*.wmf) Windowsメタファイル WMF

3. グラフィックファイルを指定したら OKボタンをクリックします。図面上に十字のカーソルが
表示されます。グラフィックを配置する位置までカーソルを移動し、マウスをクリックしま
す。

4. 次にグラフィックの右下にあたる部分でマウスをクリックします。

5. 再度 Image Fileのダイアログボックスが表示されます。ひき続きグラフィックを配置する場合
には上記と同じ手順で操作をしてください。配置を終了する場合は Cancelボタンを押します。

グラフィックの配置例
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グラフィックの変更

グラフィックをクリックするとフォーカスされ、各頂点にハンドルが表示されます。ハンドルを
マウスでドラッグすることで形を変更できます。

枠線の幅などを変更するにはグラフィックをダブルクリックし、ダイアログボックスで設定しま
す。

グラフィックの削除

グラフィックをマウスでクリックし、フォーカスされた状態でキーボードから Delete キーを押し
ます。

Note:  グラフィックは回路図にファイルそのものが配置されずに、参照するポインターだけが配置されます。グラフィックを
配置したスケマティックファイルを他のコンピューターで参照する場合には、グラフィックファイルも添付する必要がありま
す。
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Step 5-7 作作作作図図図図をををを変変変変更更更更すすすするにるにるにるにはははは ＜フォーカ＜フォーカ＜フォーカ＜フォーカススススととととセレクトについてセレクトについてセレクトについてセレクトについて＞＞＞＞

回路図に配置した部品や様々なオブジェクトは配置した後に位置や形状を変更することができます。多くの
Windowsアプリケーションでは、マウスで目的のオブジェクトをセレクトし、配置位置や形を変更する方法
が一般的です。

アドバンストスケマティックは他の Windowsアプリケーションとは違い、セレクションとフォーカスとい
う 2つのオブジェクトの選択方法があります。

フォーカスとセレクションは、ワークスペース内のオブジェクトを変更するための方法です。フォーカスと
セレクションが「選択」という 1つの操作に含まれている他のWindowsアプリケーションに対して、Advanced
Schematicではそれぞれが独立して機能します。

フフフフォォォォーーーーカカカカスススス

オブジェクトにカーソルを移動し、マウス左ボタンを一回クリックすると、オブジェクトの各頂点にハンド
ルと呼ばれる点と、オブジェクトを囲むアウトラインが表示されます。この状態をフォーカスといいます。

オブジェクトがフォーカスされた状態

フォーカスは 1つのオブジェクトのみ行うことができ、別のオブジェクトをクリックすると、フォーカスが
次のオブジェクトに切り替わります。シート上の何も無い場所でクリックするとフォーカスが解除されます。

フォーカスされたオブジェクトには、以下の操作を行うことができます。

削除

オブジェクトをフォーカスした状態でキーボードから Delete キーを押すとそのオブジェクトは
削除されます。

形の変更

オブジェクトをフォーカスすると、各頂点にハンドルが表示されます。このハンドルをマウス
でつかみ、カーソルを移動すると線や、ポリゴンなどの形を変更することができます。

ハンドル
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図の様に線やポリゴンなどのハンドルをマウスでつかみ、形を変更中にキーボードから Insert
キーを押すと頂点が増えます。また、Deleteキーを押すと頂点が 1つ削除されます。

セセセセレレレレククククトトトト

セレクトは、オブジェクトを操作するもう 1つの方法で、フォーカスとは異なり、オブジェクトの形などは
変更できませんが、回路の一部をまとめて移動したり、コピーやカットの機能を使用することができます。

セレクトされたオブジェクトはハイライト表示され、図の様に表示されます。

オブジェクトがセレクトされた状態

セレクトは連続して行うことができ、一度セレクトされたオブジェクトはセレクトが解除されるまでセレク
トされた状態のまま残ります。

セレクトの手順

オブジェクトをセレクトするには下記の方法で行います。

Shift + マウスクリック

オブジェクトの上で Shift キーを押しながらマウス左ボタンをクリックするとそのオブジェクトが
セレクトされます。もう一度 Shift キーを押しながらセレクトされたオブジェクトをクリックする
とセレクトが解除されます。

マウスを押しながら範囲を指定してセレクト

1. 図面上の何もない場所でマウスの左ボタンを押します。

2. 十字のカーソルが表示されたらマウスを押しながら回路図の一部を囲みます。

3. マウスのボタンを放すと囲んだ範囲内のオブジェクトがすべてセレクトされます。

Selectメニューを使用

Edit-Select(編集-ｾﾚｸﾄ)のメニューを使用し、目的に応じてセレクトの機能を使用することができま
す。セレクトのメニューは回路編集中に Sキーを押すと表示されます。

Selectメニュー

Inside Area(範囲内)

Inside Area(範囲内)は四角形の選択範囲を指定するもので、その範囲内のオブジェクトはすべ
てセレクトされます。

1. Edit-Select-Inside Area(編集-ｾﾚｸﾄ-範囲内)、またはメインツールバーのボタン を選択し
ます。十字のカーソルが表示されますので、セレクトする範囲の最初のコーナーにカーソ
ルをあて、マウス左ボタンをクリックします。
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2. セレクトするオブジェクトを取り囲むようにカーソルを移動し、2 番目のコーナーでもう
一度マウス左ボタンをクリックします。囲んだ範囲内のオブジェクトがすべてセレクトさ
れます。

Outside Area(範囲外)

Outside Area(範囲外)ではカーソルで囲んだ範囲の外側にあるすべてのオブジェクトをセレクト
します。セレクトの方法は、Inside Areaの場合と同様です。

1. Edit-Select(編集-ｾﾚｸﾄ-範囲外)を選択します。十字のカーソルが表示されますので、最初の
コーナーにカーソルをあて、マウス左ボタンをクリックします。

2. オブジェクトを取り囲むようにカーソルを移動し、2 番目のコーナーでもう一度マウス左
ボタンをクリックします。囲んだ範囲以外のオブジェクトがすべてセレクトされます。

All(すべて)

All(すべて)でシート内に配置されているすべてのオブジェクトをセレクトします。

Net(ﾈｯﾄ)

Net(ﾈｯﾄ)は、シート上で選択されたネットに関わるすべてのワイヤー、ピンなどをセレクトし
ます。ワイヤーで接続されていなくても、同じネット名の付いているものはすべてセレクトさ
れます。

1. Edit-Select-Net(編集-ｾﾚｸﾄ-ﾈｯﾄ)を選択します。

2. ワイヤーの 1つにカーソルをあて、マウス左ボタンをクリックします。

3. 回路図内で同じネットがすべてセレクトされます。

Select-Net(ｾﾚｸﾄ-ﾈｯﾄ)を実行した様子

ワイヤーで接続していなくても同じネット名の付いているものはすべてセレクトされます。

Connection(接続)

Connection(接続)は、選択されたネットに接続されている他のワイヤーもセレクトされます。こ
ちらのコマンドは Select-Net(ｾﾚｸﾄ-ﾈｯﾄ)とは異なり、図面上でワイヤーを使用して接続されてい
るものだけがセレクトされます。

1. Edit-Select-Connection(編集-ｾﾚｸﾄ-接続)を選択します。

2. ワイヤーの 1つにカーソルをあて、マウス左ボタンをクリックします。

3. 回路図内で同じネットがすべてセレクトされます。

Toggle Selection(ｾﾚｸﾄ切替え)メニューを使用 (セレクトの切替え)

Edit-Toggle Selection(編集-ｾﾚｸﾄ切替え)では、セレクトを切り替えることができます。

1. Edit-Toggle Selection(編集-ｾﾚｸﾄ-ｾﾚｸﾄ切替え)を選択します。

2. 十字のカーソルが表示されますので、オブジェクトをマウスでクリックします。オブジェク
トがセレクト状態になります。

3. セレクトされたオブジェクトをもう一度マウスでクリックするとセレクトが解除されます。
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4. マウス右ボタンを押してトグルセレクションを終了します。

ダイアログボックスで設定

オブジェクトをダブルクリックするとダイアログボックスが表示されます。すべてのオブジェク
トのダイアログボックスには Selectionのチェックボックスが付いており、オブジェクトがセレク
トされている場合にはここにチェックが入ります。

これにより、グローバルチェンジの機能で同じオブジェクトだけをセレクトしたり、条件を指定してオ
ブジェクトをセレクトすることができます。

グローバルチェンジについては Step6を参照してください。

セレクトしたオブジェクトには以下の操作を行うことができます。

ブロック単位での移動

図面上の複数のオブジェクトをセレクトし、セレクトしたオブジェクトの中の 1 つをマウスで
移動すると、セレクトされているものすべてが移動します。

個々のオブジェクトを移動する場合と同様に、移動中には以下の操作を行うことができます。
オブジェクトの移動方法に関しては Step5-8を参照してください。

スペースキー 90単位で回転

Xキー X軸(横)方向に反転

Yキー Y軸(縦)方向に反転

コピー、カット、クリアー機能

オブジェクトを選択した状態では Edit(編集)メニューのコピーやカットなどの機能が使用でき
ます。

Cut(切り取り) Cut(切り取り)は、セレクトされているオブジェクトを切り取ります。切り
取ったオブジェクトは Edit-Paste(編集-貼り付け)で別の図面などに貼り付け
ることができます。

Copy(コピー) Copy(コピー)は、セレクトされているオブジェクトをコピーします。コピー
したオブジェクトは Edit-Paste(編集-貼り付け)で別の図面などに貼り付ける
ことができます。

Editメニューの Cut、Copy、Clearの 3つのコマ
ンドはセレクトされているオブジェクトに対し
て使用できます。
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コピー、カットの操作については Step6を参照してください。

Clear(ｸﾘｱｰ) Edit-Clear(編集-ｸﾘｱｰ)でセレクトされているオブジェクトをすべて削除でき
ます。

セレクトを解除する

セレクトを解除するには、Edit-DeSelect(編集-ｾﾚｸﾄ解除)のメニューで行います。DeSelectメニューは回
路図作成中に Xキーを押すと表示されます。

Edit-DeSelectメニュー

Inside Area(範囲内) カーソルで選択した内側のオブジェクトのセレクトを解除します。

Outside Area(範囲外) カーソルで選択した外側のオブジェクトのセレクトを解除します。

All(すべて) シート上のすべてのオブジェクトのセレクトを解除します。

セセセセレレレレククククトトトトのののの色の色の色の色の設設設設定定定定

あるオブジェクトがセレクトされるとセレクションカラー(デフォルト設定では黄色)でハイライト表示さ
れます。この色は Option-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)ダイアログボックスの Graphical Editingタブの
Color設定で変更することができます。
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Step 5-8 オオオオブブブブジジジジェェェェククククトトトトの移の移の移の移動動動動 ＜＜＜＜ ドラッグドラッグドラッグドラッグ操操操操作作作作 ＞＞＞＞

この章では、スケマティックエディターで使用するオブジェクトの移動方法と Move 機能について説明しま
す。

回路図に使用するオブジェクトはシート内で自由に移動することができます。オブジェクトの移動方法とし
ては、マウスで行う方法と、メニューから行う方法があります。

ママママウスウスウスウスででででのののの操操操操作作作作

マウスでオブジェクトを移動するには以下の方法があります。

移動

最も簡単なオブジェクトの移動方法はカーソルをオブジェクトまで移動し、マウスのボタンを押
しながらカーソルを移動します。この方法でスケマティックで使用するすべてのオブジェクトの
移動ができます。

移動中には以下のキー操作を行うことができます。

スペースキー 90単位で回転

Xキー X軸(横)方向に反転

Yキー Y軸(縦)方向に反転

Tabキー ダイアログボックスで詳細を設定

F1キー 移動中に使用できるキーの一覧を表示

接続を保ちながら移動 (ドラッグ)

回路を構成するオブジェクトに対して、接続を保ちながら移動する場合には、移動するオブジェ
クト上で Ctrl キーを押しながらマウス左ボタンをクリックします。クリックしたオブジェクトは
接続を保ちながら移動します。

移動中にスペースキーを押すと、ワイヤーの状態が 90度、45度、直線の 3種類で切り替えること
ができます。

直線 90度 45度

ドラッグ中にはスペースキー以外に、以下のキー操作を行うことができます。

スペースキー 接続状態を 90度、45度、直線のモードで切り替え

CTRLキーを押しながらスペースキー 90度単位で回転

Xキー X軸(横)方向に反転

Yキー Y軸(縦)方向に反転

F1キー ドラッグ中に使用できるキーの一覧を表示
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メメメメニニニニュュュューーーーででででの操の操の操の操作作作作

マウス操作以外にも、Edit-Move(編集-移動)を選択してオブジェクトを移動することもできます。Moveメニ
ューは、M キーで表示されます。

Moveメニュー

Moveのメニューには以下のサブメニューがあります。

Drag(ﾄﾞﾗｯｸﾞ)

Drag(ﾄﾞﾗｯｸﾞ)は、前ページで説明されている CTRL+マウスの操作と同様に、回路を構成するオ
ブジェクトに対して、接続を保ちながら移動します。ドローイングツールバーで配置されるラ
インやポリゴンなどの電気的な属性を持たないオブジェクトにはドラッグ機能は使用できませ
ん。

1. Edit-Move-Drag(編集-移動-ﾄﾞﾗｯｸﾞ)を選択すると、十字のカーソルが表示されます。

2. 部品やポートなど、回路を構成するオブジェクトをクリックします。

3. クリックしたオブジェクトが接続を保ちながら移動します。ドラッグ中には以下のキー操
作を行うことができます。

スペースキー 接続状態を 90度、45度、直線のモードで切り替え

CTRLキーを押しながらスペースキー 90単位で回転

Xキー X軸(横)方向に反転

Yキー Y軸(縦)方向に反転

F1キー ドラッグ中に使用できるキーの一覧を表示

Move(移動)

Move(移動)は、前ページで説明されているマウスの操作と同様に、単純にオブジェクトを移動
します。

1. Edit-Move-Drag(編集-移動-移動)を選択すると、十字のカーソルが表示されます。

2. 部品やポートなど、回路を構成するオブジェクトをクリックします。

3. クリックしたオブジェクトが移動します。移動中には以下のキー操作を行うことができま
す。

スペースキー 90単位で回転

Xキー X軸(横)方向に反転

Yキー Y軸(縦)方向に反転

Tabキー ダイアログボックスで詳細を設定

F1キー 移動中に使用できるキーの一覧を表示

Move Selection(ｾﾚｸﾄ済みを移動)

Move Selection(ｾﾚｸﾄ済みを移動)は、セレクトされているオブジェクトをまとめて移動します。
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このコマンドを実行する前に、移動するオブジェクトを予めセレクトしておきます。セレクト
の方法は Step5-7を参照してください。

1. Edit-Move-Move Selection(編集-移動-ｾﾚｸﾄ済みを移動)、またはメインツールバーの ボ
タンを選択すると十字のカーソルが表示されます。

2. セレクトされているオブジェクトをクリックします。

3. セレクトされているオブジェクト全体が移動します。移動中には以下のキー操作を行うこ
とができます。

スペースキー 90単位で回転

Xキー X軸(横)方向に反転

Yキー Y軸(縦)方向に反転

F1キー 移動中に使用できるキーの一覧を表示

Drag Selection(ｾﾚｸﾄ済みをﾄﾞﾗｯｸﾞ)

Drag Selection(ｾﾚｸﾄ済みをﾄﾞﾗｯｸﾞ)は、セレクトされているオブジェクトに対して接続を保ちな
がら移動することができます。

1. Move-DragSelection(編集-移動-ｾﾚｸﾄ済みをﾄﾞﾗｯｸﾞ)を選択すると、十字のカーソルが表示さ
れます。

2. 部品やポートなど、回路を構成するオブジェクトをクリックします。

3. クリックしたオブジェクトが接続を保ちながら移動します。ドラッグ中には以下のキー操
作を行うことができます。

スペースキー 90単位で回転

Xキー X軸(横)方向に反転

Yキー Y軸(縦)方向に反転

F1キー 移動中に使用できるキーの一覧を表示

以下のメニューはオブジェクトが重ねて配置されている場合に、重ねの順序を変更するコマンドです。

Move to Front(前面に移動)

Move to Front(前面に移動)は、重なったオブジェクトを前面に移動します。

1. Move to Front(前面に移動 )を選択すると十字のカーソルが表示されます。

2. 重なったオブジェクトのうち、背面に配置されているものをマウスでクリックします。

3. クリックしたオブジェクトが移動します。

4. マウスをクリックすると、最前面に配置されます。

 背面のオブジェクトをクリック オブジェクトを移動 前面へ配置される

Bring To Front(前面へ移動)

Bring To Front(前面へ移動)は重なったオブジェクトを前面に移動します。Move to Frontとは異
なり、オブジェクトの位置を移動することはできません。

1. Bring To Front(前面へ移動)を選択すると十字のカーソルが表示されます。

2. 重なったオブジェクトのうち、背面に配置されているものをマウスでクリックします。
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3. クリックしたオブジェクトが最前面に配置されます。

 背面のオブジェクトをクリック 前面へ移動される

Send To Back(背面へ移動)

Send To Back(背面へ移動)は、重ねて配置されているオブジェクトの前面側のものを背面に移動
します。

1. Send To Back(背面へ移動)を選択すると十字のカーソルが表示されます。

2. 重ねて配置されているオブジェクトの前面に配置されているものをマウスでクリックしま
す。

3. クリックしたオブジェクトが最背面に移動します。

 前面のオブジェクトをクリック 背面へ移動される

Bring To Front of(指定ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの前面へ移動)

図の様に 3 つのオブジェクトが重ねて配置されている場合に、重ねの順番を指定することがで
きます。

1. Bring To Front of(指定ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの前面へ移動 )を選択すると十字のカーソルが表示されます。

2. 移動するオブジェクトをクリックします。クリックしたオブジェクトが消えます。

3. 次に、どのオブジェクトの前面に配置するかをマウスで指定します。

オブジェクトをクリック 指定オブジェクトをクリック 指定したオブジェクトの前面に配置される

Send To Back of(指定ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの背面へ移動)

Send To Back of(指定ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの背面へ移動)は、図の様に 3つのオブジェクトが重ねて配置され
ている場合に、重ねの順番を指定します。

1. Send To Back of(指定ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの背面へ移動)を選択すると十字のカーソルが表示されます。

2. 移動するオブジェクトをクリックします。

3. 次に、どのオブジェクトの背面に配置するかを指定します。
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移動するオブジェクトをクリック 指定オブジェクトをクリック 指定したオブジェクトの背面に配置される

Note:  Moveメニューのうち、重なったオブジェクトの順番を変更する Move to Front(前面に移動)、Bring To Front(前面へ移動)、Send To

Back(背面へ移動)、Bring To Front of(指定ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの前面へ移動)、Send To Back of(指定ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの背面へ移動)の 4つのメニューはア
ンドゥーを行うことができません。
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Step 5-9 ブブブブララララウウウウザザザザパパパパネネネネルによる図面の操ルによる図面の操ルによる図面の操ルによる図面の操作作作作

アドバンストスケマティックではブラウザパネルにより、部品配置などを行います。このブラウザパネルは
ライブラリーからの部品配置の他にも、回路図上の様々な情報を表示させ、コントロールすることができま
す。ここでは、ブラウザパネルを使用した図面操作の方法を説明します。

ブラウザパネルには大きく分けて 2つのブロックがあります。上側半分は回路図作成に使用するライブラリ
ーを操作します。下半分は回路図上に配置されている様々なオブジェクトの一覧を表示しています。ここで
は下側の Browseの使用について説明します。

Note:  ディスプレイの解像度が 800 x 600以下の場合、パネルの下部が画面内に入らない場合があります。画面の解像
度は 1024 x 768以上でお使いください。

Demo1プロジェクトを使用してブラウザパネルを操作してみます。Demo1プロジェクトは Help-Examples-
Demo1(ﾍﾙﾌﾟ-ｻﾝﾌﾟﾙ-Demo1)で開くことができます。

1. Demo1プロジェクトの中の Memory.schを表示し、ブラウザパネルの設定を Partsに設定します。
Memory.schに配置されている部品の一覧が表示されます。

2. Partial Infomationにチェックがある場合には一覧が部品番号だけの簡易表示になります。チェックを外
すと、Part Typeや座標値なども表示されます。

3. 一覧から部品番号をダブルクリックすると、選択した部品が画面中央に表示されます。また、一覧から
選択した状態で Text, Jump, Editの 3つのボタンが使用できます。

ブラウザパネル (Library)

ブラウザパネルの上側の Library で
は、回路図に使用するライブラリー
を操作します。

ブラウザパネル (Browse)

ブラウザパネルの下側の Browse で
は、回路図に配置されている様々な
オブジェクトを操作することができ
ます。

ブラウザパネルは View-Panel

(表示-ﾊﾟﾈﾙ)で表示/非表示の切
替えができます。

ブラウザパネルは画面の左右
に移動が可能です。
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Text 部品番号がダイアログボックスに表示され、変更を行うことができます。

Jump 選択した部品が画面中央に表示されます。

Edit 選択した部品のダイアログボックスが表示され、部品番号や Part Typeなどの詳細を設定
することができます。

4. Whole Projectにチェックを入れると、プロジェクトに含まれるすべての部品が表示されます。

5. Maskの部分に、C*と入力し、Enterキーを押してください。Cで始まる部品だけが表示されます。大き
な回路図やプロジェクトの場合には、この様に Mask で表示させる内容を限定することで操作がしやす
くなります。

6. Updateボタンを押すと、ブラウザの内容が最新の情報に更新されます。

7. では、ブラウザパネルの設定を NetLabelに設定してください。今度は、プロジェクトに含まれている
ネットラベルの一覧が表示されます。操作は部品(Parts)の場合と同じ様に行います。

 Whole Project にチェックを入れる
と、プロジェクト全体の情報が表示さ
れます。

一覧に表示するオブジェクトの種類を
設定します。

Maskは、一覧から検索を行う
際に使用します。例えば C* と
記入すると、C からはじまる
オブジェクトの一覧が表示さ
れます。

Partial Infomation にチェック
を入れると、一覧が簡易表示
に切り替わります。

一覧で選択したオブジェクトに対し
て、テキスト編集、ジャンプ、詳細設
定の操作を行うことができます。

Update ボタンを押すと、ブラ
ウザパネルの内容が最新の情
報に更新されます。
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Step 5-10 操操操操作のや作のや作のや作のやりりりりななななおおおおしししし ＜アンドゥー＜アンドゥー＜アンドゥー＜アンドゥーととととリドゥーリドゥーリドゥーリドゥー＞＞＞＞

アンドゥーとリドゥーの機能で、行った操作を元に戻したり、もう一度実行することができます。

Edit-Undo(編集-元に戻す)、またはメインツールバーの ボタンで、行った操作を元に戻します。アンドゥ

ーで元に戻した操作をもう一度実行するには Edit-Redo(編集-やり直し)、またはメインツールバーの ボ
タンを選択します。

例えば、ネットラベルを連続して 5 つ配置します。Edit-Undo(編集-元に戻す)を選択すると配置したネット
ラベルがすべて消えます。Edit-Redo(編集-再実行)を選択すると、もう一度ネットラベルが配置されます。

今度は、ネットラベルを 1 つ配置し、コマンドを終了します。もう一度ネットラベルを配置します。Edit-
Undo(編集-元に戻す)を選択するとネットラベルが 1 つづつ消えていく様子がわかります。この様に、アド
バンストスケマティックでは 1回の Undoは、実行したコマンド単位で行われます。

Undo / Redoの回数

アンドゥーとリドゥーの回数は、初期設定では 50 回に設定されています。Option-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作
設定)ダイアログボックスの Graphical Editingタブの Undo Stack Sizeでアンドゥーの回数を設定することがで
きます。

Note:  アンドゥーの回数の上限はお使いのコンピューターに搭載されているメインメモリーに依存します。しかし、行った操作をすべ
てメモリーに格納するため、回数を多くすると動作速度が低下する場合があります。Undo の回数はあまり多く設定しないことをお勧
めします。
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Step 5-11 属属属属性のコ性のコ性のコ性のコピピピピーーーー

Advanced Schematicでは、これから配置するオブジェクトの属性を、すでに配置済みのオブジェクトからコ
ピーすることができます。

アドバンストスケマティックに付属のサンプルファイル Baudclk.schを開いてください。図面にはワイヤー
で部品間が接続されており、ワイヤーの上にはネットラベルが配置されています。ネットラベルを使用した
属性のコピーの例を説明します。

属性のコピーの例 1

1. Place-NetLabel(配置-ﾈｯﾄﾗﾍﾞﾙ)、またはワイヤリングツールバ

ーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが表示されます。

3. カーソルを配置されているネットラベルの上に移動し、キーボ
ードの Insertキーを押してください。

4. マウスの左ボタンを押し、ネットラベルを回路図に配置します。
Insertキーを押したネットラベルと同じものが配置されます。

この様に、Insertキーを使用して、すでに配置されているオブジェクトの属性を、これから配置するオブジ
ェクトにコピーすることができます。また、カーソルでオブジェクトを移動中にも同じ操作ができます。

属性のコピーの例 2

1. 図の様に異なるネットラベルが 2 つ配置されています。片
方のネットラベルをマウスで移動します。

2. カーソルを他のネットラベルの上まで移動してキーボード
の Insertキーを押してください。

3. カーソルを元の位置まで戻してネットラベルを配置します。
Insertキーを押したネットラベルと同じ属性に変更されま
す。

Insertキー

Insertキー
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  Step 6 回回回回路図路図路図路図入入入入力力力力のののの応応応応用用用用操操操操作作作作

Step 6では Step 5で紹介した機能を使用して、より効率的な回路図入力の操作方法
を説明します。回路図入力の基本操作がわからない場合は Step 5の各項目を参照
して下さい。

Step6 のののの内内内内容容容容

Step 6-1 カット(コピー)＆ペーストを行う Step6  Page2

カットとコピーについて Step6  Page2

他のアプリケーションにコピーした回路図を貼り付ける Step6  Page3

Step 6-2 連続して貼り付けを行うには... ＜アレー配置＞ Step6  Page5

Step 6-3 部品を整列させる ＜Align(整列)機能＞ Step6  Page6

Step 6-4 一括変更を行う ＜グローバルチェンジ＞ Step6  Page8

グローバルチェンジの例 1 Step6  Page8

グローバルチェンジの例 2 Step6  Page9

グローバルチェンジの例 3 Step6  Page11

グローバルチェンジの例 4 Step6  Page12

Step 6-5 スプレッドシートでの図面操作 ＜Export To Spread機能＞ Step6  Page13

Step 6-6 回路図からライブラリーを作成する Step6  Page14

Step 6-7 部品番号の自動割付 Step6  Page15

アノテーション Step6  Page15

バックアノテーション Step6  Page17

Step 6-8 ジャンプ操作 Step6  Page18

ロケーションマークを使用したジャンプ操作 Step6  Page18
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Step 6-1 カカカカッッッットトトト(ココココピピピピーーーー)＆＆＆＆ペペペペーストを行ーストを行ーストを行ーストを行うううう

カット(コピー)＆ペースト機能を使用することで回路図の一部分を他の図面に貼り付けたり、ワープロなど
の他のアプリケーションへ図面を貼り付けることができます。

カカカカッッッットトトトととととココココピーピーピーピーににににつつつついいいいてててて

カット

カットは元の図面から選択したものを切り取ります。切り取ったオ
ブジェクトは元の図面からは削除され、クリップボードへ保持され
ます。

コピー

コピーは、カットと同じ様に選択したものをクリップボードへ保持
しますが、元の図面からは削除されません。

クリップボードとは…

クリップボードとは、Windowsのアプリケーションで、カット、ま
たはコピーしたものを一時的に格納する場所です。クリップボード
の内容はワープロソフトなどの Windowsの汎用アプリケーションに
貼り付けることができます。

Advanced Schematicでカット、またはコピーしたオブジェクトは以下の様に処理されます。

図面からオブジェクトがコピーされると Windowsのクリップボードとアドバンストスケマティックが持つ
クリップボードの 2 つに格納されます。この内、Windowsのクリップボードにはコピー(カット)したオブジ
ェクトの絵柄だけが格納され、アドバンストスケマティックが持つクリップボードにはオブジェクトが持っ
ている属性(部品名、値等の付帯情報)が格納されます。

Windowsのクリップボードに格納された内容は、ワープロソフトなどの Windowsのアプリケーションに絵
として貼り付けることができます。一方、アドバンストスケマティックが持つクリップボードにはオブジェ
クトが持つすべての情報(部品名、値等の付帯情報)が格納され、アドバンストスケマティックの他の回路図
上に全く同じ物を貼り付けることができます。

Windowsクリップボード

 Windowsのクリップボード

アドバンストスケマティックの図面

ワープロなどのWindowsの汎用
アプリケーション

アドバンストスケマティックの他
の図面

アドバンストスケマティック
のクリップボード
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コピー＆ペーストの手順

1. カット(コピー)＆ペースト機能を使用するには、まず目的のオブジェクトをセレクトします。Edit-
Select(編集-ｾﾚｸﾄ)でコピーするオブジェクトをセレクトします。(セレクト方法の手順については Step5-
7を参照して下さい。)

2. Edit-Copy(編集-ｺﾋﾟｰ)を選択します。十字のカーソルがシート上に現れたらコピーするオブジェクト上
でマウス左ボタンをクリックします。

十字のカーソルが現れない場合は Option-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)ダイアログボックスの Graphical Editing タブの
Clipboard Referenceにチェックを入れて下さい。

3. コピーしたオブジェクトはクリップボードへ保存されます。クリップボードからワープロなどの他のア
プリケーションへ貼り付けることができます。

4. コピーしたオブジェクトを貼り付けます。Edit-Paste(編集-貼り付け)又はメインツールバーの ボタン
をクリックして下さい。

5. 十字のカーソルが現れます。貼り付ける位置でマウス左ボタンをクリックして下さい。

カット＆ペースト

1. Edit-Select(編集-ｾﾚｸﾄ)で図面から切り取るオブジェクトをセレクトします。

2. Edit-Cut(編集-切り取り)又はメインツールバーの ボタンを選択します。十字のカーソルがシート上に
現れたらカットするオブジェクト上でマウス左ボタンをクリックします。

十字のカーソルが現れない場合は Option-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)ダイアログボックスの Graphical Editing タブの
Clipboard Referenceにチェックを入れて下さい。

3. シートからセレクトされている部品が消えます。カットしたオブジェクトは Windowsのクリップボー
ドへ保存されます。クリップボードから他のアプリケーションへ貼り付けることができます。

4. カットしたオブジェクトを貼り付けます。Edit-Paste(編集-貼り付け)又はメインツールバーの ボタン
を選択して下さい。

5. 十字のカーソルとともに貼り付けるオブジェクトが現れます。貼り付ける位置でマウス左ボタンをクリ
ックして下さい。

Note:  図面上へ貼り付けられるオブジェクトはアドバンスドスケマティックからコピー又はカットしたものだけです。他のアプリケー
ションから図面上へデータを貼り付けることはできません。

他他他他ののののアアアアププププリリリリケーケーケーケーシシシショョョョンンンンににににココココピーピーピーピーししししたたたた回回回回路図路図路図路図をををを貼貼貼貼りりりり付付付付けけけけるるるる

ワープロなどの汎用のアプリケーションにコピー又はカットした回路図を貼り付けることができます。これ
により、回路図の説明や仕様書の作成が容易にできます。ここでは例として Windowsのワードパッドへ回

ここにチェックを入れて
ください。

ここにチェックを入れて
ください。
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路図の一部分を貼り付ける方法を説明します。

1. Edit-Select(編集-ｾﾚｸﾄ)メニューでコピーするオブジェクトをセレクトします。

2. Edit-Copy(編集-ｺﾋﾟｰ)を選択します。十字のカーソルがシート上に現れたらコピーするオブジェクト上
でマウス左ボタンをクリックします。

十字のカーソルが現れない場合は Option-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)ダイアログボックスの Graphical Editingタブの Clipboard

Referenceにチェックを入れてください。図面枠もワープロに貼り付ける場合は Add Template to Clipboardにチェックを入れま
す。

3. ワードパッドを起動し、編集-貼り付けを行うと回路図が貼り付けられます。

Add Template to Clipboardが ONの場合 Add Template to Clipboardが OFFの場合

ここにチェックを入れて
ください。
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Step 6-2 連連連連続続続続ししししてててて貼貼貼貼りりりり付けを行うに付けを行うに付けを行うに付けを行うにはははは... ＜＜＜＜アアアアレレレレー配置ー配置ー配置ー配置＞＞＞＞

アレー配置はコピー又はカットしたオブジェクトを複数個配置します。またピン、ネットラベルなどの自動
ナンバリングも可能です。ここでは例としてネットラベルの貼り付けを説明します。

1. Place-Net Label(配置-ﾈｯﾄﾗﾍﾞﾙ)、又はワイヤリングツールバーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが図面上に現れたら、キーボードから Tab キー
を押し、ダイアログボックスの Net欄に Netlabel1 と記入して下
さい。

3. OK ボタンを押してダイアログボックスを閉じ、シートに配置し
て下さい。

4. 配置したネットラベルを Edit-Select(編集-ｾﾚｸﾄ)でセレクトして下
さい。

5. Edit-Cut(編集-切り取り)、またはメインツールバーの ボタンでセレクトしたネットラベルをカットし
て下さい。

6. Edit-Paste Array…(編集-ｱﾚｲ貼り付け…)又はドローイングツールバーの ボタンを選択して下さい。ダ
イアログボックスが表示され、貼り付けの設定をします。

Item Count 貼り付けるオブジェクトの数

Text Increment 番号のカウント間隔

Horizonal 配置する X（横）方向の間隔

Vertical 配置する Y（縦）方向の間隔

ここではネットラベルを 10 個配置してみます。以下の様に設定
して OKボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じて下さい。

Item Count 10 (10個のネットラベルを配置)

Text Increment 2 (番号を 1,3,5..と+2づつ割り付け)

Horizonal -10 縦一列に配置するため横方向の間隔は-10

Vertical 10 最初のネットラベルの次に縦方向に 10の間隔で配置

7. 十字のカーソルが図面上に現れます。貼り付ける位置でマウスの左ボタンをクリックして下さい。

8. ダイアログボックスの設定に基づいてネットラベルがセレクトされた状態で配置されます。

9. Edit-Deselect(編集-ｾﾚｸﾄ解除)でセレクトを解除して下さい。

Setup Paste Arrayダイアログボックス

- 1 0

-1 0

-1 0

-1 0

-1 0

-1 0

-1 0

V
er

tic
al

 -
1

0

Horizontal +10
+1 0 +1 0 +1 0 +1 0 +1 0 +1 0

Item Increment +2NetLabel1
NetLabel3

NetLabel5
NetLabel7

NetLabel9
NetLabel11

NetLabel13
NetLabel15
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Step 6-3 部部部部品品品品をををを整整整整列列列列ささささせせせせるるるる ＜＜＜＜Align(整整整整列列列列)機機機機能能能能＞＞＞＞

ランダムに配置されたオブジェクトを Align 機能を使用して整列させることができます。オブジェクトの整
列は Edit-Align(編集-整列)で行います。

Align メニューには複数のサブメニューが用意されており、目的に合わせてこれらのメニューを使い分けま
す。Align(整列)メニューを使用するには、まず整列させるオブジェクトを Edit-Seleci(編集-ｾﾚｸﾄ)でセレクト
します。

左左左左側側側側にににに揃揃揃揃ええええて整て整て整て整列列列列

整列させるオブジェクトをセレクトし、Edit-Align-Align Left(編集-整列-左
側)を選択します。

右の図の様に左側に揃えて整列します。

右右右右側側側側にににに揃揃揃揃ええええて整て整て整て整列列列列

整列させるオブジェクトをセレクトし、Edit-Align-Align Right(編集-整列-
右側)を選択します。

右の図の様に右側に揃えて整列します。

左左左左右右右右のののの中中中中央央央央に揃に揃に揃に揃ええええてててて整整整整列列列列

整列させるオブジェクトをセレクトし、Edit-Align-Center Horizonal(編集-
整列-水平方向中央)を選択します。

右の図の様に左右の中央に揃えて整列します。

横横横横方方方方向向向向にににに等等等等間隔間隔間隔間隔にににに整整整整列列列列

整列させるオブジェクトをセレクトし、Edit-Align-Distribute
Horizonal(編集-整列-水平方向均等)を選択します。

右の図の様に左右の中央に揃えて整列します。

上上上上にににに揃揃揃揃ええええてててて整整整整列列列列

整列させるオブジェクトをセレクトし、Edit-Align-Align Top(編集-整列-上
側)を選択します。

右の図の様に上に揃えて整列します。

下下下下にににに揃揃揃揃ええええてててて整整整整列列列列

整列させるオブジェクトをセレクトし、Edit-Align-Align Bottom(編集-整列
-下側)を選択します。

右の図の様に下に揃えて整列します。

Alignメニュー
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上上上上下下下下のののの中中中中央央央央に揃に揃に揃に揃ええええてててて整整整整列列列列

整列させるオブジェクトをセレクトし、Edit-Align-Center Vertical(編集-
整列-垂直方向中央)を選択します。

右の図の様に上下の中央に揃えて整列します。

縦縦縦縦方方方方向向向向にににに等等等等間隔間隔間隔間隔にににに整整整整列列列列

整列させるオブジェクトをセレクトし、Edit-Align-Distribute Horizonal(編集-整列-水平方向均等)を選択しま
す。

ダダダダイイイイアアアアロロロロググググボッボッボッボッククククススススででででのののの設設設設定定定定

Edit-Align-Align(編集-整列-整列…)で上記の整列をダイアログボックスで行
うことができます。このダイアログボックスでは縦方向と横方向の整列を
組み合わせて行うことができ、更に Move primitives to gridにチェックを
入れると、グリッド(図面上の格子)からずれて配置されているオブジェク
トを、グリッドに合わせて整列させることができます。
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Step 6-4 一一一一括括括括変変変変更更更更をををを行行行行うううう ＜グローバルチ＜グローバルチ＜グローバルチ＜グローバルチェェェェンンンンジジジジ＞＞＞＞

アドバンストスケマティックでは、あるオブジェクトの属性を変更した場合、この変更内容を同じタイプの
オブジェクトにも適用することができます。適用範囲は 1枚のシートのみ、またはプロジェクト全体に設定
することができます。

一括変換は回路図上で変更を行うオブジェクトをダブルクリックして行います。一括変更 (グローバルチェ
ンジ)には多くの設定があり、最初は少し戸惑うかもしれません。しかし慣れてしまえばこの機能を使用し
て回路編集を効率良く行うことができます。

複雑な内容の図面を一括変更し、結果が思わしくない場合は必要に応じて Undo/Redoを使ってやり直して下
さい。

図面上の部品や信号線などの各オブジェクトのダイアログボックスにはそれぞれ異なるグローバルチェンジ
の設定があるように見えますが、基本的な設定はすべて同じです。

以下にいくつかのグローバルチェンジの例を説明します。練習として操作して下さい。グローバルチェンジ
の例は Demo1プロジェクトを使用します。Help-Examples-Demo1(ﾍﾙﾌﾟ-ｻﾝﾌﾟﾙ-Demo1)でサンプルの Demo1
プロジェクトの図面が開かれます。

ググググロロロローーーーババババルルルルチェチェチェチェンンンンジジジジのののの例例例例 1

例 1では回路図上のワイヤーを一括変更してみます。

1. 図面上のワイヤーをダブルクリックして下さい。Wireダイアログボックスが表示されます。

2. 線の太さを変更します。Wire Widthを Smallから Largeに変更します。

3. OK ボタンを押すとワイヤーの太さが変わったことがわかります。それでは他のワイヤーもこれと同じ
太さに変更します。もう一度、ワイヤーをダブルクリックしてダイアログボックスを表示します。

4. Global>>ボタンをクリックして下さい。ダイアログボックスが拡張されます。ここで一括変更を行いま
す。すべてのオブジェクトのダイアログボックスにはこの Global>>ボタンがあります。

5. 拡張された部分には Attributes To Match byと Copy Attributesの 2つのグループがあり、ここで一括変更
の条件と他のオブジェクトに変更を加える項目を指定します。

Optionボタンを押して拡張されたWireダイアログボックス

Attributes To Match By

ダイアログボックスの中央に Attributes To Match Byという項目があります。この項目ではグローバルチ
ェンジを行う際の条件を以下の 3つから選択します。

Same 属性が一致しているオブジェクトにグローバルチェンジが行われます。

Different 属性が一致していないオブジェクトにグローバルチェンジが行われます。

Any 属性に関係なくグローバルチェンジが行われます。
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Attributes To Match Byでは、グローバルチェンジを適用する他のオブジェクトの選択を行います。すべて Anyと設定する
と、同じタイプの全てのオブジェクトにグローバルチェンジが適用されます。特定の条件で一括変更を行う場合は Attributes

To Match Byを設定して使用します。

Copy Attributes

Copy Attributeには各属性に対するチェックボックスがあります。Copy Attributesではコピーする項目の
指定をします。

Change Scope

変更範囲を設定します。以下の 3つの設定があります。

Change This Item Only そのアイテムのみ

Change Matching Items In Current Document ドキュメント上で条件が一致するアイテム

Change Matching Items In All Document プロジェクトで、条件が一致するアイテム。この場合、
開かれているドキュメントでも、プロジェクトの一部で
なければ変更は反映されません。

5. 図の様に Attributes To Match Byの項目はすべて Anyに設定し、Copy AttributesのWire Widthにチェッ
クが入っていることを確認してください。

6. 最後に Change Scopeで変更を行う範囲を設定します。Change Matching Items In Current Document(こ
の図 面のみ)に設定されていることを確認してください。

7. 設定ができたら OK ボタンをクリックして下さい。これで、図面上のすべてのワイヤーの線幅が太くな
ります。

以上と同じ手順で色の一括変更やすべてのワイヤーだけセレクトさせることもできます。また Change Scope
の設定を Change Matching Items In All Documentにするとプロジェクト内の他の図面も一括変更されます。

ググググロロロローーーーババババルルルルチェチェチェチェンンンンジジジジのののの例例例例 2

例 2では部品の値を一括変更します。Demo1プロジェクトの Cpuclk.schを見て下さい。R1、R2、R5の 3つ
の抵抗があります。この抵抗値をすべて 1Kに変更します。

CPUCLK3 4

U9B

74LS04

1 2

U9A

74LS04

C10

0.1uF

5 6

U9C

74LS04

R2

470R

R1

470R

XTAL1

4.00 MHz

VCC

R5
330R

CPUCLK.SCH
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1. R1をダブルクリックして下さい。Partダイアログボックスが表示されます。

2. それでは Part Typeに 1Kと記入して OKボタンを押してください。部品の値が 1Kに変化したことがわ
かります。それではこの図面上の抵抗をすべて 1Kに変更しますのでもう一度 R1をダブルクリックし、
Partダイアログボックスを表示してください。

3. Global>>ボタンをクリックしてください。ダイアログボックスが拡張されます。一括変更する条件を指
定します。LibRefの Attributes To Match byに Rと記入して下さい。これは、LibRef(ライブラリー登録
名)が Rの部品だけを変更するという条件になります。

4. Copy Attributesの Part Typeの{}を消去して 1Kと記入して下さい。これは変更後の結果になります。

5. Change Scopeが Change Matching Items In Current Document(シート上の一致する部品)に設定されている
ことを確認してください。

6. OKをクリックしてダイアログボックスを閉じて下さい。抵抗の値がすべて 1Kになります。

変更結果

Attributes To Match byでは一括変更を行う条件
を入力します。この場合は Lib Ref に R と記入
したのでライブラリーリファレンスが R の部品
だけに一括変更されることになります。

Copy Attributes

では一括変更を行
う内容を入力しま
す。この場合は
Part Type に 1K

と記入したので条
件が一致する部品
の Part Typeはす
べて 1K に変更さ
れることになりま
す。

CPUCLK3 4

U9B

74LS04

1 2

U9A

74LS04

C10

0.1uF

5 6

U9C

74LS04

R2

1K

R1

1K

XTAL1

4.00 MHz

VCC

R5
1K
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ググググロロロローーーーババババルルルルチェチェチェチェンンンンジジジジのののの例例例例 3...Match by( 一一一一括括括括変更変更変更変更のののの条条条条件件件件)ににににワワワワイルイルイルイルドドドドカーカーカーカードドドドをををを使使使使用用用用すすすするるるる例例例例

Match Byで編集する文字を規定します。ワイルドカード(*)が表示されていれば、すべてのテキストにグロ
ーバルエディットが行われます。これは各々のケースによって制限することができ、例えば、S* は S で始
まる文字だけに限定します。ワイルドカードは、大文字/小文字の区分はありません。

では、部品の値を一括変更します。Demo1プロジェクトの Cpuclk.schを見て下さい。R1、R2、R5の 3つの
抵抗があります。ワイルドカードを使用する方法で、この抵抗値をすべて 10Kに変更します。

1. 抵抗器 R1をダブルクリックして下さい。Partダイアログボックスが表示されます。

2. Global>>ボタンをクリックしてください。ダイアログボックスが拡張されます。一括変更する条件を指
定します。Designatorの Attributes To Match byに R*と記入して下さい。これは、部品番号が Rで始まる
部品だけを変更するという条件になります。

3. Copy Attributesの Part Typeの{}を消去して 10Kと記入して下さい。これは変更後の結果になります。

4. Change Scopeが Change Matching Items In Current Document(シート上の一致する部品)に設定されてい
ることを確認してください。

OKボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じて下さい。抵抗の値がすべて 10Kになります。

実行結果

CPUCLK3 4

U9B

74LS04

1 2

U9A

74LS04

C10

0.1uF

5 6

U9C

74LS04

R2

10K

R1

10K

XTAL1

4.00 MHz

VCC

R5
10K
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ググググロロロローーーーババババルルルルチェチェチェチェンンンンジジジジのののの例例例例 4...  括括括括弧弧弧弧{ }をををを使使使使用用用用ししししたたたたテテテテキキキキストのストのストのストの一一一一括括括括変変変変更更更更

テキストを部分的に置き換えたい場合は、Copy Attributeの{}に｛旧テキスト＝新テキスト｝と入力します。
これは、ストリングの「旧テキスト」の部分を「新テキスト」へ変更するという意味です。

例えば、IC1,IC2,IC3...という部品番号(Designator)を U1,U2,U3...に変更する場合は Designatorの Copy Attributes
フィールドを{IC = U}とします。

前回の例と同じく、Demo1プロジェクトを開き、Memory.schを表示してください。ワイヤーに配置されて
いるネットラベルの文字を一括変更してみます。

ネットラベル A0をダブルクリックしてください。NetLabelのダイアログボックスで Global>>ボタンを押し、
以下の様に Copy Attributesに{A=AD}と入力し、OK ボタンをクリックしてください。A0 から A12のネット
ラベルと A[0..15]のバスラベルの文字がすべて Aから AD へ変更されます。

実行前 実行後
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Step 6-5 ススススププププレレレレッッッッドドドドシシシシートでの図面操ートでの図面操ートでの図面操ートでの図面操作作作作 ＜＜＜＜Export To Spread 機機機機能能能能＞＞＞＞

Advanced Schematic 98では、図面の情報をスプレッドシートで一覧表示させ、スプレッドシートでの変更を
回路図に反映させる Export To Spread機能があります。

例えば、部品の設定(部品番号,フットプリント等)は部品の上でマウスをダブルクリックしてダイアログボッ
クス上で行います。この方法で大きな図面を作成した場合に設定ミスや記入漏れをすることがあると思いま
す。ERC(エレクトリカルルールチェック)では部品番号の設定ミスは検索できますが、その他の部品属性に
関しては設定ミスや記入漏れを検索することができません。Export To Spread機能はこの様な回路図全体の
部品や他のオブジェクトの設定状態を一覧で表示させ、表の上で設定を変更することができます。

操作例:

1. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)、またはメインツールバーの ボタンで Demo1プロジェクトのすべてのファイル
をオープンします。(ファイルの開き方は Step3を参照してください。)

2. Edit-Export To Spread...(編集-ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄに出力…)を選択します。

3. Schematic Export Wizardが起動します。まず最初にプロジェクト全体の情報を
リストアップするか、現在のシートのみをリストアップするかを指定します。
この場合はプロジェクト全体を操作しますので Project の方にチェックを入れ
て Next >を押します。

4. 回路図で使用されている部品やワイヤー、電源、グランドなどのすべてのオブ
ジェクトの一覧が表示され、すべてにチェックが入っています。この中から、
目的の出力したいオブジェクトにチェックを入れます。ここでは部品の情報だ
けをリストアップするので Part だけをチェックし、その他はすべてチェック
を外して Next >を押します。

5. 次に、選択したオブジェクトが持つすべての属性がチェックされた状態で表示
されます。この中から出力する属性を選択します。ここでは Designator(部品番
号)、FootPrint(PCBパッケージ情報)、Part Type(の 3 つにチェックを入れ、そ
の他はすべてチェックを外して Next >を押します。

6. 旗の絵が表示されたら設定は終了です。Finish を押すとスプレッドシート上に
すべての部品の Designator(部品番号 ),FootPrint(PCBパッケージ情報 ),Part
Type(部品名,値)が表示されます。

スプレッドシートに表示された一覧を見ると FootPrintの項目に * があることがわ
かります。これは回路図上の部品属性に FootPrintが記入されていないことを示し
ており、このままでは PCB でネットリストを読
み込んだ際に部品外形を読み取ることができませ
ん。

それでは、この表の上で FootPrintの * を消して、
正しいフットプリントを記入し、File-Update(ﾌｧｲ
ﾙ-内容の更新)を選択してください。スプレッド
シートで変更した内容が、回路図に読み込まれま
す。

All Offボタンを押すと、すべてのチェックが消されます。

All Offボタンを押すと、すべてのチェックが消されます。
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Step 6-6 回回回回路路路路図図図図かかかかららららラララライブラリーを作成すイブラリーを作成すイブラリーを作成すイブラリーを作成するるるる ＜＜＜＜ププププロロロロジェクトラジェクトラジェクトラジェクトライイイイブブブブラリーの作成ラリーの作成ラリーの作成ラリーの作成＞＞＞＞

Advanced Schematicでは、回路図が保存される際に、部品情報も同時に保存されます。従って回路図のファ
イル(*.sch)を他の人に渡す場合には、ライブラリーファイルは必要ありません。

この様に、他の PCから、Advanced Schematicで作成した回路図を受け取り、編集作業を行う場合には、回
路図のファイル(*.sch)のみで可能ですが、ライブラリーが添付されていない場合には、そのままでは部品の
編集ができません。

Advanced Schematicでは回路図からライブラリーファイルを作成することができます。

回路図(sch)からライブラリーファイル(lib)を作成するには

1. Tools-Make Project Library(ﾂｰﾙ-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの作成)を選択します。

2. Save Project Libraryダイアログボックスが表示されます。保存する場所(I):でライブラリーファイルを保
存するドライブとフォルダを設定し、ファイル名 (N):には作成するライブラリーファイルの名前を記入し
ます。

Save Project Libraryダイアログボックス

3. OKボタンを押すとライブラリーファイルが作成され、画面に表示されます。

ライブラリーの操作方法については Step8を参照して下さい。
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Step 6-7 部部部部品品品品番番番番号号号号のののの自自自自動割動割動割動割付付付付

回路図を作成し、ネットリストを出力するには部品の番号(Designator)を正確に割り付ける必要があります。
通常は部品を配置する際、部品がカーソルと一緒に移動しているときにキーボードから Tab キーを押して
Designatorに部品番号を記入しますが、図面上に配置してから一括して割り付けることもできます。

アアアアノノノノテテテテーーーーシシシショョョョンンンン

部品を回路図上にそのまま配置した時点では"U?"や"R?"といった表示になっており、この"?"に連番を割り付
けていくのがアノテーションです。

Tools-Anotate…(ﾂｰﾙ-ｱﾉﾃｰﾄ…)メニューを選択すると Annotateダイアログボックスが表示されます。

Annotateダイアログボックスには Annotate Optionと Group Parts Together If Match byの 2つのブロックが
あります。

Annotateダイアログボックス

Anotate Optionでは部品番号の割り付け方を設定します。設定の種類は以下の 3つから選びます。

All Parts すべての部品番号を割り付け直す

? Parts ? の部品番号を割り付ける

Reset Designators すべての部品番号を?に戻す

All Parts、または ? Parts の設定で部品番号の自動割り付けを行います。このコマンドでは図面に配置した
順番に番号が割り付けられます。割り付けられた結果がよくなかった場合は Reset Designator の設定で部
品番号を?に戻して下さい。

Group Parts Together If Match Byブロックでは、配置した部品の
各フィールドに入力されたデーターが一致するものを検索し、
割り付けを行います。図の場合は Part Typeと Part Field1にチ
ェックが入っています。この場合には Part Typeと Part Field1
の内容が一致する部品に対して同じ系列の番号が割り付けられ
ます。

Note:  Annotate コマンドに対しては Undo/Redo がききません。部品番号の自
動割り付けを行う前に回路図を一度保存して下さい。
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Annotate ココココママママンンンンドにドにドにドによよよよるるるる部品部品部品部品番番番番号割号割号割号割りりりり付付付付けけけけのののの例例例例

例 1 抵抗の場合

抵抗やコンデンサなどの部品の場合、図の様に配置した順番に番号が割り付けられます。

例 2 ゲートアレイの場合

74シリーズの様に、1つの部品の中に複数のゲートがある場合、抵抗などと同じ手順で部品番号を割り付け
るとゲート数が計算され、U1A, U1B, U1C…と割り付けられます。

下の図の場合、PartTypeは SN7400, PartField1は部品別に MOD1と MOD2を記入して識別させた上で、Anotate
を実行した例です。Part Fieldの内容によって部品が識別され、番号が付けられていることがわかります。

R?
RESISTOR

R?
RESISTOR

R?
RESISTOR

R?
RESISTOR

R?
RESISTOR

C?
CAP NP

C?
CAP NP

C?
CAP NP

C?
CAP NP

C?
CAP NP

R1
RESISTOR

R2
RESISTOR

R3
RESISTOR

R4
RESISTOR

R5
RESISTOR

C1
CAP NP

C2
CAP NP

C3
CAP NP

C4
CAP NP

C5
CAP NP

1

2
3

U?A

SN7400

MOD-1
1

2
3

U?A

SN7400

MOD-2
1

2
3

U?A

SN7400

MOD-2

1

2
3

U?A

SN7400

MOD-2
1

2
3

U?A

SN7400

MOD-2
1

2
3

U?A

SN7400

MOD-1

1

2
3

U1A

SN7400

MOD-1
1

2
3

U2A

SN7400

MOD-2
4

5
6

U2B

SN7400

MOD-2

9

10
8

U2C

SN7400

MOD-2
12

13
11

U2D

SN7400

MOD-2
4

5
6

U1B

SN7400

MOD-1
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ババババッッッッククククアアアアノノノノテーテーテーテーシシシショョョョンンンン

アノテーション機能による部品番号の自動割付の他に、Advanced PCB(基板レイアウトツール)での部品番号
の変更内容を読み込むことができます。

バックアノテーション機能により、Advanced PCBで作成した WASファイルを読み込み、WASファイルに
従って部品番号を割り付けする場合に使用できます。

WASファイルは、 部品番号<スペース>変更後の部品番号 の形式になっています。

例:

 U1 U10

この場合、部品番号 U1は U10に変更されます。

バックアノテーションの例

CPUCLK
3 4

U9B

74LS04

1 2

U9A

74LS04

C10

0.1uF

5 6

U9C

74LS04

R2

470R

R1

470R

XTAL1

4.00 MHz

VCC

R5
330R

実行前

CPUCLK
3 4

U1B

74LS04

1 2

U1A

74LS04

C1

0.1uF

5 6

U1C

74LS04

R3

470R

R2

470R

X1

4.00 MHz

VCC

R1
330R

実行後

 WASファイル

C10 C1
R5 R1
XTAL1 X1
R1 R2
R2 R3
U9 U1

 結果レポート

Protel Advanced Schematic

Back-Annotation Report

C10 => C1
R5 => R1
XTAL1 => X1
R1 => R2
R2 => R3
U9 => U1
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Step 6-8 ジジジジャャャャンンンンププププ操操操操作作作作

Edit-Jump(編集-ｼﾞｬﾝﾌﾟ)でカーソルを回路図上の任意の位置にジャンプすることができます。Jumpのコマン
ドはキーボードから Jキーを押すと表示されます。

Jumpメニュー

Jump To Error Marker(ｴﾗｰﾏｰｶｰ)

ERC(エレクトリカルルールチェック)を行った後に、回路図に配置されるエラーマーカーへジャン
プします。(ERCに関する説明は Step 11を参照してください)

Jump Origin(原点)

図面の原点(図面の左下)にカーソルが移動します。

Jump New Location(指定座標…)

ダイアログボックスで、カーソルの移動先を座標値で指定します。

ロロロロケケケケーーーーシシシショョョョンマンマンマンマーーーーククククをををを使使使使用用用用したしたしたしたジジジジャャャャンンンンプ操プ操プ操プ操作作作作

大きな図面を作成している際には、図面上にロケーションマークを設定することで、目的の場所にダイレク
トに移動することができます。

ロケーションマークの設定

ロケーションマークを使用してジャンプを行うには予め、回路図上にロケーションの位置を指定して
おきます。ロケーションマークは以下の手順で設定します。

1. Edit-SetLocationMark 1~10(編集-ﾛｹｰｼｮﾝﾏｰｸ設定-ﾛｹｰｼｮﾝﾏｰｸ 1~10)を選択します。

2. 十字のカーソルが表示されたら図面の任意の位置でマウスをクリックします。

3. 同じ手順で複数のロケーションマークを設定できます。

ロケーションマークへのジャンプ

ロケーションマークを設定したら、ジャンプ操作を行ってみます。

1. 画面を任意の位置で拡大表示(PageUpキー)してください。

2. Edit-Jump-Location Mark 1~10(編集-ｼﾞｬﾝﾌﾟ-ﾛｹｰｼｮﾝﾏｰｸ 1~10)を選択します。画面がロケーション
マークを設定した位置に移動します。

Note:  ロケーションマークは保存されません。一度回路図を閉じると、ロケーションマークは消去されます。
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  Step 7 図図図図面面面面のののの設設設設定定定定

Advanced Schematicでは回路図の大きさや色、使用するフォントなどを自由に変更
できます。この章では図面の設定方法と、テンプレートの作成について説明します。

Step7 のののの内内内内容容容容

Step 7-1 Document Optionsダイアログボックスについて Step7  Page2

Sheet Optionsタブ Step7  Page2

Organizationタブ Step7  Page5

Step 7- 2 スペシャルストリングの配置方法 Step7  Page6

Step 7- 3 シートテンプレートの作成方法...独自の図面書式を作成する Step7  Page8

Step 7- 4 テンプレートの設定方法 Step7  Page9

回路図にテンプレートを設定するには… Step7  Page9

最新のテンプレートを読み込むには… Step7  Page9

新規作成の際にテンプレートを自動で設定したい場合 Step7  Page9

テンプレート情報を削除するには… Step7  Page10



Step 7 図面の設定

Step 7  Page2

Step 7-1 Document Option ダダダダイイイイアアアアロロロロググググボボボボッッッッククククススススににににつつつついいいいてててて

図面の設定に関しては Options-Document Options(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ｼｰﾄ設定)で設定します。このダイアログボックス
での設定は個々の図面情報として schファイルに保存されます。

Document Optionsダイアログボックスには Sheet Optionsと Organozationの 2つのタブがあり、マウスでクリ
ックすることで切り替えることができます。Sheet Optionsタブでは、図面の大きさや色、グリッドなどにつ
いての設定を行います。Organizationタブでは会社名や住所、図面タイトルなどを記入します。

Sheet Options タタタタブブブブ

Sheet Optionsタブでは図面の大きさや縦横の方向、また図面上のグリッドの ON/OFFの設定を行います。

Document Optionsダイアログボックス(Sheet Optionsタブ)

① Template File Name 設定されているテンプレートのファイル名が表示されます。テンプレートが設
定されていない場合は No Template Fileと表示されます。

② Orientation シートの縦横方向を設定します。Landscape(横)と Portrait(縦)の 2種類が用意さ
れています。初期設定では Landscape(横)に設定されています。

Landscape (横) Portrait (縦)

③ Title Block チェックを入れると図面右下に会社名や図面の詳細を記入するタイトルブロックを
表示します。タイトルブロックには Standardと Ansiの 2種類が用意されています。

①

②

③
④
⑤
⑥

⑦
⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
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Standard Ansi

④ Show Reference Zones リファレンスゾーン(図面枠)の表示/非表示を切り替えます。

Reference Zone = On Reference Zone = Off

⑤ Show Border チェックを入れるとボーダー(枠線)が表示されます。

Show Border = On Show Border = Off

⑥ Show Template Grafics チェックを入れると、設定されているテンプレートの情報をシートに表示
します。テンプレートを設定していない場合は何も表示されません。

Show Template Grafics = On Show Template Grafics = Off

(テンプレートを設定している場合のみ表示されます。)

⑦ Border Color 図面枠の色を設定します。カラーボックス(色の部分)をクリックするとダイアログ
ボックスが表示され、色を設定できます。初期設定は黒(RGB=0.0.0)です。

⑧ Sheet Color 図面の色を設定します。カラーボックス(色の部分)をクリックするとダイアログボ
ックスが表示され、色を設定できます。初期設定では、クリーム色
(RGB=255.255.232)に設定されています。

⑨ Grids グリッドの大きさを数値で設定します。グリッドには以下の 3種類があります。

Snap スナップグリッド(オブジェクトを移動する際の単位)を設定します。(単位: 1/100インチ) 初期設定で
は 10に設定されています。

Visible 図面に表示する格子(ビジブルグリッド)の大きさ設定をします。(単位: 1/100インチ) 初期設定では 10

に設定されています。

Electrical Grid エレクトリカルグリッド(電気的な接続点への吸着)の設定を行います。(単位: 1/100インチ) 初期設定
では 8に設定されています。
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⑩ Standard Style 標準スタイルとして以下の 18種類の大きさが用意されています。

サイズ 横(in) 縦(in) 横(mm) 縦(mm)

A 11 8.5 279 216
B 17 11 432 279
C 22 17 559 432
D 34 22 864 559
E 44 34 1078 864
A4 11.69 8.27 297 210
A3 16.54 11.69 420 297
A2 23.39 16.54 594 420
A1 33.07 23.39 840 594
A0 46.8 33.07 1188 840
OrCAD A 9.9 7.9 251 200
OrCAD B 15.4 9.9 391 251
OrCAD C 20.6 15.6 523 396
OrCAD D 32.6 20.6 828 523
OrCAD E 42.8 32.8 1087 833
Letter 11 8.5 279 216
Legal 14 8.5 356 216
Tabloid 17 11 432 279

これらの 18種類以外の大きさに設定するには Custom Styleを使用します。

⑪ Custom Style Use Custom Styleにチェックを入れると Standard Styleで設定した大きさは無視さ
れ、数値入力でシートの大きさが設定できます。

① Custom Width シートの横方向の長さ(単位: 1/100イン
チ)

② Custom Height シートの縦方向の長さ(単位: 1/100

インチ)

③ X Ref Region Count X方向のリファレンス(区切り)

の数 (区切り番号には数字が使
用されます。)

④ Y Ref Region Count Y方向のリファレンス(区切り)の数
(区切り番号にはアルファベットが
使用されます。)

⑤ Margin Wigth リファレンスゾーン(図面枠)の幅を
設定します。(単位: 1/100インチ)

⑫ Change System Font 回路図上の部品や標準タイトルブロックに使用する書体を設定します。初期設
定では Times New Romanの 10ポイントに設定されています。

①

②
⑤

③

④
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Organization タタタタブブブブ

Organizationタブでは会社情報や図面番号など、図面に関する情報を記入します。記入した項目はスペシャ
ルストリングとリンクして、図面上に表示されます。

Document Optionダイアログボックス Organizationタブ

① Organization 会社名を記入します。スペシャルストリング .Organization とリンクします。

② Address 会社の住所や電話番号などを記入します。記入欄の上から順に、スペシャルストリン
グ .Address1 、.Address2, .Address 3, .Address 4 とリンクします。

Sheet

③ No. 複数の図面で設計を行う場合に図面の番号を記入します。スペシャルストリン
グ .SHEETNUMBERとリンクします。

④ Total 複数の図面で設計を行う場合にトータルの図面枚数を記入します。スペシャルストリン
グ .SHEETTOTAL とリンクします。

Document

⑤ Title 回路図のタイトルを記入します。スペシャルストリング .Title とリンクします。

⑥ No. 回路図の番号を記入します。スペシャルストリング .DOCUMENTNUMBERとリンクします。

⑦ Revision 回路図の改訂番号を記入します。スペシャルストリング .REVISION とリンクします。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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Step 7- 2 ススススペペペペシシシシャャャャルルルルスススストトトトリリリリンンンンググググのののの配配配配置置置置方方方方法法法法

アドバンストスケマティックでは、新規に回路図を開くと図面右下に Standardタイプのタイトルブロックが
表示されます。Document Optionsダイアログボックスの Organizationタブで会社名や住所、タイトルなどを
記入してもそのままでは図面上に表示されません。そこで、ダイアログボックスで記入した内容を図面に表
示させるためにスペシャルストリングという特別な文字を図面に配置します。

スペシャルストリングはDocument Optionsダイアログボックスで記入した会社名などの図面情報をタイトル
ブロックに表示させるために使用する特別な文字です。スペシャルストリングは、文字を使用します。

1. まず、Options-DocumentOptions(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ｼｰﾄ設定)のダイアログボックスで会社名や住所、タイトルなど、
必要な項目をすべて記入してください。

2. Place-Annotation(配置-文字)、又はドローイングツールバーの ボタンをクリ
ックします。

3. 十字のカーソルが図面上に現れます。キーボードから Tab キーを押してダイア
ログボックスの Textに .Time と記入し、OK ボタンをクリックして図面に配置して下さい。(文字の
前に必ずピリオドを入れてください)

4. 配置した文字を見ると .Time という文字ではなく現在の時間が表示されることがわかります。

もし配置した文字が時間に現在の時間に切り替わらない場合は、Option-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)のダイアログボックスの
Grafical Editing タブの Convert Special Strings チェックボックスにチェックを入れて下さい。印刷した場合はここの設定が
ON/OFFに関わらず、最新の時間が出力されます。

5. 同じようにテキストを配置し、今度は .DATE と記入して下さい。今日の日付が表示されます。

6. それでは会社名を表示させます。上記と同様にテキストを配置し、ダイアログボックスの Text
に .Organization と記入して下さい。Document Optionダイアログボックスで記入した会社名が表
示されます。

Note:  初期設定では文字の書体が Times New Roman(英語フォント)に設定されているため、文字が正常に表示されないか
もしれません。その場合は、テキストをダブルクリックし、ダイアログボックスの中の Font Changeボタンを押して文字
の書体を MSゴシックや MS明朝などの日本語 True Typeフォントに設定し直してください。

このようにスペシャルストリングを使用することでDocument OptionダイアログボックスのOrganizationタブ
の各項目をシートに表示できます。

チェックを入れてください。
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例えば、Document Optionダイアログボックスで図①の様に記入し、スペシャルストリングを図②の様に配
置した場合には、図③の様に表示されます。(図③の様に表示するには Option-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)
ダイアログボックスの Convert Special Stringsにチェックを入れてください。上記参照)

ススススペペペペシシシシャャャャルルルルスススストトトトリリリリンンンンググググ一一一一覧覧覧覧

スペシャルストリング リンクする DocumentOptionダイアログボックスの項目

.ORGANIZATION Organizationフィールドのテキスト

.ADDRESS1 最初の Addressフィールドのテキスト

.ADDRESS2 2番目の Addressフィールドのテキスト

.ADDRESS3 3番目の Addressフィールドのテキスト

.ADDRESS4 4番目の Addressフィールドのテキスト

.SHEETNUMBER Sheet No.フィールドのテキスト

.SHEETTOTAL Sheet Totalフィールドのテキスト

.TITLE Document Titleのテキスト

.DOCUMENTNUMBER Document Numberのテキスト

.REVISION Document Revisionのテキスト

.DOC_FILE_NAME ファイル名

.TIME 時刻

.DATE 日付

図①

図② 図③
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Step 7- 3 シシシシーーーートトトトテテテテンンンンププププレレレレーーーートトトトのののの作作作作成成成成方方方方法法法法...独独独独自自自自のののの図図図図面面面面書書書書式式式式をををを作作作作成成成成すすすするるるる

Advanced Schematicでは 18種類の図面サイズと Standardと Ansiの 2種類のタイトルブロックが用意されい
ますが、これ以外にも独自の図面書式を作成することができます。図面の書式はシートテンプレートと呼ば
れ、一度作成すればすべての図面に適用させることができます。

テンプレートの設定例を以下に説明します。正式なテンプレートを作成する前に練習として操作して下さい。

1. File-New(ﾌｧｲﾙ-新規作成)で新しいスケマティックシート開きます。

Note:  新しいシートを開いたときにすでにテンプレートが設定されている場合は Options-Remove Template(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの
消去)でテンプレートをはずしてして下さい。

2. Options-Document Options(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ｼｰﾄ設定)を選択します。ダイアログボックスで図面のサイズを
Standard Stylesから選択します。

3. Title Blockのチェックボックスのチェックを消し、OK ボタンをクリックしてダイアログボックスを閉
じます。標準のタイトルブロックが表示されなくなります。シートの右下部分を Page Upキーで拡大し
てタイトルブロックの作成を行います。

4. タイトルブロックの作成はテキストやラインを使用して行います。まず、タイトルブロックの枠線をラ
インで描きます。ラインは Place-Drawing Tools-Line(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ﾗｲﾝ)、又はドローイングツール

バーの ボタンで配置できます。配置中に Tab キーを押し、ダイアログボックスで必要に応じてライ
ンの色や太さを設定します。

5. タイトルブロックが完成したら会社名や住所などを表示するスペシャルストリングを配置します。スペ
シャルストリングの配置方法は Step 7-2を参照してください。

6. ラインやテキストの他にも、ポリゴンやグラフィックなどを配置してタイトルブロックを完成させます。

タイトルブロックの作成例

Note:  ビットマップやメタファイルなどのグラフィックを配置した場合、実際にドキュメントに含まれるのはグラフィッ
クイメージではなく、グラフィックファイルにアクセスするポインターだけです。回路図を別のコンピュータに移すとき
は、関連するグラフィックファイルも移して下さい。

タイトルブロックの作成が終了したら、このシートをテンプレートとして保存します。

File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて保存)を選択します。Save Document Asダイアログボックスが表示されたら
ファイルの種類 (T):から Advanced Schematic template binary(*.dot)を選択してファイル名を記入します。保
存するディレクトリを確認後、保存(S)ボタンをクリックします。

これでテンプレートとして保存されました。
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Step 7- 4 テテテテンンンンププププレレレレーーーートトトトのののの設設設設定定定定方方方方法法法法

作成したテンプレートは新規に作成する回路図や、現在作成中の回路図にも読み込むことができます。

回回回回路路路路図図図図ににににテテテテンンンンププププレレレレーーーートトトトをををを設設設設定定定定すすすするるるるににににはははは…

1. テンプレートを読み込ませたい回路図を画面に表示します。

2. Options-Set Template File Name(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの設定)を選択します。

3. Template Fileダイアログボックスが表示されます。ここで読み込ませるテンプレートファイル(*.dot)を
選択します。ファイルの種類 (T):の設定を Advanced Schematic template files(*.dot)に設定します。拡張
子が DOTのファイルが表示されます。

Note:  テンプレートを読み込むと図面の大きさやタイトルブロックの位置が、テンプレートファイルで設定されたものに変更さ
れます。設定するテンプレートは実際の回路図と同じ大きさのものを選択してください。

4. DOTファイルを選択したら OKボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じます。回路図を見ると
テンプレートファイルの情報が読み込まれた様子がわかります。試しに、Option-Document Option(ｵﾌﾟ
ｼｮﾝ-ｼｰﾄ設定)でダイアログボックスを表示させ、Template Fileの項目を見てください。現在設定されて
いるテンプレートのファイル名が記載されています。

Note:  テンプレートで作成したタイトルブロックなどは、回路図上では編集できません。タイトルブロックを編集したい
場合には、File-Open…(ﾌｧｲﾙ-開く…)でテンプレートファイルを開いて編集し直してください。

最最最最新新新新ののののテテテテンンンンププププレレレレーーーートトトトをををを読読読読みみみみ込込込込むむむむににににはははは…

回路図の編集過程で、テンプレートファイル(DOT)の内容を変更した場合には、もう一度回路図(SCH)に読み
込ませることが必要です。この様な場合には、Option-Update Current Template(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの更新)で最
新のテンプレート情報に更新することができます。もちろんテンプレートが設定されていない場合には、こ
のコマンドを実行しても何も起こりません。
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新新新新規規規規作作作作成成成成のののの際際際際ににににテテテテンンンンププププレレレレーーーートトトトをををを自自自自動動動動でででで設設設設定定定定ししししたたたたいいいい場場場場合合合合

回路図を新規作成する際に、作成したテンプレートを自動的に適用させることができます。

1. Options-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定…)を選択します。Preferencesダイアログボックスが表示されます。

2. ダイアログボックスの Schematicタブを表示すると Default Template Fileという項目があります。ここ
で適用するテンプレートファイルを指定します。

3. Browse ボタンを押してください。ダイアログボックスが表示され、ここでテンプレートファイルを指
定します。設定ができたら OKボタンを押してください。

4. Preferencesのダイアログボックスに戻ると、Default Template Nameのフィールドに設定したテンプレー
トファイル名が表示されます。

5. OKをクリックして Preferencesダイアログボックスを閉じます。これで設定は終了です。

File-New(ﾌｧｲﾙ-新規作成)で新しい回路図(SCH)を開くと、指定したテンプレートが自動的に設定され、
図面が表示されます。以降、新規作成される回路図にはすべてこのテンプレートが適用されます。テン
プレートの自動設定をとりやめたい場合には Preferencesダイアログボックスの Default Template Fileの
項目を消してください。

テテテテンンンンププププレレレレーーーートトトト情情情情報報報報をををを削削削削除除除除すすすするるるるににににはははは…

回路図に設定されているテンプレートの情報を取り除くには Options-Remove Template(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの
消去)を実行します。この場合、タイトルブロックなどの情報は削除されますが、会社名やタイトルなどの
図面情報、回路図のサイズはそのまま残ります。
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  Step 8 部部部部品を品を品を品を編編編編集集集集すすすするるるる ＜＜＜＜ラララライイイイブブブブララララリリリリーーーーエエエエディターディターディターディターのののの操操操操作作作作方方方方法法法法＞＞＞＞

Advanced Schematicでは部品の作成/編集は回路図上では行わず、ライブラリーエ
ディターで行います。この章では部品の作成と編集を行うライブラリーエディタ
ーの操作について説明します。

Step8 のののの内内内内容容容容

Step 8-1 ライブラリーの種類 Step8  Page2

汎用ライブラリー Step8  Page2

デバイスメーカー別 ライブラリー Step8  Page2

シミュレーション用ライブラリー Step8  Page2

Protel DOS版 互換ライブラリー Step8  Page2

Step 8-2 ライブラリーと各部品の構成について Step8  Page3

ライブラリーファイルの構成 Step8  Page3

部品の構成 Step8  Page3

回路図上の表記 Step8  Page4

Step 8-3 部品の作成 Step8  Page5

新しいライブラリーに部品を作成する Step8  Page5

既存のライブラリーに部品を追加するには Step8  Page8

Step 8-4 部品の詳細記入 Step8  Page9

Step 8-5 ライブラリーと部品に関する操作 Step8  Page12

グループについて… Step8  Page12

部品のコピー Step8  Page13

部品の移動 Step8  Page13

Step 8-6 ライブラリーと部品に関するレポート機能 Step8  Page14

Step 8-7 ライブラリーエディターとスケマティックエディターについて Step8  Page16

Update Parts in Cacheについて Step8  Page16
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Step 8-1 ラララライイイイブブブブララララリリリリーーーーの種の種の種の種類類類類

Advanced Schematic 98 には、20,000個以上の部品を含む多くのライブラリーファ
イル(*.lib)が付属しています。Advanced Schematic 98用のライブラリーファイルは、
Sch98の Libraryフォルダに保存されています。

Advanced Schematic 98の部品ライブラリーの多くは、主要なデバイスメーカーの
データーブックに準拠しており、メーカー名が付いたフォルダに保存されていま
す。その他に、シミュレーション用のネットリスト作成を前提とした Spice, EEsof
用ライブラリーや、Protel DOS版 Schematic互換のライブラリーが含まれています。

汎汎汎汎用用用用ラララライイイイブブブブラリラリラリラリーーーー

Deviceライブラリーには、抵抗やコンデンサーなどの汎用の部品が含まれており、回路図作成の際には、頻繁に
使用します。このライブラリーの部品は、デバイスメーカーに準拠した形式ではないため、複数のパートや De-
Morgan表記、IEEE表記は用意されていません。

デデデデババババイイイイススススメメメメーカーカーカーカーーーー別別別別 ラララライイイイブラリブラリブラリブラリーーーー

これらのフォルダには、主要な部品メーカーの名前が付けられており、デバイスメーカーのデーターブックに準
拠した部品ライブラリーが収録されています。

シシシシミミミミュュュュレレレレーーーーショショショションンンン用用用用ラララライイイイブブブブラリラリラリラリーーーー

これらのフォルダには、HP EEsofや Spiceシミュレーション用にあらかじめ属性が設定された部品ライブラリー
が収録されています。他のライブラリーに入っている部品も、属性を設定することでこれらのシミュレーション
部品として使用することもできます。

Protel DOS 版版版版 互互互互換換換換ラララライイイイブブブブラリラリラリラリーーーー

Dos_oldフォルダには、Protel DOS Schematic互換のライブラリーが収録されています。このフォルダのライブラ
リーファイルには、ファイル名に DOS互換という意味を示す D_ が付いています。この種類のライブラリーは
Protelの DOS版(現在は販売されていません)と互換性を持ったデーターで構成されており、ゲートアレイなどの
De-Morganや IEEEのモードは用意されていません。Protelの DOS版 Schematicを使用しない場合はこのフォルダ
のライブラリーは必要ありません。

ライブラリーファイルの詳細については ライブラリ一覧表を参照してください。

Note:  ここで紹介するライブラリーは、 Advanced Schematic 98 に標準添付されているものだけに限定させていただきます。 Advanced PLD 98

や Advanced SIM 98 等をインストールすると、 Library フォルダに、専用のライブラリーファイルが追加されますが、ここでは省略させていただき

ます。
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Step 8-2 ラララライイイイブブブブララララリリリリーーーーと各部品の構成につと各部品の構成につと各部品の構成につと各部品の構成についいいいてててて

ライブラリーエディターで部品を編集するには、まずライブラリーにおいて部品がどのように管理されてい
るかを理解しなければなりません。

ラララライイイイブブブブララララリリリリーフーフーフーファァァァイイイイルルルルのののの構構構構成成成成

Advanced Schematicのライブラリーは多くの部品から構成される部品の集合体です。回路図ファイル(*.sch)
は 1 枚の図面シートを構成しているのに対して、ライブラリーファイル(*.lib)では図の様に多くの部品がカ
ードの様に複数格納されています。このカードの 1つ 1つに各部品の形や詳細が記載されています。

回路図ファイル(sch)とライブラリーファイル(lib)のイメージ

回路図ファイル(*.sch) ライブラリーファイル(*.lib)

部部部部品品品品のののの構構構構成成成成

部品はピン、線、塗りつぶしの四角形などの複数のオブジェクトから作成されています。部品はこの様な様々
なオブジェクトから構成されていることから、コンポーネントとも呼ばれます。部品には抵抗や、ゲートアレ
イなど様々な種類があります。下の図の様に、抵抗器はひとつのパーツで構成されていますが、ゲートアレ
ーは複数のゲートから構成されています。

実際の部実際の部実際の部実際の部品品品品

抵抗器 Texas Instrument TTL Logic 1988 (Commercial) SN7400

ライブラリライブラリライブラリライブラリーーーーのデータのデータのデータのデーターーーー

汎用の抵抗器(Device.lib) 複数のゲートで構成されている 74LS00(Ti01-c.lib)
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抵抗器の様に、De-Morgan表記も IEEE表記もないものには、1つの部品名に対し、1つのデーターとなりま
すが、7400の様なゲートアレイの場合には、4 つのパートと Normal、De-Morgan、IEEEの 3 種類の表記が
用意されているため、合計 12個のデーターを持つことになります。

回回回回路路路路図図図図上上上上のののの表表表表記記記記

上記のゲートを回路図上に配置した場合には以下の様になります。

部品番号の最後に付くアルファベットは、パートの番号を示しています。

ライブラリーから部品を配置する際には、Normalモードの 1つめのパートが配置されます。

部品 の配置に関しては、Step5を参照してください。
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Step 8-3 部部部部品品品品のののの作作作作成成成成

ライブラリーファイルと個々の部品との関係を把握したうえで、部品の作成方法を説明します。部品を新規
に作成するケースとして、新しいライブラリーに部品を作成する場合と、既存のライブラリーに新規に部品
を追加する場合が考えられます。

新新新新ししししいいいいラララライイイイブラブラブラブラリリリリーーーーにににに部部部部品品品品を作成すを作成すを作成すを作成するるるる

1. 全く新しいライブラリーに部品を作成するには、まず File-New(ﾌｧｲﾙ-新規作成)を選択し、ダイアログボ
ックスが表示されたら SchLibアイコンを選択して OKボタンをクリックします。

2. 画面に新しいライブラリーシートが表示されます。ライブラリーのシートは、回路図のシートとは異な
り、原点が中心に設定されています。部品の作成は原点を中心にして作成します。

3. 画面左側のブラウザパネルには部品名(Component_1)が表示されています。部品名を変更します。Tools-
Rename Component(ﾂｰﾙ-部品名の変更)を選択して下さい。New
Component Nameダイアログボックスが表示されますので、部品
名を記入します。

4. 部品名を記入したら、OK ボタンをクリックして下さい。ブラ
ウザパネルに記入した部品名が表示されます。

5. Place(配置)メニュー、またはドローイングツールバーを使用し
て部品を作成、編集します。

6. 部品には電気的な接続点となるピンを必ず配置します。Place-Pins(配置-ﾋﾟ

ﾝ)、又はツールバーの ボタンで配置します。ピンの移動中にキーボー
ドから TAB キーを押し、ダイアログボックスでピン番号、ピン名称等の
ピン属性を設定します。

PINダイアログボックスの設定項目

Name ピンの名前を記入します。通常、ピンの名前はネットリストには出力されませんが、電源やグランド端
子として回路図上で非表示(ヒドゥンピン)にした場合には、ピンの名前がネット名として使用されます。
また、上の図の様に、ピンの名前に反転のバーを付ける場合には文字の後に ¥ を記入します。

Number ピン番号を記入します。ここで、ピン番号を 1と設定して連続して配置した場合にはピン番号は自動的
に 1.2.3...と割り付けられます。ネットリストにはピン番号が回路の接続情報として出力されます。

ライブラリーのシートは、十字の線の交点が原
点になります。部品作成はこの原点付近で行い
ます。作成した部品を回路図に配置する際に
は、原点がカーソルの位置になります。

カーソルを原点付近に移動してキーボードから
Page Upキーを押して、図面を拡大表示してく
ださい。

SchLib ドローイングツールバー
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X,Y-Location ピンが配置されている座標を示します。X は X 座標(横方向)、Y

は Y座標(縦方向)を示しています。

Dot Symbol ピンにドットマーク(反転表示などに使用)を付ける場合にチェッ
クを入れます。ドットマークは部品本体側に表示されます。

Clk Symbol ピンにクロックマークを付ける場合にチェックを入れます。クロ
ックマークは部品本体側に表示されます。

Electrical Type ピンの電気的な属性を設定します。設定は用意されている 8種類
から選択します。ここで設定したピン属性は、ERC(エレクトリ
カルルールチェック)の際にマトリクスで使用されます。

Hidden ゲートアレイなどの場合に、電源やグランド端子として回路図に
表示させない場合にチェックを入れます。チェックを入れた場合
にはヒドゥンピン(見えないピン)として扱われ、ライブラリーエ
ディター、および回路図上には表示されず、ピン名と同じ名前の電源・グラントシンボルやネットラベ
ルに接続されます。部品編集の際にヒドゥンピンを表示するには、View-Show Hidden Pin(表示-隠しピ
ンの表示)を選択します。

Show Name ピンの名前を表示する場合にチェックを入れます。チェックを外すとピンの名前は表示されません。

Show Number ピン番号を表示する場合にチェックを入れます。チェックを外すとピンの番号は表示されません。

Pin Length ピンの長さを数値で入力します。初期設定では 30に設定されています。10でグリッド 1つ分になりま
す。

ピンと他のオブジェクトが重なった場合…

IC などを作成する際、ピンを配置してから部品の本体をポリゴンなどで描いた場合に、ピンがポリゴンの下に隠
れてしまいます。この様な場合、Edit-Move-Send To Back(編集-移動-背面へ移動)、または Bring To Front(前面
へ移動)で重ねあわせの順番を変更します。

例

7. 7400シリーズなど、1 つの部品に複数のゲートを作成する場合は Tools-New Part(ﾂｰﾙ-ﾊﾟｰﾄの追加)を使
用します。このコマンドを選択するとブラウザパネルの Partの表示が 1/1から 2/2となり、部品を構成
する 2つめのシートが表示されます。

ピンがポリゴンの下に隠れている Edit-Move-Send To Backを選択・十
字のカーソルでポリゴンをクリック

ポリゴンの下に隠れていたピンが
表示される
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8. ゲートなどの部品を作成する際には、電源とグランドに割り当てるピンをヒドゥンピン(隠れたピン)と

して作成します。Place-Pins(配置-ﾋﾟﾝ)、またはドローイングツールバーの ボタンを選択し、シート
にピンを配置するときにキーボードから Tab キーを押します。ダイアログボックスが表示されますの
で、Hiddenにチェックを入れ、Nameに VCC、又は GNDと記入します。

Hiddenにチェックを入れると、ピンの名前がネット名として使用されます。例えば、ヒドゥンピンの名
前を VCCとした場合、回路図に配置した際には、VCCのネットに自動的に接続されます。

ヒドゥンピンは画面には表示されません。部品編集中に画面に表示させるには View-Show Hidden Pin(表
示-隠しﾋﾟﾝの表示)、またはブラウザパネルの Hidden Pinsにチェックを入れます。

9. Tools-Description(ﾂｰﾙ-詳細記入)を選択し、部品の詳細を記入します。詳細の記入については次項 Step8-
3を参照してください。

これで部品作成ができました。パネルの Place ボタンで回路図に配置するこ
とができます。

10. 次の部品を作成するにはTools-NewComponent(ﾂｰﾙ-新規部品)を選択します。
画面には、新しいライブラリーシートが表示され、画面左側のブラウザパネ
ルにはすでに作成した部品名と、新規に作成した部品名(Component_1)が表
示されます。この後は手順 2から同じ方法で操作を行います。

11. 部品の作成が終了したら File-Save(ﾌｧｲﾙ-保存)、または File-SaveAs(ﾌｧｲﾙ-名
前を付けて保存)でライブラリーファイルを保存します。
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既既既既存存存存ののののラララライイイイブラブラブラブラリリリリーーーーにににに部部部部品品品品を追加すを追加すを追加すを追加するるるるににににはははは

すでに作成されているライブラリーに新規に部品を追加するには以下の手順で操作します。

1. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く )で既存のライブラリーファイルを開きます。(ファイルの開き方は Step3を参照し
てください。)

2. ライブラリーファイルが開かれ、部品が画面に表示されたら、 Tools-NewComponent(ﾂｰﾙ - 新規部品)
を選択します。

3. この後は、前項の手順 2から同じ方法で部品の作成を始めます。

スケマティックエディターにライブラリーが登録
されている場合には、ブラウザパネルで目的のラ
イブラリーファイルを表示し、Editボタンをクリ
ックするとライブラリーファイルが開かれます。
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Step 8- 4 部部部部品の詳品の詳品の詳品の詳細細細細記記記記入入入入

ライブラリーエディターで部品を作成する際に、部品に関する情報を入力することができます。

部品の詳細を設定するには、目的の部品を画面に表示して、Tools-Description(ﾂｰﾙ-詳細記入)を選択します。
Component Text Fieldsダイアログボックスが表示され、ここで部品の詳細を記入します。Component Text Fields
ダイアログボックスは、3つのタブから構成されています。

Designator タタタタブブブブ

Component Text Fiefdsダイアログボックス Designatorタブ

① Default Designator 部品番号の初期値を設定します。ここで設定したものは、回路図に配置する際に、
最初の部品番号になります。例えば抵抗の場合、 R?と記入すると、回路図に配置の
際、図の様に R?という部品番号が表示されます。この項目が記入されていない場合
には、配置の際に、前回配置した部品番号が使用されます。

② Sheet Part Filename 部品をシートシンボルとして使用する場合に該当するサブシートのファイル名を記
入します。詳細は Step 9 プロジェクトのモデル 4を参照してください。

③ Description 部品に関する注釈を記入します。この項目はネットリストには出力されませんが、
部品表に出力することができます。また、部品の検索に使用することができ、回路
図配置後には Partダイアログボックスの Read Only Fieldsに読み取り専用として表示
されます。

④ FootPrint 1-4 PCBパッケージ情報となるフットプリントを 4 つまで指定できます。回路図配置後
に、記入したフットプリントの中から 1 つを選択します。ここでフットプリントを
記入しておくことでフットプリントの記入漏れを防ぐことができます。

①

②

③

④



Step 8 部品を編集する ＜ライブラリーエディターの操作方法＞

Step8  Page10

Library Fields タタタタブブブブ

Library Fieldsタブには、8 つのテキスト入力フィールドがあります。ここで入力された内容は回路図配置後
に、Partダイアログボックスの Read Only Fieldsタブで、読み取り専用として参照することができます。回
路図配置後にはこの内容は変更することができません。

Component Text Fiefdsダイアログボックス  Library Fieldsタブ

例えば、部品の作成を一括して 1人の設計者が行っている場合など、部品作成者の名前や作成日時を記入し
ておけば回路図を作成する設計者が、いつ誰が部品を作成したかを確認することができます。また、この内
容は回路図からは変更できないため、部品データーの管理情報として使用することができます。

ライブラリーエディターでの記入例 回路図上(Partダイアログボックス Read Only Fieldsタブ)での表示

Part Field Names タタタタブブブブ

Part Field Namesタブには、16個のテキスト入力フィールドがあります。ここで記入した内容は、回路図に
配置後、Partダイアログボックスの Part Fields1-8、9-16のタブで参照するフィールド名になります。

Component Text Fiefdsダイアログボックス  Part Field Namesタブ

基板設計を前提とした回路図作成の場合には、このフィールドは部品の価格や形式などの電気的な属性以外
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の詳細を自由に記入することができます。Spiceなどのシミュレーション用の部品を作成する場合には、部
品のパラメータ名などを記入します。

記入例 1

基板設計を前提とした場合には部品のメーカーや価格などを自由に記入することができます。

ライブラリーエディターでの記入例 回路図上(Partダイアログボックス Part Fieldsタブ)での表示

記入例 2

Spiceなどのシミュレーション用の部品の場合には、下図の様にパラメーターの名前を記入する場所として使用します。Spice、
EEsof、Xilinxなどのシミュレーション用のネットリストにはパラメーターの名前として出力されます。

ライブラリーエディターでの記入例 回路図上(Partダイアログボックス Part Fieldsタブ)での表示

Part Field Namesのフィールドに記入できる文字数は、半角英数字で 255文字まで可能ですが、 Part ダイアログボックスで表示できる

文字数は10文字程度です。

Note:  Component Text Fields ダイアログボックスでの設定は個々の部品 情報として保存されます。このダイアログボックスの設定はグローバ

ルチェンジができませんので、複数の部品で共通の設定をしたい場合でも 1つづつ行います。
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Step 8- 5 ラララライブライブライブライブラリリリリーと部品に関する操ーと部品に関する操ーと部品に関する操ーと部品に関する操作作作作

この章ではライブラリーエディターで用意されているその他の機能を紹介します。

ググググルルルルーーーーププププにににについついついついてててて

部品作成の際に、同じ部品に複数の名前を付けたい場合があります。例えば SN7404も SN74LS04も回路図
上では同じ表記になります。Advanced Schematicでは 1つの部品に複数の名前を付けてグループとして管理
することができます。

例えば、ゲートアレイを作成し、部品名を 7404にします。これで回路図に配置することができますが、部
品の検索などを行う場合を考慮して、SN7404や SN74LS04等の部品も必要になります。この様な場合、以
下の手順で部品に名前を追加します。

1. 部品を画面に表示させ、Tools-Add Component Name(ﾂｰﾙ-部品名の追加)、またはブラウザパネルで目
的の部品をマウスで選択し、Addボタンをクリックします。

2. New Component Nameダイアログボックスが表示されます。ここで部品名を記入します。

3. 名前を記入したら OK ボタンをクリックします。ブラウザパネルの Group を見ると記入した部品名が
追加されていることがわかります。また、Componentsの一覧にも部品名が追加されます。

この様に部品名を追加した場合、部品名最初に作成したときの部
品名が元のデーターとなり Groupの 1番上に表示され、追加した
順に名前が表示されます。

この部品を回路図に配置した場合、Partのダイアログボックスの
Lib Refと Part Typeに部品名が表示されますが、Lib RefにはGroup
の中の元になっている部品名が記入されます。

例として Advanced Schematicの付属ライブラリー Ti01-c.libから
SN7404を回路図に配置します。部品をダブルクリックして Part
ダイアログボックスを表示すると、部品属性は以下の様に Lib Refに SN74LS04、Part Typeに SN7404が記
入されます。従って SN7404は SN74LS04のグループであることがわかります。

グループの元の名前

設定されている名前

グループの元
の部品名

追加された
部品名
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部部部部品品品品ののののココココピピピピーーーー

部品を作成する上で、既存のライブラリーに保存されているものを流用してオリジナルの部品を作りたい場
合があります。この様な場合に部品のコピーを行うことができます。

ライブラリーファイル内での部品コピー

ライブラリーファイル内で部品をコピーするには

1. ライブラリーファイルを開き、コピーする部品を画面に表示します。

2. Tools-Copy Component(ﾂｰﾙ-部品のｺﾋﾟｰ)を選択します。何ら変化がない様に見
えますが、ブラウザパネルを見ると同じ名前の部品が 1 つ増えたことがわかり
ます。

3. コピーした部品の名前を変更します。Tools-Rename Component(ﾂｰﾙ-名前の変
更)を選択します。ダイアログボックスが表示されますので、部品名を変更して
OK ボタンをクリックします。ブラウザパネルを見ると新たに部品が追加され
たことがわかります。

Note:  ライブラリーファイル内で、部品のコピーを行った場合には、上記の様に、必ず部品 名を変更してください。

ライブラリーファイル間での部品コピー

ライブラリーファイルの間で部品をコピーするには

1. コピー元のライブラリーファイルとコピー先のライブラリーファ
イルを両方開きます。

2. コピーする部品を画面に表示して Tools-Copy Component(ﾂｰﾙ-部
品のｺﾋﾟｰ)を選択します。Destination Libraryダイアログボックス
が表示されますので、コピー先のライブラリーファイルをマウス
で指定して OKボタンをクリックします。

コピー先のライブラリーを見ると、部品がコピーされたことがわかり
ます。

部部部部品品品品のののの移移移移動動動動

部品の移動機能はライブラリー間で部品を移動させる際に使用します。
部品のコピー機能とよく似ていますが、移動した部品は、元のライブ
ラリーからは削除されます。

1. コピー元のライブラリーファイルとコピー先のライブラリーファ
イルを両方開きます。

2. コピーする部品を画面に表示して Tools-Move Component(ﾂｰﾙ-部
品の移動)を選択します。Destination Libraryダイアログボックス
が表示されますので、コピー先のライブラリーファイルをマウス
で指定して OKボタンをクリックします。

3. 元のライブラリーからは部品が削除され、コピー先のライブラリ
ーを見ると、部品が移動したことがわかります。
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Step 8- 6 ラララライブライブライブライブラリリリリーと部品に関するレーと部品に関するレーと部品に関するレーと部品に関するレポポポポート機ート機ート機ート機能能能能

ライブラリーエディターでは、Report(ﾚﾎﾟｰﾄ)メニューで、部品とライブラリーファイルに関するレポート
を作成することができます。

部部部部品品品品 レレレレポポポポーーーートトトト

Report-Component(ﾚﾎﾟｰﾄ-部品)のメニューで、作成した部品に関するレポートを作成することができます。
このレポートには、部品名、グループ名、各パート毎のピンの詳細等が出力されます。

部品レポートの例 (Ti01-c.lib 7400の例)

ラララライイイイブブブブララララリリリリーーーーレレレレポポポポーーーートトトト

Report-Library(ﾚﾎﾟｰﾄ-ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ)で、ライブラリーファイルに関するレポートを作成することができます。こ
のレポートには、ライブラリー内の部品数、部品名、詳細(Description)等が出力されます。

ライブラリーレポートを作成するには…

1. メニューから File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く )を選択して、目的のライブラリーファイルを開きます。

2. メニューから Report-Library(ﾚﾎﾟｰﾄ-ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ)を選択します。

テキスト形式と CSV形式の 2種類のレポートが作成され、テキスト形式のレポートが EDA Clientのテキス
トエディターに表示されます。CSV 形式のレポートは、ライブラリーファイルと同じフォルダに保存され
ています。レポートファイルの拡張子は、テキスト形式は.REP、CSV形式は.CSVです。

ライブラリーレポートの例  (Ti01-c.lib)

 テキスト形式 CSV形式 (Microsoft Excelで参照 )
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ココココンンンンポポポポーーーーネネネネンンンントトトトルルルルーーーールルルルチチチチェェェェッッッックククク

Report-Component Rule Check(ﾚﾎﾟｰﾄ-ﾙｰﾙﾁｪｯｸ)のメニューで、作成した部品をチェックすることができま
す。チェック項目には、以下の種類があります。

Duplicate    Duplicateのグループでは、ピン番号や部品名の重複がないかチェックします。

① Component Names 部品名の重複を検査します。ライブラリーファイル内に同じ名前の部品があ
る場合にレポートが出力されます。

② Pins ピン番号の重複を検査します。

Missing      Missingのグループでは、記入チェックします。

③ Description Descriptipn(詳細)が記入されていない場合に、レポートを出力します。

④ FootPrint ライブラリーエディターで、フットプリントが設定されていない場合にレポ
ートを出力します。(フットプリントの記入方法は Step 8-4 を参照してくださ
い。)

⑤ Default Designator 部品番号の初期値が設定されていない場合にレポートを出力します。(部品番
号の記入方法は Step 8-4 を参照してください。)

⑥ Pin Name ピンの名前が記入されていない場合に、レポートを出力します。

⑦ Pin Number ピンの番号が記入されていない場合に、レポートを出力します。

ダイアログボックスで設定後、OK ボタンをクリックすると、レポートファイル(拡張子.ERR)が EDA Client
のテキストエディターにレポートが表示されます。

コンポーネントルールチェックレポートの例

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦
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Step 8- 7 ラララライブライブライブライブラリリリリーエディターとスケーエディターとスケーエディターとスケーエディターとスケママママティックエディターとティックエディターとティックエディターとティックエディターとのののの関関関関係につい係につい係につい係についてててて

Advanced Schematicでスケマティック(回路図)エディターとライブラリー(部品)エディターが独立したエディ
ターとして用意されていますが、双方のエディターを同時に使用し、回路図作成と部品編集を同時に進める
ことができます。

回路設計の過程で、部品形状を編集したり、既存の部品を元に、独自の部品を作成するには以下の手順で操
作を行います。

1. スケマティックエディターで、Tools-Add Remove Library…(ﾂｰﾙ-ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの登録)を選択し、必要なライ
ブラリーファイルを登録します。

2. ブラウザパネルに登録したライブラリーの部品一覧が表示されます。
Component In Libraryで部品名を選択し、Edit ボタンをクリックして下さい。
ライブラリーファイルが開かれ、同時に画面がライブラリーエディターに切
り替わります。

3. 部品が表示されたら通常の手順で部品編集を行います。
部品の編集後に Tools-Update Schematic(ﾂｰﾙ-回路図
の更新)、またはブラウザパネルの Update Schematic
ボタンを押すとライブラリーエディターで変更した内
容がそのまま回路図に反映されます。

Update Schematicでは現在表示されている部品のみ回路図
に更新を行うことができます。多くの部品に変更を行った
場合には下記の Update Parts in Cacheを使用する方法があ
ります。

Update Parts in Cache にににについついついついてててて

上記の方法でライブラリーエディターでの部品の変更を回路図に反映することができますが、この方法では
部品 1 つに対して 1 回づつ Updateを行わなければならず、多くの部品を変更する場合には手間がかかりま
す。この様な場合、変更したライブラリーの情報を一度に回路図に読み込ませることができます。

1. まず、ライブラリーエディターで部品を編集します。編集が終了したら File-Save(ﾌｧｲﾙ-上書き保存)ま
たは File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて保存)でライブラリーファイルを保存します。

2. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)で回路図を開きます。

3. Tools-Add Remove Library(ﾂｰﾙ-ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの登録)で部品を変更したライブラリーファイルを登録します。

4. Tools-Update Parts in Cache(ﾂｰﾙ-ｷｬｯｼｭされている部品の更新)を選択します。登録したライブラリーフ
ァイルの情報が回路図に読み込まれ、回路図上の部品が最新のものに更新されます。テキストエディタ
ーには、更新された部品の一覧がリストされます。

部品キャッシュ更新レポートの例
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  Step 9 複複複複数の数の数の数の図図図図面面面面のののの管管管管理理理理と操作方と操作方と操作方と操作方法法法法 ＜＜＜＜ププププロロロロジジジジェクェクェクェクトトトトににににつつつついいいいてててて＞＞＞＞

Advanced Schematicでは、1枚の回路シートではカバーできない大きな回路図を複
数のシートに分割したり、機能別に個別の図面で作成された個々の図面を 1 つの
プロジェクトとして管理できます。例えば、設計過程において、機能別に別のエ
ンジニアが設計したものをまとめあげ、部品表作成や ERCチェック、ネットリス
ト作成を統括して行うことが可能です。

Step9 のののの内内内内容容容容

Step 9-1 プロジェクトの構成 Step9  Page2

モデル 1 - ポートでシート間を接続する Step9  Page4

モデル 2 - ネットラベルとポートでシート間を接続する Step9  Page6

モデル 3 - シートエントリーとポートでシート間を接続する Step9  Page8

部品のピンとポートでシート間を接続する Step9  Page10

Step 9-2 プロジェクトの作成方法 Step9  Page12

トップダウン方式 Step9  Page12

ボトムアップ方式 Step9  Page14

Step 9- 3 プロジェクトに関する操作 Step9  Page16

プロジェクトでのファイルオープン Step9  Page16

プロジェクト内でのシート間の移動 Step9  Page16

プロジェクトの簡素化 (Complex to Simple) Step9  Page17
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Step 9-1 ププププロロロロジジジジェェェェククククトトトトの構の構の構の構成成成成

個々の図面を集めて 1つのプロジェクトを作成する際、Advanced Schematicでは、それぞれの図面をプロジ
ェクトとしてまとめる役をするマスターシートが必要になります。マスターシートでは、そのプロジェクト
の中にどの様な回路図が含まれているかをシートシンボルを用いて表記します。マスターシートはプロジェ
クトを管理する役割を持っています。マスターシートがないと個々の図面はプロジェクトとして認識されま
せん。

マスターシートで表記された個々の図面はサブシートと呼ばれます。マスターシート上では緑色のシートシ
ンボルを使用してサブシートが表記されます。Advanced Schematicに付属しているサンプルの Demo1プロジ
ェクトでは、以下の様にマスターシート(Demo1.prj)にサブシートを示すシートシンボルが配置されています。

Demo1プロジェクト (Demo1プロジェクトではトップ図面上に各シートの接続が行われています。

シート間の接続は、このプロジェクトの様に、マスターシート上で、シートシンボル間を接続させる方法と、
サブシート間でポートやネットラベルを使用しする方法があります。

シシシシーーーートトトト間間間間のののの接続接続接続接続方方方方法法法法

プロジェクトにおいて、シート間の接続には以下のオブジェクトを使用します。オブジェクトによって常に
シート間で接続されるものや、設定によって接続できるものがあります。

パワーオブジェクト(電源、グランドシンボル)

パワーオブジェクトは、電源やグランドとして使用しますが、他のシートで同じ
名前のパワーオブジェクトがある場合には、どの様なプロジェクトにお
いても常にシート間で接続されます。

ヒドゥンピン (電源・グランドの隠れたピン)

ヒドゥンピンもパワーオブジェクトと同様に、同じ名前のものはプロジ
ェクトの構造に関わらず、すべて接続されます。

ポート

ポートはシート間の接続を行うために使用し、他のシート上の同じ名前のポ
ートに接続されます。また、階層構造の場合には、マスターシート上のシー
トエントリーと接続することができます。

ネットラベル

ネットラベルは信号線に名前を付ける際に使用し、シート内では同じ名前の

VCC

Port

NetLabel1

1

2
3

VCC 14

GND 7
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MEM1SEL
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A[0..15]
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ネットラベルは常時接続されます。これをシート内だけではなく、他のシートのネットラベルにも接
続させることができます。

シートエントリー

シートエントリーはマスターシート上のシートシンボル内に配置
し、階層下の図面のポートと接続します。

Net Idenfier Scope のののの設設設設定定定定

ERC(エレクトリカルルールチェック)やネットリスト作成のダイアログボックスには、Net Identifier Scopeと
いう設定項目があります。ERC やネットリスト作成の際には、ここでどの様にプロジェクトを作成したか
を設定します。

  Create Netlistダイアログボックス Electrical Rule Checkダイアログボックス

Net Identifier Scopeの設定には以下の 3種類があります。

SheetSymbol / PortConnection マスターシートに配置されているシートエントリーと、サブシートの
ポートを接続します。

Only Ports Global ポートでシート間の接続を行います。

NetLabels and Ports Global ネットラベルとポートでシート間の接続を行います。

各オブジェクトと Net Identifier Scopeの設定の関係は以下の表の様になります。

ｵｵｵｵﾌﾌﾌﾌﾞ゙゙゙ｼｼｼｼﾞ゙゙゙ｪｪｪｪｸﾄｸﾄｸﾄｸﾄ / Net Identifier の設の設の設の設定定定定 Only Ports Global NetLabels and Ports Global SheetSymbol / Port Connection

ポーポーポーポートトトト 他のシートの同名のポート 他のシートの同名のポート トップ図面の同名のシートエントリー

ネットラネットラネットラネットラベベベベルルルル X 他のシートの同名のネットラベル X

シートエシートエシートエシートエンンンントリトリトリトリーーーー X X サブシートの同名のポート

Net Identifierと各オブジェクトによるシート間の接続

表を見ると、設定によってシート間の接続に使用できるオブジェクトがわかります。例えば、ポートを使用
してシート間を接続する場合(モデル 1 を参照)には、Only Ports Globalに設定します。ポートとネットラベ
ルの両方を使用する場合(モデル 2を参照)には NetLabels and Ports Globalに設定します。この 2つの設定は
プロジェクトがフラット構造の場合に用いることができます。プロジェクトの構成がフラットではなく、階
層になっている場合には、SheetSymbol / Port Connectionに設定します。この設定では、マスターシートのシ
ートエントリーと階層下のシートのポートとを接続するため、階層構造のプロジェクトを作成することがで
きます。

Net Identifier Scopeとオブジェクトとの関係をモデルに例えて説明します。プロジェクトを作成する前にど
モデルで作成するかを決定し、作業を始めます。

プロジェクトで ERC やネットリストを作成する
際には Net Identifier Scopeを設定します。

SheetEntry1

SUB
SUB.SCH

SheetEntry1

シートエントリー
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モモモモデデデデルルルル 1 - ポポポポーーーートトトトででででシシシシーーーートトトト間を接続間を接続間を接続間を接続すすすするるるる ＜＜＜＜Only Ports Global ＞＞＞＞

最も単純な例として、シート間の接続をポートで行う方法があります。ポートは他のシート上の同じ名前の
ポートに接続されます。マスターシート(親シート)にはプロジェクトを構成するすべての回路図を表すシー
トシンボルを配置しますが、各シート間の接続についてはマスターシート上では表記しません。

ポートを使用してシート間の接続を行う場合、マスターシートの下に複数のサブシートが並び、個々のシー
トが水平方向にリンクしたプロジェクト構成になります。マスターシート上では、プロジェクトを構成する
回路の存在をシートシンボルで表記し、接続情報はすべてサブシートのポート間で行います。この様なプロ
ジェクトはフラットデザインと呼ばれます。

オブジェオブジェオブジェオブジェククククトトトト シート間シート間シート間シート間のののの接接接接続続続続

ポート 他のシートの同名のポートに接続

ネットラベル シート内のみ接続

シートエントリー 使用しない
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ポートによるフラット構造のイメージ

このモデルでプロジェクトを作成した場合、ERC(エレクトリカルルールチェック)やネットリスト作成のダ
イアログボックスでは、Net Identifier Scopeの設定を Only Ports Global に設定します。

Port4

Port5

Sub3.sch

Port1

Port2 Port4

Port5

Sub2.sch

Port1

Port2

Sub1.sch

NetLabel1 NetLabel1

NetLabel2 NetLabel2

Sub Sheet 1

Sub1.sch

Sub Sheet 2

Sub2.sch

Sub Sheet 3

Sub3.sch

Master Sheet

Master.prj

このモデルの場合には、ネット

ラベルでのシート間の接続は

行われません。
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モモモモデデデデルルルル 2 - ネネネネッッッットトトトララララベベベベルルルルととととポートでポートでポートでポートでシシシシートートートート間間間間をををを接接接接続続続続すすすするるるる ＜＜＜＜Net Labels and Ports Global ＞＞＞＞

2 番目の例として、シート間の接続をネットラベルとポートで行う方法があります。ネットラベルとポート
は他のシート上の同じ名前のポート、およびネットラベルに接続されます。マスターシート(親シート)には
プロジェクトを構成するシートシンボルを配置しますが、各シート間の接続についてはマスターシート上で
は表記しません。

ネットラベルとポートを使用してシート間の接続を行う場合、マスターシートの下層には、複数のサブシー
トが並び、個々のシートが水平方向にリンクしたプロジェクト構成になります。マスターシート上では、プ
ロジェクトを構成する回路の存在をシートシンボルで表記し、接続情報はすべてサブシートのポート、およ
びネットラベル間で行います。

このモデルも、モデル 1と同様にフラット構造になります。モデル 1との違いは、シート間の接続を、ポー
トとネットラベルを使用している点です。

オブジェオブジェオブジェオブジェククククトトトト シート間シート間シート間シート間のののの接接接接続続続続

ポート 他のシート上の同名のポートに接続

ネットラベル 他のシート上の同名のネットラベルに接続

シートエントリー 使用しない
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ポートによるフラット構造のイメージ

このモデルでプロジェクトを作成した場合、ERC(エレクトリカルルールチェック)やネットリスト作成のダ
イアログボックスでは、Net Identifier Scopeの設定を Net Labels and Ports Global に設定します。

Port4

Port5

Sub3.sch

Port1

Port2 Port4

Port5

Sub2.sch

Port1

Port2

Sub1.sch

NetLabel1 NetLabel1

NetLabel2 NetLabel2

Sub Sheet 1

Sub1.sch

Sub Sheet 2

Sub2.sch

Sub Sheet 3

Sub3.sch

Master Sheet

Master.prj
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モモモモデデデデルルルル 3 - シシシシーーーートトトトエエエエンンンントトトトリリリリーとポーーとポーーとポーーとポートトトトでシでシでシでシーーーートトトト間間間間をををを接接接接続す続す続す続するるるる (階階階階層層層層構構構構造造造造)
＜＜＜＜Sheet Symbols / Port Connections ＞＞＞＞

3 番目の例として、マスターシート(親シート)に置かれているシートエントリーとサブシートのポートを接
続させる方法があります。マスターシート上のシートエントリーはサブシート上の同じ名前のポートと接続
されます。

シートエントリーはシートシンボルの中だけに配置することができます。従って、シートシンボルがなけれ
ばシートエントリーを配置することはできません。シートエントリーとポートは形状や色が似ていますが、
異なるオブジェクトです。上の階層に配置するものがシートエントリー(シートシンボル内に配置)、階層下
のシートに配置するものがポートになります。

シートエントリーと階層下のポートを接続させるこのモデルは、モデル 1や 2の様にシート間がポートやネ
ットラベルでは接続されないので、マスターシート上でワイヤーや、バスを使用してシート間の接続をしま
す。言い換えれば、マスターシートにも回路図を作成することができ、サブシートの下にもさらにサブシー
トを作成することができます。従ってこのモデルは、プロジェクトの構造が段階的になることから、階層構
造と呼ばれます。階層の数(深さ)は必要なだけ増やすことができます。

オブジェオブジェオブジェオブジェククククトトトト シート間シート間シート間シート間のののの接接接接続続続続

ポート 上位階層のシートエントリーに接続

ネットラベル シート内のみ

シートエントリー 階層下のポートに接続
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シートエントリーとポートによる階層構造のイメージ

このモデルでプロジェクトを作成した場合、ERC(エレクトリカルルールチェック)やネットリスト作成のダ
イアログボックスでは、Net Identifier Scopeの設定を Sheet Symbols / Port Connections に設定します。

Sub Sheet 1

Sub1.sch

Master Sheet

Master.prj

Sub Sheet 2

Sub2.sch

Sub Sheet 3

Sub3.sch

Port1

Port2

Port3

Port4

Port5

Port6

Port7

Port8

Port9

Port10

Sub1.sch Sub2.sch

Sub3.sch

ここここののののモモモモデデデデ ルルルルのののの場場場場合合合合ににににはははは、、、、
ササササブブブブシシシシーーーー トトトト間間間間((((ポポポポ ーーーー トトトト同同同同士士士士))))
はははは、、、、接接接接続続続続さささされれれれまままませせせせんんんん 。。。。



Step 9 複数の図面の管理と操作方法 ＜プロジェクトについて＞

Step 9  Page10

部部部部品品品品ののののピピピピンンンンとポとポとポとポーーーートトトトででででシシシシーーーート間を接ト間を接ト間を接ト間を接続続続続すすすするるるる

モデル 1～3ではポート、ネットラベル、シートエントリー(シートシンボル)を使用したプロジェクトの例を
紹介しましたが、この他に部品を使用してプロジェクトの作成を行うことができます。

プロジェクトのモデル 3では、上位階層のシートエントリーと階層下のポートを接続する方法を説明しまし
たが、シートシンボル(シートエントリー)を使用する代わりに部品を使用することができます。

回路図上の部品をダブルクリックすると Partダイアログボックスが表示され、部品番号などの属性を設定で
きますが、この中に Sheet Pathという設定項目があります。ここにサブシートにあたるファイル名を記入し
ます。モデル 3の場合に例えると、シートシンボルに記載するサブシート名(FileName)に相当します。

Partダイアログボックスの Sheet Pathの設定

Sheet Pathを設定することにより、部品はシートシンボルの役目をすることができます。この場合、部品の
ピンがシートエントリーの役目をして、マスターシートとサブシート間では、部品のピンとサブシートのポ
ートが接続されます。もちろん、シートシンボル (シートエントリー)と部品(シートシンボルの代わり)と混
在させてプロジェクトを構成することもできます。

シートシンボルと部品を使用したプロジェクトの例
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部品のピンと階層下のポートを接続させるこのモデルは、モデル 3と同様にシート間がポートやネットラベ
ルで接続されないので、マスターシート上でワイヤーやバスを使用して接続をします。言い換えれば、回路
図の下層にもさらに回路図を作成することができます。従ってこのモデルは、プロジェクトの構造が段階的
になる階層構造になります。

上記の様に、部品をシートシンボルとして用いた場合、ネットリスト作成の際には、その部品はシートシン
ボルとして認識されるため、部品番号やフットプリント、パートタイプなどの部品属性は出力されません。

部品とシートシンボルを使用した階層構造のイメージ

ERC(エレクトリカルルールチェック)やネットリスト作成の際には、Net Identifier scopeの設定を Sheet
Symbols / Port Connections に設定します。さらにこのモデルの場合には、Descend Into Sheet Parts に
チェックを入れます。

Nettlist Creationダイアログボックス Setup Electrical Rule Checkダイアログボックス

部品を使用して階層プロジェクトを作成した場
合には、Net Identifier Scopeを Sheet Symbol /

Port Connectionに、さらに Descend Into Sheet

Partsにチェックを入れます。

U1

Component

PIN1

PIN2

PIN3

PIN4

Master Sheet

Master.prj

Sub Sheet 2

Sub2.sch

Sub Sheet 3

Sub3.sch

Pin1

Pin2

Pin3

Pin4

Port5

Port6

Port7

Port8

Port9

Port10

Sub1.sch Sub2.sch

Sub3.sch

ここここののののモモモモデデデデ ルルルルのののの場場場場合合合合ににににはははは、、、、
ササササブブブブシシシシーーーー トトトト間間間間((((ポポポポ ーーーー トトトト同同同同士士士士))))
はははは、、、、接接接接続続続続さささされれれれまままませせせせんんんん 。。。。

シートシンボルの代わり
に、部品を使用している
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Step 9-2 ププププロロロロジジジジェェェェククククトトトトの作成方の作成方の作成方の作成方法法法法

プロジェクトの構成を把握したうえで、プロジェクトの作成に入ります。プロジェクトの作成方法には、上
位のシートから下位のシートを作成するトップダウンの方法と、下位のシートから上位のシートを作成する
ボトムアップの 2種類の方法があります。

トトトトッッッッププププダダダダウウウウン方ン方ン方ン方式式式式

トップダウン方式は上位のシートから下位のシートを作成する方法で、プロジェクトの概要をマスターシー
トで作成した後、個々の機能をサブシートに作成する際に有効です。

階層プロジェクトを作成する前に View-Project Manager(表示-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ)、またはメインツールバーの

ボタンでプロジェクトマネージャを表示してください。

1. File-New(ﾌｧｲﾙ-新規作成)でマスターシートを作成します。ダイアログボックスが表示されたら、SCHア
イコンを選択して開く (O)ボタンをクリックします。

2. 画面にシートが表示されます。

3. File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて保存)でマスターシートに名前を付けて保存します。Save Document As
ダイアログボックスが表示されたら、ファイルの種類 (T):を Advanced Schematic binary files(*.prj)に設定
し、ファイル名を記入して保存(S)ボタンをクリックして下さい。

4. Place-Sheet Symbol(配置-ｼｰﾄｼﾝﾎﾞﾙ)、またはワイヤリングツールバーの ボタンでサブシートを示す
シートシンボルを配置します。

5. シートシンボルを配置中にキーボードから Tabキーを押します。Sheet Symbolダイアログボックスを表
示されますので、Filenameにサブシートのファイル名、Nameにはシート上に表示させる文字を記入し
ます。

6. OK ボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じます。プロジェクトに必要なだけ、シートシンボ
ルを配置します。

7. 階層構造(モデル 3)の形式でプロジェクトを作成する場合には、Place-Add Sheet Entry(配置-ｼｰﾄｴﾝﾄﾘｰの

追加)で、またはワイヤリングツールバーの ボタンでシートシンボル内にシートエントリーを配置し
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ます。配置中にキーボードから Tabキーを押し、ダイアログボックスの IO Typeと Styleを設定します。

8. Tools-Create Sheet From Symbol(ﾂｰﾙ-ｼﾝﾎﾞﾙからｼｰﾄを作成)を選択します。十字のカーソルが現れたら
シートシンボル上でマウス左ボタンをクリックします。

9. Reverse Input/Output Directionsとメッセージが出ます。これは、サブシートを作成する際に、ポートの
属性を、シートエントリーと反転させるか?というものです。はい(Y)を選択すると、シートエントリー
と反対の属性を持つポートが配置されます。いいえ(N)をクリックするとシートエントリーと同じ属性を
持ったポートが配置されます。

ポートやシートエントリーの属性は ERC(エレクトリカルルールチェック)の際にマトリックスで使用さ
れます。

10. 新規にサブシートが作成され、マスターシートに配置したシートエントリーに対応するポートが配置さ
れます。

11. プロジェクトマネージャを見てください。アイコンが表示されており、プロジェクトを示すツリー表示
に変更されています。

12. File-Save Project(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存)でプロジェクトを保存します。

Note:  プロジェクトを構成する回路図ファイル(*.SCH)は、すべて同じディレクトリーに保存して下さい。

D[0..7]

A[0..15]

IORQ
RD
M1

RESET
SIOSEL

INT
CPUCLK

SERIAL
SERIAL.SCH

D[0..7]

A[0..15]

IORQ
RD
M1

RESET
SIOSEL

INT
CPUCLK

シートエントリー

Port1 Port2Port1 Port2Input Output

Port1 Port2
InputOutput

Port1 Port2
Input Output

はい(Y)を選択すると、シートエ
ントリーと逆の属性のポートが配
置されます。

いいえ(N)を選択すると、シート
エントリーと同じ属性のポートが
配置されます。
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ボボボボトトトトムムムムアアアアッッッップ方プ方プ方プ方式式式式

ボトムアップ方式は下位のシートから上位のシートを作成する方法で、サブシートを先に作成し、その後複
数のサブシートをプロジェクトとしてまとめる場合に有効です。

階層プロジェクトを作成する前に View-Project Manager(表示-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ)、またはメインツールバーの

ボタンでプロジェクトマネージャを表示させます。

1. File-Open(ﾌｧｲﾙ-ﾌｧｲﾙを開く)、またはメインツールバーの ボタンでプロジェクトに使用するサブシー
トをすべて開きます。

2. File-New(ﾌｧｲﾙ-新規作成)でプロジェクトの親となるマスターシートを新規に作成します。

3. File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて保存)で新規作成したマスターシートに名前を付けて保存します。ダイ
アログボックスのファイルの種類 (T):を Advanced Schematic binary files(*.prj)に設定し、ファイル名を記
入して保存します。

4. マスターシートを表示させ、 Tools-Create Symbol From
Sheet(ﾂｰﾙ - ｼｰﾄからｼﾝﾎﾞﾙを作成)を選択します。

5. Choose Document to Placeダイアログボックスが表示されます。
プロジェクトに登録するファイル名を選択して OK ボタンをク
リックします。

6. Reverse Input/Output Directionsとメッセージが出ます。ポート
の属性とシートエントリーの IO属性と反転させる場合には は
い(Y)、ポートと同じ属性のシートエントリーを配置する場合
には いいえ(N) を選択してください。

ポートやシートエントリーの属性は ERC(エレクトリカルルー
ルチェック)の際にマトリックスで使用されます。

7. 十字のカーソルが表示されたら、マウスでシートシンボルを配置します。

8. プロジェクトマネージャを見てください。アイコンが表示されており、プロジェクトを示すツリー表示

Port1 Port2
Input Output

Port1Port2 Port1Port2Input Output Port1 Port2Port1 Port2Input Output

はい(Y)を選択すると、ポートと
逆の属性のシートエントリーが配
置されます。

いいえ(N)を選択すると、ポート
と同じ属性のシートエントリーが
配置されます。
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に変更されています。

配置されたシートシンボルには、サブシートとリンクする正しいファイル名がつき、サブシートのポートと
一致するシートエントリーが含まれます。

9. File-Save Project(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存)でプロジェクトを保存します。

Note :  プロジェクトを構成するすべてのファイルは同じディレクトリに保存して下さい。



Step 9 複数の図面の管理と操作方法 ＜プロジェクトについて＞

Step 9  Page16

Step 9- 3 ププププロジェロジェロジェロジェククククトに関する操トに関する操トに関する操トに関する操作作作作

アドバンストスケマティックでは、プロジェクトを管理しやすくするための様々な機能が用意されています。
ここでは用意されている機能を作業の流れに沿って説明します。

ププププロロロロジジジジェェェェククククトでトでトでトでののののフフフファァァァイイイイルルルルオープオープオープオープンンンン

通常、ファイルを開くには 1枚づつオープンしますが、プロジェクトとして作成されている場合には、プロ
ジェクトに関連しているすべてのファイルを一度に開くことができます。

1. File-Open…(ﾌｧｲﾙ-開く…)、またはメイ

ンツールバーの ボタンを選択します。

2. Open Documentダイアログボックスが
表示されます。ファイルの種類 (T):の設
定 を Advanced Schematic Project
File(*.prj)に設定します。ファイルの一
覧には PRJの拡張子のファイルが表示
されます。ここでダイアログボックス
下側にある Projectのチェックボックス
にチェックを入れてください。OK ボ
タンを押すとプロジェクトに関連して
いる回路図がすべて開かれます。

ププププロロロロジジジジェェェェククククト内ト内ト内ト内ででででののののシシシシーーーートトトト間の移間の移間の移間の移動動動動

Up Down Hirarchyの機能で、プロジェクトを構成している回路間を、ポートやシートシンボルなどを介して
移動することができます。

1. プロジェクトを構成するすべての回路図を開き、Tools-Up Down Hirarchy(ﾂｰﾙ-階層間の移動)、または

メインツールバーの ボタンを選択します。

2. 十字のカーソルが表示されます。図面上のポート、またはシートシンボル(シートエントリー)をクリッ
クしてください。画面表示がこれらのオブジェクトを介して、他の図面に移動します。
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ププププロロロロジジジジェェェェククククトのトのトのトの簡簡簡簡素素素素化化化化 (Complex to Simple)

ステレオアンプの様な左右が同じ回路を持つプロジェクトの場合には、それぞれの図面を個別で作成するよ
りも、回路図を作成後に、別々のシートに分ける方が効率的です。アドバンストスケマティックではコンプ
レックスシート(Complex Sheet)としてサブシートの複製を行うことができます。図はアドバンストスケマテ
ィックに付属の Spice1プロジェクトの例です。

シートの複製は、図の様にマスターシートではシートシンボルを必要なだけ配置し、シートシンボルの
FileNameの設定を同じファイル名にします。

プロジェクトマネージャを見ると、プロジェクトの構造が認識され、マスターシートの下に複数のサブシー
トが表示されています。しかし、プロジェクトマネージャでサブシートを示すアイコンのどちらをクリック
しても同じシートが参照されます。実際に存在するシートは 1 枚ですから、1 つの図面を編集するだけで、
他の図面も編集されたことになります。

サブシートの設計が終了後、ERC(エレクトリカルルールチェック)やネットリストの作成をしますが、この
ままの状態で行うと、サブシート上の部品の番号などが重複してしまいます。そこで Complex to Simpleの
コマンドが使用できます。

この Complex to Simpleのコマンドは、上記の様なプロジェクトにおいて、サブシートのファイル名と、マ
スターシート上に置かれているシートシンボルのファイル名を自動で設定する機能です。

操作手順

1. サブシートが複製されているプロジェクトを開きます。プロジェクトマネージャには図の様に、マスタ
ーシートの下に複数のコンプレックスシートが表示されていることを確認してください。

2. Tools-Complex to Simple(ﾂｰﾙ-複雑な階層をｼﾝﾌﾟﾙに変換)を選択します。プロジェクトマネージャを見る
と先程までコンプレックスシートとして異なる色で表示されていたサブシートのアイコンが通常の色に
なり、ファイル名に番号が振られて別のシートであることが認識されています。これで個々のサブシー
トは 1枚のシートの複製ではなく、別々のシートとして編集作業を行うことができます。

3. 個々のシート上の部品の番号が重複していますので部品番号を正確に割りつけます。Tools-Anotate(ﾂｰﾙ
-ｱﾉﾃｰﾄ)で部品の番号を自動的に割り付け直すことも可能です。

これで ERC(エレクトリカルルールチェック)やネットリストの作成を行うことができます。

両方のシートシンボルでファイル
名が同じ設定になっています。こ
の様な場合、プロジェクトマネー
ジャには同じファイルが異なる色
のアイコンで表示され、コンプレ
ックスシートとして操作します。
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  Step10 レレレレポポポポーーーートトトト作作作作成成成成についについについについてててて

Advanced Schematicでは回路図のデーターをもとに各種のレポートが作成できます。
この章では各種レポートの作成方法について説明します。

Step10 のののの内内内内容容容容

Step 10-1 部品表を作成する Step10  Page2

Protel形式 Step10  Page2

CSV形式 Step10  Page2

スプレッドシート(Excel)形式 Step10  Page3

部品表の作成手順 Step10  Page3

スプレッド形式の部品表について Step10  Page3

旧バージョンの部品表を出力するには Step10  Page4

Step 10-2 その他のレポートについて Step10  Page5

プロジェクトレポート Step10  Page5

クロスリファレンスレポート Step10  Page5
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Step 10-1 部部部部品表を品表を品表を品表を作作作作成成成成すすすするるるる

部品表の作成は Reports-Bill of Material(ﾚﾎﾟｰﾄ-部品表)で行います。部品表の形式は、Protel(テキスト)形式、CSV
形式、スプレッド形式の 3種類が用意されています。

Protel 形形形形式式式式

テキスト形式の部品表です。Windowsのメモ帳などでも参照できます。書式は以下の様に、部品数、部品値、
部品番号、フットプリント、ディスクリプション(注釈)の順に記載されます。

Bill of Material for C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥DEMO1.Prj

Used Part Type Designator Footprint Description

==== ========= ==================== ========== =============

7 0.1uF C1 C10 C3 C4 C5 C6

1 100uF C7

1 10uF C8

1 1489 U10 DIP14

2 2764 U1 U2 DIP28

1 330R R5

1 4.00 MHz XTAL1

1 4.915 MHz XTAL2

1 40 PIN J4 IDC40

1 4040 U12 DIP16

4 470R R1 R2 R3 R4

1 4PIN J1 FLY4

2 6264 U3 U4 DIP28

1 74LS04 U9 Hex Inverters

Protelテキスト形式 部品表

CSV形形形形式式式式

CSV(カンマ区切り)形式の部品表です。Microsoft Excelなどのスプレッドシートプログラムで参照できます。
書式はスプレッドシート形式と同じです。

部品表作成時には、画面に表示されませんが、回路図と同じフォルダに拡張子 CSV のファイルが作成され
ます。

CSV形式の部品 表をMicrosoft Excelで表示した様子
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ススススププププレレレレッドッドッドッドシシシシーーーートトトト(Excel)形形形形式式式式

Excel互換のエクセル形式です。この形式の部品表は EDA Clientのスプレッドシートに表示されます。書式
は CSV形式と同じです。

部部部部品表品表品表品表のののの作作作作成手成手成手成手順順順順

1. 部品表を作成する回路図を開き、Reports-Bill of Materials(ﾚﾎﾟｰﾄ-部品表)を選択し
ます。Bom Wizerdダイアログボックスが表示されます。Next>ボタンをクリッ
クして下さい。

プロジェクトで部品表を出力する場合、ダイアログボックスで、プロジェクト全体で出力す
るか、現在のシートだけで出力するかを選択できます。プロジェクト全体で出力する場
合には Project、現在のシートだけの場合には Sheetを選択してください。

2. 部品表に出力する項目を指定します。チェックを入れると部品表に出力され
ます。Part Type(部品名)と Designator(部品番号)はここには表示されていませ
んが部品表には出力されます。設定ができたら Next>ボタンをクリックして
ください。

すべての項目を出力したい場合は、All Onのボタンを押してください。すべての項目に
チェックが付きます。チェックをすべてはずす場合は、All Offボタンを押します。

3. 部品表の項目名を記入します。このダイアログボックスでは日本語は入
力できませんが、作成後に入力することができます。Next>ボタンをク
リックしてください。

4. 部品表の形式を Protel、CSV、Spreadの 3つから選択します。出力する形
式のところにチェックを入れます。複数の形式の同時出力が可能です。
出力形式を選択したら Next>ボタンをクリックしてください。

5. 設定が終わりました。Finish ボタンをクリックすると部品表が作成さ
れます。

スプレッド形式の部品表 (EDA Clientのスプレッドシートへ出力)
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ススススププププレレレレッッッッドドドド形式形式形式形式のののの部部部部品品品品表表表表にににについついついついてててて

スプレッド形式の部品表を作成するとアドバンストスケマティックのスプレッドシートに部品表が表示され
ますが、書体が英語フォントに設定されていますので、日本語文字を入力する場合は以下の手順で書体を変
更して下さい。

1. スプレッドシートの部品表を表示し、Edit-Select All(編集-すべて選択)ですべてのセルを選択します。

2. Format-Font(ﾌｫｰﾏｯﾄ-ﾌｫﾝﾄ)、又はツールバーの ボタンを選択して文字の書体を日本
語フォント(例：MS明朝、MSゴシックなど)に変更します。

3. OK ボタンをクリックして、ダイアログボックスを閉じると書体が変更され、日本
語入力が可能になります。

旧旧旧旧ババババーーーージジジジョョョョンンンンのののの部品部品部品部品表表表表をををを出出出出力力力力すすすするにるにるにるにはははは

上記の部品表作成ウィザードで出力される部品表は Advanced Schematic 3.1以前のものから出力形式が変更
されています。もし、Advanced Schematic ver2や ver3.0、3.1と同じ形式で部品表を出力する場合は以下の手
順で操作して下さい。

1. クライアントメニュー (Fileメニューの左側の下向きの矢印)から Run Process…を選択します。

2. Run Processダイアログボックスが表示されます。ここでメニューには割り当てられていない旧バージ
ョンの部品表出力コマンドを選択します。Browse ボタンをクリックすると Process Browserダイアログ
ボックスが表示され、使用可能なプロセスの一覧が表示されます。

3. Show Process Forの設定を Schにしてスケマティックエディターのプロセスを表示させ、一覧の中から
Sch:ReportBOMを選択し、OKボタンをクリックしてすべてのダイアログボックスを閉じます。

4. すべてのダイアログボックスを閉じるとテキストエディターに部品表が出力されます。また、同時に CSV
形式の部品表も作成され、BOMファイルと同じフォルダに保存されています。

Part Used PartType Designators

-------------------------------------------------------

1 7 0.1uF C1 C3 C4 C5 C6 C9 C10

2 1 4.00 MHz XTAL1

3 1 4.915 MHz XTAL2

4 1 4PIN J1

5 2 4k7 R6 R7

6 1 10uF C8

7 1 40 PIN J4

8 1 74LS04 U9

9 1 74LS138 U8

10 1 100uF C7

旧バージョンの部品表

* 旧バージョンの部品表出力機能はウィザードの様に出力するフィールドなどの設定はできません。
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Step 10-2  そそそその他の他の他の他ののののレレレレポートについポートについポートについポートについてててて

アドバンストスケマティックでは、部品表の他にもレポートを出力することができます。

ププププロロロロジジジジェェェェククククトレトレトレトレポポポポーーーートトトト

Report-Project Hierarcy(ﾚﾎﾟｰﾄ-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾚﾎﾟｰﾄ)で、プロジェクトを構成しているファイルの一覧が作成できます。
テキスト形式で出力されるので、Windowsのメモ帳などで参照することもできます。レポートのファイル名
には、マスターシートと同じ名前が使用され、拡張子は REPになります。以下のレポートは、Demo1プロ
ジェクトのレポートです。マスターシートから順番にファイル名が記載されます。

Project Hierarchy Report For C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥DEMO1.PRJ

C:¥CLIENT¥SCH3¥EXAMPLES¥DEMO1.PRJ

C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥MEMORY.SCH

C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥SERIAL.SCH

C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥BAUDCLK.SCH

C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥PPI.SCH

C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥CPUCLK.SCH

C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥POWER.SCH

C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥CPU.SCH

Demo1プロジェクトでのレポート結果 (DEMO1.REP)

ククククロロロロススススリリリリフフフファァァァレンスレンスレンスレンスレレレレポポポポーーーートトトト

Report-Cross Reference(ﾚﾎﾟｰﾄ-ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽﾚﾎﾟｰﾄ)でクロスリファレンスレポートが出力されます。このレポート
は、回路図に配置されている部品の番号(Designator)と値(Part Type)が出力され、配置されている回路図のフ
ァイル名が記載されます。テキスト形式で出力されるので、Windowsのメモ帳などで参照することもできま
す。レポートのファイル名には、回路図と同じ名前(プロジェクトの場合はマスターシートの名前)が使用さ
れ、拡張子は XRFになります。以下のレポートは、Demo1プロジェクトのレポートです。

Part Cross Reference Report For : C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥DEMO1.XRF

Designator Component Library ReferenceSheet

--------------------------------------------------------------------

C1 0.1uF C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥POWER.SCH

C3 0.1uF C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥POWER.SCH

C4 0.1uF C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥POWER.SCH

C5 0.1uF C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥POWER.SCH

C6 0.1uF C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥POWER.SCH

C7 100uF C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥POWER.SCH

C8 10uF C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥CPU.SCH

C9 0.1uF C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥BAUDCLK.SCH

C10 0.1uF C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥CPUCLK.SCH

J1 4PIN C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥POWER.SCH

J2 DB9 C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥SERIAL.SCH

J3 DB9 C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥SERIAL.SCH

J4 40PIN C:¥CLIENT98¥SCH98¥EXAMPLES¥PPI.SCH

Demo1プロジェクトでのクロスリファレンスレポート (DEMO1.XRF)
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  Step 11 回回回回路路路路図図図図のののの確確確確認認認認 ＜＜＜＜エエエエレレレレククククトトトトリリリリカカカカルルルルルールチルールチルールチルールチェェェェッッッックククク＞＞＞＞

回路図を描き終えたら、回路の確認を行います。Advanced Schematicには、回路の
確認機能としてエレクトリカルルールチェック機能があります。この章では、エ
レクトリカルルールチェック機能の仕様と設定方法を説明します。

Step11 のののの内内内内容容容容

Step 11-1 部品、接続状態の確認 Step11  Page2

接続状態の確認方法 Step11  Page2

部品の確認方法 Step11  Page2

Step 11- 2 ERC(エレクトリカルルールチェック)を行う Step11  Page3

設定項目 Step11  Page3

マトリクスについて 5 Step11  Page5

Step 11- 3 エラーの対処 Step11  Page6

エラー・警告の種類 Step11  Page6

エラーマーカーを削除する Step11  Page7

エラーの報告を制限するには… (No ERCシンボル) Step11  Page8

ERC機能についての補足 Step11  Page8
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Step 11-1 部部部部品、接品、接品、接品、接続続続続状状状状態の確態の確態の確態の確認認認認

ERC(エレクトリカルルールチェック)を行う前に、部品の属性設定、部品間の接続が正しく行われているか
をチェックします。ERC でも確認を行うことができますが、部品の属性の記入漏れやスペルミスなどは検
出されないので、以下の点については設計者が目視で確認する必要があります。

Ø 回路図に配置した部品の Foot Print(PCB部品外形)、Designator(部品番号)、Part Type(部品名、値)の 3項目
に記入漏れがないか。

Ø 部品のピン番号が PCBで使用する部品のパッドの番号と一致しているか。

Ø 図面上で確実に部品間が接続されているか。

Ø 電源・グランドシンボル、ネットラベル、ポートなどの名称が正しく設定されているか。

接接接接続続続続状状状状態態態態のののの確認確認確認確認方方方方法法法法

1. Edit-Select-Net(編集-選択-ﾈｯﾄを選択)を選択します。十字のカーソル
が現れたら部品、電源などを接続しているワイヤーをクリックして下
さい。

2. クリックしたワイヤーがセレクトされます。更に同じネット名のワイ
ヤーも同時にセレクトされ、接続状況が画面上で確認できます。

3. ワイヤーがセレクトされている状態で Reports-Selected Pins(ﾚﾎﾟｰﾄ-
選択されているﾋﾟﾝの情報)を選択するとダイアログボックスが表示さ
れ、セレクトされているネットに接続しているピンの一覧がダイアロ
グボックスに表示されます。

部部部部品品品品のののの確確確確認認認認方方方方法法法法

1. ブラウザパネルの Browseを Part に設定して下さい。部品
の詳細の一覧が表示され、記入漏れをチェックできます。
記入漏れがある場合は、一覧から部品名をマウスで選択し
て Jump ボタンを押すと目的の部品が画面中央にフォーカ
スされた状態で表示されます。また Edit ボタンをクリッ
クすると、Partダイアログボックスが表示され、部品の属
性を設定できます。

2. 一覧表示が見にくい場合は Partial Infomation チェックボ
ックスにチェックを入れて下さい。一覧表示が部品番号だ
けの簡易表示に切り替わります。

3. 今度はブラウザパネルの Browseを Part Type に設定して
下さい。部品名の一覧が表示されます。ここでも Jump、
および Edit ボタンをクリックして部品属性の設定ができ
ます。
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Step 11- 2 ERC(エエエエレレレレククククトリカルルールチェトリカルルールチェトリカルルールチェトリカルルールチェッッッックククク)をををを行行行行うううう

エレクトリカルルールチェックの設定は Tools-ERC(ﾂｰﾙ-ﾙｰﾙﾁｪｯｸ)を選択して、ダイアログボックスで行いま
す。階層プロジェクトのチェックを行う場合はプロジェクトを構成するすべてのファイルを開き、Net
Identifier Scopeの設定を作成したプロジェクトに合わせて設定します。

ERCを行うとテキストエディターにレポートが表示され、回路図上にはエラーマーカーが配置されます。

初期設定である程度の設定はしてありますが、ERC の設定によって報告されるエラーの種類は大きく異な
ります。ERCを行う前に作成した回路図に適した設定を行って下さい。

Setup タタタタブブブブ

Setup Electrical Rule Checkダイアログボックス Setupタブ

設設設設定定定定項項項項目目目目

① Multiple Net Names On Net 一本のワイヤー（バス）に異なる名前のネットラベルが配置され
ているときにエラーを出します。

② Unconnected Net Labels ワイヤーやバスに設置されていないネットラベルが存在するとき
にエラーを出します。

③ Unconnected Power Objects 回路図上の部品に接続されていない VCC や GND などの
PowerObjectが存在するときにエラーを出します。

④ Duplicate Sheet Numbers 複数の回路図で同じシートナンバー(Options-Document Option(ｵﾌﾟ
ｼｮﾝ-ｼｰﾄ設定)ダイアログボックスの Organizationのタブを参照)が割
り当てられているとエラーが出されます。

⑤ Duplicate Component Designators 同じ部品番号(Designator)を持つ複数の部品が存在するときにエラ
ーを出します。このエラーが起こるのは部品番号の割付が正しく
行われていない場合に多く発生します。

⑥ Bus Label Format Errors バスに対して正しいネットラベルが配置させていない場合にエラ
ーを出します。バスの論理的な接続はバス上にネットラベルを配
置することで認識されます。バス上に配置するネットラベルの形
式は  HA0、HA1、HA2 のワイヤーをバスに接続させた場合、

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
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HA(0..2)と定義します。例えば HA[0..19] は HA0、HA1、HA2...HA19
を表します。

⑦ Floating Input Pins 未接続の入力ピンが存在するときにエラーを出します。

⑧ Suppress Warnings チェックをオンにすると、マトリクスで設定したエラー(赤)の部分
のみを報告し、ワーニング(黄色)の報告は行いません。

⑨ Create Report File エレクトリカルルールチェックの結果をレポートファイルとして
テキストエディターに出力します。

ERCレポート

⑩ Add Error Marker 回路図上のエラー、ワーニングの発生点にエラーマーカーを配置
します。

エラーマーカーが配置された様子

⑪ Descend Into Sheet Parts オンにするとシートパーツを階層シートシンボルとして扱います。
シートパーツとは、シートシンボルの役目をするように設定され
た部品で、シートパーツのピンが階層の下位シートのポートに接
続されます。詳細は階層構造モデル 4を参照して下さい。

⑫ Current Sheet Only 複数の回路図で構成されるプロジェクトの内の 1 枚のシートだけ
で ERCを行う際にチェックを入れます。

⑬ Net Identifier Scope 複数の図面で構成されるプロジェクトでチェックを行う場合に、
シート間の接続方法を設定します。プロジェクトをチェックする
場合には必ず設定を確認します。1 枚のシートのみで出力する場合
には設定を行う必要はありません。設定内容は以下の 3 種類があ
ります。

SheetSymbol / PortConnection シート間の接続をマスターシートに配置されているシートエント
リーとポートを使用します。プロジェクトのモデル 3 に該当する
場合にこの設定します。

Only Ports Global シート間の接続をポートで行います。プロジェクトのモデル 1 に
該当する場合にこの設定します。

NetLabels and Ports Global シート間の接続をネットラベルとポートで行います。プロジェク
トのモデル 2に該当する場合にこの設定します。
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Rule Matrix タタタタブブブブ

Rule Matrixではピン、ポート、シートエントリーの接続チェ
ックの設定を行います。

例えば、アウトプットピンに接続されているインプットピン
の状態を見る場合、マトリクス左側の Input Pinの列を検索し、
次にマトリクス上部の Output Pinの行を検索して該当個所を
探します。該当個所のカラー表示が緑色であれば、警告無し
ということを示しています。

同様に、アウトプットピンに接続されたアウトプットピンの
レポート状態を見ると、該当個所のカラー表示が赤色であり、
この場合はエラーの表示が出されます。

チェックの報告を切り替えるには、マトリクス内の各四角形をマウスでクリックします。クリックする度に
緑色(レポートなし)、黄色(警告)、赤(エラー)と切り替わり、再び緑色(レポートなし)に戻ります。Optionsの
中の Suppress Warningsにチェックを入れることでワーニング(黄色)に設定された個所のチェックを無視す
ることができます。

Suppress Warnings にチェックを入れると、マトリッ
クスのワーニング(黄色)のチェックは行われません。

Rule Matrixタブ
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Step 11- 3 エエエエラーのラーのラーのラーの対対対対処処処処

ERC を行うとテキストエディターにエラーレポート、回路図上にエラーマーカーが配置されます。 ここで
は回路図に配置されたエラーマーカーを基にしてエラーの対処方法の一例を説明します。

1. ERCを行い、エラーマーカーが配置されたらブラウザパネルの Browseの
項目を Error Markersに設定します。

2. エラーマーカーの一覧が表示されます。一覧からエラーマーカーを選択
して Jump ボタンをクリックして下さい。選択したエラーマーカーが画
面中央に表示されます。

3. Text ボタンをクリックして下さい。ダイアログボックスにエラーの内容
が表示されます。OK ボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じて
エラーの内容に従って部品、接続を変更して下さい。

エエエエララララーーーー・・・・警警警警告の告の告の告の種種種種類類類類

ERCで出力されるエラーや警告のメッセージには以下の種類があります。

Error  Multiple Net Identifiers

1 つのワイヤーに 2 つ以上のネットラベルや電源・
グランドシンボルが配置されています。ワイヤーが
ショートしている、またはラベルのスペルミスなど
が考えられます。

Warning  Unconnected Net Label On Net

ネットラベルがワイヤーに正確に接していません。
または図面の何もない場所にネットラベルが配置さ
れています。

Warning  Unconnected Power Object On Net

電源・グランドシンボル(パワーオブジェクト)がワ
イヤーに接続されていません。または図面の何もな
い場所に配置されています。

Error  Duplicate Designators

部品番号が重複しています。部品番号が記入されて
いない、または記入ミスが考えられます。

Error  Floating Input Pin

入力(Input)ピンがどこにも接続されていません。
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Error  Duplicate Sheet Numbers

シート番号が重複しています。複数の図面で構成されるプロジェクトでチ
ェックを行った場合には、シート番号に重複がないか確認してください。
シート番号は Option-Document Option(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ｼｰﾄ設定)で確認できます。

上記の報告の他にも、マトリックスにより、様々なメッセージが報告されます。

エエエエララララーーーーママママーーーーカーカーカーカーをををを削削削削除除除除すすすするるるる

ERC を行うと、エラーおよびワーニングの発生した個所にエラーマーカーが配置されますが、これを自動
で削除する機能はありません。基本的には、エラーマーカーをダブルクリックし、ダイアログボックスでエ
ラーの内容を確認して削除します。すべてのエラーマーカーを一括して削除するには、以下の様にグローバ
ルチェンジ機能を使用する方法があります。

操作例 :

1. パネルのBrowseのリストからError Markers(エラーマーカー)を選択し、Edit
ボタンをクリックします。(エラーマーカーを直接ダブルクリックしても同
じです。)

2. Error Markerダイアログボックスが表示されます。Selection にチェックを
入れ、Global>>ボタンを押して下さい。ダイアログボックスが拡張されま
す。

3. Copy Attributesの Selection にチェック、Change Scopeの設定が Change
Matching in Current Documentに設定されている事を確認して OKボタンを
クリックして下さい。すべてのエラーマーカーがセレクトされます。

4. Edit-Clear(編集-ｸﾘｱ)でセレクトされたエラーマーカーを削除します。

Note:  エラーマーカーが回路に配置されている状態でも、図面の編集作業やネットリストの作成には影響ありません。
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エエエエララララーーーーのののの報報報報告を告を告を告を制制制制限限限限すすすするるるるににににはははは… (No ERC シシシシンボンボンボンボルルルル)

回路の特定の部分のみ、ERCによる報告を避けるには、チェックを行う前に予め No ERCシンボルを配置し
ます。No ERCシンボルは Place-Directives-NoERC(配置-ﾃﾞｨﾚｸﾃｨﾌﾞ-No ERC)、またはワイヤリングツール

バーの ボタンで配置します。

No ERCシンボルの配置例

ERC機機機機能能能能ににににつつつついいいいててててのののの補補補補足足足足

Advanced Schematicの ERC(エレクトリカルルールチェック)機能は上記の説明のとおり、ダイアログボック
スの設定内容と回路図の状態を比較し、設定と異なる個所をレポート、およびマーカーで設計者に報告する
機能です。従って ERCエラーが報告されても、自動で回路図が修正されたりすることはありません。また、
ERCの結果に関わらず、ネットリストには回路のそのままの部品情報および接続情報が出力されます。

ERCでのマトリクスの設定は任意に変更ができるため、ERCを行う回路に合わせて設定を行ってください。
また、マトリクスの設定により、エラーが報告されても他のコマンドに影響を与えることはありません。
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  Step 12 ネネネネッッッットトトトリリリリスススストをトをトをトを作作作作成する成する成する成する。。。。

CAD を用いて回路図を作成する最大の目的は、次のプロセスへデータの受け渡し
を行うことです。プリント基板レイアウトツール(PCB)へのデータの受け渡しは、
回路図エディターで作成するネットリストによって行われます。ネットリストに
は回路図における部品情報と接続情報がテキストで記述されます。この章ではネ
ットリスト出力の設定について説明します。

Step12 のののの内内内内容容容容

Step 12-1 ネットリストとは？ ＜Protelネットリストの書式＞ Step12  Page2

ネットリスト(Protelフォーマット) Step12  Page2

Step 12-2 ネットリスト出力の準備 Step12  Page4

回路の確認の例 Step12  Page4

Step 12-3 ネットリストを作成する Step12  Page6

ネットリスト作成の例 Step12  Page7

Step 12-4 ネットリストの書式について Step12  Page8

Protel形式 Step12  Page8
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Step 12-1 ネネネネットリットリットリットリスススストトトトとはとはとはとは？？？？ ＜＜＜＜Protel ネネネネッッッットトトトリストの書式リストの書式リストの書式リストの書式＞＞＞＞

ネットリストとは、作成した回路図を部品情報と接続情報に分けて一覧にまとめたテキストファイルです。
Advanced PCB(プリント基板レイアウトツール)に回路図のデータを渡す場合には Protelフォーマットでネッ
トリストを作成します。

ネネネネッッッットトトトリリリリスススストトトト(Protel フフフフォォォォーマーマーマーマッッッットトトト)

Protelフォーマットのネットリストには部品情報としてPartダイアログボックスのFoot Print(PCB部品外形)、
Designator(部品 番号)、 Part Type(部品 名、値)の 3項目が出力されます。部品間の接続情報は、部品のピン番
号とネット名で記述されます。

Protel形式のネットリストは、ASCII テキスト形式です。ネットリストの内容は部品情報と接続情報の 2 つ
のセクションに分れており、最初に部品情報、その次に接続情報が記述されます。部品情報は[ ]、接続情報
は( )で区別されています。

サンプルの回路図 Cpuclk.schでネットリストを出力すると以下の様なネットリストが作成されます。

[
C10
RAD0.2
0.1uF

]

- 途中省略 -

[
U9
DIP14
74LS04

]

(

N00001
U9-1
XTAL1-1
R1-1
)

- 途中省略 -

(
GND
U9-7
)

Protel形式のネットリスト

部品情部品情部品情部品情報報報報

部品番号(Designator)、PCBパッケージ情報(FootPrint)、部品名/部品値(PartType)

の順に記述されます。

U9 の 74LS04 の場合には部品番号 (Designator)=U9、PCB パッケージ情報
(FootPrint)=DIP14、部品名(PartType)=74LS04であることがわかります。

この情報は回路図上で部品をダブルクリックし、Part ダイアログボックスで確認
することができます。

ネットリスト上の部品情報と Partダイアログボックスの該当項目

接続情接続情接続情接続情報報報報

接続情報には、最初にネット名が記述され、次の行からそのネットに接続され
ている部品の番号とピン番号が記述されます。

このリストの場合には、N00001 というネットが、U9 の 1 ピンから XTAL1 の
1ピンと U1 の 1 ピンに接続され、GND ネットは U9 の 7 ピンに接続されてい
ることがわかります。

回路図のワイヤーにネット名が定義されていない(ネットラベルが配置されてい
ない)場合には、このネットリストの様に N00001 などの数字のネット名が付け
られます。
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ネットリストを Advanced PCBで読み込むと、最初に Footprint(フットプリント)の記述を元に、PCBライブ
ラリーから部品が呼び出され、その後、接続情報を読み込みます。下の図は Protel Advanced PCBでネット
リストを読み込み、部品の配置を行ったものです。回路図と比較すると部品情報と接続情報が読み込まれて
いることがわかります。

回路図で出力したネットリストを基板レイアウトツールに読み込んだ様子 (Advanced PCBの例)

Ø Protel形式のネットリストは、Protel Advanced PCB 98、Advanced PCB 3.x、Advanced PCB 2.xで読み込むことができます。
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Step 12-2 ネネネネットリットリットリットリスススストトトト出力の準出力の準出力の準出力の準備備備備

回路の作成が終了したらネットリストを出力しますが、出力の前に以下の点を確認してください。

Ø 部品番号の重複、記入漏れがないか

Ø フットプリント(PCBパッケージ情報)や部品名/部品値(PartType)の記入漏れがないか

Ø 部品間はワイヤーやバスを使用して正しく接続されているか

Ø 電源・グランドシンボル、ネットラベル、ポートなどの名称に誤りがないか

部品番号の重複は ERC(エレクトリカルルールチェック)で検出することができますが、FootPrintおよび
PartTypeの記入漏れ等は検出できません。ERCで検出できない項目に関しては回路図を目視で確認する必要
があります。

Advanced Schematicではネットリストを確認するための専用のコマンドは用意されていません。従って設計
者が目視で確認作業を行うことになりますが、以下の様に Advanced Schematicで用意されている機能を使用
することで確認作業を効率的に行うことができます。

回回回回路路路路のののの確認確認確認確認のののの例例例例

部品情報に関する確認の例

Ø スプレッドシートへの出力機能を使用する

Edit-Export To Spread(編集-ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄに出力)の機能で回路情報の確認と修正を行うことができま
す。このコマンドを実行するとダイアログボックスが表示され、回路図上の様々な情報をスプレッ
ドシートに出力し、スプレッドシートで記入した項目を再度、回路図に読み込ませることができま
す。(この機能についての詳しい説明は Step 6-5を参照してください。)

接続状態に関するの確認の例

Ø ブラウザパネルを使用して接続状態を確認する

接続状態を確認する手段としてブラウザパネルを使用する方法があります。
ブラウザパネルの Browse では回路図上の様々な情報を表示することができ
ます。

例えば、一覧に表示させるオブジェクトの種類を Net Identifiers に設定する
と、回路図に配置されているネットラベル、ポート、電源･グランドシンボ
ルの一覧が表示され、スペルミスなどを確認できます。一覧の中から目的の
ものをマウスで選択して Jump ボタンをクリックすると画面が移動し、選択
したオブジェクトが中央に表示されます。Edit ボタンをクリックすると内容
を変更することができます。

Partial Infomationにチェックを入れると、表示内容を簡略化できます。複数
の図面で構成されているプロジェクトの場合には Whole Project にチェック
を入れるとプロジェクトを構成されているすべての図面からオブジェクトの
一覧が表示されます。

Ø Edit-Select-Net(編集-ｾﾚｸﾄ-ﾈｯﾄ)を使用する

ブラウザパネルを使用する方法の他に Selectコマンドで接続状態を視覚的に確認する方法がありま
す。まず回路図を画面に表示させ、Edit-Select-Net(編集-ｾﾚｸﾄ-ﾈｯﾄ)を選択します。十字のカーソルが
画面に表示されるので、電源･グランドシンボルやネットラベルの接続点までカーソルを移動しマウ
スをクリックします。

例えば、グランド(GND)を指定してこの操作をした場合にはグランド(GND)に接続されているすべて
のワイヤーがセレクトされ、同じ電位を持つ個所を視覚的に確認できます。
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ワイヤーがセレクトされている状態で Report-Selected Pins...(ﾚﾎﾟｰﾄ-ｾﾚｸﾄ済みのﾋﾟﾝ)を選択すると、
セレクトされているワイヤーに接続されている部品のピンの一覧が表示されます。表示されたピン
の名前をダブルクリックすると該当する部品のピンが画面中央に表示されます。

この機能は 1 つのシート内でのみ可能で、プロジェクト全体での確認はできませんが、単一シート
で大きな図面の場合などに有効です。

Ø ネットリストを実際に出力してみる

回路図の全体の確認方法として一度、ネットリストを出力してみるのも良い方法です。しかし、Protel
形式では部品情報と接続情報が縦長に出力されてしまい、プリントアウトなどには不向きです。

ネットリストで回路図を確認する際には一度、Calayなどの比較的確認が行いやすい形式で出力・プ
リントアウトし、確認後に改めて Protel形式でネットリストを作成するという方法が効率的です。
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Step 12-3 ネネネネットリットリットリットリスススストトトトを作成すを作成すを作成すを作成するるるる

ネットリストの作成は、回路図を画面に表示し、Tools-Create Netlist…(ﾂｰﾙ-ﾈｯﾄﾘｽﾄの作成…)の Netlist Creation
ダイアログボックスで行います。複数の回路図で構成されるプロジェクトでネットリストを出力する場合に
は、ネットリスト作成の前に、プロジェクトを構成するすべての回路図を開いておいてください。

Netlist Creationダイアログボックス

① Output Format ネットリストの出力形式を選択します。Advanced Schematicからは以下の形式
のネットリストが出力できます。

Protel Cadnetix Mentor Board Station V6 SPICE (Hierarchical)

Protel 2 Calay MultiWire SMASH

Protel (Hierarchical) Case OrCad/PCB II Tango

EEsof (Libra) CBDS OrCad PLD Telesis

EEsof (Touchstone) ComputerVision PADS ASCII Vectron

EDIF 2.0 EEDesigner PCAD Wirelist

EDIF 2.0 (Hierarchical) FutrureNet PCAD NLT Xilinx XNF 5.0

Algorex Star Semiconductor Racal Redac

AppliconBRAVO HiLo Scicards

AppliconLEAP Integraph SPICE

② Net Identifier Scope 複数の図面で構成されるプロジェクトでネットリストを出力する場合に、シー
ト間の接続方法を設定します。プロジェクトのネットリストを出力する場合に
は必ず設定を確認します。1 枚のシートのみで出力する場合には設定を行う必
要はありません。設定内容は以下の 3種類があります。(プロジェクトに関する
詳細は Step9を参照してください。)

SheetSymbol / PortConnection シート間の接続をマスターシートに配置されているシ
ートエントリーとポートを使用します。プロジェクト
のモデル 3に該当する場合にこの設定します。

Only Ports Global シート間の接続をポートで行います。プロジェクトの
モデル 1に該当する場合にこの設定します。

NetLabels and Ports Global シート間の接続をネットラベルとポートで行います。
プロジェクトのモデル 2 に該当する場合にこの設定に
します。

③ Action After Netlist Generation ネットリスト出力時に、ネットリストをオープンするア
プリケーションを指定します。

①

②

③

④
⑤
⑥
⑦
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④ Current Sheet Only プロジェクト内の 1 つのシート(現在 アクティブになっ
ているシート)のみ出力する場合にチェックを入れます。

⑤ Append Sheet Numbers To Local Nets チ ェ ッ ク を 入 れ る と 、 ネ ッ ト 名 に Option-
DocumentOption(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ｼｰﾄ設定)で設定されたシート番
号が付加されます。回路図の確認作業を行う場合にチェ
ックを入れると、ネットがどのシートから出力されたか
がわかります。最終的に、PCB やシミュレーションツー
ルに渡すネットリストを作成する際にはチェックを外し
てください。

⑥ Descend Into Sheet Parts チェックを入れると、シートパーツをシートシンボルと
して扱います。シートパーツとは、シートシンボルの役
目をするように設定された部品で、シートパーツのピン
が階層の下位シートのポートに接続されます。詳細は
Step9を参照して下さい。

⑦ Include Un-Named Single Pin Nets ネットリストに未接続のピンの情報を付加します。通常
はチェックしません。

ネネネネッッッットトトトリリリリススススト作成ト作成ト作成ト作成のののの例例例例

ネットリストの作成方法の例としてサンプルファイルの Demo1.prjのネットリストを作成する手順を説明し
ます。

1. File-Open(ﾌｧｲﾙ-ﾌｧｲﾙを開く)で Demo1.prjのファイルをすべて開きます。

2. Tools-Create Netlist(ﾂｰﾙ-ﾈｯﾄﾘｽﾄ作成)を選択します。Netlist Creationダイアログボックスが表示されます。

3. 各項目の設定を行います。

Output Format アドバンスド PCB にデータを渡すことを前提とし、フォーマットを
Protelに設定します。

Net Identifier Scope Demo1プロジェクトはマスターシートのシートエントリーとサブシー
トのポートがリンクしている(階層構造のモデル 3)ので Sheet Symbols
/ Port Connectionsに設定します。

Action after netlist generation No Actionに設定します。

Current Sheet Only プロジェクト全体で出力するのでチェックはしません。

Append Sheet Numbers To Local Nets チェックを入れるとシート番号がネット名に記載されますので、ここ
ではチェックをはずします。

Descend Into Sheet Parts シートパーツ(階層構造のモデル 5)を適用する際に使用しますのでここ
ではチェックを入れません。

Include Un-Named Single Pin Nets ネットリストに未接続のピンの情報を付加します。ここではチェック
を入れません。

4. 設定ができたら、OK ボタンをクリックして下さい。EDA Clientのテキストエディターにネットリスト
が表示されます。

5. 回路図とネットリストの双方を目視で確認して下さい。部品情報と接続情報がすべてリストに出力され
ていることがわかります。

Note:  ネットリスト出力後、部品情報の記入漏れなどは EDA Client のテキストエディターや、Windows のメモ帳等で編集が
できます。ワープロソフトなどで編集を行う場合は、保存形式を必ずテキスト形式にしてください。
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Step 12- 4 ネネネネットリットリットリットリスススストトトトの書式についの書式についの書式についの書式についてててて

Advanced Schematicでは様々なネットリストを出力することができます。Advanced Schematicで出力するネ
ットリストは、すべて ASCII テキスト形式です。従って Windowsのメモ帳やワードパッドなどの汎用のエ
ディターで内容を確認することができます。

この章では Protelと Protel2のネットリストのフォーマットを説明します。

Protel 形形形形式式式式

Protel形式のネットリストは、ASCII テキスト形式です。ネットリストの内容は部品情報と接続情報の 2 つ
のセクションに分れており、最初に部品情報、その次に接続情報が記述されます。部品情報は[ ]、接続情報
は( )で区別されています。

[ 部品情報記述の開始

U8 部品番号(Designator)

DIP6 PCBパッケージ情報(FootPrint)です。これと同じ名称の部品(パターン)がネッ

トリストを読み込む PCBのライブラリーにも必要です。
74LS38 部品名、値 (PartType)

(空白) 3行の余白
(空白)
(空白)
] 部品情報記述の終了

次に接続情報のセクションが続きます
( 接続情報記述の開始

CLK ネット名です。回路図上でネット名が指定されていない(ネットラベルが配置さ

れていない)場合はプログラムにより N00001などの任意の名前が付けられま
す。

U8-3 接続されている部品番号とそのピン番号 (ピン番号は PCBのライブラリと必ず

一致させることが必要です。)

J2-1 2番目の部品番号とそのピン番号

U5-5 その他の部品番号とそのピン番号

) 接続情報記述の終了

Note:  テキストエディターでネットリストを編集する際には、スペースや改行は Protel フォーマットに合わせて確実に記入し
てください。改行やスペースを削除してしまうと PCBレイアウトツールでネットリストの読み込みが正確に行われません。
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Protel 2 形形形形式式式式

Protel2形式のネットリストは Protel形式の拡張バージョンです。追加フィールドのサポート、アドバンスト
PCB やシミュレーションパッケージのサポートなどで区別することができます。Protel2形式のネットリス
トは 3つのセクションに分かれており、各フィールドにはまず名前が付けられ、以下フィールドデータが続
きます。部品情報は[ ]、接続情報は( )、PCBレイアウト情報は{ }で区別されています。PCBレイアウト情
報は Advanced PCB2.xで使用できます。Advanced PCB3.x、Advanced PCB98では PCBレイアウト情報は読
み込まれません。

PROTEL NETLIST 2.0 Protel2形式ネットリストのヘッダーです。

[ 部品情報記述の開始

DESIGNATOR 部品番号(Designator)

C8
FOOT PRINT パッケージ情報(FootPrint) これと同じ名称の部品(パターン)が PCBラ

イブラリにも必要です。
RAD0.2
PARTTYPE 部品名、値 (PartType)

0.1 uf
DESCRIPTION
* 部品の詳細(Description)
Part Field 1 パートフィールド 1-16(255文字以内)

Part Field 16
*
LIBRARYFIELD1 ライブラリーテキストフィールド 1-8(255文字以内)

LIBRARYFIELD8
] 部品情報記述の終了

( 接続情報記述の開始

H/-E ネット名です。回路図上でネット名が指定されていない(ネットラベル

が配置されていない)場合はプログラムにより N00001などの任意の名
前が付けられます。

DECA1-1C DEC36-1C PASSIVE 接続されている部品番号、部品名、ピン番号、ピン名、ピンのエレク

トリカルタイプの順に記述
U16-1 74HC00-_A INPUT ネットの次のノード

U16-2 74HC00-_A INPUT ネットの最後のノード

) 接続情報記述の終了

{ PCBレイアウトディレクティブ記述の開始

TRACK トラックの幅(単位: mil)

10
VIA 配線ビアの直径(単位: mil)

50
NET TOPOLOGY 配置、配線の形態

SHORTEST
ROUTING PRIORITY ネットに対する配線の優先順位

MEDIUM
LAYER 配線するレイヤー

UNDEFINED
} PCBレイアウトディレクティブ記述の終了

Note:  テキストエディターでネットリストを編集する際には、スペースや改行は Protel2 フォーマットに合わせて確実に記入
してください。改行やスペースを削除してしまうと PCBレイアウトツールでネットリストの読み込みが正確に行われません。
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  Step 13 ププププリリリリンンンントトトト、、、、プロプロプロプロッッッットアウトアウトアウトアウトトトトをををを行行行行うううう

Advancved Schematic 98でのプリントアウトは、Windowsの汎用アプリケーション
と同様に、Windowsのプリンタドライバを使用して行われます。この章ではプリ
ントアウトの設定と手順について説明します。

Step13 のののの内内内内容容容容

Step 13-1 プリントアウトの設定 Step13  Page2

Step 13-2 プリントアウトの操作例 Step13  Page4
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Step 13-1 ププププリントリントリントリントアアアアウウウウトの設トの設トの設トの設定定定定

プリント、プロットアウトの出力設定は File-Setup Printer…(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾘﾝﾀｰの設定)、またはメインツールバー

の ボタンで行います。コマンドを実行すると Advanced Schematic Printer Setupダイアログボックスが表示
されます。

Advanced Schematic Printer Setupダイアログボックス

① Select Printer Windowsのコントロールパネルでインストールされているプリンターおよ
びプロッターが表示されます。ここで出力機器を選択します。

② Batch Type

Current Document 現在アクティブになっている(手前に表示されている)図面だけを印刷します。

All Documents オープンしているすべての図面を印刷します。

③ Color Mode

Monoclome 白黒ドラフトモード(塗りつぶしたオブジェクトは枠線のみ)で印刷します。

Color カラーで印刷します。プリンター側で白黒に設定されている場合にはグレースケー
ルで出力されます。

出力例 :

Color Monoclome

①

②
③

④

⑤

⑥
⑦
⑧

⑨
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④ Margins インチ単位で上下左右の余白を設定します。

⑤ Scale 出力する倍率を設定します。0.001%から 400%の間で設定が可能です。Scale
to Fit Page にチェックを入れ、Prefresh ボタンをクリックすると、用紙に
合わせて倍率が自動的に設定されます。

⑥ Vector Font Options ペンプロッターなどで出力する場合に、ベクターフォント出力の設定を行い
ます。

Inter-Charactor Spacing 文字の間隔を設定します。

Character Width Scale フォントの大きさを％で設定します。

Vector Font Optionの設定

⑦ OKボタン 設定内容を保存してダイアログボックスを閉じます。OK ボタンではプリン
トアウトは開始されません。プリントアウトを行うには Print ボタンをクリ
ックします。

⑧ Printボタン 設定に従ってプリントアウトが開始されます。

⑨ Refreshボタン Marginや Color Modeの設定に従ってプレビューを表示します。
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Step 13-2 ププププリントリントリントリントアアアアウウウウトの操作トの操作トの操作トの操作例例例例

Advanced Schematicからのプリントアウトは以下の手順で行います。

1. プリントアウトを行う回路図を画面に表示します。

2. File-Setup Printer…(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾘﾝﾀｰの設定…)、またはメインツールバーの ボタンを選択します。

3. Advanced Schematic Printer Setupダイアログボックスが表示されます。

4. Select Printerから出力するプリンターを選択し、Propertiesボタンをクリックします。Windowsのプリ
ンターの設定のダイアログボックスが表示されますので、ここでもう一度、目的のプリンターが選択さ
れているか、確認します。目的のプリンターが選択されていることを確認して、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(P)ボタンをク
リックして用紙の大きさ、方向等を行います。

Note:  このボタンで表示されるダイアログボックス内容はお使いのプリンターによって異なります。ここでの設定内容につい
てはお使いのプリンタのマニュアルを参照してください。

5. Batch Typeで印刷するシートを Current Document(一枚だけ)、または All Document(すべてのシート )か
ら選択します。

Note:  Batch Typeの設定を All Documentに設定した場合には現在開かれているすべての回路図が同じ設定でプリントアウトさ
れます。すべての図面の大きさが同じ場合には問題ありませんが、異なる大きさの図面が含まれている場合には Current

Documentに設定して個々に出力することをお勧めします。

6. Color Modeで印刷の際の色の設定を Color(カラー)、 Monocrome(モノクロ )から選択します。

Note:  Monocrome(モノクロ)を選択した場合には、部品の塗りつぶしなどはすべて無視され、完全なドラフトモードで出力さ
れます。ペンプロッターで出力する場合にはモノクロに設定してください。プリンターへ出力する場合に、モノクロで部品の
塗りつぶしなどを有効にしたい場合には、ここでは Colorを選択し、プリンタドライバ側でモノクロに設定してください。

7. Margins でプリントアウトの際の余白をインチ単位で設定します。すべて 0 に指定しておけば、プレビ
ューの際に、自動的に最適な余白が設定されます。

10. Scaleでプリントアウトの倍率を設定します。Scale to Fit Pageにチェックを入れると自動的に用紙に
合わせて倍率が設定されます。

Scaleと Magineを設定しながら Refreshボタンをクリックしてください。設定内容に従ってプレビューが表示されます。プレ
ビューを見ながら Scaleや Margineの設定を変更します。

11. ペンプロッターで出力する際にベクターフォントを使用する場合は、Vector Font Optionsを設定します。
Inter Charactor Spacingは文字の間隔を記入します。Charactor Width Scaleは文字の横幅をパーセント
で記入します。

Note:  Advanced SchematicでのプリントアウトはすべてWindowsのプリン
タードライバーを使用します。回路図をペンプロッターに出力する場合、文
字に関しては、基本的に Windows にインストールされているベクトルフォ
ントからデータを作成します。ベクトルフォントは、英文フォントしかあり
ませんので回路図に日本語を使用すると文字化けします。プロッタによって
は、True Typeフォントをサポートしているものも有りますので、その場合、
日本語出力も一応可能です。この場合は True Typeの文字がプロッタに搭載
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されているフォントに置き換えられるようになっているはずです。ペンプロッターでの出力は、構造上、図や文字が画面表示
と食い違ってくる事が有ります。ペンプロッタで画面通りの出力を得ることは難しいと考えて下さい。

12. Print ボタンをクリックしてプリントアウトを開始します。プリントアウトを開始せずに設定内容だけ
を保存したい場合には OKボタンをクリックします。

Printer Setupダイアログボックスの設定内容は、アプリケーション終了時に Windows のディレクトリー
(Windowsがインストールされているディレクトリー)の ADVSCH98.INIファイルに保存されます。
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  Step 14 操操操操作作作作環環環環境境境境をををを設定設定設定設定すすすするるるる

スケマティックエディターとライブラリーエディター操作環境の設定はすべて
Preferencesダイアログボックスで行います。この章ではダイアログボックスボッ
クスの設定項目について説明します。

Step14 のののの内内内内容容容容

Step 14-1 操作環境の設定 (Option-Preferencesダイアログボックス) Step14  Page2

Schematicタブ Step14  Page2

Graphical Editingタブ Step14  Page3

Default Primitivesタブ Step14  Page4
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Step 14-1 操操操操作環境作環境作環境作環境のののの設設設設定定定定 (Option-Preferences ダダダダイイイイアアアアログボッログボッログボッログボッククククスススス)

操作環境の設定は Option-Peferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)の Preferencesダイアログボックスで行います。この
Preferencesダイアログボックスには 3つのタブがあり、設定内容によってページが分けられています。

Schematic タブタブタブタブ

Schematicタブにはテンプレートの初期設定、ピン番号、ピンネームの表示位置、ジャンクション(接点)の自
動発生などの、回路図編集に関する設定項目があります。

Preferncesダイアログボックス Schematicタブ

① Pin Options Pin Optionsでは回路図で表示する部品の
ピン番号、およびピンの名前の表示位置
を設定します。

Pin Name Margin

部品の本体とピンの名前の間隔を数値で記入します。初期設
定では 6に設定されています。(単位: 1/100インチ)

Pin Number Margin

部品の本体とピンの番号の間隔を数値で記入します。初期設
定では 15に設定されています。(単位: 1/100インチ)

② OrCAD Load Options OrCAD Load Optionsでは OrCAD SDTで作成された回路図を読み込む場合の
FootPrintの割り当てや、ポートの長さ制限などの指定を行います。

Copy Footprint From/To OrCAD で設定したフットプリント(PCB パッケージ情報)を読み込むフィール
ドを指定します。

OrCAD ™ Port: チェックを入れると、OrCAD と互換性を保つため、ポートの長さが固定(文
字の長さに比例)されます。

③ Default Template File Default Template Fileでは、回路図を新規作成する際に、読み込ませるテン
プレートファイルを設定します。Browse ボタンをクリックすると、ダイア
ログボックスが表示され、テンプレートファイルを設定できます。この項目
の詳しい内容については Step7-4を参照してください。

①

②

③

④



Step 14 操作環境を設定する

Step14  Page3

④ Options

Auto - Junction ジャンクション(信号線の接点)の自動発生機能の On/Off を切り替えます。チェ
ックが付いている場合には、自動でジャンクションが配置されます。

Drag Orthogonal Edit-Move-Drag(編集-移動-ﾄﾞﾗｯｸﾞ)で部品を移動する際に、スペースキーを押す
ことで接続線の状態を 45、90、直線の 3つのモードに切り替えができますが、
この機能を Off にする場合に使用します。

Graphical Editing タブタブタブタブ

Graphical Editingタブには画面表示やカット＆ペーストに関する設定項目があります。

Preferncesダイアログボックス Graphical Editingタブ

① Options Optionsではカット&ペーストや画面表示に関しての設定項目があります。(カット、
コピーの機能については Step6を参照してください。)

Clipboard Referece Edit-Cut,Copy(編集-切り取り、編集-ｺﾋﾟｰ)を行った際にクリップボードの原点
となる位置を指定します。

Add Template to Clipboard Edit-Cut,Copy(編集-切り取り、編集-ｺﾋﾟｰ)を行った際に Windowsのクリップ
ボードへ図面枠も同時にコピーされます。

Convert Special Strings Option-Document Option( ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ - ｼ ｰ ﾄ設定 )のダイアログボックスの
Organizationタブで記入した内容がスペシャルテキストストリングとリンクし
ます。

Display Printer Fonts 印刷イメージで回路を表示します。

Center of Object 部品を移動する際にカーソルが部品の中心に移動します。

Object's Electrical Hot Spot チェックを入れると電気的な接続点にホットスポットが現れます。(ホットス
ポット→Step5参照)

Auto Zoom チェックを入れると、Window-Tile(ｳｨﾝﾄﾞｳ-並べて表示)等のメニューでドキュ
メントウィンドウを整列した際に、ズーム倍率が自動で設定されます。

② Color Options

Selections オブジェクトをセレクトしたときの色を設定します。初期設定では黄色に設定されてい
ます。

Grid Color グリッドの色を設定します。

①

②

③

④

⑤
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③ Autopan Options Autopan Optionsでは画面移動の設定を行います。

Style コマンド実行時の図面の移動方法を設定します。

Step Size 図面の移動速度を設定します。

Shift Step Size Shiftキーを押しながら画面移動する際の速度を設定します。

④ Undo/Redo アンドゥとリドゥの回数を設定します。初期設定では 50回に設定されています。

Note:  アンドゥー、リドゥーの回数を多く設定すると、その分、行った操作がすべて記憶されますのでシステムの動作が遅く
なる場合があります。Undo/Redoの数値は少なめに設定することをお勧めします。

⑤ Cursor / Grid Options

Cursor Type コマンド実行時に表示される十字のカーソルの形状を指定します。初期設定で
は Small90に設定されています。

Large 90 Small90 Small45

Visible Grid 図面に表示されるグリッドの種類を Dot と Line から選択します。初期設定で
は Lineに設定されています。

Dot Line
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Default Primitives タブタブタブタブ

Default Primitivesタブでは回路図作成に使用するオブジェクトの初期設定を行います。Advanced Schematic
での回路図作成は、ワイヤーやネットラベル、ラインや四角形などのオブジェクトを使用して行います。こ
の Default Primitivesタブではその様な個々のオブジェクトの属性を予め設定することができます。

Preferencesダイアログボックス  Default Primitiveタブ

① Primitive Type Primitivesの一覧に表示するオブジェクトの種類を選択します。

② Primitives 回路図作成の際に使用するオブジェクトの一覧が表示されます。Primitive Tipeを
設定することで、表示するオブジェクトの種類を選択することができます。

③ Edit Values… Primitivesの一覧から、目的のオブジェクトを選択し、このボタンをクリックする
と、ダイアログボックスが表示され、設定を行うことができます。

④ Reset Primitivesの一覧で選択したオブジェクトの属性を初期値に戻します。

⑤ Save As… オブジェクトの設定内容を DFTファイルとして保存します。保存した DFTファイ
ルは、Load…ボタンで読み込むことができます。

⑥ Load… Save As…ボタンで保存された DFTファイルを読み込みます。

⑦ Reset All 各オブジェクトの設定内容を初期(出荷時)の状態に戻します。

⑧ Parmanent オブジェクトを回路図に配置する際に、キーボードから Tab キーを押して初期設
定ができますが、Parmanent にチェックを入れると属性が固定され、Tab キーで
の設定はそのときの配置モードだけの設定となります。

Default Primitivesタブでの各オブジェクトの設定内容は、アプリケーション終了時に、Windowsのディレク
トリーの Advsch98.dftファイルに保存されます。起動の際には、Advsch98.dftファイルから各オブジェクト
の設定内容が読み込まれます。

①

②

③

⑤

⑥

⑦

⑧

④
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Default Primitivesタブの操作例:

1. Primitivesの一覧から目的のオブジェクトをマウスで選択し、Edit Values…ボタンを押します。

2. ダイアログボックスが表示されますので、属性の設定をします。ここでの設定は初期設定となり、回路
図で配置する際の最初の属性になります。

3. オブジェクトを回路図に配置する際に、キーボードから Tab キーを押して初期設定ができますが、
Parmanent にチェックを入れると属性が固定され、Tabキーでの設定はそのときの配置モードだけの設
定となります。

Note:  Default Primitiveで設定された内容は、次から配置されるオブジェクトに適用されます。すでに配置されているオブジェ
クトに関しては変更されません。
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  Step 15 ククククロロロロススススププププロロロロービービービービンンンンググググ

クロスプロービングとは回路図ファイルと Advanced PCB(基板設計ツール)のファ
イル、又はネットリストや部品表などを互いに参照する機能です。この章ではク
ロスプロービングの機能と操作手順を説明します。

Step15 のののの内内内内容容容容

Step 15-1 部品表とのクロスプロービング Step15  Page2

Step 15-2 ネットリストとのクロスプロービング Step15  Page3

Step 15-3 Advanced PCB 98とのクロスプロービング Step15  Page4
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Step 15-1 部部部部品表と品表と品表と品表とののののククククロスプロービンロスプロービンロスプロービンロスプロービンググググ

Advanced Schematicで作成した、テキスト形式とスプレッド形式の部品表とクロスプロービングを行うこと
ができます。以下に部品表とのクロスプロービングの方法を説明します。

1. メニューから File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く )を選択して、回路図ファイル(*.sch)を一枚開いて下さい。

2. Reports-Bill of Materials(ﾚﾎﾟｰﾄ-部品表)を選択して部品表を作成します。出
力形式は Protel Format(テキスト形式)と Client Spreadsheet(スプレッドシー
ト形式)の 2 つを選択して出力して下さい。(部品表出力の操作に関しては
Step10-1を参照してください。)

3. 部品表が作成されたら、Window-Tile(ｳｨﾝﾄﾞｳ-並べて表示)で回路図と部品
表を並べて表示して下さい。

4. 回路図をアクティブに表示して、メインツールバー のボタンをクリックしてください。

5. 十字のカーソルが現れますので、部品上でマウスの左ボタンをクリックして下さい。それぞれの部品表
の表示が回路図上で選択した部品に合わせて表示が切り替わることがわかります。

回路図と部品表のクロスプロービングの例
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Step 15-2 ネネネネットリットリットリットリスススストトトトとのクロスプローとのクロスプローとのクロスプローとのクロスプロービビビビンンンンググググ

部品表とのクロスプロービングの手順と同様に、ネットリストともクロスプロービングができます。サンプ
ルの回路図を例にとって手順を説明します。

1. メニューから File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く )を選択して、回路図のファイル(*.sch)を 1枚開いて下さい。

2. Tools-Create Netlist(ﾂｰﾙ-ﾈｯﾄﾘｽﾄ作成)を選択し、ネットリストを作成して下さい。

3. テキストエディターにネットリストが表示されます。Window-Tile(ｳｨﾝﾄﾞｳ-並べて表示)で回路図とネッ
トリストをならべて表示して下さい。

4. 回路図をアクティブに表示して、メインツールバーの ボタンをクリックしてください。

5. 十字のカーソルが現れますので、部品上でマウスの左ボタンをクリックして下さい。ネットリストの表
示が回路図上で選択した部品にあわせて表示が切り替わることがわかります。

6. ネットリストとのクロスプロービングの場合には、部品だけでなく、ネットにも実行することができま
す。上記と同じ方法で電源･グランドシンボル、またはネットラベルをクリックしてください。ネット
リスト上の対応する接続情報が表示されます。

回路図とネットリストのクロスプロービングの例 1

回路図とネットリストのクロスプロービングの例 1
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Step 15-3 Advanced PCB 98 とのクロスとのクロスとのクロスとのクロスププププロロロロービンービンービンービンググググ

Advanced PCB 98とのクロスプロービングをサンプルファイルを例にとって手順を説明します。この機能は
Advanced Schematicで作成したネットリストを Advanced PCBで読み込み、ネットリストを基準にして双方
をリンクさせるものです。

Note:  PCBとのクロスプロービングは Advanced PCB 98が必要です。

1. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く )で Demo1.prjのプロジェクトファイルをすべて開いて下さい。

Demo1プロジェクトは Help-Examples-Demo1(ﾍﾙﾌﾟ-ｻﾝﾌﾟﾙ-Demo1)で開くことができます。

2. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く )で Demo1.pcbを開いて下さい。

3. 双方のファイルを開いたら、回路図をアクティブに表示(手前に表示)して、Window-Tile(ｳｨﾝﾄﾞｳ-並べて
表示)で回路図と PCBを並べて表示して下さい。

4. メインツールバー のボタンをクリックしてください十字のカーソルが現れます。図面に配置されて
いる部品の上でマウス左ボタンをクリックして下さい。

5. 部品の上でマウスをクリックすると画面が PCBに切り替わり、回路図上の部品に対応する PCBの部品
が中央に表示されます。

6. 今度は PCB をアクティブに表示(手前に表示)してメインツールバー のボタンをクリックしてくださ
い。

7. 十字のカーソルが表示されます。基板上の部品の上でマウス左ボタンをクリックして下さい。回路図に
画面が切り替わり、基板上の部品に対応する回路図上の部品がセレクトされた状態で中央に表示されま
す。

回路図と PCBのクロスプロービングの例
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8. 同じ手順でスケマティックエディターからメインツールバー のボタンをクリックしてください。十
字のカーソルが現れ、部品のピン上でクリックすると PCB に画面が切り替わり、対応する部品のパッ
ドが中央に表示されます。

9. 再度、PCB からメインツールバー のボタンをクリックしてください。十字のカーソルが現れたらネ
ット、又はトラック上でマウス左ボタンをクリックして下さい。

10. スケマティックエディターに画面が切り替わり、基板上のネット、またはトラックに対応する回路図上
のワイヤーがセレクトされた状態で表示されます。この様に、Advanced Schematicと Advanced PCBと
画面上で双方を参照し合うことができます。

Note:  回路図上のワイヤーと PCB 上のトラックでクロスプロービングを行う場合、ネットラベルが配置されているワイヤーのみ行う
ことができます。ネットラベルが配置されていない場合は、クロスプローブはできません。

Note:  Advanced Schematic 98では、Advanced PCB98とのクロスプロービングが可能です。Advanced PCB 3.x、2.xとのクロスプロ
ービングはできません。
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  Step 16 OrCAD™との互換性との互換性との互換性との互換性ににににつつつついいいいてててて

Advanced Schematicは OrCAD™ SDT III、SDT IVと互換性を持っており、OrCAD
SDT III 又は IV のスケマティックファイル(*.SCH)とライブラリーソースファイル
(*.SRC)を File-Open(ﾌｧｲﾙ -開く)で読み込むことができます。また、Advanced
Schematicからは OrCAD スケマティックのフォーマットでファイルを保存するこ
とができます。この章では OrCAD SDTで作成された回路図の読み込みについて説
明します。

Step16 のののの内内内内容容容容

Step 16-1 OrCAD SDT III、 SDT IVと Protel Advanced Schematic との違い Step16  Page2

ライブラリーファイルの変換方法 Step16  Page2

Step 16-2 OrCADスケマティックファイルを開く Step16  Page3

OrCAD ファイルとポートの長さについて … Step16  Page3

Step 16-3 OrCAD 形式での回路図の保存 Step16  Page5
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Step 16-1 OrCAD™ SDT III、、、、SDT IVとととと Protel Advanced Schematic ととととのののの違違違違いいいい

OrCAD™ SDT III、SDT IVと Protel Advanced Schematicの大きな違いはライブラリーの管理方法です。

Protel Advanced Schematicではスケマティックファイル(*.SCH)の中に部品情報も格納されますが、OrCAD
SDT ではスケマティックファイル(*.SCH)の中に部品情報が格納されません。また、ライブラリーファイル
の形式も異なっており、Advanced Schematicで OrCADライブラリーを読み込むには、OrCADの Decompプ
ログラム(OrCAD SDT III、SDT IVに付属している Decomp.exe)でライブラリーファイル(*.lib)をテキスト形
式(*.src)に変換します。

ラララライイイイブブブブララララリリリリーフーフーフーファァァァイイイイルルルルのののの変変変変換方換方換方換方法法法法

1. OrCADの Decomp.exe(OrCAD SDT III、SDT IVに付属)を使用して、OrCADライブラリーファイル(*.lib)
の変換を行います。Decomp.exeは DOSプログラムです。

変換例 DECOMP XXXX.LIB XXXX.SRC

Decomp.exe で変換する際には拡張子を上記の様に SRC にしてください。Decomp.exe の詳しい内容については OrCAD のマ
ニュアルを参照してください。

2. Protelを起動し、File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)を選択します。

3. Open Documentダイアログボックスが表示されます。Editorを SchLib、ファイルの種類 (T):をOrcad Source
library(*.src)に設定します。

4. Decomp.exeで変換した OrCADライブラリーファイル(*.src)が表示されたらマウスで選択し、File Name
に選択したファイル名が表示されます。

5. 開く (O)ボタンをクリックすると、画面にライブラリーが表示されます。

Note:  OrCAD で作成した部品の中には作成した際と異なる図柄で表示されたり、ピンの色、位置などがずれて表示される場合
があります。これは Protel、OrCADの双方の CADのデーターの違いから発生するもので、Advanced Schematicで使用するに
は修正作業が必要となります。

6. File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて保存)を選択します。Save Document Asダイアログボックスが表示され
ます。ファイル名 (N):に保存するファイル名を記入し、ファイルの種類 (T):の設定を Advanced Schematic
binary library(*.lib)に設定します。設定が終了したら保存(S)ボタンをクリックします。

これで OrCAD のライブラリーは Protelの形式に変換されました。以降は、Protelのライブラリーとして他
のライブラリーと同じ様に使用することができます。
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Step 16-2 OrCAD ススススケマティックファイルケマティックファイルケマティックファイルケマティックファイルをををを開開開開くくくく

OrCAD SDT III、IV で作成した回路図を Advanced Schematicで開くには以下の手順で操作を行います。

1. SCHタブをクリックし、スケマティックエディターを起動します。

2. Tools-Add/Remove Library…(ﾂｰﾙ-ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの登録…)を選択します。

3. Change Library File Listダイアログボックスが表示されます。Protel形式で保存し
たライブラリーファイル(*.lib)を選択し、Add ボタンで Selected Files:に登録しま
す。(ライブラリーの登録についての詳しい説明は Step5を参照してください。)
登録したら OKボタンでダイアログボックスを閉じます。

4. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)を選択します。Open Documentダイアログボックスが表示
されます。Editorを Schに、ファイルの種類 (T):を OrCAD Schematic Files(*.sch)
に設定し、ファイルを選択して OKボタンをクリックします。

5. 画面に OrCADの回路図がオープンされ、作業が開始できます。

Note: OrCADの回路図を開いた際に、元の図面と部品の位置などが若干ずれて表示される場合があります。これはProtel、OrCAD

の双方の CADのデーターの違いから発生するもので、Advanced Schematicで使用するには修正作業が必要となります。

6. Advanced Schematicで作業を継続する場合には File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて保存)を選択します。Save
Document Asダイアログボックスが表示されます。ファイル名 (N):に保存するファイル名を記入し、ファ
イルの種類(T):の設定を Advanced Schematic binary file(*.sch)に設定します。設定が終了したら開く(O)
ボタンをクリックします。

これで OrCAD のスケマティックファイルは Protelの形式に変換されました。以降は、Protelの回路図とし
て他の回路図ファイルと同じ様に使用することができます。

OrCAD フフフファァァァイイイイルルルルととととポポポポーーーートトトトの長さにの長さにの長さにの長さにつつつついいいいてててて…

OrCAD で作成されたファイルを読み込むと、自動的に Option-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)のダイアログ
ボックスの OrCAD (TM) Portsにチェックが入ります。これは、OrCADと互換性を持たせるためにポートの
長さを制限する機能です。Advanced Schematicではポートの長さを自由に変更できますが OrCAD ではポー
トの長さはポート名に比例して決定されます。

OrCAD のファイルを読み込むと
OrCAD ™ Portが Onになります。
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回路図編集後に、OrCAD フォーマットで保存する必要がある場合には、このチェックは入れたままにして
おいてください。OrCAD の回路図を Advanced Schematicで編集作業を続ける場合にはこのチェックは外し
てください。チェックをはずさないでそのままにしておくと他の図面のポートの長さも制限されていまいま
す。

OrCAD™Portsが ONの場合、ポートの長さはポ
ート名に比例して決められ、マウスでの長さ変
更はできません。
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Step 16-3 OrCAD 形形形形式での回路図の保式での回路図の保式での回路図の保式での回路図の保存存存存

OrCAD形式で回路図を保存するには File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を付けて保存)を選択します。Save Document As
ダイアログボックスが表示されます。ファイルの種類 (T):を OrCAD Schematic(*.sch)に設定します。ファイ
ルを保存するドライブ、フォルダを選択して保存(S)ボタンをクリックすると、回路図が OrCADの形式で保
存されます。

Note:  OrCAD 形式で保存すると、SCH ファイルが OrCAD SDT の形式に変換されるため、部品情報がすべて削除されます。
OrCAD SDT で再度 図面を編集する場合には OrCAD のライブラリーが必要です。また、回路図上のグラフィックや、128 文
字を超えるテキストなど、OrCADでサポートされていないオブジェクトは削除されます。

Note:  回路図のファイル(*.sch)は OrCAD SDT 形式で保存できますが、ライブラリーファイル(*.lib)は OrCAD 形式では保存で
きません。
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  Step 17 Protel Schematic の旧の旧の旧の旧ババババーーーージジジジョョョョンンンンとの互換との互換との互換との互換性性性性ににににつつつついいいいてててて

Advanced Schematic 98は Protelの旧バージョンと互換性があり、旧バージョンで
作成したファイルを使用することができます。この章では Protelの旧バージョン
で作成されたファイルの操作方法について説明します。

Step17 のののの内内内内容容容容

Step 17-1 Advanced Schematic 3.x･ 2.xとの互換性 Step17  Page2

Advanced Schematic 3.xとの互換性 Step17  Page2

Advanced Schematic 2.xとの互換性 Step17  Page2

Step 17-2 DOSバージョンとの互換性 Step17  Page3

DOSバージョンの回路図ファイルを開く Step17  Page3

DOSバージョンのライブラリーの読み込み方法 Step17  Page3

Protel DOS版 互換のライブラリーについて… Step17  Page4
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Step 17-1 Advanced Schematic 3.x ････2.x ととととのののの互互互互換換換換性性性性

Advanced Schematic 3.x ととととのののの互互互互換換換換性性性性

Advanced Schematic 98は、回路図、ライブラリーファイルとも、Advanced Schematic 3.xとファイル形式が全
く同じですので、Advanced Schematic 3.xで作成されたファイルをそのまま Schematic 98で使用することがで
きます。また、Schematic 98 で作成したファイルを Schematic 3.xで編集することもできます。

Advanced Schematic 2.x ととととのののの互互互互換換換換性性性性

Advanced Schematic 2.xのファイル形式は、Advanced Schematic 98とほぼ同じです。Advanced Schematic 2.x
で作成されたファイルをそのまま Schematic 98で使用することができます。また、Schematic 98 で作成した
ファイルを Schematic 2.xで編集することもできます。

プロセスコンテナについて

Advanced Schematic 3.0から、回路図にコマンドプロセスのパラメーターを定義するプロセスコンテナの機
能が追加されました。このプロセスコンテナは、Advanced Schematic 2.xではサポートされていないため、
プロセスコンテナが配置された回路図を Advanced Schematic 2.xで読み込んだ場合、プロセスコンテナのみ
削除されます。

プロセスコンテナはサンプル図面 Demo1.prjに配置されています。

 Advanced Schematic 98 Advanced Schematic 2.4

プロセスコンテナ

同じ図 面を Advanced Schematic 2.4

で読み込んだ様 子。

プロセスコンテナは表示されません。
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Step 17-1 Protel DOS バージョンとの互換バージョンとの互換バージョンとの互換バージョンとの互換性性性性

DOSババババーーーージジジジョョョョンンンンのののの回路回路回路回路図図図図フフフファァァァイルイルイルイルをををを開開開開くくくく

DOS版で作成した回路図は、File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)で読み込むことができます。

1. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)を選択します。Open Documentダイアログボックスが表示されます。

2. Editor を Sch に設定し、ファイルの種類 (T):を Protel DOS Schematic files(*.s??)に設定します。回路図
ファイルが保存されているフォルダまで移動すると該当するファイルが表示されます。

3. ファイル名をマウスで選択して、開く (O)ボタンをクリックするとファイルが開かれます。

Note:  DOS 版で作成した回路図は上記の手順で Advanced Schematic に読み込むことができますが、Advanced Schematic か
ら DOS版のフォーマットで保存することはできません。

DOSババババーーーージジジジョョョョンンンンののののライライライライブブブブラリーラリーラリーラリーのののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ方方方方法法法法

Advanced Schematicでは Protel DOSスケマティックで作成されたライブラリーは直接読み込むことができま
せん。DOS版で作成したライブラリーを Advanced Schematicで使用するには DOSスケマティックで回路図
上にすべての部品を配置して、配置された回路図を上記の手順で Advanced Schematicで読み込みます。

DOS版のスケマティックエディターでは、回路図上で直接、部品の編集をすることができますが、Advanced
Schematicでは部品の編集は回路図上では行わず、すべてライブラリーエディターを使って行ないます。DOS
版で作成した回路図の部品を編集するには以下の手順でライブラリーファイルを作成して、ライブラリーエ
ディターで部品の編集をします。

1. DOS版のスケマティックエディターでライブラリーの部品をすべて回路図に配置します。

2. 部品を配置した回路図を Advanced Schematicで読み込みます。

3. 画面に回路図が表示されたら Tools-Make Project Library(ﾂｰﾙ-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの作成)を選択します。

4. Save Project Libraryダイアログボックスが表示されますので、保存するフォルダとファイル名を指定し
て保存(S)ボタンをクリックします。(回路図からライブラリーを作成する方法については、Step6-6を参
照してください。)

5. ライブラリーファイルが作成され、ライブラリーエディターに部品が表示されます。

これで Protel DOS版のライブラリーは Advanced Schematicの形式に変換されました。以降は、Advanced
Schematicのライブラリーとして他のライブラリーと同じ様に使用することができます。
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Protel DOS 版版版版 互互互互換換換換ののののラララライイイイブブブブラリーラリーラリーラリーににににつつつついいいいてててて

Advanced Schematicに は 多 く の ラ イ ブ ラ リ ー が 付 属 し て い ま す が 、
Sch98¥Library¥Dosold フォルダに、ファイル名に D_ が付くライブラリーファイル
が保存されています。これは Protel DOSスケマティックで付属されているライブラリ
ーに対応するライブラリーファイルです。

Advanced Schematicに付属している Protel DOS互換のライブラリー

Note:  ファイル名に D_が付く Protel DOS 互換のライブラリーには、De-Morgan、IEEE モードで
の部品はありません。

上記のライブラリーファイルは、Protelの DOS版に付属しているライブラリーと同じ
内容になっています。Advanced Schematicで回路図を作成する場合には必要ありません。
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  Step 18 デデデデーーーータタタターーーーベベベベースースースースのののの活用に活用に活用に活用につつつついいいいてててて

Advanced Schematic 98では DbaseⅢまたはⅣ形式のデーターベースの入出力機能が
あります。この章では、データーベースの機能の紹介と操作方法を説明します。

この章では、データーベースの概念や構造等の基礎的な説明は省略させていただ
きます。データーベースの概略に関しては、関連する書籍を参照してください。

Step18 のののの内内内内容容容容

Step 18-1 データーベースを作成する Step18  Page2

Step 18-2 データーベースの読み込み Step17  Page4

Step 18-3 データーベースとの自動リンク Step17  Page5
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Step 18-1 デデデデーターーターーターーターベベベベーーーースを作成すスを作成すスを作成すスを作成するるるる

回路図上の部品を元にデーターベースファイルを作成します。 (すでにデーターベースが作成されている場
合は必要ありません。)

1. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)でデーターベースを使用する回路図ファイル(*.SCH)を開きます。

2. データーベースファイルを作成します。File-Export to Database(ﾌｧｲﾙ-ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽの出力)を選択して下さ
い。

3. Export to Databaseダイアログボックスが表示されます。各項目を設定します。

Export to Databaseダイアログボックス

① Database Path データーベースファイルを作成するフォルダを記入します。Browse ボタンを
クリックすると、ダイアログボックスでフォルダを指定できます。

② Database Format データーベースファイルのフォーマットをDBASE ⅣまたはⅢから選択します。

③ Primitives 回路図からデーターベースファイルへ出力するオブジェクトを設定します。部
品情報を出力する場合は、マウスで Partを選択して>ボタンをクリックします。

④ Attriburtes Primitivesの一覧で選択したオブジェクトが持つ属性が表示されます。>ボタン
で選択した項目を Selected Primitivesに追加します。>>ボタンをクリックすると
すべての項目が追加されます。Selected Primitivesに登録されているオブジェク
トの属性が、データーベースに出力されます。

⑤ Export Scope

Scope Scopeではデーターベースに出力する範囲を以下の 3つから選択します。

Current Sheet 開いている回路図のみ
Current Project 開いているプロジェクト
All Open Sheet 開いているすべての回路図

Include Sheet Name チェックを入れるとデーターベースのフィールドにシート名が記載されます。

Only Selected Items チェックを入れるとセレクトされている部品のみを出力します。

4. 設定ができたら OKボタンをクリックして下さい。データーベースファイルが作成され、EDA Clientの
テキストエディターにレポートが表示されます。レポートには作成されたデーターベースと基になる回

①

②

③

④

⑤
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路図のファイル名が記載されます。

5. 

レポートファイルの例

The following table(s) were created
D:¥CLIENT¥SCH3¥DEMO¥Parts.dbf
From D:¥CLIENT¥SCH3¥DEMO¥DEMO.SCH

回路図ファイル名

作成されたデーターベースファイル
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Step 18-2 デデデデーターーターーターーターベベベベーーーースの読み込スの読み込スの読み込スの読み込みみみみ

外部データーベースの読み込みは、File-Import Database(ﾌｧｲﾙ-ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽから読み込み)で行います。

① Primitives データーベースから読み込むオブジェクトを選択します。部品の場合に
は Partにチェックを入れます。

② Database Filename データーベースファイルを指定します。Browseボタンをクリックすると、
ファイルを検索できます。

③ Scope データーベースを読み込む範囲を指定します。

All Open Sheet 開いているすべてのシート

Current Sheet 現在のシートのみ

④ Action データーベースの読み込み方法を設定します。

Update Only 更新のみ

Update and Add 更新と追加

Add Only 追加のみ

⑤ Apply only to Selected… チェックを入れると、スケマティックでセレクトされているオブジェク
トにのみデーターベースが読み込まれます。

Map Database Fields to Importでは、データーベースの読み込みフィールドと、スケマティックのオブジェク
トのフィールドの割り当てを行います。

⑥ Object's Attributes Primitivesで選択されているオブジェクトの属性が表示されます。

⑦ Database Fields Database Filenameで指定したデーターベースに含まれているフィールド
が表示されます。

⑧ >>ボタン Object's Attributesと Database Fieldsで選択されている項目を Mapped
Attributesに追加します。

⑨ <<ボタン Mapped Attributesに登録されているフィールドを削除します。

⑩ Mapped Attributes Object's Attributesと Database Fieldsから登録されたフィールドが表示され
ます。ここに各フィールドを登録すると、データーベースとスケマティ
ックのオブジェクトのフィールドの割り当てになります。チェックボッ
クスにチェックを入れると、キーフィールドとして認識されます。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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Step 18- 3 デデデデーターーターーターーターベベベベーーーースとの自動リンスとの自動リンスとの自動リンスとの自動リンクククク

1. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く)で読み込みを行う回路図を開きます。

2. Option-Database Link(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽﾘﾝｸ)を選択して下さい。Linking Setupダイアログボックスが表
示されます。このダイアログボックスでデーターベースリンクの設定を行います。

3. 回路図の部品の Part Field 1-16 にデーターベース情報を読み込む設定を行います。まず Part Field 1のチ
ェックボックスにチェックを入れ、Configue…ボタンをクリックして下さい。Database link for Part Field 1
ダイアログボックスが表示されます。読み込みを行うデーターベースファイルとフィールドを設定しま
す。

① Database Filename 読み込むデーターベースのファイル名を記入します。読み込み可能な形式は
DBASE IV 又は III フォーマットです。Browse…ボタンをクリックするとフ
ァイルを検索できます。

② Update Part Field With 現在の部品フィールドに読み込むデーターベースのフィールドを設定
します。

③ Current Part Field Link 現在設定しているフィールド名が表示されます。ここは変更しません。

④ Database Fields データーベースに含まれているフィールド名が表示されます。

⑤ Part Attributes Advanced Schematicの部品に含まれているフィールド名が表示されます。

⑥ >>ボタン Database Fieldsと Part Attributesで選択されているフィールドを、Key
Fields(キーフィールド)に登録します。

⑦ <<ボタン Key Fieldsに設定されている項目を削除します。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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設定ができたら Enable External Linkにチェックを入れ、OKボタンをクリックして Linking Setupダイア
ログボックスに戻り、同じ方法で他のフィールドの設定も行います。

4. 各フィールドの設定ができたら Linking Setupダイアログボックスで、読み込みの時間間隔とメッセージ
の設定をします。

① Show Errors データーベースリンクの際に発生したエラーを表示します。エラーは、データーベースに
接続できなかった場合や、フィールドの指定ミス等が考えられます。

② Show Warnings データーベースリンクの際に発生したワーニングを表示します。

③ Update every データーベースとリンクする時間間隔を設定します。(単位:分)

5. 設定ができたら OKボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じます。

① ②

③
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EDA Client のののの機機機機能能能能
EDA Clientに関する機能はクライアントメニュー (File メニューの左側の下向きの矢印)で行います。このメニュ
ーで実行できるコマンドはスケマティックでも PCBでもすべて同じです。

EDA Clientに関する機能には以下のものがあります。

カスタマイズ メニューやツールバー、ショートカットキーを設計者に合わせて変更および追加す
ることができます。

オートバックアップ EDA Client環境で動作するスケマティックや PCBなどで、作業中に一定の時間間隔
で作業中のファイルを自動保存(バックアップ)します。

マクロ 頻繁に行う操作などを Client Basic、Client Pascalを使用してマクロを作成することが
できます。

その他 EDA/Client 環境で動作する Protel社の各製品のバージョン確認や、EDA/Client 環境
の設定等を行います。

EDA Client のののの機機機機能能能能
カスタマイズ EDA Clientの機能 Page2

メニューのカスタマイズ EDA Clientの機能 Page2

ツールボタンのカスタマイズ EDA Clientの機能 Page6

ショートカットキーのカスタマイズ EDA Clientの機能 Page9

デフォルトに戻すには EDA Clientの機能 Page12

オートセーブ機能 EDA Clientの機能 Page13

マクロ機能 EDA Clientの機能 Page14

マクロを実行する EDA Clientの機能 Page14

その他 EDA Clientの機能 Page15

EDA/Clientの設定 EDA Clientの機能 Page15

バージョンの確認方法 EDA Clientの機能 Page16

カスタマイズなどの EDA Client に関す
る機能はクライアントメニューで行い
ます。
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カスタカスタカスタカスタママママイイイイズズズズ

EDA/Client環境で動作する Advanced Schematicや PCBなどの各エディターは、メニュー、ツールボタン、
ショートカットキーを設計者に合わせてカスタマイズすることができます。

カスタマイズを行うには、カスタマイズするエディターを起動し、クライアントメニュー (File メニューの左の
下向きの矢印)から Customize…を選択します。

Customize Resourcesダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで現在のエディターのカ
スタマイズを行います。

メメメメニニニニュュュューーーーののののカスカスカスカスタタタタママママイイイイズズズズ

メニューのカスタマイズは Customize Resourcesダイアログボックスの Menusタブで行います。Current
Menuには現在使用しているメニューが表示されています。

以下にメニューのカスタマイズの手順を説明します。ここでは例として Schematic Menuのカスタマイズ
を説明します。

1. スケマティックエディターを起動し、クライアントメニュー (File
メニューの左の下向きの矢印)の Customize…を選択します。
Customize Resourcesダイアログボックスが表示されますの
で、Menusタブを表示します。

2. Current Menuからカスタマイズする SchematicMenuを選択
して、マウス右ボタンをクリックします。プルダウンメニ
ューが表示されますので、Replicate…を選択します。

3. メニューが複製され、Menu Propatiesダイアログボックスが
表示されます。

4. Nameにはコピーされたメニューの名前が表示されています。
ここで新規に作成するメニューの名前に変更します。

名前の変更例

Customize Resourcesダイアログボックス
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5. メニューの変更を行います。メニューの一覧では File が選択されており、ダイアログボックスの
下側の Menu Textには画面に表示されるメニューの名前、Processには割り当てられているプロセ
スの名前が表示されています。

 Menu Textは&File{F}となっています。F の前の&は回路図作成中に Alt+F キーを押すと File
メニューが表示されることを示しており、{F}は F キーを押すとカーソルの位置に File メニュ
ーが表示されることを示しています。括弧{} を使用したショートカットはトップメニュー (File
や Editなどのプルダウンメニューを表示させるもの)に使用できます。

 &Fileの場合は Alt+Fキー File{F}の場合は Fキー

Processを見ると Noneとなっており、File の文字にはコマンド
が割り当てられていない状態を示しています。

5. メニュー一覧から Fileメニューをダブルクリックしてください。
Fileメニューの一覧が表示されます。

6. マウス右ボタンをクリックしてください。プルダウンメニューが
表示されますので、Expand を選択するとすべての項目が展開し
て表示されます。

7. 表示された Fileメニューの中からNewをクリックしてください。
Menu Textには&New と記入されており、Processには Client:CreateNewDocumentプロセスが割り
当てられていることがわかります。



EDA Clientの機能

EDA Clientの機能  Page4

Processの内容について詳細を参照する場合には Info ボタンをクリックします。オンラインヘル
プの該当する項目が表示されます。

Parametersにはプロセスに必要なパラメータを記入します。パラメータの記入方法についてはも
Info ボタンを押してヘルプで参照できます。オンラインヘルプを参照すると File-Newに割り当て
られている Client:CreateNewDocumentプロセスの場合は Document Typeのパラメータを指定でき
ることがわかります。

パラメータの記入方法

EDA クライアントで使用できるプロセスには、パラメータを設定することができます。例えば、回路
図にテキストを配置するプロセス Sch:PlaceAnnotationには S(テキストの内容)や Color(色)のパラメータ
を指定することができます。この様に、ほとんどのコマンドにパラメータを指定することができます。

パラメータを複数設定する場合には、各パラメータは | で区切ります。以下の様にパラメータを指定
した場合には図の様にテキストが配置されます。

パラメータの種類はコマンドによって異なります。ダイアログボックスの Info ボタンを押すとオンラ
インヘルプが表示され、パラメーターの種類と記入方法を参照できます。

7. メニューを日本語化する場合は Menu Textに日本語(例: 新規作成
(&N))を記入します。この場合、File-新規作成のショートカット
キーは F-Nとなります。この様に Menu Textに日本語を入力し、
ショートカットの文字の前に&を入力してメニューのカスタマイ
ズを行います。ショートカットの文字は英数字のみです。

8. 新しいコマンドを追加する場合は、メニューを追加す
る位置でマウス右ボタンをクリックして Add を選択し
ます。Menu Itemという新しいメニューが表示されます。
ダイアログボックスの下側にある Menu Itemに表示さ
せるメニューの名前を入力し、Processに実行するプロ
セスを割り当てます。Browse ボタンをクリックすると
EDA Client 内で実行可能なプロセス一覧が表示されま
す。実行するプロセスにパラメータが必要な場合には、
Parameterに記入します。

9. メニューを作成する際に機能別に区切りを入れたい場
合があります。Schematic Menuも機能別にメニューが
区切られています。図の様にメニューを区切る場合に
は、Separaterボタンを押します。

10. メニューを削除したい場合には、削除するメニューをマウス右ボタンでクリックして、プルダウ
ンメニューから Deleteを選択します。

11. メニューを 1つ上へ、または 1つ下へ移動するには、移動したいメニューをマウス右ボタンでク
リックして、プルダウンメニューから Upまたは Downを選択します。

12. メニューを一段階右へ、または左へ移動する場合には、移動したいメニューをマウス右ボタンで
クリックして、プルダウンメニューから Leftまたは Rightを選択します。

TestS=Test | Color=16711680 | FontID=12 0 0 1 0 0 Arial
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13. メニューを他の離れた場所に移動したい場合には Up、Down、Left、Rightを繰り返し操作するこ
とで可能ですが、Cutや Copyを使用すると簡単に行うことができます。

14. 編集中のメニューを確認するには、マウス右ボタンをクリックして、プルダウンメニューから Test
Menu…を選択してください。編集中のメニューがテスト表示されます。ここで表示されるメニ
ューはテスト用ですので、コマンドの実行は行われません。

15. メニューの編集が終了したら OK ボタンをクリックして
Customize Resoucesダイアログボックスに戻ります。Current
Menuの設定を作成したメニューに設定して、Close ボタン
をクリックします。これで、カスタマイズしたメニューを
使用することができます。

既存のメニューのカスタマイズ

メニューを新規に作成するのではなく、既存のメニューに変更を加える場合には、メニューバーの右
側をダブルクリック、または、Customize Resoucesダイアログボックスの Current Menuで、変更する
メニューを選択してマウス右ボタンのメニューから Edit…を選択します。

カスタマイズの操作手順は同じです。Advanced Schematicで用意されているメニューをカスタマイズ
した場合には、デフォルトに戻すと、カスタマイズした内容は消去されます。

メニューの右側をダブルクリッ
クすると Menu Propatiesダイア
ログボックスが表示されます。
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ツツツツーーーールルルルボボボボタタタタンのンのンのンのカカカカススススタタタタママママイイイイズズズズ

ツールボタンのカスタマイズは Customize Resourcesダイアログボックスの Toolbarsタブで行います。

以下にツールバーのカスタマイズの手順を説明します。ここでは例としてスケマティックツールバーの
カスタマイズを説明します。

1. クライアントメニュー (File メニューの左の下向きの矢印)か
ら Customize…を選択します。Customize Resourcesダイ
アログボックスが表示されたら Toolbars タブを表示し
ます。

2. Available Toolbarsの中からカスタマイズするツールバー
を選択して、マウス右ボタンをクリックします。プルダ
ウンメニューが表示されますので、Replicate…を選択
します。

3. ToolBar Propatiesダイアログボックスが表示されます。
Nameにはコピーされたツールバーの名前が表示されています。ここで新規に作成するツールバ
ーの名前に変更します。

4. では、ツールボタンを 1 つ追加します。ボタンを追加する位
置で、マウス右ボタンをクリックしてください。プルダウン
メニューが表示されますので、Add…を選択します。

5. 新しいボタンが追加されました。実行するプロセスが割り当
てられていないため、[None]と表示されています。では、こ
のボタンの設定を行います。 [None]のボタンをダブルクリッ
クしてください。Buttonダイアログボックスが表示されます。

Button ダイアログボックス

6. Processにこのボタンで実行するプロセスを割り当てます。Browse…ボタンをクリックしてくだ
さい。Browse Procesダイアログボックスが表示され、EDA/Client環境で使用できるすべてのプロ
セスが一覧表示されています。プロセスの詳細を確認する場合には、目的のプロセスをマウスで
選択し、Infoボタンをクリックします。オンラインヘルプが表示され、内容が確認できます。

7. 例としてシートに文字を配置するプロセス Sch:PlaceAnnotation を選択して OK ボタンをクリッ
クしてください。Bottunダイアログボックスに戻り、Processに Sch:PlaceAnnotation が記入され
ていることがわかります。
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8. Parametersにはプロセスに必要なパラメータを記入します。パラメータの記入方法については Info
ボタンを押してヘルプで参照できます。

パラメーターの記入方法

EDA クライアントで使用できるプロセスには、パラメータを設定することができます。例えば、回路
図にテキストを配置するプロセス Sch:PlaceAnnotationには S(テキストの内容)や Color(色)のパラメータ
を指定することができます。この様に、ほとんどのコマンドにパラメータを指定することができます。

パラメータを複数設定する場合には、各パラメータは | で区切ります。以下の様にパラメータを指定
した場合には図の様にテキストが配置されます。

パラメータの種類はコマンドによって異なります。ダイアログボックスの Info ボタンを押すとオンラ
インヘルプが表示され、パラメーターの種類と記入方法を参照できます。

6. Bitmap File にツールボタンに表示させるビットマップファイル(*.bmp)を指定します。Browse ボ
タンをクリックすると、bmpファイルを選択するダイアログボックスが表示されます。また、Edit
ボタンを押すと、Windowsのペイントブラシが起動し、指定したビットマップを編集できます。

Note:  ツールボタンに割り当てるビットマップの大きさは 18X18ピクセルまでです。

7. ボタンの設定ができたら、OK ボタンをクリックして
Toolbar Propatiesダイアログボックスに戻ります。

8. ボタンを上下に移動するには、移動したいボタンをマ
ウス右ボタンでクリックして、プルダウンメニューか
ら Upまたは Downを選択します。

9. ツールバーに機能別に区切りを入れたい場合は、マウ
ス右ボタンでクリックして、プルダウンメニューから
Separatorを選択します。

10. ツールボタンを削除したい場合には、削除するボタンをマウス右ボタンでクリックして、プルダ
ウンメニューから Deleteを選択します。

11. ダイアログボックスの左のチェックボックスでツールバーを表示する位置を指定します。これら
の設定は画面上でツールバーを移動することでいつでも変更できます。

Floating ツールバーを画面中央にボックス型で表示します。
Fixed Top ツールバーを画面上側にバー型で表示します。
Fixed Left ツールバーを画面左側にバー型で表示します。
Fixed Right ツールバーを画面右側にバー型で表示します。
Fixed Bottom ツールバーを画面下側にバー型で表示します。
Always Float ツールバーの形状をボックス型に固定します。

12. ツールバーの設定が終了したら Closeボタンをクリックして Customize Resourcesダイアログボッ
クスに戻ります。

TestS=Test | Color=16711680 | FontID=12 0 0 1 0 0 Arial
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13. Available Toolbarsに、作成したツールバーが表示されていますので、チェックボックスにチェッ
クを入れます。Closeボタンでダイアログボックスを閉じると、作成したツールバーが画面に表
示されています。

既存のツールバーのカスタマイズ

ツールバーを新規に作成するのではなく、既存のツールバーに変更を加える場合には、ツールバーの
右側、またはタイトルをダブルクリックします。また、Customize Resoucesダイアログボックスの
Available Toolbarsで、変更するツールバーを選択してマウス右ボタンのメニューから Edit…を選択し
ます。

カスタマイズの操作手順は同じです。Advanced Schematicで用意されているツールバーをカスタマイ
ズした場合には、デフォルトに戻すと、カスタマイズした内容は消去されます。
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シシシショョョョーーーートトトトカカカカットットットットキキキキーーーーののののカカカカススススタマイタマイタマイタマイズズズズ

ショートカットキーのカスタマイズは Customize Resourcesダイアログボックスの Shortcut Keysタブで行
います。Current Shortcut Tableには現在のエディターで使用できるショートカットキーが表示されていま
す。

以下にショートカットキーのカスタマイズの手順を説明します。ここでは例として Schematic Hot Keyの
カスタマイズを説明します。

1. クライアントメニュー (File メニューの左の下向きの矢印)から
Customize…を選択します。Customize Resourcesダイアロ
グボックスが表示されたら Shortcut Keys タブを表示しま
す。

2. Current Shortcut Tableの中からカスタマイズするショート
カットテーブルを選択してマウスの右ボタンをクリックし
ます。プルダウンメニューが表示されますので、Replicate…
を選択します。

3. ショートカットテーブルが複製され、 ShortCut Tableダイ
アログボックスが表示されます。Nameにはコピーしたショートカットテーブルの名前が表示さ
れています。ここで新規に作成するショートカットテーブルの名前に変更します。

名前の変更例

4. では、ショートカットキーを追加します。マウス
の右ボタンをクリックして、プルダウンメニュー
から Add…を選択してください。[None]という新
しいショートカットキーが追加されます。

5. 新規に追加された[None]をダブルクリックします。
Short Cutダイアログボックスが表示されます。こ
こで、コマンドのパラメーターや、キーの割り当
てを設定します。

Shortcutダイアログボックス
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6. まず、実行するプロセスを割り当てます。Browse ボタンをクリックすると、Process Browserダ
イアログボックスが表示され、実行するプロセスを割り当てます。プロセスについて詳細を参照
する場合には Infoボタンをクリックします。オンラインヘルプの該当する項目が表示されます。

7. Parametersにはプロセスに必要なパラメータを記入します。パラメータの記入方法については Info
ボタンを押してヘルプで参照できます。

パラメーターの記入方法

EDA クライアントで使用できるプロセスには、パラメータを設定することができます。例えば、回路
図にテキストを配置するプロセス Sch:PlaceAnnotationには S(テキストの内容)や Color(色)のパラメータ
を指定することができます。この様に、ほとんどのコマンドにパラメータを指定することができます。

パラメータを複数設定する場合には、各パラメータは | で区切ります。以下の様にパラメータを指定
した場合には図の様にテキストが配置されます。

パラメータの種類はコマンドによって異なります。ダイアログボックスの Info ボタンを押すとオンラ
インヘルプが表示され、パラメーターの種類と記入方法を参照できます。

キーの割り当ては、Primary Key で行います。下の図の場合、一覧から Backspaceが選択されて
おり、さらに Alt Keyにチェックが入っています。この場合には Alt キーを押しながら Backspace
キーを押すとプロセスが実行されることになります。この様に、一覧からキーを選択し、必要に
応じて Alt、Ctrl、Shiftキーを使用します。

Use Secondary Key にチェックを入れると、Primary Keyに設定されているキーに、さらにキー
を追加することができます。例えば、RedoはCtrl + Backspaceに設定されていますが、更にSecondary
Key に Spaceキーを追加した場合には、Ctrl を押しながら Backspaceを押し、その後スペースキ
ーを押すことで Redoが実行される様になります。この様に Secondary Keyを設定することで、キ
ー操作は多くなりますが、他のコマンドとキー操作が重複しない様にすることができます。

Note:  キーの割り当ては、他のコマンドと重複して設定することはできません。

Note:  ダイアログボックスで表示されるキーの名前は、ジェネリックキー表記になっています。NEC PC98シリー
ズをお使いの方は以下の様にキー表記を読み替えてください。

ジェネリジェネリジェネリジェネリッッッックキークキークキークキー表表表表記記記記 NEC PC98キキキキーーーー

Caps Lock CAPS

Alt GRPH

BackSpace BS

Page Up ROLL DOWN

Page Down ROLL UP

End HELP

Home HOME CLR

キーの割り当てを設定したら OK ボタンをクリッ
クして Shortcut Tableダイアログボックスに戻りま
す。

TestS=Test | Color=16711680 | FontID=12 0 0 1 0 0 Arial
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5. 既に割り当てられているキーを削除したい場合には、削除するキーを選択し、マウス右ボタンを
クリックします。プルダウンメニューが表示されますので Deleteを選択します。

6. ショートカットテーブルの作成が終了したら、OK ボタンをクリッ
クして Customize Resourcesダイアログボックスに戻ります。

7. Current Shortcut Tableの設定を、作成したショートカットテーブル
に設定します。

8. OKボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じます。

既存のショートカットキーのカスタマイズ

現在使用しているショートカットキーに変更を加える場合には、クライアントメニュー(File メニュー
の左の下向きの矢印)からCustomize…を選択します。Customize ResoucesダイアログボックスのCurrent
Shortcut Tablesで、マウス右ボタンをクリックして、プルダウンメニューから Edit…を選択します。

カスタマイズの操作手順は同じです。Advanced Schematicで用意されているショートカットキーをカ
スタマイズした場合には、デフォルトに戻すと、カスタマイズした内容は消去されます。
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カカカカススススタタタタママママイイイイズしズしズしズしたたたたメメメメニニニニュュュューーーー、ツール、ツール、ツール、ツールババババー、ー、ー、ー、シシシショョョョーーーートトトトカカカカットキーットキーットキーットキーををををデデデデフフフフォルォルォルォルトトトトにににに戻戻戻戻すにすにすにすにはははは

カスタマイズしたメニュー、ツールバー、ショートカットキーを元の状態に戻すには…

1. クライアントメニュー (Fileメニューに左の下向きの矢印)からServers…
を選択します。

2. EDA Serversダイアログボックスが表示されます。デフォルトに戻
したいサーバーのアイコンを選択して、マウス右ボタンをクリック
します。プルダウンメニューが表示されますので、Propaties…を選
択します。

3. Configue Serverダイアログボックスが表示されますので、Defaultボ
タンを押します。

4. Confirm overwrite with default resources?(デフォルトに戻しますか?)と
メッセージが表示されまので"はい"をクリックしてください。

5. Close ボタンをクリックしてすべてのダイアログボックスを閉じてください。メニュー、ツール
バー、ショートカットキーがデフォルトの状態に戻ります。

メニュー、ツールバー、ショートカットキーの設定情報は EDA Client 終了時に Windowsディレクトリー
(Windowsがインストールされているディレクトリー)の Client98.rafと Client98.rcsの 2つのファイルに保存
されます。

カスタマイズした内容を、他のコンピューターにインストールされている Advanced Schematic 98で使用す
るには、Windowsディレクトリーに保存されている Client98.raf と Client98.rcs をコピーします。この際、
コピー元とコピー先のコンピューターでインストールされているフォルダが異なっている場合には、ツール
ボタンのビットマップの割り当て等に注意してください。
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オートオートオートオートセセセセーブ機ーブ機ーブ機ーブ機能能能能

オートセーブ機能は一定の時間間隔で作業中のファイルのバックアップを行います。EDA/Client 内でオープ
ンされているすべてのファイルに対して自動保存が行われます。

オートセーブに関する設定はクライアントメニュー (File メニューの左の下向
きの矢印)の Preferences…を選択します。Preferencesダイアログボックス
が表示されますので AutoSaveボタンをクリックします。

AutoSaveダイアログボックスには以下の設定項目があります。
Auto Saveダイアログボックス

① Enable チェックを入れると自動保存機能が有効になります。

② Number 1つのファイルの対して自動保存されるバックアップの数を指定します。最大:10

③ Time Interval 自動保存の時間間隔(分)を設定します。

④ Use backup folder チェックを入れるとバックアップファイルを保存するフォルダを Browse ボタンで指定
できます。チェックなしの場合には現在の作業フォルダに保存されます。

オートセーブ機能によって自動保存されたファイルには、拡張子に保存した順番を示す番号が付けられます。
例えば Numberを 3、Time Intervalを 15とした場合、Demo.schファイルの作業中には、15分間隔で Demo.0ch、
Demo.1ch、Demo.2chという 3つのファイルがバックアップとして保存されます。Demo.2cbのバックアップ
15分後には再度 Demo.0chから順番にバックアップが上書きされます。

バックアップファイルが作成される場所は、作業中のファイルと同じフォルダになりますが、Use backup
folderでバックアップのフォルダを指定しておけば、指定したフォルダにバックアップが作成されます。

Windowsのエクスプローラー等で、バックアップのフォルダを確認すると、複数のバックアップファイルが
作成されていることがわかります。どのファイルが一番新しいものかは、ファイルのタイムスタンプ (更新
時間)で確認できます。

①

②
③

④
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マクロマクロマクロマクロ機能機能機能機能

Advanced Schematicをはじめ、EDA/Client環境で動作する Protel製品ではマクロによる操作を行うことがで
きます。マクロは、Client Basic、または Client Pascalで記述し、インタープリタで実行されます。

マクロはテキストエディターで Client Basic、または Client Pascalで記述し、Client Basicは拡張子.BASで、
Client Pascalは拡張子.TRPで保存して下さい。マクロの構文に関してはオンラインヘルプ(マクロリファレン
ス)を参照してください。

ママママククククロロロロをををを実実実実行す行す行す行するるるる

記述したマクロを実行させるには

1. クライアントメニュー (Fileメニューの左の下向きの矢印)から Run Process…を選択します。

2. Run Processダイアログボックスが表示されますので、Browse…ボタンをクリックします。

3. Process Browserダイアログボックスが表示されます。プロセス一覧から Macro:RunMacro を選択し
ます。

4. OKボタンでをクリックします。

5. ダイアログボックスが表示されたら、実行するマクロのファイルを選択します。

または

1. クライアントメニュー (Fileメニューの左の下向きの矢印)から Run Script…を選択します。

2. ダイアログボックスが表示されますので、ファイルの種類 (T):の設定を、Client Basic(*.bas)または
Client Pascal(*.trp)から選択します。

3. 実行するマクロのファイルを選択して開く (O)ボタンをクリックします。

マクロの構文にエラーがある場合には、メッセージが表示され、テキストエディターにエラーの個所がハイ
ライト表示されます。

また、カスタマイズの機能を使用することで、メニューやツールボタンからマクロを実行することができま
す。メニューやツールボタンに割り当てる場合、Macro:RunMacroのパラメーターに実行するマクロのファ
イル名を記入します。(ドライブとディレクトリーも記入して下さい。)

パラメータの記入例
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そのそのそのその他他他他

EDA/Client のののの設設設設定定定定

EDA/Client の設定はクライアントメニューの Preferences…で行います。Preferencesダイアログボックスに
は以下の設定項目があります。

Preferencesダイアログボックス

① Create Backup Files ファイルを上書き保存する際に、バックアップを作成します。作成され
たバックアップファイルには XXX.~ch、XXX.~cb という様に、拡張子に
~が付きます。

② Save Defaults エディターの設定を設定ファイル(ini ファイル)に書き込みます。ON に
なっている場合には、エディターで使用した様々な設定内容が、アプリ
ケーション終了時に設定ファイルに保存され、次に起動した際に前回と
同じ設定で作業を始めることができます。初期設定では ON になってい
ます。

③ Enable Tip of the Day Onに設定されている場合、EDA Client起動時に、Protel Internationalのウ
ェブサイトに接続し、パネルにメッセージを表示します。

④ Display Tool Tips ツールバーにカーソルを移動すると表示されるツールチップの表示/非表
示を切り替えます。

⑤ Auto Save Settings… オートセーブ機能の設定を行います。(前項を参照)

⑥ Display Client System Font パネルやダイアログボックスに使用するフォントを設定します。詳細は
Step1-4を参照してください。

①

②

③

④
⑤

⑥

ツールチップ
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バージバージバージバージョョョョンの確認方ンの確認方ンの確認方ンの確認方法法法法

EDA/Clientで動作する Advanced Schematic 98や PCB98のバージョンを確認するには以下の手順で行います。

1. クライアントメニュー (Fileメニューの左の下向きの矢印)から Servers…を選択します。

2. EDA Serversダイアログボックスが表示されます。目的のエディター(スケマティックなら Sch)の
アイコンを選択し、マウス右ボタンをクリックします。プルダウンメニューが表示されますので、
About…を選択します。

3. ダイアログボックスが表示され、バージョン情報が確認できます。

Note:  Help-About(ﾍﾙﾌﾟ-ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報)のダイアログボックスで表示されるバージョンは、EDA/Client のバージョンです。製品のバージ
ョンではありません。Schや PCBの各製品のバージョンを確認する場合には、上記の方法で行ってください。
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ツールボタンツールボタンツールボタンツールボタン一一一一覧覧覧覧表表表表

Advanced Schematicにはコマンドを実行する多数のツールボタンが用意されています。個々の
ツールボタンの詳しい説明は関連項目を参照して下さい。

ツツツツーーーールボルボルボルボタタタタン一ン一ン一ン一覧覧覧覧表表表表
スケマティックエディター ツールボタン一覧表  Page1

Schematicメインツールバー ツールボタン一覧表  Page2

ワイヤリングツールバー ツールボタン一覧表  Page3

ドローイングツールバー ツールボタン一覧表  Page3

パワーオブジェクトツールバー ツールボタン一覧表  Page4

デジタルオブジェクトツールバー ツールボタン一覧表  Page5

ライブラリーエディター ツールボタン一覧表  Page7

ライブラリーメインツールバー ツールボタン一覧表  Page7

ライブラリードローイングツールバー ツールボタン一覧表  Page8

IEEEツールバー ツールボタン一覧表  Page9

テキストエディター ツールボタン一覧表  Page10

メインツールバー ツールボタン一覧表  Page10

スプレッドシート ツールボタン一覧表  Page11

スプレッドツールバー ツールボタン一覧表  Page11

スプレッドフォーマットツールバー ツールボタン一覧表  Page12

チャートグラフ ツールボタン一覧表  Page12

チャートツールバー ツールボタン一覧表  Page12

チャートタイプツールバー ツールボタン一覧表  Page13
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スケマスケマスケマスケマテテテティックエディックエディックエディックエディィィィタタタターーーー(回路図エディタ回路図エディタ回路図エディタ回路図エディターーーー)

スケマティックエディターには以下 5 つのツールバーが用意されています。View-Toolbars (表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ)で
ツールバーの表示/非表示の切替えを行うことができます。

Ø メインツールバー
Ø ワイヤリングツールバー
Ø ドローイングツールバー
Ø パワーオブジェクトツールバー
Ø デジタルオブジェクトツールバー

Schematic メメメメイイイインンンンツツツツーーーールルルルババババーーーー

Schematicメインツールバーにはファイル操作やカット&ペーストなどの機能が割り当てられています。

Schematicメインツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー 関連項関連項関連項関連項目目目目

プロジェクトマネージャの表示/非表示を切
り替えます。

View-Project Manager
(表示-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ)

Step 4-1

ブラウザパネルの表示/非表示を切り替えま
す。

View-Panel
(表示-ﾊﾟﾈﾙ)

Step 4-1

既存のファイルを開きます File-Open
(ﾌｧｲﾙ-開く)

Step 3-1

現在 作業中のファイルを上書き保存しま
す。

File-Save
(ﾌｧｲﾙ-上書き保存)

Step 3-2

プリントアウトの設定をします。 File - SetupPrinter
(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾘﾝﾀｰの設定)

Step 13

図面を拡大します。 View - Zoom-In
(表示-拡大)

Step 4-2

図面を縮小します。 View - Zoom-Out
(表示-縮小)

Step 4-2

図面全体を表示します。 View - Fit Document
(表示-ｼｰﾄ全体)

Step 4-2

プロジェクトのシート間を移動します。 Tools - Up/Down Hierarchy
(ﾂｰﾙ-階層間の移動)

Step 9-2

他のエディターとクロスプロービングを行
います。

Tools - Cross Probing
(ﾂｰﾙ-ｸﾛｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ)

Step 15

セレクトされているオブジェクトを切り取
ります。

Edit - Cut
(編集-切り取り)

Step 6-1

カット、又はコピーしたものを図面へ貼り
付けます。

Edit-Paste
(編集-貼り付け)

Step 6-1

範囲を指定してセレクトします。 Edit-Select-Inside Area
(編集-ｾﾚｸﾄ-範囲内)

Step 5-7

セレクトを解除します。 Edit-Deselect-All
(編集-ｾﾚｸﾄ解除-すべて)

Step 5-7
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セレクトされているオブジェクトを移動し
ます。

Edit-Move-Selection
(編集-移動-ｾﾚｸﾄ済みを移動)

Step 5-8

ドローイングツールバーの表示/非表示を切
り替えます。

View-Toolbars-Drawing Tools
(表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙﾊﾞｰ)

Step 4-1

ワイヤリングツールバーの表示/非表示を切
り替えます。

View-Toolbars-Wiring Tools
(表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ-ﾜｲﾔﾘﾝｸﾞﾂｰﾙﾊﾞｰ)

Step 4-1

プロセスコンテナの設定を行います。 Tools - Configue-Process Container
(ﾂｰﾙ-ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾃﾅの設定)

プロセスコンテナを実行します。 Tools-Run Process Container
(ﾂｰﾙ-ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾃﾅの実行)

ライブラリーの登録を行います。 Tools-Add/Remove Library
(ﾂｰﾙ-ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの登録)

Step 5-1

ゲートなどの部品のパートを切り替えま
す。

Edit-Increment Part Number
(編集-ﾊﾟｰﾄ番号の切り替え)

Step 5-1

アンドゥーを行います。 Edit-Undo
(編集-元に戻す)

Step 5-10

リドゥーを行います。 Edit-Redo
(編集-やり直し)

Step 5-10

オンラインヘルプの目次を表示します。 Help-Contents
(ﾍﾙﾌﾟ-目次)

Step 1-6

ワワワワイイイイヤヤヤヤリンリンリンリンググググツツツツーーーールルルルバーバーバーバー

ワイヤリングツールバーは回路図を作成する電気的なオブジェクト(ワイヤー、バスなど)を配置する際に使
用します。

ワイヤリングツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー 関連項関連項関連項関連項目目目目

ワイヤーを配置します。 Place-Wire
(配置-ﾜｲﾔｰ)

Step 5-4

バスを配置します。 Place-Bus
(配置-ﾊﾞｽ)

Step 5-4

バスエントリーを配置します。 Place-Bus Entry
(配置-ﾊﾞｽｴﾝﾄﾘｰ)

Step 5-4

ネットラベルを配置します。 Place-Netlabel
(配置-ﾈｯﾄﾗﾍﾞﾙ)

Step 5-4

電源、グランドを配置します。 Place-Power Port
(配置-電源･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

ライブラリーから部品を配置します。 Place-Part…
(配置-部品…)

Step 5-1

シートシンボルを配置します。 Place-Sheet Symbol
(配置-ｼｰﾄｼﾝﾎﾞﾙ)

Step 9

シートエントリーを配置します。 Place-Sheet Entry
(配置-ｼｰﾄｴﾝﾄﾘｰの追加)

Step 9
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ポートを配置します。 Place-Port
(配置-ﾎﾟｰﾄ)

Step 9

ジャンクション(接点)を配置します。 Place-Junction
(配置-ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ)

Step 5-4

プローブシンボルを配置します。 Place-Directives-Probe
(配置-ﾃﾞｨﾚｸﾃｨﾌﾞ-ﾌﾟﾛｰﾌﾞ)

スティミュラスシンボルを配置します。 Place-Directives-Stimulus
(配置-ﾃﾞｨﾚｸﾃｨﾌﾞ-ｽﾃｨﾐｭﾗｽ)

NoERCシンボルを配置します。 Place-Directives-No ERC
(配置-ﾃﾞｨﾚｸﾃｨﾌﾞ-No ERC)

PCBディレクティブを配置します。 Place-Directives-PCB Layout
(配置-ﾃﾞｨﾚｸﾃｨﾌﾞ-PCB ﾚｲｱｳﾄ)

ドドドドロロロローーーーイイイイングツングツングツングツーーーールルルルバーバーバーバー

ドローイングツールバーは電気的な属性を持たない視覚的な表現に用いるテキストや図形を配置する際に使
用します。

ドローイングツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー 関連項関連項関連項関連項目目目目

ラインを配置します。 Place-DrawingTools-Line
(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ﾗｲﾝ)

Step 5-6

ポリゴン(多角形)を配置します。 Place-DrawingTools-Polygons
(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ﾎﾟﾘｺﾞﾝ)

Step 5-6

円弧を配置します。 Place-DrawingTools-Arcs
(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ｱｰｸ)

Step 5-6

曲線を配置します。 Place-DrawingTools-Beziers
(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-曲線)

Step 5-6

テキストを配置します。 Place-Anntation
(配置-文字)

Step 5-6

テキストフレームを配置します。 Place-Text Frame
(配置-ﾃｷｽﾄ)

Step 5-6

四角形を配置します。 Place-DrawingTools-Rectangle
(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-四角形)

Step 5-6

四角形(丸い角)を配置します。 Place-DrawingTools-Round Rectangle
(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-丸型四角形)

Step 5-6

楕円を配置します。 Place-DrawingTools-Ellipses
(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ｴﾘﾌﾟｽ)

Step 5-6

円弧を配置します。 Place-DrawingTools-Pie Charts
(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ﾊﾟｲﾁｬｰﾄ)

Step 5-6

グラフィックを配置します。 Place-DrawingTools-Graphic
(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ｸﾞﾗﾌｨｯｸ)

Step 5-6

カット、コピーした部品を連続して配置し
ます。

Edit-Paste Array
(編集-ｱﾚｲ貼り付け)

Step 6-2
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パパパパワワワワーーーーオオオオブブブブジェジェジェジェククククトトトトツツツツーーーールルルルババババーーーー

Power Objectsツールバーは電源やグランドを配置する際に使用します。このツールバーのパワーオブジェク

トは Place-Power Port (配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)、またはワイヤリングツールバーの のボタンでも配置するこ
とができます。

Power Objectsツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー 関連項関連項関連項関連項目目目目

Bar形状のVCCシンボルを配置します。 Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Bar形状の+12シンボルを配置します。 Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Bar形状の+5シンボルを配置します。 Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Bar形状の-5シンボルを配置します。 Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Arrow形状のシンボルを配置します。ネット
名は定義されていません。

Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Wavw形状のシンボルを配置します。ネッ
ト名は定義されていません。

Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Bar形状のシンボルを配置します。ネット名
は定義されていません。

Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Circle形状のシンボルを配置します。ネット
名は定義されていません。

Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Arrow形状のGNDシンボルを配置します。 Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Power Grand形状のシンボルを配置しま
す。ネット名は定義されていません。

Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Signal Ground形状のシンボルを配置しま
す。ネット名は定義されていません。

Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

Earth形状のシンボルを配置します。ネット
名は定義されていません。

Place-Power Port
(配置-電源・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

Step 5-5

デデデデジジジジタタタタルルルルオオオオブジブジブジブジェェェェククククトトトトツツツツーーーールルルルババババーーーー

デジタルオブジェクトツールバーは、Advanced Schematicに添付されておりライブラリーから、抵抗やコン
デンサ、ゲートなどの部品を配置します。これらの部品はライブラリーを登録後に Place-Part(配置-部品)、
またはブラウザパネルからも配置できます。

Digital Objectツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー 関連項関連項関連項関連項目目目目

Device.libから1K抵抗(部品名:res2)を配置し
ます。

Place-Part(配置-部品) Step 5-1
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Device.libから4K7抵抗(部品名:res2)を配置
します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Device.libから10K抵抗(部品名:res2)を配置
します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Device.libから47K抵抗(部品名:res2)を配置
します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Device.libから100K抵抗(部品名:res2)を配置
します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Device.libから 0.01uFコンデンサ (部品
名:CAP)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Device.libか ら 0.1uFコ ン デ ン サ ( 部 品
名:CAP)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Device.libから1.0uF電解コンデンサ (部品
名:ELECTRO1)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Device.libから2.2uF電解コンデンサ (部品
名:ELECTRO1)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Device.libから10uF電解コンデンサ (部品
名:ELECTRO1)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Ns03-c.lib か ら NAND ゲ ー ト ( 部 品
名:74HC00)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Ns03-c.lib か ら NOR ゲ ー ト ( 部 品
名:MM74HC02)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Ns03-c.lib か ら イ ン バ ー タ ー ( 部 品
名:MM74HC04)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Ns03-c.lib か ら AND ゲ ー ト ( 部 品
名:MM74HC08)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Ns03-c.lib か ら OR ゲ ー ト ( 部 品
名:MM74HC32)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Ns03-c.lib か ら 74HC126( 部 品
名:MM74HC126)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Ns03-c.libからRS,CRフリップフロップ(部
品名:MM74C74)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Ns03-c.lib か ら XOR ゲ ー ト ( 部 品
名:MM74HC86)を配置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Ns03-c.libから(部品名:MM74HC138)を配置
します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1

Ns03-c.libから(部品名 :MM74HC245A)を配
置します。

Place-Part (配置-部品) Step 5-1
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ライブライブライブライブララララリーエディリーエディリーエディリーエディタタタターーーー

ライブラリーエディターには以下 3 つのツールバーが用意されています。View-Toolbars(表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ)でツ
ールバーの表示/非表示の切替えを行うことができます。

Ø ライブラリーメインツールバー
Ø ライブラリードローイングツールバー
Ø IEEEツールバー

ラララライイイイブブブブラリラリラリラリーーーーメメメメイイイインンンンツツツツーーーールルルルババババーーーー

ライブラリーツールバーにはファイル操作やカット＆ペーストなどの機能が割り当てられています。

ライブラリーメインツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー 関連項関連項関連項関連項目目目目

プロジェクトマネージャの表示/非表示を切
り替えます。

View-Project Manager
(表示-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ)

Step 4-1

ブラウザパネルの表示/非表示を切り替えま
す。

View-Panel
(表示-ﾊﾟﾈﾙ)

Step 4-1

ファイルを開きます。 File-Open
(ﾌｧｲﾙ-開く)

Step 3-1

ファイルを上書き保存します。 File-Save
(ﾌｧｲﾙ-上書き保存)

Step 3-2

プリントアウトの設定をします。 File-SetupPrinter
(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾘﾝﾀｰの設定)

Step 13

図面を拡大します。 View-ZoomIn
(表示-拡大)

Step 4-2

図面を縮小します。 View-ZoomOut
(表示-縮小)

Step 4-2

セレクトしたものを切り取ります。 Edit-Cut
(編集-切り取り)

Step 6-1

カット、又はコピーしたものを図面へ貼り
付けます。

Edit-Paste
(編集-貼り付け)

Step 6-1

範囲を指定してセレクトします。 Edit-Select-Inside Area
(編集-ｾﾚｸﾄ-範囲内)

Step 5-7

セレクトを解除します。 Edit-Deselect-All
(編集-ｾﾚｸﾄ解除-すべて)

Step 5-7

セレクトしたものを移動します。 Edit-Move-Selection
(編集-移動-ｾﾚｸﾄ済みを移動)

Step 5-8

ドローイングツールバーの表示/非表示を切
り替えます。

View-Toolbars-Drawing Tools
(表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ)

Step 4-1

IEEEツールバーの標示/非表示を切り替えま
す。

View-Toolbars-IEEE Tools
(表示-ﾂｰﾙﾊﾞｰ-IEEEﾂｰﾙ)

Step 4-1

アンドゥーを行います。 Edit-Undo
(編集-元に戻す)

Step 5-10
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リドゥーを行います。 Edit-Redo
(編集-やり直し)

Step 5-10

オンラインヘルプの目次を表示します。 Help-Contents
(ﾍﾙﾌﾟ-目次)

Step 1-6

ラララライイイイブブブブラリラリラリラリーーーードドドドローローローローイイイインンンンググググツールバツールバツールバツールバーーーー

ライブラリードローイングツールバーは線や塗りつぶし、ピンなどの部品を作成するためのオブジェクトを
配置します。

ライブラリードローイングツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー 関連項関連項関連項関連項目目目目

ラインを配置します。 Place-Line
(配置-ﾗｲﾝ)

Step 5-6

曲線を配置します。 Place-Beziers
(配置-曲線)

Step 5-6

円弧を配置します。 Place-Arcs
(配置-ｱｰｸ)

Step 5-6

ポリゴン(多角形)を配置します。 Place-Polygons
(配置-ﾎﾟﾘｺﾞﾝ)

Step 5-6

テキストを配置します。 Place-Text
(配置-ﾃｷｽﾄ)

Step 5-6

現在 開いているライブラリーに新しい部品
を追加します。

Tools-New Component
(ﾂｰﾙ-新規部品)

Step 8-2

部品(ゲートなど)に新しいパートを追加しま
す。

Tools-New Part
(ﾂｰﾙ-ﾊﾟｰﾄの追加)

Step 8-2

四角形を配置します。 Place-Rectangle
(配置-四角形)

Step 5-6

四角形(丸い角)を配置します。 Place-Round Rectangle
(配置-丸型四角形)

Step 5-6

楕円を配置します。 Place-Ellipses
(配置-ｴﾘﾌﾟｽ)

Step 5-6

グラフィックを配置します。 Place-Graphic...
(配置-ｸﾞﾗﾌｨｯｸ)

Step 5-6

カット、又はコピーしたものを連続して配
置します。

Edit-Paste Array...
(編集-ｱﾚｲ貼り付け)

Step 6-2

ピンを配置します。 Place-Pins
(配置-ﾋﾟﾝ)

Step 8-2
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IEEEツツツツーーーールルルルバーバーバーバー

IEEEツールバーは IEEE規格のシンボルを配置します。

IEEEツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー

論理否定子シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Dot
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Dot)

双方向信号シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Right Left Signal flow
(配置- IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Right Left Signal flow)

クロック入力シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Clock
(配置- IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Clock)

負論理入力シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Active Low Input
(配置- IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Active Low Input)

アナログ信号入力シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Analog Signal in
(配置- IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Analog Signal in)

非論理接続端子シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Not Logic Connection
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Not Logic Connection)

延期信号シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Postponed Output
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Postponed Output)

オープンコレクター出力シンボルを配置し
ます。

Place-IEEE Symbols-Open Collector
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Open Collector)

3ステート出力シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Hiz
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Hiz)

バッファー出力シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-High Current
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-High Current)

単安定素子シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Pulse
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Pulse)

固定遅延素子シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Delay
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Delay)

複数入力線シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Group Line
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Group Line)

2進複数入力の一括化信号シンボルを配置し
ます。

Place-IEEE Symbols-Group Binary
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Group Binary)

負論理出力シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Active Low Output
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Active Low Output)

乗算器シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Pi
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Pi)

Greater Equalシンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Greater Equal
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Greater Equal)

オープンコレクター出力抵抗内臓シンボル
を配置します。

Place-IEEE Symbols-Open Collector Pull Up
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Open Collector Pull Up)

オープンエミッタ出力シンボルを配置しま
す。

Place-IEEE Symbols-Open Emitter
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Open Emitter)
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オープンエミッタ出力抵抗内臓シンボルを
配置します。

Place-IEEE Symbols-Open Emitter Pull Up
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Open Emitter Pull Up)

Digital Signal inシンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Digital Signal in
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Digital Signal In)

インバーターシンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Invertor
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Invertor)

双方向信号シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Input Output
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Input Output)

左シフト入力を配置します。 Place-IEEE Symbols-Shift Left
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Shift Left)

Less Equalシンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Less Equal
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Less Equal)

加算機シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Sigma
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Sigma)

シュミットトリガを配置します。 Place-IEEE Symbols-Schmitt
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Schmitt)

右シフト入力シンボルを配置します。 Place-IEEE Symbols-Shift Right
(配置-IEEEｼﾝﾎﾞﾙ-Shift Right)

テキステキステキステキストトトトエディタエディタエディタエディターーーー

テキストエディターにはメインツールバーが用意されています。ツールバーにはファイル操作やカット＆ペ
ーストなどの機能が割り当てられています。View-Main Toolbars(表示-ﾒｲﾝﾂｰﾙﾊﾞｰ)でツールバーの表示/非表
示の切替えを行うことができます。

テキストエディター メインツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー 関連項関連項関連項関連項目目目目

プロジェクトマネージャの表示/非表示を切
り替えます。

View-Project Manager
(表示-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ)

Step 4-1

ファイルを開きます。 File-Open…
(ﾌｧｲﾙ-開く…)

Step 3-1

ファイルを保存します。 File-Save
(ﾌｧｲﾙ-上書き保存)

Step 3-2

プリントアウトの設定をします。 File-SetupPrinter
(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾘﾝﾀｰの設定)

選択した文字列を切り取ります。 Edit-Cut
(編集-切り取り)

カット、又はコピーした文字を貼り付けま
す。

Edit-Paste
(編集-貼り付け)

クロスプロービングを行います。 なし Step 15

アンドゥーを行います。 Edit-Undo
(編集-元に戻す)

Step 5-10

リドゥーを行います。 Edit-Redo
(編集-やり直し)

Step 5-10
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オンラインヘルプの目次を表示します。 Help-Contents
(ﾍﾙﾌﾟ-目次)

Step 1-6

スプレスプレスプレスプレッッッッドシードシードシードシートトトト

スプレッドシートエディターには以下 2 つのツールバーが用意されています。View(表示)メニューでツール
バーの表示/非表示の切替えを行うことができます。

Ø スプレッドツールバー
Ø スプレッドフォーマットツールバー

ススススププププレレレレッッッッドドドドツツツツーーーールバルバルバルバーーーー

スプレッドツールバーにはファイル操作やカット＆ペーストなどの機能が割り当てられています。

スプレッドツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー 関連項関連項関連項関連項目目目目

プロジェクトマネージャの表示/非表示を切
り替えます。

View-Project Manager
(表示-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ)

Step 4-1

ファイルを開きます。 File-Open...
(ﾌｧｲﾙ-開く...)

Step 3-1

ファイルを保存します。 File-Save
(ﾌｧｲﾙ-上書き保存)

Step 3-2

プリンタの設定をします。 File-Print...
(ﾌｧｲﾙ-印刷...)

選択した文字を切り取ります。 Edit-Cut
(編集-切り取り)

選択した文字をコピーします。 Edit-Copy
(編集-ｺﾋﾟｰ)

クリップボードの情報を貼り付けます。 Edit-Paste
(編集-貼り付け)

他のエディターとクロスプロービングを行
います。

なし Step 15

選択したセルを昇順に並べ替えます。 Format-Sort...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-並べ替え...)

選択したセルを降順に並べ替えます。 Format-Sort...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-並べ替え...)

選択したセルをもとにチャートグラフを作
成します。

Edit-Create Chart
(編集-ﾁｬｰﾄの作成)

選択したセルの総和を求めます。

オンラインヘルプを表示します。 Help-Contents
(ﾍﾙﾌﾟ-目次)

Step 1-6
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ススススププププレレレレッッッッドドドドフォフォフォフォーーーーママママッッッットトトトツツツツーーーールルルルバーバーバーバー

スプレッドフォーマットツールバーにはフォントの設定や、文字の整列などの機能が割り当てられています。

スプレッドツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー

選択した文字の書体を設定します。 Format-Font...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-ﾌｫﾝﾄ...)

選択した文字の書体を太字に変更します。 Format-Font...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-ﾌｫﾝﾄ...)

選択した文字に下線を付けます。 Format-Font...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-ﾌｫﾝﾄ...)

選択した文字を斜体にします。 Format-Font...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-ﾌｫﾝﾄ...)

選択した文字を標準の書体にします。 Format-Font...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-ﾌｫﾝﾄ...)

選択したセル内の文字を左に揃えます。 Format-Alignment...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-並べ替え...)

選択したセル内の文字を中央に揃えます。 Format-Alignment...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-並べ替え...)

選択した文字を斜体にします。 Format-Alignment...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-並べ替え...)

選択した文字列の折り返しを解除します。 Format-Alignment...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-並べ替え...)

選択した文字列の折り返しを行います。 Format-Alignment...
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-並べ替え...)

チャーチャーチャーチャートトトトグラグラグラグラフフフフ

チャートエディターには以下 2 つのツールバーが用意されています。View(表示)メニューでツールバーの表
示/非表示の切替えを行うことができます。

Ø チャートツールバー
Ø チャートタイプツールバー

チチチチャャャャーーーートトトトツツツツーーーールルルルバーバーバーバー

チャートツールバーにはファイル操作やカット＆ペーストなどの機能が割り当てられています。

チャートツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー 関連項関連項関連項関連項目目目目

プロジェクトマネージャの表示/非表示を切
り替えます。

View-Project Manager
(表示-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ)

Step 4-1
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ファイルを開きます。 File-Open
(ﾌｧｲﾙ-開く)

Step 3-1

ファイルを保存します。 File-Save
(ﾌｧｲﾙ-上書き保存)

Step 3-2

プリントアウトの設定をします。 File-Setup Printer
(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾘﾝﾀｰの設定)

選択したグラフをコピーします。 Edit-Copy
(編集-ｺﾋﾟｰ)

カット、又はコピーしたものを貼り付けま
す。

Edit-Paste
(編集-貼り付け)

オンラインヘルプの目次を表示します。 Help-Contents
(ﾍﾙﾌﾟ-目次)

Step 1-6

チチチチャャャャーーーートトトトタタタタイプイプイプイプツツツツーーーールバルバルバルバーーーー

チャートタイプツールバーにはグラフの表示方法を切り替える機能が割り当てられています。

チャートタイプツールバー

ボタボタボタボタンンンン 説説説説明明明明 メニュメニュメニュメニューーーー

2Dラインでグラフを表示します。 Format-2D Chart-Line
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-2D ﾁｬｰﾄ-折れ線ｸﾞﾗﾌ)

2D垂直バーでグラフを表示します。 Format-2D Chart-Bar
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-2D ﾁｬｰﾄ-縦棒ｸﾞﾗﾌ)

2D水平バーでグラフを表示します。 Format-2D Chart-Horizontal Bar
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-2D ﾁｬｰﾄ-横棒ｸﾞﾗﾌ)

2Dステップでグラフを表示します。 Format-2D Chart-Step
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-2D ﾁｬｰﾄ-ｽﾃｯﾌﾟｸﾞﾗﾌ)

2Dエリアでグラフを表示します。 Format-2D Chart-Area
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-2D ﾁｬｰﾄ-面ｸﾞﾗﾌ)

2D円形でグラフを表示します。 Format-2D Chart-Pie
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-2D ﾁｬｰﾄ-円ｸﾞﾗﾌ)

3Dラインでグラフを表示します。 Format-3D Chart-Line
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-3D ﾁｬｰﾄ-3D 折線ｸﾞﾗﾌ)

3D垂直バーでグラフを表示します。 Format-3D Chart-Bar
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-3D ﾁｬｰﾄ-3D 縦棒ｸﾞﾗﾌ)

3D水平バーでグラフを表示します。 Format-3D Chart-Horizontal Bar
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-3D ﾁｬｰﾄ-横棒ｸﾞﾗﾌ)

3Dステップでグラフを表示します。 Format-3D Chart-Step
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-3D ﾁｬｰﾄ-ｽﾃｯﾌﾟｸﾞﾗﾌ)

3Dエリアでグラフを表示します。 Format-3D Chart-Area
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-3D ﾁｬｰﾄ-3D 面ｸﾞﾗﾌ)

3D円形でグラフを表示します。 Format-3D Chart-Pie
(ﾌｫｰﾏｯﾄ-3D ﾁｬｰﾄ-3D 円ｸﾞﾗﾌ)
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Advanced Schematic 98 添付ライブラリーファイル添付ライブラリーファイル添付ライブラリーファイル添付ライブラリーファイル 一覧一覧一覧一覧
Advanced Schematic 98には標準で 20,000個以上の部品ライブラリーが添付されています。ライブラリーファ
イルは、デバイスメーカー別に各フォルダに格納されています。

 Actel

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

ACTEL.LIB 106 Field Programmable Gate Arrays

 Allegro

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

ALLEGRO.LIB 285 Integrated and discrete semiconductors (1995)

 Altera

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

AAASPLD.LIB 779 Altera Asic Programmable Logic Device
AAASUSEP.LIB 31 Altera Asic User Programmable
AAASWW.LIB 50 Altera Asic Internet
AAINSPEI.LIB 2 Altera Interface Special Interface
AAMEEPRO.LIB 26 Altera Memory EPROM
AAPRBARB.LIB 1 Altera Peripheral Bus Arbiter
AAPRMICE.LIB 6 Altera Peripheral Peripheral Miscellaneous
AAPRMISE.LIB 13 Altera Peripheral Microprogram Sequencer
ALTERA.LIB 605 Flex 10k, Flex8000, Max7000, Flashlogic, Max5000 (1995)

 Amd

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

AMCODAC.LIB 38 AMD Digital to Analog Converter (DAC)
AMD1.LIB 181 AMD PAL Device Data Book 1988
AMD2.LIB 192 AMD Memory Products Data Book 1989/1990
AMDANLOG.LIB 15 AMD analog timing circuit
AMDCOADC.LIB 9 AMD analog to digital Converters (ADC)
AMDMEM1.LIB 1757 Amd Electrically Erasable Programmable Read only Memorys (Inc Flash

Memories)
AMDMEM2.LIB 47 Amd memories (FIFO, Cache, Content Addressable, Application Specific)
AMDMEM3.LIB 8 Amd Dram Memories
AMDMEM4.LIB 2246 Amd Erasable Programable Read-Only Memories (EPROM)
AMDMEM5.LIB 1126 Amd Memory Devices (PROM)
AMDMEM6.LIB 419 AMD memories ROM (expressrom)
AMDMEM7.LIB 43 AMD Shift Registers
AMDMEM8.LIB 998 AMD Memories, Static Rams
AMDMEM9.LIB 14 AMD Memory (DRAM) Controllers
AMDPAL1.LIB 3 AMD programmable Gate array, (Special Functions)
AMDPAL2.LIB 786 AMD user programmable gate array. (excluding special function)
AMINCLOD.LIB 10 AMD Interface components, Clock Drivers
AMINMEMD.LIB 14 AMD interface (Memory Drivers)
AMINSAHA.LIB 1 AMD interface (sample and Hold Amplifiers)
AMINTRAN.LIB 128 AMD Interface Tranceiver
AMLOARIT.LIB 226 AMD Arithmetic Digital Logic
AMLOBUFF.LIB 107 AMD logic (Buffer Drivers)
AMLOBUSE.LIB 6 AMD logic (Multiple Bus Exchange)
AMLOBUST.LIB 378 AMD logic (Bus Tranceivers)
AMLOCOMP.LIB 36 AMD logic (Digital Comparitor)
AMLODEDM.LIB 68 Amd logic digital decoder de-multiplexer
AMLOEDAC.LIB 24 Error Detection And Correction Edac
AMLOEN.LIB 34 Amd Logic Digital Encoder
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AMLOENDE.LIB 5 Digital Encoder/decoder
AMLOFF.LIB 279 Amd Logic flip-flops
AMLOLATC.LIB 151 D-Type Latch
AMLOMONO.LIB 17 Amd Logic Monostable
AMLOMUL.LIB 55 Amd Logic Digital Multiplexer
AMLOPAGC.LIB 7 Amd Logic Parity Generator/checker
AMLOPIPE.LIB 37 Amd Logic Pipeline Register
AMLOSAPA.LIB 17 Amd Logic Successive Approximation Register
AMLOSHIF.LIB 12 Amd Logic Shifter
AMLOSPEC.LIB 58 Amd Logic Special Logic Circuit
AMMIARIT.LIB 5 AMD Arithmetic Processor
AMMIBCON.LIB 4 AMD Bus Controllers
AMMICLGE.LIB 10 AMD Clock Generators
AMMIDITA.LIB 9 AMD Disk / Tape Circuits
AMMIDMAC.LIB 10 AMD Dma Contollers
AMMIENCR.LIB 5 AMD Data Encryption Proccesors
AMMIGRAP.LIB 7 AMD Graphic Drivers
AMMIINTC.LIB 10 AMD Interupt Controllers
AMMIIOPO.LIB 28 AMD Input Output Ports
AMMIMEMC.LIB 45 AMD Memory Controllers
AMMIMICC.LIB 155 AMD Microcontrollers
AMMIMICO.LIB 136 AMD Microcommunications
AMMIMICP.LIB 407 AMD Microprocessor
AMMIMISC.LIB 13 AMD Miscellaneous controller
AMMIMISE.LIB 83 AMD Microprogram Sequencier
AMMIMISL.LIB 88 AMD Slice Microprocessor
AMMIMPED.LIB 18 AMD Mpeg encoders and Decoders
AMMIPERI.LIB 10 AMD Peripheral Interface
AMMIRIOT.LIB 4 AMD riot
AMMISCSI.LIB 15 AMD Small Computer Systems Interface (SCSI)
AMMISPEC.LIB 63 AMD Special Micro Peripheral
AMMISYSC.LIB 23 AMD System Controller

 At&t

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

ATANBROA.LIB 2 Broadcast & Communication CCT
ATANOPEA.LIB 12 Operational Amplifier
ATANOSCI.LIB 55 Oscillator
ATANPLL.LIB 2 Phase Locked  Loop
ATANPOWS.LIB 82 Power Supply Circuit
ATANRFA.LIB 1 RF Amplifier
ATANTIME.LIB 1 Analog Timer Circuit
ATASUSEP.LIB 757 User Progammable
ATCODAC.LIB 66 Digital To Analog Converter
ATCOFREQ.LIB 24 Frequency Converter
ATCSRADI.LIB 2 Radio Circuit
ATCSTIME.LIB 1 Cons. Timekeeping CCT
ATIDMOTI.LIB 1 Motion Control
ATINDISD.LIB 4 Display Driver
ATINSPED.LIB 8 Special Application Driver
ATINSWIT.LIB 4 Analog Switch
ATINTRAN.LIB 134 Transceiver
ATLOARIT.LIB 1 Arithmatic Digital Logic
ATLOBUFF.LIB 24 Buffer Driver
ATLOCOUN.LIB 12 Counter
ATLODE.LIB 2 Digital Decoder
ATLODEDM.LIB 15 Digital Decoder De-Multiplexer
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ATLOFF.LIB 26 Flip Flop
ATLOGATE.LIB 86 Logic Gate
ATLOLATC.LIB 8 Latch
ATLOMUL.LIB 21 Digital Multiplexer
ATLOPAGC.LIB 6 Parity Generator/Checker
ATLOSPEC.LIB 1 Special Logic Circuit
ATMECACH.LIB 28 Cache Tag Ram
ATMEEEPR.LIB 4 Eeprom
ATMEEPRO.LIB 21 Eprom
ATMESHIF.LIB 18 Shift Register
ATMESRAM.LIB 217 Sram
ATMICLGE.LIB 3 Clock Generator
ATMICLRE.LIB 66 Clock Recovery CCT
ATMIDITA.LIB 2 Disk Tape CCT
ATMIDSP.LIB 212 DSP CCT
ATMIIOCO.LIB 1 IO Controller
ATMIMICO.LIB 29 Microcommunications
ATTECOD.LIB 3 Codec
ATTECODF.LIB 30 CODEC Filter
ATTEISDN.LIB 28 ISDN CCT
ATTEPCM.LIB 28 PCM Circuit
ATTESPEC.LIB 5 Special Telecommunications Circuit
ATTESUBL.LIB 9 Subscriber Line Circuit
ATTESWIM.LIB 21 Switching Matrix
ATTETELC.LIB 6 Telephone Circuit
ATTETELL.LIB 8 Telecommnication Line Interface

 Atmel

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

ATMEL.LIB 1368 ASIC/DGA/USERPDGA's AND ASIC/PLD/USERPLD

 Burr-Brown

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

BBANBUFF.LIB 33 Buffer.Voltage Follower
BBANCOMP.LIB 2 Analog Comparator
BBANDIFA.LIB 2 Differential Amplifier
BBANDIV.LIB 3 Analog Divider
BBANFILT.LIB 5 Filter
BBANIMIR.LIB 2 Current Mirror
BBANINST.LIB 128 Instrumentation Amplifier
BBANISOA.LIB 47 Isolation Amplifier
BBANLOGA.LIB 7 Log/Antilog Amplifier
BBANMISA.LIB 2 Miscellaneous Amplifier
BBANMULT.LIB 16 Analog Multiplier
BBANMU_D.LIB 37 Analog Multiplier / Divider
BBANOPEA.LIB 339 Operational Amplifier
BBANOSCI.LIB 1 Oscillators
BBANPOWS.LIB 56 Power Supply Circuit
BBANSPEC.LIB 6 Special Analog CCT
BBANVIDA.LIB 2 Video Amplifier
BBCOADC.LIB 265 Converter Analog-to-Digital Converter
BBCODAC.LIB 297 Converter Digital-to-Analog Converter
BBCODAS.LIB 72 Converter Data Aquisition System
BBCORMDC.LIB 2 Converter RMS to DC Converter
BBCOVC.LIB 9 Converter Voltage to Current Converter
BBCOVF.LIB 34 Converter Voltage to Frequency Converter
BBIDMONI.LIB 7 Industrial Monitor CCT
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BBINMULT.LIB 50 Interface Analog Multiplexer
BBINSAHA.LIB 23 Interface Sample and Hold Amplifier
BBINSENS.LIB 5 Interface Sensor Conditioner
BBINSPED.LIB 1 Interface Special Application Driver
BBINSPEI.LIB 9 Interface Special Interface
BBINTRAN.LIB 1 Interface Transceiver
BBPRDF.LIB 5 Peripheral Digital Filters
BBTEPCM.LIB 4 Interface PCM CCT
BBTETELL.LIB 4 Interface Telecommunication Line Interface

 Dallas

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

DSANALOG.LIB 197 Dallas Semiconductor Analog Components (broadcasting, power supply,
timers)

DSCONSUM.LIB 8 Dallas Semiconductor Consumer ICs (Control Panel CCT, Keys)
DSCONVER.LIB 2 Dallas Semiconductor Converters (3 wire to byte wide converters)
DSINTERF.LIB 134 Dallas Semiconductor Interface ICs (potentiometer, microproc. peripheral,

drivers/recievers, thermomiters)
DSLOGIC.LIB 326 Dallas Semiconductor Logic ICs (delay lines)
DSMEMORY.LIB 449 Dallas Semiconductor Memory (eprom, fifo, sram, non-volatile, application

specific)
DSMICRO.LIB 264 Dallas Semiconductor Microprocessors (microcommunications, special

peripherals, RTC speech CCT, memory controller, data compression,
disk/tape cct, microcontroller, SCSI)

DSMISC.LIB 7 Dallas Semiconductor (miscellaneous)
DSTELECO.LIB 41 Dallas Semiconductor Telecommunication (line interface, PCM CCT,

telephone CCT, special telecommunications CCT, modem, DAA)

 DosOld

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

D_ADCDAC.LIB 172 Protel DOS Schematic Analog digital Library
D_CMOS.LIB 182 Protel DOS Schematic 4000 CMOS Library
D_COMPAR.LIB 137
D_DEVICE.LIB 112 Protel DOS Schematic Device Library
D_MEM.LIB 136 Protel DOS Schematic Memory Devices Library
D_OPAMPS.LIB 625 Protel DOS Schematic Operational Amplifiers Library
D_TTL.LIB 1041 Protel DOS Schematic TTL Library
D_VOLTRE.LIB 295 Protel DOS Schematic Voltage Regulators Library

 Elantec

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

ELANBUFF.LIB 58 Buffer Voltage Follower
ELANCOMP.LIB 19 Analog Comparator
ELANFETD.LIB 35 Mosfet Driver
ELANINST.LIB 7 Instrumentation Amplifier
ELANMONI.LIB 11 Motion Control
ELANOPEA.LIB 248 Operational Amplifier
ELANPERD.LIB 5 Peripheral Driver
ELANPIND.LIB 3 Pin Driver
ELANSPED.LIB 4 Special Application Driver
ELANTRAN.LIB 4 Transceiver
ELANTVVI.LIB 4 Tv/Video CCT
ELANVIDA.LIB 20 Video Amplifier
ELANVIDS.LIB 8 Video Support Circuits

 Gennum
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ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

GNANBUFF.LIB 11 Buffer Voltage Follower
GNANFILT.LIB 7 Filter
GNANIFA.LIB 5 IF Amplifier
GNANMISA.LIB 4 Miscellaneous Amplifier
GNANMULT.LIB 8 Analog Multiplier
GNANOPEA.LIB 3 Operational Amplifier
GNANPOWS.LIB 15 Power Supply Circuit
GNANSPEC.LIB 3 Special Analog Circuit
GNCOPASE.LIB 3 Parallel-to-Serial Converter
GNCOSEPA.LIB 1 Serial-to-Parallel Converter
GNCSTVVI.LIB 16 TV/Video Circuit
GNINMULT.LIB 14 Analog Multiplexer
GNINSPED.LIB 3 Special Application Driver
GNINSWIT.LIB 27 Analog Switch
GNMIDSP.LIB 4 DSP Circuit
GNWWHIP.LIB 47 Hearing Instrument Products
GNWWVBP.LIB 8 Video and Broadcast Products

 HP EEsof

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

HP-EESOF.LIB 225 HP-EEsof - Circuit Element Catalog

 Intel

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

D_INTEL.LIB 91 Protel DOS Schematic Intel Library
IN01.LIB 16 Intel Memory Products
IN02.LIB 2 Intel Microprocessors, Volume I
IN03.LIB 17 Intel Microprocessors, Volume II
IN04.LIB 54 Intel Embedded Microcontrollers and Processors, Volume I
IN05.LIB 5 Intel Embedded Microcontrollers and Processors, Volume II
IN06.LIB 20 Intel Peripheral Components

 Lattice

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

LATTICE.LIB 411 High-Density and Low-Density CMOS PLDs, including GAL and ispLSI
devices

 Linear

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

D_linear.lib 97 Protel DOS Schematic Linear Library

 Maxim

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

MAANBUFF.LIB 4 Buffer Voltage Followers (470 series)
MAANOPEA.LIB 12 Power Supply Circuits (643 series)
MAANPOWS.LIB 5 Operational Amplifiers
MAINTRAN.LIB 41 Tranceivers
MAXIM.LIB 1576 Multiplexers, Comparators, ADCs. Contents of Library displayed in 3 parts

 Microchip

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

Mrmc8bt.lib 1023 8 Bit Microcontroller

 Mitel
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ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

MIANPLL.LIB 4 Phase Locked Loop
MIANPOWS.LIB 4 Power Supply Circuit
MIINSWIT.LIB 26 Analog Switch
MILOENDE.LIB 1 Digital Encoder Decoder
MIMIBCON.LIB 3 Bus Contoller
MIMIMICO.LIB 3 Microcommunications
MITECODF.LIB 20 Codec Filter
MITEDTMF.LIB 42 DTMF Receiver
MITEISDN.LIB 18 ISDN Circuit
MITEMODE.LIB 2 Modem Circuit
MITEPCM.LIB 10 PCM Circuit
MITESPEC.LIB 1 Special Telecommunication Circuit
MITESUBL.LIB 15 Subscriber Line Circuit
MITESWIM.LIB 7 Switching Matrix
MITETELC.LIB 10 Telephone Circuit
MITETELL.LIB 11 Telecommunication Line Interface
MITETISL.LIB 9 Time Slot Circuit

 Motorola

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

D_MOTO.LIB 57 Protel DOS Schematic Motorola Library
M01-C.LIB 232 Motorola Fast and LS TTL Data 1989 (Commercial)
M01-M.LIB 300 Motorola Fast and LS TTL Data 1989 (Military)
M02.LIB 142 Motorola CMOS Logic 1991
M03-C.LIB 127 Motorola High Speed CMOS Logic 1989 (Commercial)
M03-M.LIB 192 Motorola High Speed CMOS Logic 1989 (Military)
M04.LIB 125 Motorola FACT Data 1990
M05.LIB 48 Motorola ECLinPS Data 1991
M06.LIB 386 Motorola Linear and Interface Integrated Circuit 1988
M07.LIB 4 Motorola Memory Data 1991
M10.LIB 37 Motorola Single Chip Microprocessors 1984
M11.LIB 10 Motorola M68000 Family Reference 1990
MOMIMICC.LIB
MPA.LIB 38 Motorola Programmable Array Data (MPA)

 Nec

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

D_NEC.LIB 53 Protel DOS Schematic NEC Library
NEC.LIB 48 NEC Microcomputer Products 1984

 Nsc

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

NS01-C.LIB 251 National Semi LS/S/TTL Logic 1989 (Commercial)
NS01-M.LIB 336 National Semi LS/S/TTL Logic 1989 (Military)
NS02-C.LIB 211 National Semi ALS/AS 1990 (Commercial)
NS02-M.LIB 128 National Semi ALS/AS 1990 (Military)
NS03-C.LIB 279 National Semi CMOS Logic Databook 1988 (Commercial)
NS03-M.LIB 341 National Semi CMOS Logic Databook 1988 (Military)
NS04.LIB 54 National Semi F100K ECL Logic Databook and Design Guide 1989
NS05-C.LIB 117 National Semi FAST Advanced Schottky TTL Logic 1990 (Commercial)
NS05-M.LIB 121 National Semi FAST Advanced Schottky TTL Logic 1990 (Military)
NS06-C.LIB 177 National Semi FAST Advanced CMOS Logic 1990 (Commercial)
NS06-M.LIB 210 National Semi FACT Advanced CMOS Logic 1990 (Military)
NS07.LIB 80 National Semi Interface Databook 1990
NS08.LIB 187 National Data Acquisition Linear Device 1989
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NS09.LIB 88 National Semi Special Purpose Linear Devices 1989
NS10.LIB 265 National Semi General Purpose Linear Devices Databook 1989
NS11.LIB 77 National Semi Programmable Logic Device and Design Guide 1990
NSANATTE.LIB 2 Attenuator
NSANAUDA.LIB 43 Audio Amplifier
NSANAUDP.LIB 2 Audio Pre-Amplifier
NSANBROA.LIB 34 Broadcast & Communication Circuit
NSANBUFF.LIB 43 Buffer Voltage Follower
NSANCOMP.LIB 115 Analog Comparator
NSANFILT.LIB 52 Filter
NSANIFA.LIB 2 IF Amplifier
NSANINST.LIB 7 Instrumenation Amplifier
NSANMISA.LIB 2 Miscellaneous Amplifier
NSANMU_D.LIB 2 Analog Multiplier/Divider
NSANOPEA.LIB 602 Analog operational amplifier
NSANOSCI.LIB 1 Oscillators
NSANPLL.LIB 19 Phase Locked Loop
NSANPOWS.LIB 884 Power Supply Circuit
NSANRFA.LIB 6 RF Amplifier
NSANSENA.LIB 2 Sense Amplifier
NSANSPEC.LIB 8 Special Analog Circuit
NSANTIME.LIB 22 Analog Timer Circuit
NSANVIDA.LIB 29 Video Amplifier
NSANVIDS.LIB 4 Video Support Circuits
NSCOADC.LIB 174 Analog To Digital Converter
NSCODAC.LIB 99 Digital To Analog Converter
NSCODAS.LIB 149 Data Acquisition System
NSCODS.LIB 1 Digital To Synchro Converter
NSCOFV.LIB 7 Frequency To Voltage
NSCOSEPA.LIB 4 Serial To Parallel Converter
NSCOVF.LIB 7 Voltage To Frequency Converter
NSCSRADI.LIB 1 Radio CCT
NSCSREMO.LIB 2 Remote Control CCT
NSCSSTER.LIB 19 Stereo/Audio CCT
NSCSTVVI.LIB 10 Tv/Video CCT
NSIDAUTO.LIB 2 Automotive Control Circuit
NSIDMONI.LIB 6 Monitor Circuit
NSIDMOTI.LIB 9 Motion Control
NSINCLOD.LIB 136 Clock Driver
NSINDARD.LIB 14 Darlington Driver
NSINDISD.LIB 30 Display Driver
NSINFETD.LIB 2 Mosfet Driver
NSINLLT.LIB 81 Logic Level Translator
NSINMETD.LIB 2 Meter Driver
NSINMULT.LIB 48 Analog Multiplexer
NSINPERD.LIB 62 Peripheral Driver
NSINPIDD.LIB 1 Pin Diode Driver
NSINSAHA.LIB 13 Sample & Hold Amplifier
NSINSENS.LIB 35 Sensor Conditioner
NSINSPED.LIB 9 Special Application Driver
NSINSPEI.LIB 13 Special Interface
NSINSWIT.LIB 61 Analog Switch
NSINTRAN.LIB 370 Transceiver
NSTEANTE.LIB 7 Analog Telephone
NSTECOD.LIB 1 CODEC
NSTECODF.LIB 23 CODEC Filter
NSTEDTMF.LIB 2 DTMF Receiver
NSTEISDN.LIB 9 ISDN Circuit 9
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NSTELNCD.LIB 6 Line Card
NSTEMODE.LIB 11 MODEM Circuit
NSTESPEC.LIB 1 Special Telecommunication Circuit
NSTESUBL.LIB 1 Subscriber Line Circuit
NSTETELC.LIB 8 Telephone Circuit
NSTETELF.LIB 3 Telecommunication Filter
NSTETELL.LIB 1 Telecommunication Line Interface
NSTETISL.LIB 1 Time Slot Circuit
NSTEVSCP.LIB 3 Voice Speech Compression Processor

 Phillips

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

PHILIPS1.LIB 17 Philips Semiconductors - 16/32-Bit Microprocessors
PHILIPS2.LIB 1608 Philips Semiconductors - 8/16/32-Bit Microcontrollers

 PLD

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

PLD.LIB 511 PLD Library

 QuickLogic

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

QLOGIC.LIB 160 INTEGRATED CIRCUIT/ASIC/USER PROGRAMMABLE/FPGA

 RF Micro Devices

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

RF.LIB 82 Broadcast & Communication CCT

 SGS-Thomson

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

SGANBROA.LIB 11 Broadcast and Communication Circuit
SGANCOMP.LIB 121 Analog Comparator
SGANFILT.LIB 43 Filter
SGANMISA.LIB 1 Miscellaneous Amplifier
SGANOPEA.LIB 797 Operational Amplifier - Contents of Library displayed in 2 parts
SGANPLL.LIB 2 Phase Locked Loop
SGANPOWS.LIB 927 Power Supply Circuit - Contents of Library displayed in 2 parts
SGANRFA.LIB 12 RF Amplifier
SGANSPEC.LIB 1 Special Analog Circuit
SGANTIME.LIB 47 Analog Timer Circuit
SGANVIDA.LIB 8 Video Amplifier
SGANVIDS.LIB 12 Video Support Circuit
SGASPLD.LIB 42 Programmable Logic Device
SGCODAC.LIB 29 Digital to Analog Converter
SGCOPASE.LIB 1 Parallel to Serial Converter
SGCOSEPA.LIB 2 Serial to Parallel Converter
SGCSRADI.LIB 8 Radio Circuit
SGCSREMO.LIB 21 Remote Control Circuit
SGCSSTER.LIB 61 Stereo/Audio Circuit
SGCSTVVI.LIB 118 TV/Video Circuit
SGIDAUTO.LIB 19 Special Automotive Circuit
SGIDMONI.LIB 6 Monitor Circuit
SGIDMOTI.LIB 64 Motion Control Circuit
SGIDPOWE.LIB 5 Power Control
SGINDARD.LIB 41 Darlington Driver
SGINDISD.LIB 28 Display Driver
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SGINFETD.LIB 6 MOSFET Driver
SGINLLT.LIB 3 Logic Level Driver
SGINMULT.LIB 43 Analog Multiplexer
SGINPERD.LIB 16 Peripheral Driver
SGINSENS.LIB 8 Sensor Conditioner
SGINSPED.LIB 49 Special Application Driver
SGINSPEI.LIB 3 Special Interface
SGINSWIT.LIB 54 Analog Switch
SGINTRAN.LIB 15 Transceiver
SGMC16BT.LIB 14 16 Bit Microcontroller
SGMC8BT.LIB 225 8 Bit Microcontroller
SGPRBCON.LIB 1 Bus Controller
SGPRDF.LIB 3 Digital Filters
SGPRDRDP.LIB 1 Disk Read Data Processor
SGPRFUZZ.LIB 3 Fuzzy Logic
SGPRIOPO.LIB 5 IO Port
SGPRMICE.LIB 3 Miscellaneous Peripherals
SGPRPERC.LIB 6 Peripheral (multifunction) Controller
SGPRRTC.LIB 5 Real Time Clock
SGPRSYSC.LIB 2 System Controller
SGPRVIDC.LIB 6 Video Controller
SGPRVIDM.LIB 3 Miscellaneous Video
SGTECODF.LIB 41 CODEC Filter
SGTEISDN.LIB 15 ISDN Circuit
SGTEMODE.LIB 27 Modem Circuit
SGTEPCM.LIB 2 PCM Circuit
SGTESPEC.LIB 5 Special Telecommunications Circuit
SGTESUBL.LIB 10 Subscriber Line Circuit
SGTESWIM.LIB 3 Switching Matrix
SGTETELC.LIB 51 Telephone Circuit
SGTETELF.LIB 1 Telecommunication Filter
SGTETELL.LIB 10 Telecommunication Line Interface
SGTETLTX.LIB 26 Teletext Circuit

 Spice

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

PSPICE.LIB 3498 Pspice Library
SPICE.LIB 43 Spice Library

 Syntek

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

D_SYNTEK.LIB 52 Protel DOS Schematic Synertek Library

 Texas Instruments

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

TI01-C.LIB 422 Texas Instruments TTL Logic 1988 (Commercial)
TI01-M.LIB 563 Texas Instruments TTL Logic 1988 (Military)
TI02-C.LIB 177 Texas Instruments High-Speed CMOS Logic 1989 (Commercial)
TI02-M.LIB 298 Texas Instruments High-Speed CMOS Logic 1989 (Military)
TI03-C.LIB 487 Texas Instruments ALS/AS Logic Data book 1986 (Commercial)
TI03-M.LIB 577 Texas Instruments ALS/AS Logic Data book 1986 (Military)
TI04-C.LIB 139 Texas Instruments Advanced CMOS Logic (Commercial)
TI04-M.LIB 214 Texas Instruments Advanced CMOS Logic (Military)
TI05-C.LIB 145 Texas Instruments LSI Logic Data book 1986 (Commercial)
TI05-M.LIB 131 Texas Instruments LSI Logic Data book 1986 (Military)
TI06-C.LIB 88 Texas Instruments F Logic Data Book (Commercial)
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TI06-M.LIB 144 Texas Instruments F Logic Data Book (Military)
TI07.LIB 283 Texas Instruments Interface Circuits Data Book 1990
TI08.LIB 132 Texas Instruments Linear Circuits Data Book Vol 1 1989
TI09.LIB 71 Texas Instruments Linear Circuits Data Book Vol 2 1989
TI10.LIB 151 Texas Instruments Linear Circuits Data Book Vol 3 1989
TI11.LIB 55 Texas Instruments CMOS Memory Data Book 1991

 Western Digital

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

D_WESTDG.LIB 84 Protel DOS Schematic Western Digital Library
WD1.LIB 36 Western Digital Data Communications Products Handbook 1984
WD2.LIB 37 Western Digital Storage Management Products Handbook 1984

 Xilinx

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

XBLOX.LIB 65 XBLOX - Xilinx Unified Library
XC2000.LIB 324 2000 Series - Xilinx Unified Library
XC3000.LIB 343 3000 Series - Xilinx Unified Library
XC4000.LIB 444 4000 Series - Xilinx Unified Library
XC5000.LIB 397 5000 Series - Xilinx Unified Library
XC7000.LIB 407 7000 Series - Xilinx Unified Library
XIASPLD.LIB
XIASUSEP.LIB 286 User Programmable 286
XILINX.LIB 1186 Programmable Logic Data Book (1994)

 Zilog

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

D_ZILOG.LIB 55 Protel DOS Schematic Zilog Library
Z01.LIB 7 ZiLOG Z8 Family Design Handbook 1989
Z03.LIB 3 ZiLOG Z8000 Family Data Book 1988

その他その他その他その他

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 部品数部品数部品数部品数 内容内容内容内容

DEVICE.LIB 270 Device Library
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Device.lib 部品一覧表部品一覧表部品一覧表部品一覧表

Device.libには回路図に使用する一般的な汎用部品が格納されています。以下の表は Device.libに含まれる部
品の一覧です。

部品名部品名部品名部品名 部品形状部品形状部品形状部品形状 ピン番号ピン番号ピン番号ピン番号 フットプリントフットプリントフットプリントフットプリント 初期設定部品番号初期設定部品番号初期設定部品番号初期設定部品番号

 4HEADER

 8HEADER

12HEADER

HEADER2-18

HEADER20

HEADER22

HEADER25

HEADER30

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

1-4

1-8

1-12

1-2 (18)

1-20

1-22

1-25

1-30

JP?

16PIN

20PIN

26PIN

34PIN

40PIN

50PIN

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

1-16

1-20

1-26

1-34

1-40

1-50

IDC16

IDC20

IDC26

IDC34

IDC40

IDC50

J?

AND 1-3

ANTENNA 1

BATTERY 1-2

BELL 1-2

BNC

RCA

1-2

BRIDGE1 1-4

BRIDGE2 AC
1

AC
2

+
3

-
4

1-4 BRIDGE B?

BUFFER 1-2
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BUZZER 1-2

CAP 1-2

CAPACITOR 1-2 C?

CAPACITOR FEED 1-3 C?

CAPACITOR POL
+

1-2 C?

CAPVAR 1-2

CIRCUIT BREAKER 1-2 CB?

COAX CENTRE1

CENTRE2

SHIELD

W?

CON AT36

PC18

D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D8
D9
D10
D11
D12
D13
D14
D15
D16
D17
D18

C1
C2
C3
C4
C5
C6
C7
C8
C9

C10
C11
C12
C13
C14
C15
C16
C17
C18

C1-C18

D1-D18

J?

CON AT36A 1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

1-36 J?

CON AT36B -MEMCS16
19

-IOCS1620

IRQ10
21

IRQ11
22

IRQ12
23

IRQ15
24

IRQ14
25

-DACK0
26

DREQ027

-DACK5
28

DREQ5
29

-DACK6
30

DREQ6
31

-DACK732

DREQ7
33

+5V34

-MASTER
35

GND
36

-SBHE
1

SA23 2

SA22
3

SA21
4

SA20
5

SA19
6

SA18
7

SA17
8

-MEMR 9

-MEMW
10

SD8
11

SD9
12

SD10
13

SD11 14

SD12
15

SD13 16

SD14
17

SD15
18

1-36 J?
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CON AT62

PC31

B1
B2
B3
B4
B5
B6
B7
B8
B9
B10
B11
B12
B13
B14
B15
B16
B17
B18
B19
B20
B21
B22
B23
B24
B25
B26
B27
B28
B29
B30
B31

A1
A2
A3
A4
A5
A6
A7
A8
A9

A10
A11
A12
A13
A14
A15
A16
A17
A18
A19
A20
A21
A22
A23
A24
A25
A26
A27
A28
A29
A30
A31

A1-A31 J?

CON AT62A 32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

1-62 J?

CON AT62B

PC62

GND
32

RESDRV
33

+5V
34

IRQ9
35

-5V36

DREQ2
37

-12V38

-0WS
39

+12V40

GND
41

-SMEMW
42

-SMEMR
43

-IOW
44

-IOR45

-DACK3
46

DREQ347

-DACK1
48

DREQ1
49

-REFSH
50

SYSCLK
51

IRQ752

IRQ6
53

IRQ554

IRQ4
55

IRQ356

-DACK2
57

TC
58

ALE
59

+5V
60

14.3MHZ61

GND
62

-IOCHCK
1

D7
2

D6
3

D5
4

D4 5

D3
6

D2 7

D1
8

D0 9

IOCHRDY
10

AEN
11

A19
12

A18
13

A17 14

A16
15

A15 16

A14
17

A13
18

A12
19

A11
20

A10 21

A9
22

A8 23

A7
24

A6 25

A5
26

A4
27

A3
28

A2
29

A1 30

A0
31

1-62 J?

CON EISA19 1
2
3
4
5

7
8
9
10
11
12
13
14

16
17
18
19

1-19 J?
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CON EISA31 1
2
3
4
5

7
8
9
10
11
12
13
14
15

17
18
19
20
21
22
23
24

26
27
28
29
30
31

1-31 J?

CON EISA38 H1
H2
H3
H4
H5

H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14

H16
H17
H18
H19

G1
G2
G3
G4
G5

G7
G8
G9

G10
G11
G12
G13
G14

G16
G17
G18
G19

G1-G19

H1-H19

J?

CON EISA62 F1
F2
F3
F4
F5

F7
F8
F9
F10
F11
F12
F13
F14
F15

F17
F18
F19
F20
F21
F22
F23
F24

F26
F27
F28
F29
F30
F31

E1
E2
E3
E4
E5

E7
E8
E9

E10
E11
E12
E13
E14
E15

E17
E18
E19
E20
E21
E22
E23
E24

E26
E27
E28
E29
E30
E31

E1-E31 J?
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CON EISAE
B1
B2
B3
B4
B5
B6
B7
B8
B9
B10
B11
B12
B13
B14
B15
B16
B17
B18
B19
B20
B21
B22
B23
B24
B25
B26
B27
B28
B29
B30
B31

A1
A2
A3
A4
A5
A6
A7
A8
A9

A10
A11
A12
A13
A14
A15
A16
A17
A18
A19
A20
A21
A22
A23
A24
A25
A26
A27
A28
A29
A30
A31

D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D8
D9
D10
D11
D12
D13
D14
D15
D16
D17
D18

C1
C2
C3
C4
C5
C6
C7
C8
C9

C10
C11
C12
C13
C14
C15
C16
C17
C18

F1
F2
F3
F4
F5

F7
F8
F9
F10
F11
F12
F13
F14
F15

F17
F18
F19
F20
F21
F22
F23
F24

F26
F27
F28
F29
F30
F31

E1
E2
E3
E4
E5

E7
E8
E9

E10
E11
E12
E13
E14
E15

E17
E18
E19
E20
E21
E22
E23
E24

E26
E27
E28
E29
E30
E31

H1
H2
H3
H4
H5

H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14

H16
H17
H18
H19

G1
G2
G3
G4
G5

G7
G8
G9

G10
G11
G12
G13
G14

G16
G17
G18
G19

A1-A31

B1-B31

C1-C18

D1-D18

E1-E31

F1-F31

J?

CON1-CON10

CON12

CON14-CON20

CON24-CON26

CON34

CON36

CON39

CON40

CON50

CON60

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

1 (1-10)

1-12

1-14 (20)

1-24 (26)

1-34

1-36

1-39

1-40

1-50

1-60

J?

CONNECTOR CENT36 1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

1-36 J?

CONNECTOR COAX A,B P?

CONNECTOR COAX-F A J?

CONNECTOR COAX-M A J?
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CONNECTOR EDGE22

CONNECTOR EDGE44

CONNECTOR EDGE50

1
1

22

3
3

44

5
5

66

7
7

88

9
9

1010

11
11

1212

1313

1414

1515

1616

1717

1818

1919

2020

2121

2222

1-22

1-44

1-50

J?

CRYSTAL 1-2

DB9

DB15

DB25

DB37

1
9
2

10
3

11
4

12
5

13
6

14
7

15
8

1-9

1-15

1-25

1-37

DB9

DB15

DB25

DB37

J?

DIODE A.K

DIODE SCHOTTKEY ANODE

CATHODE

D?

DIODE TUNNEL ANODE

CATHODE

D?

DIODE VARACTOR ANODE

CATHODE

D?

ELECTRO1 1-2

ELECTRO2 1-2

FUSE1 1-2

FUSE2 1-2
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HEADER 2X2 - 18X2

HEADER 20X2

HEADER 22X2

HEADER 25X2

HEADER 30X2

1 2
3 4
5 6
7 8
9 10
11 12
13 14
15 16
17 18
19 20

1-4 (36)

1-40

1-44

1-50

1-60

JP?

INDUCTOR 1-2 L?

INDUCTOR IRON 1-2 L?

INDUCTOR IRON1 1-2 L?

INDUCTOR ISOLATED 1-2 L?

INDUCTOR VAR 1-2 L?

INDUCTOR VARIABLE IRON 1-2

INDUCTOR 1 1-2

INDUCTOR 2 1-2

INDUCTOR 3 1-2

INDUCTOR 4 1-2

JFET N SOURCE

DRAIN

GATE

Q?

JFET P SOURCE

DRAIN

GATE

Q?

JFET-N 1-3

JFET-P 1-3



Advanced Schematic 98添付ライブラリーファイル 一覧

ライブラリー 一覧  Page18

JUMPER
1

2

1-2 RAD0.2 JP?

LAMP 1-2

LAMP NEON 1-2 LP?

LED A,K

METER 1-2

MICROPHONE1 1-2 X?

MICROPHONE2 1-2

MOSFET DUAL G/N DRAIN

GATE1

GATE2

SOURCE

Q?

MOSFET DUAL G/P DRAIN

GATE1

GATE2

SOURCE

Q?

MOSFET N DRAIN

GATE

SOURCE

Q?

MOSFET P DRAIN

GATE

SOURCE

Q?

MOSFET-N1 1-3
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MOSFET-N2 1-4

MOSFET-N3 1-5

MOSFET-N4 1-4

MOSFET-P1 1-3

MOSFET-P2 1-4

MOSFET-P3 1-5

MOSFET-P4 1-4

MOTOR AC 1-2 M?

MOTOR SERVO

A

-

+
+,- M?

MOTOR STEPPER 1-6 M?

NAND 1-3
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NEON 1-2

NOR 1-3

NOT 1-2

NPN B,C,E

NPN DAR BASE

COLLECTOR

EMITTER

Q?

NPN DIAC BASE

COLLECTOR

EMITTER

Q?

NPN1 BASE

COLLECTOR

EMITTER

NPN-PHOTO C,E Q?

OPAMP 1-5

OPTOISO1 A,K,C,E

OPTOISO2 A,K,B,C,E

OPTOTRIAC 1-4
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OR 1-4

PHONEJACK 1-3 J?

PHONEJACK STEREO A,B,C J?

PHONEJACK STEREO SW A,B,C,D J?

PHONEJACK1 1-2

PHONEJACK2 1-3

PHONEPLUG 1-2 P?

PHONEPLUG1 1-2

PHONEPLUG2 1-3

PHONEPLUG3 1-2

PHOTO A,K

PHOTO NPN COLLECTOR

EMITTER

Q?

PLUG 1

PLUG AC FEMALE A,B,GND J?
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PLUG AC MALE A,B,GND J?

PLUGSOCKET 1-2

PNP B,C,E

PNP DAR BASE,

COLLECTOR

EMITTER

Q?

PNP DIAC BASE,

COLLECTOR

EMITTER

Q?

PNP1 BASE,

COLLECTOR

EMITTER

PNP-PHOTO C,E Q?

POT1 1-2,W

POT2 1-2,W

RELAY-DPDT 1-8

RELAY-DPST 1-6
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RELAY-SPDT 1-5

RELAY-SPST 1-4

RES1 1-2

RES2 1-2

RES3 1-2

RES4 1-2

RESISTER BRIDGE 1-4 R?

RESISTER TAPPED A,B,TAP R?

RESISTER VAR2 1,2 R?

RESPACK1 1 16 1-16 DIP16 RP?

RESPACK2 1 16 1-16 DIP16 RP?

RESPACK3 1
2
3
4
5
6
7
8

16
15
14
13
12
11
10
9

1-16 DIP16 RP?

RESPACK4 1
2
3
4
5
6
7
8

16
15
14
13
12
11
10
9

1-16 DIP16 RP?

SCR A,G,K

SOCKET 1
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SOURCE CURRENT 1,2 V?

SOURCE VOLTAGE 1,2 V?

SPEAKER 1,2

SW-DIP2 - SW-DIP9 1
2
3
4
5
6

12
11
10
9
8
7

1-X S?

SW DPDT COMMON1

COMMON2

NC1,NC2

NO1,NO2

S?

SW DPST COMMON1

COMMON2

NO1,NO2

S?

SW SPDT COMMON

NC

NO

S?

SW SPST COMMON

NO

S?

SW-12WAY 1-13

SW-6WAY 1-7

SW-DIP4 1
2
3
4 5

6
7
8 1-8 DIP8 SW?

SW-DIP8 1
2
3
4
5
6
7
8

16
15
14
13
12
11
10
9

1-16 DIP16 SW?
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SW-DPDT 1-6

SW-DPST 1-4

SW-PB 1-2

SW-SPDT 1-3

SW-SPST 1-2

THERMAL FUSE 1-2 F?

THERMISTER

t

1-2 RT?

TRANS1 1-4

TRANS2 1-4

TRANS3 1-4

TRANS4 1-5

TRANS5 1-5

TRANZORB ANODE

CATHODE

D?

TRIAC 1-3
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TRIODE CATHODE

FILAMENT1

FILAMENT2

GRID

PLATE

V?

TUNNEL A,K

UJT N BASE1

BASE2

EMITTER

Q?

UJT P BASE1

BASE2

EMITTER

Q?

UNJUNC-N 1-3

UNJUNC-P 1-3

VARISTER 1-2 RV?

VOLTREG Vin1

G
N

D
2

Vout 3 1-3 TO-220 U?

XNOR 1-3

XOR 1-3

ZENER1 A,K

ZENER2 A,K

ZENER3 A,K
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Advanced Schematic 98 Q&A

この章では、Advanced Schematic 98を操作するうえで、頻繁に寄せられる質問とその回答を紹
介します。Q&A で説明できない内容に関しては、関連する項目を参照してください。

Advanced Schematic 98 Q&A
導入に関して Q&A  Page2

ファイル操作に関して Q&A  Page4

回路図エディターの操作方法に関して Q&A  Page6

図面の設定に関して Q&A  Page11

ライブラリーエディターの操作に関して Q&A  Page13

プリントアウトに関して Q&A  Page15

マクロに関して Q&A  Page17

カスタマイズに関して Q&A  Page17

その他 Q&A  Page17
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導導導導入入入入にににに関関関関ししししてててて

Q Advanced Schematic はははは、、、、 2000年年年年問問問問題題題題にににに対対対対応応応応ししししてててていいいいまままますすすすかかかか ?

A Protel社からリリースされているWindows版のソフトウェアは、すべて 2000年問題に対応しています。

Q 使使使使用用用用ししししてててていいいいるるるるココココンンンンピピピピュュュューーーータタタターーーーのののの関関関関係係係係でででで、、、、 Advanced Schematic ををををフフフフロロロロッッッッピピピピーーーーデデデディィィィススススククククかかかかららららイイイインンンンスススストトトトーーーールルルルしししし
たたたたいいいいののののでででですすすすがががが可可可可能能能能でででですすすすかかかか ?

A Advanced Schematicをはじめ、Protel製品はすべて CD-ROMで供給されており、フロッピーディスク
からのインストールはできません。

Q Advanced Schematic ををををノノノノーーーートトトトパパパパソソソソココココンンンンでででで使使使使用用用用ししししたたたたいいいいののののでででですすすすがががが可可可可能能能能ででででししししょょょょううううかかかか?

A 基本的にはインストール、動作ともに支障はありませんが、画面の解像度が 1024x768以下のノートパ
ソコンで使用するとワークスペースの一部が画面内に収まらないため、すべてのコマンドを使用でき
ない場合があります。可能なかぎり 1024x768以上の解像度で使用されることをお勧めします。

Q SCH98とととと PCB98 をををを別別別別々々々々にににに購購購購入入入入ししししままままししししたたたたがががが、、、、イイイインンンンスススストトトトーーーールルルルははははどどどどちちちちららららかかかからららら行行行行ええええばばばばよよよよいいいいののののででででししししょょょょううううかかかか?

A Protel98の各製品は、どの順番でインストールしてもかまいません。しかし、EDA Client98の設定の
関係上、インストール先は必ず同じフォルダを指定してください。

Q イイイインンンンスススストトトトーーーールルルルのののの際際際際にににに、、、、間間間間違違違違っっっったたたたアアアアククククセセセセススススココココーーーードドドドをををを入入入入力力力力ししししててててししししままままいいいいままままししししたたたた。。。。入入入入力力力力しししし直直直直すすすすににににははははどどどどううううししししたたたた
らららら良良良良いいいいののののででででししししょょょょううううかかかか?

A Protel 98の各製品は、インストール時にアクセスコードを入力しますが、もし、間違ったアクセスコ
ードを入力しても、インストールは正常に終了します。しかし、アクセスコードが間違っていると、
Schや PCBのエディターが起動しませんので、クライアントメニュー (Fileメニューの左の下向きの矢印)
より、Security...を選択して正しいアクセスコードを入力してください。

関連項目: Step 1-5

Q 製製製製品品品品版版版版のののの Schematic 98 とととと評評評評価価価価版版版版のののの PCB98 をををを同同同同時時時時にににに使使使使用用用用すすすするるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A Protelのすべての製品は、評価版(30 日間限定版)を提供しており、製品版のソフトウェアと組み合わ
せて使用することができます。その際、インストールは以下の手順で行ってください。

1. 評価版の CD-ROM(Trial Version)から目的のソフトウェアをインストールします。

2. 製品版の CD-ROMからインストールします。この際、インストール先は必ず評価版がインスト
ールされているディレクトリを指定し、フルインストールで行ってください。

Q Advanced Schematic をををを起起起起動動動動ししししたたたた際際際際にににに、、、、パパパパネネネネルルルルややややダダダダイイイイアアアアロロロロググググボボボボッッッッククククススススのののの文文文文字字字字ががががははははみみみみ出出出出ててててししししままままっっっってててていいいい
るるるるののののでででですすすすがががが

A 日本語環境で使用する場合、テキストを表示するボックスサイズよりテキストサイズが大きくなり、
ダイアログボックス内の文字の上下が欠けてしまいます。

ダイアログボックスに使用する文字のフォントはクライアントメニュー (File メニューの左の下向きの
矢印)の Preferences…で設定できます。

関連項目: Step1-4

Q アアアアンンンンイイイインンンンスススストトトトーーーールルルルははははどどどどううううややややっっっってててて行行行行ううううののののでででですすすすかかかか?

A Advanced Schematic 98のアンインストールは、Windowsのコントロールパネルで行います。

1. Windowsのコントロールパネルを開きます。

2. アプリケーションの追加と削除を選択します。



Advanced Schematic 3  Q&A

Q&A  Page3

3. ダイアログボックスが表示されますので、セットアップと削除のタブの一覧から Protel98...を選
択します。

4. 追加と削除のボタンをクリックするとアンインストールが開始します。

Q Advanced Schematic 98 ははははWindows NT3.5x 、、、、ままままたたたたははははWindows3.1+Win32s でででではははは使使使使用用用用ででででききききなななないいいいののののでででで
すすすすかかかか?

A Advanced Schematic 98をはじめ、Protel 98 製品は 32bitで作成されていますが、Windows95、Windows
NT4.0のシェルに対応しているため、Windows NT3.5xまたはWindows3.1+Win32sでは使用することが
できません。OSはWindows95、Windows98、Windows NT4.0以上でお使い下さい。
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フフフファァァァイイイイルルルル操操操操作作作作にににに関関関関ししししてててて

ファイル操作に関しては Step3で詳しく説明されています。詳細は Step3の関連する項目を参照してくださ
い。

Q File-Open( ﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙﾌｧｲﾙ-開開開開くくくく)ででででププププロロロロジジジジェェェェククククトトトト全全全全体体体体をををを開開開開くくくくここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く )の Open Documentダイアログボックスで、Editorを Schに、ファイルの種類 (T):
を Advanced Schematic Project file(*.prj)に設定して Projetチェックボックスにチェックを入れます。
プロジェクトのトップ図面を指定して開く (O)ボタンをクリックするとプロジェクトを構成している
すべてのファイルが開かれます。

関連項目 Step 3-1 , Step 9

Q Advanced Schematic 98 でででで作作作作成成成成ししししたたたた図図図図面面面面をををを Advanced Schematic ver2 、、、、ver3 でででで読読読読みみみみ込込込込むむむむここここととととははははでででで
ききききまままますすすすかかかか?

A Advanced Schematicの ver2、ver3、98は、回路図ファイル(SCH)およびライブラリーファイル(lib)の形
式は全く同じです。したがって、ver2、ver3で作成した回路図を Sch98で編集 Schematic 98で編集し
たり、Sch98で作成した回路図を ver2.x、ver3.xで編集することもできます。

関連項目: Step 17-1

Q OrCAD フフフファァァァイイイイルルルルのののの読読読読みみみみ込込込込みみみみははははどどどどううううややややっっっってててて行行行行ううううののののでででですすすすかかかか?

A Advanced Schematicは OrCAD SDT III,IVと互換性を持っています。過去に作成した OrCADのデータ
を Advanced Schematicで読み込むことができます。

関連項目: Step 16-2

Q OrCAD フフフフォォォォーーーーママママッッッットトトトでででで回回回回路路路路図図図図をををを保保保保存存存存ででででききききまままますすすすかかかか?

A Advanced Schematicでは OrCAD SDT IVの形式で回路図をセーブできます。File-Save As(ﾌｧｲﾙ-名前を
付けて保存 )を選択し、Save Document Asダイアログボックスでファイルの種類 (T):を OrCAD
Schematic(*.sch)に設定して保存(S)ボタンをクリックします。OrCAD形式で保存した場合には回路図
から部品情報が削除されます。OrCADで編集作業をするには OrCADの形式のライブラリファイルが
必要です。

関連項目: Step 16-3

Q OrCAD フフフフォォォォーーーーママママッッッットトトトででででラララライイイイブブブブララララリリリリーーーーをををを保保保保存存存存ででででききききまままますすすすかかかか?

A 回路図のファイル(SCH)は OrCAD フォーマットでセーブできますが、ライブラリファイルは OrCAD
フォーマットで保存することはできません。

Q 回回回回路路路路図図図図作作作作成成成成後後後後、、、、Windows ののののエエエエククククススススププププロロロローーーーララララーーーーをををを見見見見るるるるとととと、、、、XXX.0ch、、、、xxx.1ch xxx.~ch ななななどどどどののののフフフファァァァイイイイ
ルルルルがががが作作作作成成成成さささされれれれてててていいいいままままししししたたたた。。。。作作作作っっっったたたた覚覚覚覚ええええははははなななないいいいののののでででですすすすがががが、、、、ここここれれれれはははは何何何何でででですすすすかかかか?

A EDA/Client 環境で動作するアプリケーション(SCH3や PCB)で作業するデーターはオートバックアッ
プの機能で、一定の時間間隔でバックアップが作成されます。バックアップファイルには 0ch、1chと
いう様に拡張子に番号が付けられます。最終的に保存したファイルが一番新しいものですので、必要
がなければこれらのファイルは削除して結構です。ファイルの保存時刻は、Windowsのエクスプロー
ラやファイルマネージャ等で確認できます。オートバックアップの設定はクライアントメニューの
Preferencesの AutoSaveで行います。

関連項目: EDA Client の機能 オートセーブ機能

Q Protel のののの DOS 版版版版でででで作作作作成成成成ししししたたたた回回回回路路路路図図図図フフフファァァァイイイイルルルルをををを Sch98 でででで開開開開いいいいたたたたらららら、、、、部部部部品品品品やややや回回回回路路路路ののののラララライイイインンンンがががが消消消消ええええてててていいいい
ままままししししたたたた。。。。

A Advanced Schematic 98では、以前のバージョンで作成された回路図はすべてサポートしていますが、
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DOS版で作成した回路図のみ、ラインの変換が正常に行われません。この様な場合には、一度 Advanced
Schematic ver2、または ver3で回路図を開いて、File-Saveで保存してから、Advanced Schematic 98で開
いてください。

この不具合は、Protel 98 Service Pack 2で修正されています。Protel 98 Service Pack 2は Protel International
の webサイト http://www.protel.com.au/ でダウンロードできます。

Q オオオオーーーートトトトセセセセーーーーブブブブのののの機機機機能能能能をををを使使使使用用用用ししししてててて、、、、ババババッッッッククククアアアアッッッッププププ先先先先ののののドドドドラララライイイイブブブブととととフフフフォォォォルルルルダダダダをををを指指指指定定定定ししししままままししししたたたたがががが、、、、正正正正常常常常にににに認認認認識識識識ささささ
れれれれまままませせせせんんんんででででししししたたたた。。。。

A オートセーブ機能で、バックアップフォルダに指定できるパスは、22 文字です。22 文字を超えて保
存先を指定した場合には、設定内容がリセットされてしまいます。

Q. ススススププププレレレレッッッッドドドドシシシシーーーートトトトをををを開開開開ここここううううととととすすすするるるるとととと、、、、 "License information for TF1Book is invalid..." ののののメメメメッッッッセセセセーーーージジジジがががが
表表表表示示示示さささされれれれ、、、、ススススププププレレレレッッッッドドドドシシシシーーーートトトトエエエエデデデディィィィタタタターーーーがががが起起起起動動動動ししししなななないいいいののののでででですすすすがががが ?

A Protel 98では、スプレッドサーバーに Delphi 3 の F1Bookコンポーネントを使用しています。Protel 98
のインストール後に、Delphiで開発された他のソフトウェアをインストールすると、F1Bookの古いバ
ージョン等がインストールされてしまう場合があり、スプレッドシートが正常に起動できなくなりま
す。

この様な場合には、Protel 98 の再インストールを行ってください。再インストールのときには、カス
タムインストール(Customボタン)を選択して Spread Serverのみのインストールで結構です。

Q EDA Client ののののススススププププレレレレッッッッドドドドシシシシーーーートトトトののののフフフファァァァイイイイルルルル (*.xls)をををを、、、、 Microsoft Excel でででで読読読読みみみみ込込込込むむむむととととセセセセルルルルがががが正正正正ししししくくくく表表表表示示示示
さささされれれれなななないいいいののののでででですすすすがががが。。。。

A これは、スプレッドシートのセルの高さの設定が原因です。スプレッドシートを保存する前に以下の
操作で、セルの高さを指定してください。

1. Edit-Select All(編集-すべて選択)で、すべてのセルを選択します。

2. メニューから Format-Row(フォーマット -行)を選択します。

3. Row Heightダイアログボックスが表示されます。Heightの設定を Autoにして OKボタンをクリ
ックします。

4. メニューから File-Save As(ファイル -名前を付けて保存)を選択して、保存します。

上記の手順で、セルの高さを Autoに設定すれば、Microsoft Excelで読み込むことができます。
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回回回回路路路路図図図図エエエエデデデディィィィタタタターーーーのののの操操操操作作作作方方方方法法法法にににに関関関関ししししてててて

Q 回回回回路路路路図図図図にににに使使使使用用用用ししししてててていいいいるるるる Port のののの大大大大ききききささささがががが勝勝勝勝手手手手にににに変変変変わわわわっっっっててててししししままままいいいいままままししししたたたた。。。。ままままたたたた、、、、変変変変わわわわららららななななくくくくななななっっっっててててししししまままま
ううううここここととととももももあああありりりりまままますすすすがががが、、、、ここここれれれれはははは何何何何でででですすすすかかかか?

A Advanced Schematicは OrCAD SDTと互換性を持っており、Option-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)ダイア
ログボックスのOrCAD Load OptionのOrCAD ™ Portsがチェックされているとポートの長さを変更す
ることができません。ここをチェックした状態でプロテルフォーマットの回路図を読み込むとポート
の長さがポート名に合わせて変更されてしまうため、ワイヤーからポートが離されてしまうことがあ
ります。ポートの長さを自由に変更したい場合にはここのチェックを外してください。OrCADフォー
マットのファイルを読み込む際に、自動的にここがチェックされますので注意して下さい。

関連項目: Step 16-2

Q 画画画画面面面面ののののススススククククロロロローーーールルルルのののの速速速速度度度度はははは変変変変更更更更ででででききききまままますすすすかかかか?

A Advanced Schematicではコマンドを実行した際に十字のカーソルが現れ、カーソルを移動すると画面
表示される領域も自動でスクロールされますが、ノートパソコンなど、解像度が低いコンピューター
で使用した場合にスクロールの速度が速すぎて作業がやりにくい場合があります。

この様なときには Option-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)のダイアログボックスの Graphical Editingタブ
の Auto Pan Optionの Step Sizeを初期設定の 30よりも小さな値に設定します。例えば設定を 1とした
場合には、スクロールの速度は遅くなりますが、解像度が低い画面で操作をする場合にはとてもやり
やすくなります。

Q 電電電電源源源源ややややググググラララランンンンドドドドシシシシンンンンボボボボルルルルのののの形形形形をををを変変変変ええええるるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A Advanced Schematicでは Place-Power Port(配置-電源･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)で電源やグランドを表記しますが、あらか
じめ用意されているスタイルは変更することができません。

関連項目: Step 5-5

Q 設設設設計計計計ししししてててていいいいるるるる図図図図面面面面がががが 2 枚枚枚枚あああありりりり、、、、ここここのののの 2 枚枚枚枚のののの回回回回路路路路図図図図かかかからららら 1 枚枚枚枚のののの基基基基板板板板をををを作作作作りりりりたたたたいいいいとととと思思思思いいいいまままますすすすがががが、、、、可可可可能能能能でででで
すすすすかかかか?

A 複数のシートのネットリストを作成するにはシートをプロジェクトとしてまとめる必要があります。
また、ネットリスト作成や ERCの際には、ダイアログボックスで Net Identifire Scopeの設定を作成し
たプロジェクトにあわせて設定します。

関連項目: Step 9

Q オオオオーーーートトトトジジジジャャャャンンンンククククシシシショョョョンンンン機機機機能能能能ははははババババススススににににはははは効効効効かかかかなななないいいいののののでででですすすすかかかか?

A オートジャンクション機能はワイヤのみに適用され、バスやライン(線)には適用されません。

Q オオオオーーーートトトトジジジジャャャャンンンンククククシシシショョョョンンンン機機機機能能能能でででで配配配配置置置置さささされれれれるるるるジジジジャャャャンンンンククククシシシショョョョンンンンのののの大大大大ききききささささををををデデデデフフフフォォォォルルルルトトトトでででで設設設設定定定定すすすするるるるここここととととははははでででで
ききききまままますすすすかかかか?

A Options-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)ダイアログボックスの Default Primitive タブでデフォルトの設
定ができます。デフォルトに設定された内容は自動配置されるジャンクションにも適用されます。

関連項目: Step 14

Q 回回回回路路路路図図図図作作作作成成成成にににに使使使使用用用用すすすするるるるワワワワイイイイヤヤヤヤーーーーややややババババスススス、、、、ララララベベベベルルルルななななどどどどのののの属属属属性性性性ををををデデデデフフフフォォォォルルルルトトトトでででで設設設設定定定定すすすするるるるここここととととははははででででききききまままますすすす
かかかか?

A 上記のジャンクションと同じ様に、回路図で使用するオブジェクトの初期値は、Options-
Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)のダイアログボックスの Default Primitiveタブで設定できます。

関連項目: Step 14
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Q ママママウウウウススススでででで部部部部品品品品をををを移移移移動動動動すすすするるるるとととと、、、、接接接接続続続続さささされれれれてててていいいいるるるるワワワワイイイイヤヤヤヤーーーーがががが切切切切りりりり離離離離さささされれれれててててししししままままううううののののでででですすすすがががが、、、、接接接接続続続続をををを保保保保ちちちち
ななななががががらららら移移移移動動動動すすすするるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A スケマティックエディターで部品を移動するにはマウスで部品をつかみ、そのままカーソルを移動す
ると部品が移動しますが、これでは接続状態が保持されません。

接続状態を維持しながら部品を移動するには Ctrlキーを押しながら部品をマウスでクリックします。
または、Edit-Move-Drag(編集-移動-ﾄﾞﾗｯｸﾞ)で部品を移動します。

関連項目: Step 5-8

Q EXEL ののののデデデデーーーータタタタをををを図図図図面面面面にににに貼貼貼貼りりりり付付付付けけけけるるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A 他のアプリケーションで作成したデータを直接回路図上に貼り付けることはできません。図面に貼り
付ける場合は、絵の場合はビットマップとして Place-Drawing Tools-Graphic(配置-ﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾂｰﾙ-ｸﾞﾗﾌｨ
ｯｸ)で、文章の場合は Place-TextFrame(配置-ﾃｷｽﾄﾌﾚｰﾑ)でテキストフレームを配置して文章を書き込
んで下さい。

Q 部部部部品品品品にににに対対対対すすすするるるるピピピピンンンン番番番番号号号号、、、、ピピピピンンンンのののの名名名名前前前前のののの位位位位置置置置はははは移移移移動動動動ででででききききまままますすすすかかかか?

A ピン番号、ピン名の移動は回路図に配置後に、Options-Preferences(ｵﾌﾟｼｮﾝ-操作設定)ダイアログボッ
クスの Pin Optionsで設定します。個々の部品に対して別の設定を行うことはできません。

関連項目: Step 14

Q ラララライイイイブブブブララララリリリリかかかからららら部部部部品品品品をををを探探探探ししししたたたたいいいいののののでででですすすすがががが検検検検索索索索方方方方法法法法ははははあああありりりりまままますすすすかかかか?

A 部品の検索をするには Tools-Find Component(ﾂｰﾙ-部品の検索)で行います。

関連項目: Step 5-3

Q ゲゲゲゲーーーートトトトななななどどどどのののの部部部部品品品品のののの表表表表示示示示モモモモーーーードドドドをををを変変変変ええええるるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A 部品の表示モードを切り替えるには、まず回路図に部品を配置して、配置した部品をダブルクリック
して下さい。Partダイアログボックスが表示されます。Graphical Attrsタブをクリックして Mode を
Normalから De-morgan、IEEEに変更して OKボタンをクリックすると部品の表示モードが切り替わり
ます。Normalモードだけで作成されている部品に関してはモードを切り替えても表示は変わりません。

関連項目: Step 5-2

Q シシシシーーーートトトトへへへへのののの日日日日本本本本語語語語記記記記入入入入ははははででででききききまままますすすすかかかか?

A Place-Annotate(配置-文字)で文字を配置する際にキーボードから Tabキーを押して、ダイアログボック
スで日本語を記入し、使用するフォントを MS明朝や MSゴシックなどの日本語 True Typeフォント
に設定します。

関連項目: Step 5-6

Q 回回回回路路路路図図図図かかかからららら部部部部品品品品をををを取取取取りりりり出出出出ししししててててラララライイイイブブブブララララリリリリーーーーをををを作作作作るるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A 回路図に使用されている部品情報を取り出して、ライブラリーファイルを作成するには、Tools-Make
Poject Library(ﾂｰﾙ-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの作成)を選択します。ダイアログボックスが表示されますので、
ライブラリーファイルの名前と保存先を指定します。保存(S)ボタンをクリックすると、作成したライ
ブラリーファイルが開かれます。

関連項目: Step 6-6

Q 部部部部品品品品のののの属属属属性性性性(部部部部品品品品番番番番号号号号ややややフフフフッッッットトトトププププリリリリンンンントトトト)のののの記記記記入入入入ミミミミススススをををを防防防防ぐぐぐぐ方方方方法法法法ははははあああありりりりまままますすすすかかかか?

A Advanced Schematic 98では、図面の情報をスプレッドシートで一覧表示させ、スプレッドシートでの
変更を回路図に反映させる機能が搭載されました。例えば、部品の設定(部品番号,フットプリント等)
は部品の上でマウスをダブルクリックしてダイアログボックス上で行います。この方法で大きな図面
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を作成した場合に設定ミスや記入漏れをすることがあると思います。

ERC(エレクトリカルルールチェック)では部品番号の設定ミスは検索できますが、その他の部品属性
に関しては設定ミス,記入漏れを検索することができません。Edit-Export To Spread(編集-ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ
へ出力)の機能で、この様な回路図全体の部品や他のオブジェクトの設定状態を一覧で表示させ、表の
上で設定を変更することができます。

関連項目: Step 6-5

Q ERCをををを行行行行っっっったたたた結結結結果果果果、、、、回回回回路路路路図図図図かかかかららららははははエエエエララララーーーーややややワワワワーーーーニニニニンンンンググググはははは表表表表示示示示さささされれれれまままませせせせんんんんででででししししたたたたがががが、、、、PCBににににネネネネッッッットトトトリリリリ
スススストトトトをををを読読読読みみみみ込込込込まままませせせせたたたたらららら、、、、いいいいくくくくつつつつかかかかエエエエララララーーーー表表表表示示示示がががが出出出出ててててししししままままいいいいままままししししたたたた。。。。ななななぜぜぜぜでででですすすすかかかか?

A 回路図の作成後には必ずネットリストを作成し、ネットリストの内容と作成した回路図と一致してい
るかチェックをします。ERC(エレクトリカルルールチェック)を行った結果ではエラーはないと思っ
ていても意外な部分で作成ミスなどをしているものです。例えば PCBで使用する FootPrintの記入漏
れ、または接続しないつもりの部分もジャンクションの自動発生機能などで接続されてしまっている
などの場合が考えられます。

これらの記入ミス、設定ミスなどは ERC機能で検出できません。ネットリストの確認は CADを使用
する上で欠かすことのできないプロセスです。ネットリストを確認する際に Protel形式でネットリス
トを作成すると、部品情報と接続情報の一覧が縦長に表示され、見た目にも確認しずらく、プリント
アウトすると紙の無駄使いになってしまいます。

ネットリストで回路図を確認する際には一度、Calayなどの比較的確認が行いやすい形式で出力･プリ
ントアウトし、確認後に改めて Protel形式でネットリストを作成するという方法がよいでしょう。

関連項目: Step 11 , Step 12

Q ネネネネッッッットトトトリリリリスススストトトトをををを出出出出力力力力ししししままままししししたたたたがががが、、、、VCCやややや GNDのののの接接接接続続続続情情情情報報報報はははは途途途途中中中中でででで途途途途切切切切れれれれてててていいいいるるるる様様様様でででですすすすがががが

A ネットリストを出力すると、EDA/Clientに付属のテキストエディタに表示されますが、このテキスト
エディターには、1 行に表示できる文字数に制限があり、255 文字を超えると、それ以降のデータは
表示されません。テキストエディターでファイルの保存を行なうと、それ以降のデータはなくなって
しまいます。

回路図からネットリスト等を作成した場合、ファイルはすでにハードディスク上に作成されています
ので、ネットリストは保存せずに閉じて、Windowsのメモ帳等で作業を行なって下さい。

操作手順

1. 回路図を開き、Tools-Create Netlist(ﾂｰﾙ-ﾈｯﾄﾘｽﾄ作成)でネットリストを作成します。

2. テキストエディターにネットリストが表示されます。File-Close(ﾌｧｲﾙ-閉じる )でネットリストを
保存せずに閉じます。

3. Windowsのエクスプローラーで、回路図が保存されているディレクトリーを開き、ネットリス
トをWindowsのメモ帳等で開いて確認してください。

Q 部部部部品品品品表表表表をををを出出出出力力力力ししししままままししししたたたたがががが、、、、すすすすべべべべててててのののの部部部部品品品品がががが出出出出力力力力さささされれれれてててていいいいなななないいいい様様様様でででですすすすがががが

A スケマティックエディタで Report-Bill of Material(ﾚﾎﾟｰﾄ-部品表)を選択するとダイアログボックスが表
示され、その指示に従って部品表の作成を行うことができます。この中の Protel Format(テキスト形式)
で作成した部品表では行数に制限がある関係で、同じ部品がたくさん使われているといくつか部品番
号が抜け落ち、正しいものが作成されません。CSVやスプレッドシートの形式では正しく出力されま
す。

この場合、クライアントメニューの Run Proccess...でウイザードを使用しない別のプロセス
（SCH:ReportBOM）を用いて出力を行なえば、正しい部品表が作成されます。

1. クライアントメニュー (Fileメニューの下向きの矢印)から Run Process...を選択します。

2. Run Processダイアログボックスが表示されますので、Browseボタンをクリックします。

3. Process Browserダイアログボックスが表示されます。一覧から Sch:ReportBOMを選択して OK
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ボタンをクリックします。

4. Run Processダイアログボックスに戻りますので OKボタンをクリックします。

この不具合は、Protel98 Service Pack2で修正されています。Protel98 Service Pack2は Protel International
の webサイト http://www.protel.com.au/ よりダウンロードできます。

Q 回回回回路路路路図図図図をををを画画画画像像像像デデデデーーーータタタターーーーにににに変変変変換換換換すすすするるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか ?

回路図を客先にファイルで提出したいのですが、画面表示とプリントアウトができればよいので適当
な画像ファイルに変換できるのでしょうか?

A Advanced Schematicは、Windowsのクリップボードをサポートしています。ここでは回路図をビット
マップに変換する方法を紹介します。

1. Advanced Schematicで回路図を開きます。

2. Edit-Select-All(編集-ｾﾚｸﾄ-すべて )を選択します。回路図全体がセレクトされます。

3. Edit-Copy(編集-ｺﾋﾟｰ)を選択します。十字のカーソルが表示されますので、図面上の適当な位置
でマウスをクリックします。(設定によっては十字のカーソルが表示されない場合もあります。)

4. Windowsのアクセサリーのペイントを起動します。

5. 編集-貼り付けを選択します。ペイントの画面に回路図が貼り付けられます。

ペイント以外にも、ワードパッド等のWindowsのクリップボードをサポートしているアプリケーショ
ンであれば、上記と同じ操作で貼り付けることができます。

関連項目: Step 6-1

Q Advanced Schematic でででで作作作作成成成成ししししたたたた部部部部品品品品表表表表がががが、、、、部部部部品品品品表表表表太太太太でででで読読読読めめめめまままませせせせんんんん。。。。どどどどううううししししててててでででですすすすかかかか ?

A Advanced Schematic 3.2以降、部品表作成はウィザード機能によって行われます。このウイザードの
Protel Formatは、3.1以前のバージョンものと形式が変更されていますので、部品表太に読み込む場合
は、3.1以前のフォーマットで出力して下さい。ver3.1以前の形式の部品表(BOM)を出力するには、以
下の手順で操作を行ってください。

1. クライアントメニュー (Fileメニューの下向きの矢印)から Run Process...を選択します。

2. Run Processダイアログボックスが表示されますので、Browseボタンをクリックします。

3. Process Browserダイアログボックスが表示されます。一覧から Sch:ReportBOMを選択して OK
ボタンをクリックします。

4. Run Processダイアログボックスに戻りますので OKボタンをクリックします。

関連項目: Step 10-1

Q 部部部部品品品品 リリリリスススストトトトとととと回回回回路路路路図図図図ををををリリリリンンンンククククささささせせせせるるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか ?

A Advanced Schematic 98では、図面の情報をスプレッドシートで一覧表示させ、スプレッドシートでの
変更を回路図に反映させる機能があります。例えば、部品の設定(部品番号,フットプリント等)は部品
の上でマウスをダブルクリックしてダイアログボックス上で行います。この方法で大きな図面を作成
した場合に設定ミスや記入漏れをすることがあると思います。

ERC(エレクトリカルルールチェック)では部品番号の設定ミスは検索できますが、その他の部品属性
に関しては設定ミス,記入漏れを検索することができません。Export To Spread機能はこの様な回路図
全体の部品や他のオブジェクトの設定状態を一覧で表示させ、表の上で設定を変更することができま
す。

関連項目: Step 6-5

Q 1 本本本本ののののババババススススにににに 100 以以以以上上上上ののののワワワワイイイイヤヤヤヤーーーーをををを接接接接続続続続ししししままままししししたたたたがががが、、、、部部部部品品品品ををををドドドドララララッッッッググググすすすするるるるととととババババススススがががが途途途途中中中中でででで切切切切れれれれててててししししままままいいいい
まままますすすす。。。。ななななぜぜぜぜでででですすすすかかかか ?
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A 1 本のバスに物理的に接続できるワイヤーの数は 50までです。50以上のワイヤーをバスに接続する
場合には、バスのセグメントを複数に分けてください。

Q 作作作作成成成成ししししたたたた回回回回路路路路図図図図でででで ERC、、、、ネネネネッッッットトトトリリリリスススストトトト作作作作成成成成をををを実実実実行行行行ししししままままししししたたたたがががが、、、、途途途途中中中中でででで終終終終了了了了ししししててててししししままままいいいいままままししししたたたた。。。。

A 以下の様な回路で、ERC、ネットリストを作成する場合には、注意してください。

Ø 回路図に使用している 1つの部品に、2系統の電源ピンが含まれている。

Ø 1つのポートに、部品に使用されている 2系統の電源と同じネット名の電源シンボル(パワ
ーオブジェクト)を接続している。

電源シンボル(パワーオブジェクト)は、ポートに接続しなくても、他のシートの同じ名前のシンボル
と接続されますので、ポートを削除してください。

この不具合は、Protel 98 Service Pack 2で修正されています。Protel 98 Service Pack 2は Protel International
の webサイト http://www.protel.com.au/ よりダウンロードできます。

Q ププププロロロロジジジジェェェェククククトトトトのののの操操操操作作作作のののの際際際際、、、、アアアアノノノノテテテテーーーーシシシショョョョンンンンややややネネネネッッッットトトトリリリリスススストトトト出出出出力力力力をををを行行行行ううううとととと、、、、すすすすべべべべててててののののシシシシーーーートトトトにににに対対対対ししししてててて、、、、ココココ
ママママンンンンドドドドがががが実実実実行行行行さささされれれれまままませせせせんんんん。。。。ななななぜぜぜぜでででですすすすかかかか ?

A 原因として以下の項目が考えられます。

· プロジェクトを構成するファイルが同じフォルダに保存されていない。

プロジェクトを構成するファイルは、同じフォルダに保存されている必要があります。プロジェク
ト内のシートが異なるフォルダに保存されている場合には、Windowsのエクスプローラーを使用し
て、プロジェクトを構成するファイルを同じフォルダに移動してください。

· プロジェクトの構成が、一時的に正しく認識されていない。

一時的にプロジェクトの構成が、正しく認識されていないケースがあります。この様な場合には、
以下の操作を行ってください。

1. File-Save All(ﾌｧｲﾙ-すべて保存)で、開いている回路図をすべて保存します。

2. File-Close All(ﾌｧｲﾙ-すべて閉じる )で、開いている回路図をすべて閉じます。

3. File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く )で、ダイアログボックスの Project にチェックを入れ、トップ図面のファ
イルを指定して、開く (O)ボタンをクリックします。

上記の手順でプロジェクトを再ロードすると、正しく認識されます。

· シートシンボルの設定について

プロジェクトのトップの図面で、シートシンボルを配置してサブシートを指定しますが、この際に、
Filenameのフィールドに、ドライブ名やフォルダ名が記載されていると、ネットリスト作成の際に、
ネットが分割され、サブシートのネットが正しく接続されません。

Filenameの欄にはドライブ名や、フォルダ名は記入せず、サブシートのファイル名のみを記入して
ください。
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図図図図面面面面のののの設設設設定定定定にににに関関関関ししししてててて

図面の設定に関しては Step7で詳しく説明されています。詳細は Step7の関連する項目を参照してくださ
い。

Q ググググリリリリッッッッドドドド(図図図図面面面面のののの桝桝桝桝目目目目)ををををももももうううう少少少少しししし小小小小ささささくくくくししししたたたたいいいいののののでででですすすすがががが可可可可能能能能でででですすすすかかかか?

A グリッド(図面の桝目)は、Option-Document Option(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ｼｰﾄ設定)のダイアログボックスで設定しま
す。Advanced Schematicでは Snap Grid、Visible Grid、Electrical Gridの 3種類のグリッドが用意され
ています。

関連項目: Step 7-1

Q 図図図図面面面面のののの大大大大ききききささささをををを規規規規格格格格以以以以外外外外ののののももももののののにににに設設設設定定定定すすすするるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A 図面の大きさを設定するには Option-Document Option(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ｼｰﾄ設定)のダイアログボックスの
Standard Styleの中から選択しますが、もし Standard Style以外の大きさに設定したい場合には、Custom
Styleで Use Custome Styleにチェックを入れ、図面の大きさを数値で入力します。この Use Custome
Styleにチェックを入れると Standard Styleで設定されている内容は無視され、Custome Styleで設定し
たシートが画面に表示されます。

関連項目: Step 7-1

Q 図図図図面面面面のののの枠枠枠枠やややや表表表表記記記記欄欄欄欄はははは変変変変更更更更可可可可能能能能でででですすすすかかかか? ままままたたたた、、、、自自自自社社社社のののの形形形形式式式式ののののももももののののにににに変変変変更更更更すすすするるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A 図面の枠(リファレンスゾーン)を設定する場合には Options-Document Option(ｵﾌﾟｼｮﾝ-ｼｰﾄ設定)ダイア
ログボックスでStandard StyleではなくUse Custome Styleにチェックを入れて数値でリファレンス枠の
大きさや区切りを指定します。会社名などの表記欄は Standardと Ansiの 2種類が用意されています。
この 2種類以外に独自の表記欄(タイトルブロック)を使用したい場合にはテンプレートを作成します。

関連項目: Step 7-3

Q 回回回回路路路路図図図図にににに会会会会社社社社名名名名ななななどどどどをををを入入入入れれれれよよよよううううとととと思思思思いいいい、、、、Option-Document Option ダダダダイイイイアアアアロロロロググググボボボボッッッッククククススススのののの
Organization にににに記記記記入入入入ししししたたたたののののでででですすすすがががが会会会会社社社社名名名名ななななどどどどがががが図図図図面面面面上上上上にににに表表表表示示示示さささされれれれまままませせせせんんんん。。。。ななななぜぜぜぜででででししししょょょょううううかかかか?

A 会社名やタイトルなどを Document Optionダイアログボックスで記入できますが、そのままでは回路
図上には表示されません。図面に表示するにはスペシャルストリングを使用します。

関連項目: Step 7-2

Q 会会会会社社社社ののののロロロロゴゴゴゴママママーーーーククククをををを Windows ののののペペペペイイイインンンントトトトブブブブララララシシシシででででビビビビッッッットトトトママママッッッッププププでででで作作作作成成成成しししし、、、、図図図図面面面面上上上上にににに置置置置いいいいたたたたののののでででですすすす
がががが、、、、他他他他ののののココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタででででここここのののの回回回回路路路路図図図図ををををオオオオーーーーププププンンンンすすすするるるるとととと絵絵絵絵柄柄柄柄がががが表表表表示示示示さささされれれれまままませせせせんんんんででででししししたたたた。。。。ななななぜぜぜぜでででですすすすかかかか?

A Advanced Schematicでは図面上にビットマップやメタファイルなどのの絵柄を貼り付けることができ
ますが、実際に図面に配置されているのは絵のデータではなく、ポインタだけが配置されます。もし
フロッピーディスクなどで回路図のデータを他のコンピュータに渡す場合にはロゴマークのファイ
ルも一緒に添付して下さい。

関連項目: Step 5-6 , Step 7-3

Q イイイインンンンチチチチ系系系系ととととミミミミリリリリ系系系系のののの単単単単位位位位切切切切替替替替ええええははははででででききききまままますすすすかかかか?

A Advanced Schematicではインチ系の単位で管理されています。インチとミリの切替えを行うことはで
きません。

Q 用用用用紙紙紙紙のののの設設設設定定定定でででで A～～～～Eままままででででとととと OrCAD A～～～～Eのののの種種種種類類類類ががががあああありりりりまままますすすすがががが、、、、違違違違いいいいはははは何何何何でででですすすすかかかか?

A Advanced Schematicで用意されている A～A0の種類は、上下左右に、ある程度の余白がとられており、
画面で A4 に設定し、A4 用紙に倍率 100%で印刷しても上下左右に若干の余白が残る様になっていま
す。これに対し、OrCAD A～A0で設定した場合には、OrCAD SDTに合わせた用紙サイズになり、倍
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率 100%で印刷した際には、上下左右に余白が残りません。

Q Document Option ダダダダイイイイアアアアロロロロググググボボボボッッッッククククススススででででググググリリリリッッッッドドドドやややや用用用用紙紙紙紙のののの大大大大ききききささささななななどどどどにににに小小小小数数数数をををを記記記記入入入入すすすするるるるここここととととははははででででききききまままま
すすすすかかかか?

A 図面の大きさやグリッドの数値は整数のみです。

Q ススススペペペペシシシシャャャャルルルルスススストトトトリリリリンンンンググググをををを使使使使用用用用すすすするるるるとととと、、、、日日日日付付付付やややや時時時時刻刻刻刻がががが表表表表示示示示さささされれれれまままますすすすがががが、、、、表表表表示示示示形形形形式式式式をををを変変変変更更更更すすすするるるるここここととととははははででででききききまままま
すすすすかかかか?

スペシャルストリング  ".DATE" を使用すると  "25-MAY-1998" の様に表示されますが、これを
"1998-05-25"の様に表示することはできますか?

A Advanced Schematicでは、スペシャルストリングを用いて、最新の日付や時刻などを表示できますが、
表示の形式については変更することができません。
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ラララライイイイブブブブララララリリリリーーーーエエエエデデデディィィィタタタターーーーのののの操操操操作作作作にににに関関関関ししししてててて

Q 反反反反転転転転表表表表示示示示ののののゲゲゲゲーーーートトトトをををを作作作作るるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A 反転表示のゲートなどを作成する場合の手順を以下に説明します。

1. ライブラリファイルを開きます。

2. Tools-Show Demorgan(ﾂｰﾙ-Demorgan表示)コマンドを選択し、ドモルガン表示のシートを表示し
ます。

3. ここで反転表示のゲートの作成を行います。

4. 部品を作成したらパネルの Placeボタンをクリックして回路図に配置します。

5. 図面上に十字のカーソルが表示されたらキーボードから Tabキーを押します。Partダイアログボッ
クスが表示されますので Graphical Attrsタブの Modeを Normalから De-Morganに変更してダイア
ログボックスを閉じて下さい。部品表示が切り替わります。

関連項目: Step 5-2 , Step 8-3

Q 部部部部品品品品をををを作作作作成成成成すすすするるるる際際際際にににに、、、、ピピピピンンンンをををを配配配配置置置置ししししたたたた後後後後にににに部部部部品品品品ののののボボボボデデデディィィィをををを配配配配置置置置ししししたたたたららららピピピピンンンンのののの名名名名前前前前がががが見見見見ええええななななくくくくななななっっっってててて
ししししままままいいいいままままししししたたたた。。。。

A 部品のボディとピンが重なってしまった場合は Edit-Move-Send to Back(編集-移動-背面に移動)を選
択し、重なっているオブジェクトの上でマウスをクリックします。

関連項目: Step 8-3

Q ラララライイイイブブブブララララリリリリにににに格格格格納納納納さささされれれれてててていいいいるるるる部部部部品品品品のののの一一一一覧覧覧覧表表表表をををを作作作作成成成成すすすするるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A 部品の一覧を作成するには File-Open(ﾌｧｲﾙ-開く )でライブラリーファイルを開き、Reports-Library(ﾚﾎﾟ
ｰﾄ-ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)でライブラリーファイルに格納されている部品の一覧のレポートが作成できます。レポー
トには部品名などが出力されますが、部品の絵柄は含まれません。

関連項目: Step 8-6

Q ピピピピンンンンのののの Electrical Type をををを設設設設定定定定ししししたたたたいいいいののののでででですすすすがががが、、、、間間間間違違違違ええええるるるるとととと部部部部品品品品間間間間のののの接接接接続続続続ははははどどどどううううななななりりりりまままますすすすかかかか?

A ピンの Electrical Typeには数種類の属性が用意されていますが、このエレクトリカルタイプは、回路
図作成後の ERC(エレクトリカルルールチェック)のマトリックスで使用されます。ERCのマトリック
スの設定でピンやポートなどの相性を検査できます。この属性は ERCのみに使用され、ネットリスト
には、ピンの属性や ERCの結果に関わらず、回路図からそのまま部品情報と接続情報が出力されます。

関連項目: Step 11-2

Q 部部部部品品品品をををを作作作作成成成成すすすするるるる際際際際にににに属属属属性性性性のののの設設設設定定定定ももももししししたたたたいいいいののののでででですすすすがががが、、、、可可可可能能能能でででですすすすかかかか?

A ライブラリーエディターで部品の属性を設定設定するには、Tools-Description(ﾂｰﾙ-詳細記入)を選択し
ます。Component Text Fieldsダイアログボックスが表示されますので、ここで部品属性を記入します。
ライブラリーエディターでは Default Designator(部品番号の初期値)や FootPrint(PCBパッケージ情報)
などが設定できます。

関連項目: Step 8-4

Q 電電電電源源源源ややややググググラララランンンンドドドドななななどどどどのののの隠隠隠隠れれれれたたたたピピピピンンンンをををを編編編編集集集集ししししたたたたいいいいののののでででですすすすがががが画画画画面面面面にににに表表表表示示示示さささされれれれまままませせせせんんんん。。。。どどどどううううししししたたたたらららら表表表表示示示示でででで
ききききまままますすすすかかかか?

A ライブラリーエディターで部品を編集中に、電源やグランドなどの隠れたピンを表示･編集するには、
View-Show Hiddden Pin(表示-隠しﾋﾟﾝの表示)を選択します。

関連項目: Step 8-3
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Q 複複複複数数数数つつつつののののラララライイイイブブブブララララリリリリーーーーをををを 1つつつつののののラララライイイイブブブブララララリリリリににににままままととととめめめめるるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか ?

A Advanced Schematicには、ライブラリーファイルの合成機能がないため、複数のライブラリーを 1つ
にまとめるには、ライブラリーエディターで Tools-Copy Component(ﾂｰﾙ-部品 のｺﾋﾟ )ー、または
Tools-Move Component(ﾂｰﾙ-部品の移動)で部品を 1個づつコピーして行います。

同じ名前の部品が複数存在してしまう場合には、Tools-Rename Component(ﾂｰﾙ-名前の変更 )のコマン
ドで、部品名が重複しない様に名前を変更します。

関連項目: Step 8-5
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ププププリリリリンンンントトトトアアアアウウウウトトトトにににに関関関関ししししてててて

プリントアウトに関しては、Step13で詳しく説明されています。詳細は Step13の関連する項目を参照し
てください。

Q 印印印印刷刷刷刷をををを行行行行わわわわずずずず、、、、ププププリリリリンンンントトトトアアアアウウウウトトトトのののの設設設設定定定定をををを記記記記憶憶憶憶すすすするるるる方方方方法法法法ははははあああありりりりまままますすすすかかかか?

A File-Setup Printer(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾘﾝﾀの設定)の Printer Setupダイアログボックスで、出力の設定を行い、OK
ボタンをクリックすると出力を実行せずに設定内容を保存してダイアログボックスを閉じます。

関連項目: Step 13-1

Q ププププリリリリンンンンタタタターーーー以以以以外外外外ににににももももププププロロロロッッッッタタタターーーー出出出出力力力力ががががででででききききまままますすすすかかかか?

A 出力に関してはすべて Windowsにインストールされているプリンタ/プロッタードライバに依存しま
す。プロッタに図面を出力する場合は、Windows用のプロッタードライバが必要です。ドライバはプ
ロッターメーカから入手して下さい。また、ベクターフォントを使用する場合には出力の際に File-
Setup Printer(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾘﾝﾀの設定)の Printer Setupダイアログボックスの Vector Font Optionsの設定を行
って下さい。

関連項目: Step 13-1

Q 回回回回路路路路図図図図ををををププププリリリリンンンントトトトアアアアウウウウトトトトすすすするるるるととととポポポポリリリリゴゴゴゴンンンンやややや四四四四角角角角形形形形ななななどどどどのののの塗塗塗塗りりりりつつつつぶぶぶぶししししがががが行行行行わわわわれれれれまままませせせせんんんんがががが、、、、ななななぜぜぜぜでででですすすす
かかかか?

A プリントアウトを行う際に、Setup Printerのダイアログボックスで、Color Modeを Monocromeに設定
した場合には、ポリゴンや四角形などの塗りつぶしはすべて無視され、完全なドラフトモードで印刷
されます。塗りつぶしを有効にする方法として、Printer Setupのダイアログボックスの Color Modeを
Color に設定し、お使いのプリンタドライバの設定をモノクロに設定することで、塗りつぶしも画面
のとおりにプリントアウトできます。

関連項目: Step 13-1

Q Printer Setup ダダダダイイイイアアアアロロロロググググボボボボッッッッククククススススでででで、、、、上上上上下下下下左左左左右右右右のののの余余余余白白白白をををを数数数数値値値値でででで設設設設定定定定ででででききききまままますすすすがががが、、、、ここここのののの単単単単位位位位はははは何何何何でででですすすす
かかかか?

A 図面やプリントアウトに関する数値の単位は 1/100インチです。

Q ププププロロロロッッッッタタタタでででで出出出出力力力力ししししたたたた際際際際にににに、、、、画画画画面面面面表表表表示示示示とととと文文文文字字字字のののの形形形形がががが異異異異ななななっっっってててていいいいるるるるののののでででですすすすががががななななぜぜぜぜででででししししょょょょううううかかかか ?

A プロッタに出力する場合には File-Setup Printer(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾘﾝﾀｰの設定)のダイアログボックスで Vector
Font Optionを設定します。Inter-character Spacingで文字間隔、Chracter Width Scaleで文字サイズ
について設定できます。プロットアウトする場合、一度、Inter-character Spacingを 0、Chracter Width Scale
を 100%に設定し、調整して下さい。

関連項目: Step 13-1、 13-2

Q Printer Setup ダダダダイイイイアアアアロロロロググググボボボボッッッッククククススススでででで、、、、出出出出力力力力すすすするるるるププププリリリリンンンンタタタターーーーをををを変変変変更更更更ししししままままししししたたたたがががが、、、、通通通通常常常常使使使使用用用用すすすするるるるププププリリリリンンンンタタタタにににに
出出出出力力力力さささされれれれててててししししままままいいいいまままますすすす。。。。

A Schematic 98で、Printer Setupダイアログボックスで、出力するプリンターを変更しても、Windowsで
"通常使用するプリンタ"に出力されてしまうケースがあります。その場合には以下の手順で操作を行
ってください。

1. File-Setup Printer(ﾌｧｲﾙ-ﾌﾟﾘﾝﾀｰの設定)を選択します。

2. ダイアログボックスが表示されます。Select Printerで出力機器を選択して Properties...ボタンをク
リックします。

3. プリンタの設定のダイアログボックスが表示されますので、ここでもう一度出力機器を選択します。
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関連項目: Step 13-2

Q Windows NT4.0 上上上上でででで使使使使用用用用ししししてててていいいいまままますすすすがががが、、、、ププププリリリリンンンントトトトアアアアウウウウトトトト等等等等がががが正正正正常常常常にににに処処処処理理理理さささされれれれなななないいいい様様様様でででですすすす。。。。

A Advanced SchematicをWindows NT4.0で使用した場合に、カット＆ペーストや、プリントアウト等が
正常に処理されない場合があります。この様な場合には、Windows NT4.0の修正モジュール Service
Pack 3をインストールしてください。Service Pack 3は Microsoft社インターネット webサイトや、関
連雑誌等から入手可能です。
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カカカカススススタタタタママママイイイイズズズズにににに関関関関ししししてててて

Q カカカカススススタタタタママママイイイイズズズズししししたたたたメメメメニニニニュュュューーーーををををデデデデフフフフォォォォルルルルトトトトにににに戻戻戻戻すすすすここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A カスタマイズしたメニュー、ツールバー、ショートカットキーを元に戻すにはクライアントメニュー
(Fileメニューに左の下向きの矢印)から Servers...で行います。

関連項目: EDA Clientの機能 - カスタマイズ

Q カカカカススススタタタタママママイイイイズズズズししししたたたたメメメメニニニニュュュューーーーをををを他他他他ののののココココンンンンピピピピュュュューーーータタタターーーーににににイイイインンンンスススストトトトーーーールルルルししししててててああああるるるる Protel 98 ににににももももココココピピピピーーーーすすすす
るるるるここここととととははははででででききききまままますすすすかかかか?

A カスタマイズしたメニューやツールバー、ショートカットキーの情報は Windows フォルダの
Client98.rafと Client98.rcsの 2つのファイルに保存されています。この 2つのファイルをコピー先の
コンピューターのWindowsフォルダにコピーすれば、同じメニュー、ツールバー、ショートカットで
作業を行うことができます。

この際、コピー元とコピー先のコンピューターでインストールされているフォルダが異なっている場
合には、ツールボタンのビットマップの割り当て等に注意してください。

関連項目: EDA Clientの機能 - カスタマイズ

ママママククククロロロロにににに関関関関ししししてててて

Q 繰繰繰繰りりりり返返返返しししし行行行行うううう操操操操作作作作ををををママママククククロロロロでででで実実実実行行行行ささささせせせせたたたたいいいいののののでででですすすすががががどどどどううううししししたたたたららららよよよよいいいいでででですすすすかかかか?

A Advanced Schematicでは Client Basicと Client Pascalによるマクロを実行させることができます。マク
ロはテキストエディタで作成し、インタープリタで実行されます。Advanced Schematicにはサンプル
のマクロ(*.BAS,*.TRP)がありますので参照してみて下さい。マクロの作成方法についてはオンライン
ヘルプのマクロリファレンスを参照してください。

作成したマクロを実行するには、クライアントメニュー(File メニューの左横の下向きの矢印)の Run-
Script を選択し、ダイアログボックスで実行させるマクロのファイルを指定します。もし、マクロの
構文にミスがあった場合にはテキストエディタにマクロスクリプトがオープンされ、構文ミスのメッ
セージが表示されます。

関連項目: EDA Clientの機能 - マクロ機能

Q ママママククククロロロロがががが実実実実行行行行ででででききききまままませせせせんんんん。。。。ななななぜぜぜぜでででですすすすかかかか ?

A Protel 98 でマクロを実行するには、VCL30.dplが必要です。マクロサーバーは Vcl30.dplというシステ
ムファイルがないと動作しません。VCL30.dplが EDA Client 98 のディレクトリー(例:C:¥Client98等)、
またはWindowsのディレクトリーに保存されていれば、実行することができます。

この問題は Protel 98 Service Packで修正されています。

Protel 98 Service Pack 2 は Protel International の webサイトでダウンロードできます。

そそそそのののの他他他他

Q Protel98 ののののササササーーーービビビビススススパパパパッッッッククククはははは評評評評価価価価版版版版ででででもももも使使使使用用用用ででででききききまままますすすすかかかか ?

A Protel Internationalの webサイトで配布している Protel98 Service Packは、製品版、評価版のどちらにも
使用することができます。
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